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総大会特集号
トーマス・S・モンソン大管長，

第16代大管長として支持される



大管長会
第178回年次総大会において教会の第16代大管長として支持されたトーマス・S・モンソン大管長（中央）。

大管長会におけるモンソン大管長の顧問，ヘンリー・B・アイリング管長（左）とディーター・F・ウークトドルフ管長。
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2 第178回年次総大会の概要
●土曜午前の部会

4 教会役員の支持
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

7 救いと昇栄
十二使徒定員会　ラッセル・M・ネルソン長老

11 特別な経験
七十人会長会　ロナルド・A・ラズバンド長老

13 義にかなった伝統
中央初等協会会長　シェリル・C・ラント

15 家族の中に信仰を回復する
七十人　ケネス・ジョンソン長老

17 個人に関心を寄せる
十二使徒定員会　ジョセフ・B・ワースリン長老

20 まことの生ける教会
大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

●土曜午後の部会

24 2007年度教会監査部報告
教会監査部実務運営ディレクター　
ロバート・W・キャントウェル

25 2007年度統計報告
七十人　F・マイケル・ワトソン長老

26 証
あかし

十二使徒定員会　ダリン・H・オークス長老

29 父なる神と御子イエス・キリストと聖霊に
対する証

あかし
を得る

十二使徒定員会　ロバート・D・ヘイルズ長老

32 心を開く
七十人　ジェラルド・N・ランド長老

35 奉仕──神の特質
七十人　カーロス・H・アマードー長老

37 3人の管理大祭司
七十人　ウィリアム・R・ワーカー長老

40 虐待の傷を癒
いや

す
十二使徒定員会　リチャード・G・スコット長老

44 イエス・キリストの福音
十二使徒定員会　L・トム・ペリー長老

●神権部会

47 預言者たちの言葉を心に留める
十二使徒定員会　クエンティン・L・クック長老

51 では，わたしの隣り人とはだれのことですか
管理ビショップ
H・デビッド・バートンビショップ

53 自分が何者か知っていますか
中央若い男性会長会第一顧問
ディーン・R・バージェス

55 12歳の執事
七十人　ジョン・M・マドセン長老

57 わずかな誤差
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

61 信仰と神権の誓詞と聖約
大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

65 義の模範
トーマス・S・モンソン大管長

●日曜午前の部会

68 御父の信仰
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

76 再び生まれる
十二使徒定員会
D・トッド・クリストファーソン長老

79 最高の投資
七十人　シェルドン・F・チャイルド長老

81 わたしは主に関することに喜びを感じる
前中央若い女性会長　スーザン・Ｗ・タナー

83 十二使徒
十二使徒定員会会長
ボイド・K・パッカー会長

87 過去を振り返り，前進する
トーマス・S・モンソン大管長

●日曜午後の部会

91 「わたしの言葉〔は〕
……決して絶えることがない」
十二使徒定員会
ジェフリー・R・ホランド長老

94 信仰をもって願い求めなさい
十二使徒定員会
デビッド・A・ベドナー長老　

97 わたしたちは屈しません，
誘惑には負けないのです
七十人　W・クレーグ・
ズウィック長老

99 光と真理の力
七十人
ロバート・R・ストイアー長老

101 群衆の中の一人
七十人 デニス・B・
ノイエンシュワンダー長老

103 今日
きょう

七十人　
ランス・Ｂ・ウィックマン長老

105 約束を伴う書物
七十人　クレーグ・C・
クリステンセン長老

108 神の娘たち
十二使徒定員会　
M・ラッセル・バラード長老

111 豊かな祝福
トーマス・S・モンソン大管長

●中央若い女性集会

113 証人になる
中央若い女性会長　スーザン・W・タナー

116 いつでも，どのようなことについても，
どのような所にいても
中央若い女性会長会第一顧問　
イレイン・S・ダルトン

118 ビデオプレゼンテーション
120 証

あかし

という錨
いかり

中央若い女性会長会第二顧問　
メアリー・N・クック

123 光の中を歩む
大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

72 末日聖徒イエス・キリスト教会中央幹部

126 大会で話された実話や物語の索引

127 わたしたちの時代のための教え

127 アロン神権者および若い女性用
リソースガイド

130 中央補助組織会長会

130 チャーチ・ニュース

143 大会を視聴して



2

2008年4月5日土曜午前，一般部会
管理──トーマス・S・モンソン大管長。司会

──トーマス・S・モンソン大管長。開会の祈り
──リン・A・ミケルセン長老。閉会の祈り──
ユリシス・ソアレス長老。音楽──タバナクル合
唱団；指揮──マック・ウィルバーグ；オルガニス
ト──クレー・クリスチャンセン，リチャード・エリ
オット。“How Wondrous and Great,”Hymns，
267番；「取り巻く闇

やみ

の中を」『賛美歌』52番，ウィ
ルバーグ編曲，デゼレトブック刊；「たたえよ，主
の召したまいし」『賛美歌』16番，ウィルバーグ編
曲，未刊；「感謝を神に捧げん」『賛美歌』11番；
「み旨のまま行かん」『賛美歌』172，ウィルバー
グ編曲，未刊；「われに来よ」『賛美歌』66番，マ
ヌーキン編曲，ソノス刊

2008年4月5日土曜午後，一般部会
管理──トーマス・S・モンソン大管長。司会

──ディーター・F・ウークトドルフ管長。開会の
祈り──ゲーリー・J・コールマン長老。閉会の
祈り──スタンレー・G・エリス長老。音楽──
ブリガム・ヤング大学合同聖歌隊；指揮──ロナ
ルド・ステーリー，ロザリンド・ホール；オルガニス
ト──ボニー・グッドリフ。「夜明けだ，朝明けだ」
『賛美歌』1番，ステーリー編曲，未刊；“Lean on
My Ample Arm.”Hymns，120番；「イスラエル
の救い主」『賛美歌』4番；「主よ，荒海

あらうみ

を導きた
まえ」『賛美歌』61番，マヌーキン編曲，ソノス刊

2008年4月5日土曜夜，神権部会
管理──トーマス・S・モンソン大管長。司会

──トーマス・S・モンソン大管長。開会の祈り
──マービン・B・アーノルド長老。閉会の祈り
──ラリー・W・ギボンズ長老。音楽──ローガ
ンおよびオグデンインスティテュートの神権者に
よる聖歌隊；指揮──J・ナイルズ・サルモンド，リ
ン・ホプキンズ，ジェラルド・F・サイモン；オルガ
ニスト──アンドリュー・アンズワース。“Rise Up,
O Men of God,”Hymns（1948年），332番；「長
き沈黙破りて出

い

づ」『賛美歌』10番，アンズワー
ス編曲，未刊；「イスラエルの長老たちよ」『賛美
歌』196番；“Know This, That Every Soul Is
Free,”Hymns，240番，アンズワース編曲，未刊

2008年4月6日日曜午前，一般部会
管理──トーマス・S・モンソン大管長。司会

──トーマス・S・モンソン大管長。開会の祈り
──アンソニー・D・パーキンズ長老。閉会の祈
り──ベンハミン･デ･オヨス長老。音楽──タバ
ナクル合唱団；指揮──マック・ウィルバーグ；オ

ルガニスト──リチャード・エリオット，アンドリュ
ー・アンズワース。「喜べ，主を」『賛美歌』32番；
「麗しき朝よ」『賛美歌』18番；「主はみ子をつか
わし」『子供の歌集』20，ホフハインズ編曲，未
刊；「主のみ言葉は」『賛美歌』46番；“If You
Could Hie to Kolob,”Hymns（1948年），257番，
ウィルバーグ編曲，未刊；「山の上に」『賛美歌』
2番，ウィルバーグ編曲，未刊

2008年4月6日日曜午後，一般部会
管理──トーマス・S・モンソン大管長。司会

──ディーター・F・ウークトドルフ管長。開会の
祈り──C・スコット・グロー長老。閉会の祈り
──ブルース・C・ヘーフェン長老。音楽──タバ
ナクル合唱団；指揮──マック・ウィルバーグ；オ
ルガニスト──リンダ・マーゲッツ，ボニー・グッド
リフ。「地は麗しく」『賛美歌』50番，ウィルバーグ
編曲，未刊；「われらは天の王に」『賛美歌』157
番，ウィルバーグ編曲，未刊；「導きたまえよ」『賛
美歌』41番；「わが予言者に祝福あれ」『賛美歌』
14番，ウィルバーグ編曲，未刊

2008年3月29日土曜夜，中央若い女性集会
管理──トーマス・S・モンソン大管長。司会

──スーザン・W・タナー。開会の祈り──ミラ
ンダ・コーニー。閉会の祈り──ジェニファー・ソ
ラップ。音楽──ユタ北地域キャッシュバレー
の若い女性による聖歌隊；指揮──メリリー・ウ
ェッブ；オルガニスト──ボニー・グッドリフ。「造
り主の主を」『賛美歌』37番，ウェッブ編曲，未
刊；「イエス様のように」『子供の歌集』40，クリ
ストファーソン編曲，未刊（フルート──ヘレン・
マクガー）；「主のみ言葉は」『賛美歌』46番，ケー
セン編曲，ジャックマン刊；“Press Forward,
Saints,”Hymns，81番，ウェッブ編曲（ソプラノ
声部），未刊

総大会の収録物の入手
総大会の各部会を収録したものは，http://

www.lds.org にアクセスすれば，多くの言語で
聞くことができます。CDとDVDは，通常，教会
管理本部配送センターから大会後2か月以内に
入手できるようになっています。

インターネット上での大会説教
インターネットにより，多くの言語で総大会説教

にアクセスすることができます。http://www.lds.
orgにアクセスし，“Gospel Library”，“General
Conference”の順にクリックし，言語を選択してく
ださい。（訳注──さらに，日本語版の総大会号
を閲覧するには，http://www.ldschurch.jpに
アクセスし，「教会員の方へ」「ライブラリー」「リア
ホナ」の順にクリックしてください。）

ホームティーチングおよび家庭訪問
ホームティーチングまたは家庭訪問用のメッ

セージとしては，訪問する会員の必要に最も適
した総大会説教を一つ選んでください。

表紙の説明
表紙──写真／ジョン・ルーク
裏表紙──写真／クレーグ・ダイモンド

大会の写真
総大会の写真は以下のカメラマンによって撮

影されました。クレーグ・ダイモンド，ウェルデ
ン・C・アンダーセン，ジョン・ルーク，クリスティー
ナ・スミス，レス・ニルソン，エミリー・ブース，スコ
ット・デービス，ロッド・ボーム，コーディー・ベル，
リンゼー・ブリッグズ，ヒラリー・ホルブルック。ア
ルゼンチン──ハビエル・コロナーティー。オー
ストラリア──コリン・レガートウッド。ベリーズ
──コリン・ハワード・ブレア。ブラジル──イス
ラエル・アントゥネス，ラウレニ・フォチェット。合
衆国アイダホ州──ジョン・スナイダー。韓国──
李
イ

賢奎
ヒョンギュ

。マダガスカル──ショーン・ピーターソ
ン。ウェールズ──エレン・ジョーンズ

第178回年次総大会の概要



話者リスト（50音順）
アイリング，ヘンリー・B，
………………20，61，123

アマードー，カーロス・H，……35
ウィックマン，ランス・B，……103
ウークトドルフ，ディーター・F，
…………………4，57，68

オークス，ダリン・H，………26
クック，クエンティン・L，……47
クック，メアリー・N，………120
クリステンセン，クレーグ・C，105
クリストファーソン，D・トッド，…76
ジョンソン，ケネス，…………15
ズウィック，W・クレーグ，……97
スコット，リチャード・G，……40
ストイアー，ロバート・R，……99
タナー，スーザン・W，…81，113
ダルトン，イレイン・S，………116
チャイルド，シェルドン・F，…79
ネルソン，ラッセル・M，………7
ノイエンシュワンダー，デニス・B，
…………………………101

バージェス，ディーン・R，……53
バートン，H・デビッド，………51
パッカー，ボイド・K，…………83
バラード，M・ラッセル，……108
ヘイルズ，ロバート・D，………29
ベドナー，デビッド・A，………94
ペリー，L・トム，……………44
ホランド，ジェフリー・R，……91
マドセン，ジョン・M，…………55
モンソン，トーマス・S，
………………65，87，111

ラズバンド，ロナルド・A，……11
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末日聖徒イエス・キリスト教会公式機関誌（日本語版）
大管長会：トーマス・S・モンソン，ヘンリー・B・アイリング，デ
ィーター・F・ウークトドルフ，

十二使徒定員会：ボイド・K・パッカー，L・トム・ペリー，ラッセ
ル・M・ネルソン，ダリン・H・オークス，M・ラッセル・バラー
ド，ジョセフ・B・ワースリン，リチャード・G・スコット，ロバー
ト・D・ヘイルズ，ジェフリー・R・ホランド，デビッド・A・ベド
ナー，クエンティン・L・クック，D・トッド・クリストファーソン

編集長：ジェイ・E・ジェンセン
顧問：ゲーリー・J・コールマン，菊地良彦，ジェラルド・N・ランド，W・ダグ
ラス・シャムウェー

実務運営ディレクター：デビッド・L・フリッシュニクト
編集ディレクター：ビクター・D・ケーブ
主任編集者：ラリー・ヒラー
グラフィックスディレクター：アラン・R・ロイボーグ
編集主幹：R・バル・ジョンソン
編集主幹補佐：ジェニファー・L・グリーンウッド
副編集長：ライアン・カー，アダム・C・オルソン
編集補佐：スーザン・バレット
編集スタッフ：クリスティー・バンズ，リンダ・ステール・クーパー，デビッ
ド・A・エドワーズ，ラリーン・ポーター・ガーント，キャリー・カステン，ジ
ェニファー・マディー，メリッサ・メリル，マイケル・R・モリス，サリー・J・
オデカーク，ジュディス・M・パーラー，ビビアン・ポールセン，ジョシュ
ア・J・パーキー，キンバリー・リード，リチャード・M・ロムニー，ドン・L・
サール，ジャネット・トーマス，ポール・バンデンバーグ，ジュリー・ワー
デル

主任秘書：ロ－レル・トイスチャー
マーケティング部長：ラリー・ヒラー
実務運営アートディレクター：M・M・カワサキ
アートディレクター：スコット・バン・カンペン
制作主幹：ジェーン・アン・ピーターズ
デザイン・制作スタッフ：カリ・R・アロヨ，コレット・ネベカー・オーヌ，ハワー
ド・G・ブラウン，ジュリー・バーデッド，トーマス・S・チャイルド，レジナル
ド・J・クリステンセン，キャスリーン・ハワード，エリック・P・ジョンセン，
デニス・カービー，ギニー・J・ニルソン，ランドール・J・ピクストン

印刷ディレクター：クレーグ・Ｋ・セジウィック
配送ディレクター：ランディー・J・ベンソン
日本語版翻訳課長：ヘンリー・W・サブストローム

●定期購読は，「『リアホナ』注文用紙」でお申し込みになるか，郵便振替
（口座名／末日聖徒イエス・キリスト教会　振替口座番号／00100-6-
41512）にて教会管理本部配送センターへご送金いただければ，直接郵
送いたします。●『リアホナ』のお申し込み・配送についてのお問い合わせ
……〒133-0057東京都江戸川区西小岩5-8 -6／末日聖徒イエス・キ
リスト教会　管理本部配送センター　電話：03-5668-3391
発行所 末日聖徒イエス・キリスト教会

〒106-0047東京都港区南麻布5-10-30
電話　03-3440-2351

定　価 年間予約／海外予約　1,800円（送料共）
半年予約　1,200円（送料共）
普通号／大会号　200円

『リアホナ』への投稿およびご質問は，下記の連絡先にお送りください。
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兄弟姉妹の皆さん，わたしはモン
ソン大管長から，わたしたちが
今集っているこの聖会の議事を

進めるよう依頼されました。これは全世
界の末日聖徒イエス・キリスト教会の会員
にとって，きわめて重要な機会です。
1880年10月10日に，ジョン・テーラーが
ブリガム・ヤングの後を継いで，預言者，
聖見者，啓示者，および教会の大管長とし
て支持されて以来，このような機会はいず
れも，会衆の意志を表すための教会全体
の公式の聖会と呼ばれてきました。
定員会およびグループごとに賛意を表
明します。皆さんがどこにいるかにかか
わらず，求められたら起立して，提議され
た人 を々支持するかどうかを，挙手をもっ
て表明してください。起立するよう求めら
れたときにだけ賛意を表明します。
テンプルスクウェアのタバナクルおよび
アッセンブリーホールでは，割り当てを受

けた中央幹部が，賛意の表明を見守りま
す。ステークセンターでは，ステーク会長
会が賛意の表明を見守ります。万一反対
の表明があった場合は，連絡してくださる
ようお願いします。では，これから聖会の
議事を進めます。
大管長会は，立ってください。
トーマス・スペンサー・モンソンを預言
者，聖見者，啓示者，および末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の大管長として支持する
よう，大管長会に提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
大管長会第一顧問として，ヘンリー・ベ
ニオン・アイリングを，第二顧問として，
ディーター・フリードリック・ウークトドルフを
支持するよう，大管長会に提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
ボイド・ケネス・パッカーを十二使徒定員
会の会長として支持するよう，大管長会に
提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
十二使徒定員会として次の人々を支持
するよう，大管長会に提議します。ボイド・
K・パッカー，L・トム・ペリー，ラッセル・
M・ネルソン，ダリン・H・オークス，M・
ラッセル・バラード，ジョセフ・B・ワースリ
ン，リチャード・G・スコット，ロバート・D・ヘ
イルズ，ジェフリー・R・ホランド，デビッド・
A・ベドナー，クエンティン・L・クック，D・
トッド・クリストファーソン。
賛成であれば，その意を表してください。
大管長会顧問および十二使徒を，預言
者，聖見者，啓示者として支持するよう，
大管長会に提議します。
その意を表してください。

大管長会は座ってください。
クリストファーソン長老は，十二使徒定

員会とともに座ってください。
十二使徒定員会の会員は立ってください。
トーマス・スペンサー・モンソンを預言
者，聖見者，啓示者，および末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の大管長として，先ほど大
管長会に提示され，賛意が表明された大
管長の顧問ならびに十二使徒定員会の会
員とともに支持するよう，十二使徒定員会
に提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
座ってください。
七十人第一および第二定員会の会員，

教会役員の支持
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

●土曜午前の部会
2008年4月5日



ならびに管理ビショップリックは立ってく
ださい。
トーマス・スペンサー・モンソンを預言
者，聖見者，啓示者，および末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の大管長として，先ほど大
管長会に提示され，賛意が表明された大
管長の顧問ならびに十二使徒定員会の会
員とともに支持するよう，七十人定員会の
会員ならびに管理ビショップリックに提議
します。
賛成であれば，その意を表してください。
座ってください。
次にお呼びする人々は，世界中のどこ

でこの会に出席していても立ってくださ

い。すべての地域七十人，聖任を受けて
いる祝福師，大祭司および長老定員会の
すべての会員。
トーマス・スペンサー・モンソンを，預言
者，聖見者，啓示者，および末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の大管長として，先ほど提
示され，賛意が表明された大管長の顧問
ならびに十二使徒定員会の会員とともに
支持するよう提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
反対であれば，その意を表してください。
座ってください。
すべてのアロン神権者，すなわち，聖任

されているすべての祭司，教師，執事は

立ってください。トーマス・スペンサー・モ
ンソンを，預言者，聖見者，啓示者，およ
び末日聖徒イエス・キリスト教会の大管長
として，先ほど提示され，賛意が表明され
た大管長の顧問ならびに十二使徒定員会
の会員とともに支持するよう提議します。
賛成であれば，手を挙げてその意を表
してください。
反対であれば，その意を表してください。
座ってください。
扶助協会の会員，すなわち18歳以上の
すべての女性は立ってください。
トーマス・スペンサー・モンソンを，預言
者，聖見者，啓示者，および末日聖徒イエ
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ス・キリスト教会の大管長として，先ほど提
示され，賛意が表明された大管長の顧問
ならびに十二使徒定員会の会員とともに
支持するよう提議します。
賛成であれば，手を挙げてその意を表

してください。
反対であれば，その意を表してください。
座ってください。
若い女性，すなわち12歳から18歳まで

のすべての若い女性は立ってください。
トーマス・スペンサー・モンソンを，預言
者，聖見者，啓示者，および末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の大管長として，先ほど提
示され，賛意が表明された大管長の顧問
ならびに十二使徒定員会の会員とともに
支持するよう提議します。
賛成であれば，手を挙げてその意を表

してください。
反対であれば，その意を表してください。

座ってください。
では，すでに起立した人も含めて，どこ

に集っているかにかかわらず，すべての会
員は立ってください。トーマス・スペン
サー・モンソンを，預言者，聖見者，啓示
者，および末日聖徒イエス・キリスト教会
の大管長として，先ほど提示され，賛意が
表明された大管長の顧問ならびに十二使
徒定員会の会員とともに支持するよう提議
します。
賛成であれば，手を挙げてその意を表
してください。
反対であれば，その意を表してください。
座ってください。
次は座ったままで，教会の中央幹部，
地域七十人，中央補助組織会長会の解任
と支持を行います。
D・トッド・クリストファーソン長老を，七十

人会長会会員から解任します。

感謝の意を示してくださる人は手を挙
げてください。
2008年5月1日をもって次の人々を地域
七十人から解任するよう提議します。A・
ベナンシオ・カレイラ，マルコ・A・カルデナ
ス，ホセ・A・カストロ，ジェラルド・コセー，
ルイス・G・シャベリ，ティモシー・J・ダイクス，
ジェイミー・フェレイラ，ホセ・A・ガルシア，
フランシスコ・I・ジメネス，カルロス・A・ゴ
ドイ，ジェームズ・J・ハムラ，フレデリック・
C・イヘシエネ，グレン・O・ジェンソン，ロ
バート・コー，權

クエン

（トニー）凌
リン

，リチャード・
D・メイ，ロス・H・メッケチェレン，新

にい

山
やま

靖
やす

雄
お

，
ティモシー・M・オルソン，フェルナンド・
D・オルテガ，ルイジ・S・ペローニ，ラファ
エル・E・ピノ，ゲルソン・ピッツィラニ，アレ
ハンドロ・M・ロブレス，ゲロルド・ロス，
M・ゴンサロ・セプルベダ，陳

スー

思
キオン

強
タン

，アンソ
ニー・R・テンプル，ラリー・Y・ウィルソン，
楊
ヤン

（ジェレド）宗
ツァン

延
ティン

，ウィリー・F・ズズナガ。
彼らのすばらしい働きに感謝をしてくだ
さる人は手を挙げてください。
スーザン・W・タナー，イレイン・S・ダルトン，
メアリー・N・クックの各姉妹を，中央若い女
性会長会から解任します。中央若い女性
管理会の会員も同様に皆解任します。
彼女たちのすばらしい献身的な働きに感
謝をしてくださる人は手を挙げてください。
L・ホイットニー・クレートンを七十人定員

会会長会の会員として支持するよう提議し
ます。
賛成であれば，その意を表してください。
反対であれば，その意を表してください。
次の人々を七十人第一定員会の新たな
会員として支持するよう提議します。ウィリ
アム・R・ワーカー，クレーグ・C・クリステン
セン，マルコス・A・アイドカイティス，ジェラ
ルド・コセー，ローレンス・E・コーブリッジ，
エドアルド・ガバレット，カルロス・A・ゴド
イ，ジェームズ・J・ハムラ，アラン・F・パッ
カー，ケビン・W・ピアソン，ラファエル・E・
ピノ，ゲーリー・E・スティーブンソン，ジョ
セ・A・ティシェラ，F・マイケル・ワトソン，ヨ
ルゲ・F・ゼバロス。また，七十人第二定
員会の新たな会員として，タッド・R・カリス
ター，ケント・D・ワトソン。
賛成であれば，その意を表してください。



反対であれば，同様の方法でお願いし
ます。
次の人々を新たな地域七十人として支
持するよう提議します。ペドロ・E・アブラ
ラク，青

あお

柳
やぎ

弘
こう

一
いち

，フアン・C・バロス，コリ
ン・H・ブリックネル，ビクター・陳

チェン

家
カー

庚
ケン

，
仲
チュン

國
クオ

強
チャン

，J・デビン・コーニッシュ，ウィ
ン・R・デュースナップ，マシュー・J・アイリ
ング，G・ジュレルモ・ガルシア，ロバート・
C・ゲイ，アルフレッド・L・ジェザティ，
ジェームズ・B・ギブソン，フリオ・C・ゴン
サレス，パウロ・H・イティノゼ，ダグラス・
W・ジェソップ，ファウスティノ・ロペス，デク
ラン・O・マドュー，ペア・G・マーム，フェル
ナンド・マルエンダ，ジェームズ・B・マル
ティノ，ゼルゲー・N・ミクリン，アベラルド・
モラレス，W・T・デビッド・マレー，西

にし

原
はら

里
さと

志
し

，ノーベルト・K・アルー，マイケル・D・
ピッカード，アナトリー・K・レシェトニコフ，
ウィリアム・F・レーノルズ，マイケル・A・ロ
バーツ，フェルナンド・A・R・ダ・ロシャ，
A・リカルド・サンタナ，ロバート・B・スミス，
イスラエル・A・トレンティノ，ルーベン・D・
トレス，J・ロメオ・ビアレアル，ルイス・ワイ
ドマン，

ウォン

（サム）志
チ

康
ホン

。
賛成であれば，その意を表してください。
反対であれば，その意を表してください。
イレイン・S・ダルトンを中央若い女性の

新しい会長として，メアリー・N・クックを
第一顧問，アン・M・ディブを第二顧問とし
て支持するよう提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
反対であれば，その意を表してください。
そのほかの中央幹部，地域七十人，お

よび中央補助組織会長会を現在のまま支
持するよう提議します。
賛成であれば，その意を表してください。
反対であれば，その意を表してください。
モンソン大管長，わたしが見たかぎり，
カンファレンスセンターにおいては，すべての
提議が全会一致をもって支持されました。
兄弟姉妹の皆さん，皆さんの賛意の表

明と信仰，献身と祈りに感謝します。
新たに召された七十人の会員と中央若
い女性会長会は，前に来て，壇上に座っ
てください。

感謝を込めて，D・トッド・クリスト
ファーソン長老を十二使徒定員
会の会員として歓迎します。心

の底から，このすばらしい大管長会と新た
に召されたすべての人 を々支持します。
兄弟姉妹の皆さん，ゴードン・B・ヒンク
レー大管長が亡くなったとの知らせを受
けた瞬間，だれもが皆，深い喪失感を味
わいました。しかし，ヒンクレー大管長の
行く末が神の御

み

手
て

にあることを思い，悲し
みは感謝へと変わりました。この偉大な
神の預言者から学んだ多くの事柄に，わ
たしたちは心から感謝しています。
今日
きょ う

，この聖会において，わたしたちは
主の御

み

心
こころ

に従っています。主はこう語っ
ておられます。「権能を持つ者によって聖
任され，そして権能を持っていることと，
教会の長たちによって正式に聖任された
ことが教会員に知られないかぎり，だれも
わたしの福音を宣

の

べ伝えるために出て行

くこと，あるいはわたしの教会を築き上げ
ることは許されない。」1 この同意2の律法
が定められ，教会はその定められた道を
歩んでいるのです。
世界中の会員がトーマス・S・モンソン大
管長とその有能な二人の顧問を支持して
います。わたしたちは「もはや異国人でも
宿り人でもなく，聖徒たちと同じ国籍の者
であり，神の家族なのである。
またあなたがたは，使徒たちや預言者
たちという土台の上に建てられたもので
あって，キリスト・イエスご自身が隅のかし
ら石である。」3

主は「ある人を使徒とし，ある人を預言
者とし……た」理由を明らかにされました。
それは「聖徒たちをととのえて奉仕のわざ
をさせ，キリストのからだを建てさせ，
わたしたちすべての者が，神の子を信
じる信仰の一致と彼を知る知識の一致と
に到達」4 するためです。
したがって，使徒，すなわち大管長会と

十二使徒定員会の務めは，信仰の一致を
もたらし，救い主に関する知識を宣言す
ることです。主の「最もすぐれた道」5 を学
び従うすべての人の生活を祝福すること，
それがわたしたちの務めなのです。わた
したちは救いと昇栄が得られるように
人 を々備えさせる必要があります。
信仰箇条第3条にはこう宣言されていま
す。「キリストの贖

しょく

罪
ざい

により，全人類は福音
の律法と儀式に従うことによって救われ得
ると信じる。」
救われる，すなわち救いを得るとは，肉
体と霊の死から救われることを意味しま
す。イエス・キリストの復活によって，すべ

救いと昇栄
十二使徒定員会
ラッセル・M・ネルソン長老

神の永遠の計画において，救いは個人の問題であり，昇栄は家族の問題です。

7／ 2 0 0 8 年 5 月 号
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ての人が復活し，肉体の死から救われま
す。また，イエス・キリストを信じ，主の福
音の儀式と律法に従って生活し，主に仕
えるときに，主の贖

あがな

いを通して自らの霊の
死からも救われ得ます。
高く上げられる，すなわち昇栄を得ると

は，日の栄えの王国における最も幸福で栄
光に満ちた状態に到達することを意味しま
す。この祝福は，このはかない死すべき世
を離れた後にもたらされます。最終的な救
いと昇栄に備える時は今なのです。6

この備えの一つとして，人はまず福音を
聞き理解しなければなりません。そのた
めに，今，イエス・キリストの福音が「あら
ゆる国民，部族，国語，民族」に届けられ
ているのです。7

個人の責任
数年前に，わたしはアフリカである部族
の王と会見しました。主の使徒から教えを
受けていると知った彼は深く感銘を受け，
自分が命じれば大勢の民がバプテスマを
受けるだろうと言いました。わたしは彼の
親切に感謝しましたが，主はそのような方
法で業を行われないことを説明しました。
主に対する信仰を育てるのは個人の問
題です。悔い改めも個人の問題です。人
は個人としてでなければ，バプテスマを受
け，聖霊の賜

たま

物
もの

を授かることができませ
ん。だれもが独りで生まれます。同様に，

だれもが一人一人「再び生まれる」8 ので
す。救いは個人の問題なのです。

家族の責任
個人の成長は家族の中で促されます。
家族は「神の子供たちの永遠の行く末に
対する創造主の計画の中心を成すもの」
です。9 家庭は神から与えられた愛と奉仕
の実習室です。そこで夫は妻を愛し，妻
は夫を愛し，親と子供は互いに愛し合わ
なければなりません。
世界の至る所で，家族はますます攻撃
されています。家族が崩壊すれば，政治，
経済，社会の多くの仕組みも崩壊します。
また，輝かしい永遠の可能性が実現され
ないことになります。
天の御父が夫婦に望んでおられるの
は，二人が互いに貞潔を守り，自分たち
の子供を主から賜わった嗣

し

業
ぎょう

として尊重
し，扱うことです。10 そのような家庭では
一緒に聖文を学び，祈ります。また，神殿
に心を向けます。そのような家庭は，神が
御自身の忠実な子供たちに用意された最
高の祝福を受ける場所となります。
神の偉大な幸福の計画11のおかげで，

家族は昇栄した者として，永遠にともに住
むことができます。天の御父は宣言され
ました。「人の不死不滅と永遠の命をもた
らすこと，これがわたしの業であり，わた
しの栄光である。」12 御父の目的は二つと

も，御父の愛
あい

子
し

であるイエス・キリストの
贖いによって可能になりました。主の贖
いを通して，この地上に生まれるすべての
人にとって復活が現実のものとなり，永遠
の命を得ることが可能になったのです。
復活，すなわち不死不滅はあらゆる男
女に無条件に与えられる賜物です。
永遠の命，すなわち日の栄えの栄光，ま
たは昇栄は，条件付きの賜物です。この
賜物の条件は主が定めておられます。主
はこう言われました。「わたしの戒めを守
り，最後まで堪え忍ぶならば，あなたは
永遠の命を得るであろう。この賜物は，
神のあらゆる賜物の中で最も大いなるも
のである。」13 この賜物を受けるにふさわ
しくなるための条件には，主を信じる信
仰，悔い改め，バプテスマ，聖霊の賜物を
受けること，そして神殿の儀式と聖約に忠
実であり続けることなどが含まれます。
この教会のいかなる男性も，ふさわしい
女性と結び固められないかぎり，日の栄え
の最高の位を得ることはできません。14 こ
の神殿の儀式を受けることによって，夫と
妻の両方が最終的な昇栄を得られるよう
になります。
教会の召しはいつか解任されますが，
親の召しには解任がありません。人類の
歴史が始まって以来，主は両親に，子供に
福音を教えるという戒めを与えてこられま
した。15 モーセは次のように記しています。



「……努めて……あなたの子らに教え，あ
なたが家に座している時も，道を歩く時
も，寝る時も，起きる時も，〔神の言葉〕に
ついて語らなければならない。」16

現代において，主は次のように付け加
えられました。「あなたがたの子供たちを
光と真理の中で育て〔なさい。〕」17 子供を
教える責任に関して，教会は両親を支えま
すが，両親に取って代わることはしません。
不道徳と，依存症に発展するポルノグラ
フィーが蔓

まん

延
えん

する今
こん

日
にち

，両親には子供の生
活において神がいかに重要であるかを教
える神聖な責任があります。18 神聖な可能
性に対して非常に有害なこれらの悪を，神
の子供たちは絶対に避けるべきです。
また，子供に両親を敬うよう教えなけれ
ばなりません。5番目の戒めにこうありま
す。「あなたの父と母を敬え。これは，あ
なたの神，主が賜わる地で，あなたが長
く生きるためである。」19

子供を教える最善の方法は何でしょう
か。主はわたしたちに具体的な指示を与
えておられます。「いかなる力も影響力も，
神権によって維持することはできない，あ
るいは維持すべきではない。ただ，説得
により，寛容により，温厚と柔和により，ま
た偽りのない愛により，
優しさと純粋な知識による。これらは，
偽善もなく，偽りもなしに，心を大いに広
げるものである。
聖霊に感じたときは，そのときに厳しく
責めなさい。そしてその後，あなたの責
めた人があなたを敵視しないために，そ
の人にいっそうの愛を示しなさい。」20

子供を正す必要があるときは，こう自問
してください。「子供により良い道を選択
するよう促すために，わたしは何を言い，
何をすることができるだろう。」正す必要
があるときは，静かに，一対一で，愛を
もって行い，人前ではしないことです。し
かる必要があるときは，敵意の種が残ら
ないように，しかった後，すぐによりいっそ
うの愛を示してください。説得するには，
心からの愛を示し，神聖な教義や正しい
原則に基づいて教えなければなりません。
子供を支配しようとするのではなく，耳

を傾け，福音を学べるように助け，霊感を

与え，永遠の命に導くことです。皆さんは
神の子供たちの世話をするようにゆだね
られた神の代理人です。子供を教え，説
得するときに，神の御

み

霊
たま

の影響力を心に
保ってください。

先　祖
昇栄に備える家族の責任について話し
合うときに，母親と父親と子供について話

すだけでは不十分です。祖父母やそのほ
かの先祖たちについてはどうでしょうか。
わたしたちは先祖なしには完全になれず，
先祖もわたしたちなしには完全になれな
いことを，主は明らかにされました。21 結
び固めの儀式は昇栄するために欠かせま
せん。妻は夫と結び固められる必要があ
ります。子供は両親と結び固められる必
要があります。また，すべての人は先祖と

9／ 22 0 0 8 年 5 月 号
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つながる必要があります。22

現世で結婚できない人や，両親と結び
固められない人はどうでしょうか。主はわ
たしたちの行いだけでなく，わたしたちの
望みに応じても一人一人を裁かれます。23

また昇栄の祝福はふさわしいすべての人
に与えられます。そのことをわたしたちは
知っています。24

わたしたちは聖約の子として大きな恵
みを受けています。わたしたちの心には，
父祖アブラハム，イサク，ヤコブに与えら
れた約束が植え付けられています。主は
言われました。「あなたがたは肉による正
当な相続人であり，神のうちにキリストとと
もに世から隠されてきたからである。……
それゆえ，もしあなたがたがわたしの慈

しみの中にとどまるならば，すなわち，引き
続き異邦人への光となり，この神権によっ
てわたしの民イスラエルのために救い手と
なるならば，あなたがたは幸いである。」25

現世は救いと昇栄に備える時です。26

神の永遠の計画において，救いは個人の
問題であり，昇栄は家族の問題です。
聖約の子として，わたしたちは今朝，こ

の聖会に出席しています。預言者と使徒
の聖なる称号に注意が向けられる集会で
す。しかし，救いと昇栄に備える究極の
責任は，自らの選択に責任を持ち，母親，
父親，娘，息子，祖母，祖父という称号を
受けて自らの家庭で自分の分を果たすわ
たしたち一人一人にかかっているのです。
そのような責任において信仰をもって

前進し，この教会の頭であるイエス・キリ
ストにより，またその代弁者である預言者
により導かれますよう，イエス・キリストの
御
み

名
な

によって祈ります。アーメン。

注

1．教義と聖約42：11，強調付加

2．教義と聖約26：2；28：13参照

3．エペソ2：19－20

4．エペソ4：11－13

5．1コリント12：31；エテル12：11

6．アルマ34：32－33参照

7．黙示14：6

8．ヨハネ3：3，7；モーサヤ27：25；アル

マ5：49；7：14；モーセ6：59

9．「家族――世界への宣言」『リアホナ』

2004年10月号，49 

10．詩篇127：3参照

11．アルマ42：8参照

12．モーセ1：39

13．教義と聖約14：7。3ニーファイ15：9

も参照。モルモン書はこの大いなる賜物

を授かるための条件とはどのようなもの

かさらに説明を加えている。「あなたが

たはこれからもキリストを確固として信

じ，完全な希望の輝きを持ち，神とすべ

ての人を愛して力強く進まなければなら

ない。そして，キリストの言葉をよく味わ

いながら力強く進み，最後まで堪え忍ぶ

ならば，見よ，御父は，『あなたがたは永

遠の命を受ける』と言われる。」（2ニー

ファイ31：20，強調付加）

14．教義と聖約131：1－3参照

15．モーセ6：57－58参照。ベニヤミン王

の教えにも注目する。「またあなたがた

は，自分の子供たちが飢えていたり，着

る物がなかったりするのをほうってはお

かないであろう。あなたがたは子供たち

が神の律法に背くのも，互いに戦うのも，

争い合うのもほうってはおかないであろ

う。また，罪の頭である悪魔……に仕え

ることも許さないであろう。むしろあな

たがたは，彼らに真理の道をまじめに歩

むように教えるであろう。互いに愛し合

い，互いに仕え合うように教えるであろ

う。」（モーサヤ4：14－15）

16．申命6：7

17．教義と聖約93：40。主は次のようにも

語っておられる。「また，彼らは〔あなた

がたの〕子供たちに祈ることと，主の前

をまっすぐに歩むことも教えなければな

らない。」（教義と聖約68：28）

18．そのようにパウロはテモテに教えている。

「あなたは，自分が学んで確信していると

ころに，いつもとどまっていなさい。あ

なたは，それをだれから学んだか知って

おり，また幼い時から，聖書に親しみ，そ

れが，キリスト・イエスに対する信仰に

よって救
すくい

に至る知恵を，あなたに与えう

る書物であることを知っている。」（2テモ

テ3：14－15）

19．出エジプト20：12。親に関する箴言の

言葉を思い起こすこと。「子をその行く

べき道に従って教えよ，そうすれば年老

いても，それを離れることがない。」（箴

言22：6）

20．教義と聖約121：41－43

21．教義と聖約128：15参照

22．教義と聖約128：18参照

23．教義と聖約137：9参照

24．教義と聖約130：20－21参照。ロ

ジャー・クローソン，Con fe rence

Report，1917年10月，29も参照；

ジョセフ・F・スミス，Deseret News，

1878年5月1日付で引用；リチャード・

G・スコット「偉大な幸福の計画を実践す

る」『リアホナ』1997年1月号，85

25．教義と聖約86：9，11

26．アルマ12：24参照



この特別な日に，トーマス・S・モン
ソン大管長が地上における主の
預言者であるという，わたしの証

も付け加えます。この総大会で話す機会
に感謝します。
この歴史的な大会で，秩序正しい，定
められた方法により，教会の新しい預言
者，大管長会，そしてほかの指導者を支
持できる経験に恵まれたことを，皆さんと
ともに感謝します。
このような経験を通して，この教会が確
かに主のまことの生ける教会であると知
ることにより，わたしたちの証と信仰は強
くなっていきます。
人生という旅路において，わたしたち
は信仰と証というブロックを積み重ねてく
れる，多くの特別な経験をします。これら
の経験は実に様々な形で，予期せぬとき
にやって来ます。力強い霊的な出来事，
あるいは小さくても新しい理解を与えてく

れるような瞬間かもしれません。中には，
対処の仕方を試される深刻な問題や大き
な試練もあります。どのようなものであっ
ても，一つ一つの経験は，自分自身が成
長し，より豊かな知恵を得，そして多くの
場合，より深い共感と愛をもって奉仕する
機会となるのです。リバティーの監獄で人
生最大とも言える試練を受けていた預言
者ジョセフ・スミスに，主は励ましの言葉
を与えておられます。「これらのことはす
べて，あなたに経験を与え，あなたの益
となるであろう。」（教義と聖約122：7）
人生で積み重ねる経験は，わたしたち
にとって強さとなり助けとなります。家を
建てるときに積み重ねるブロックが建物全
体を支えるのと同様に，人生の経験がブ
ロックとなってわたしたちの証を築き，主
イエス・キリストへの信仰をさらに強めてく
れるのです。
まさにこの部会でも，豊かな経験に満
ちた人生の大切さを知ることができます。
指導者の賢明な勧告に従い，教えや御

み

霊
たま

に感嘆するわたしたちにとって，長年の準
備期間を経た先任使徒を主が預言者とし
てお選びになるのは，何ら不思議なこと
ではありません。
わたしの祝福師の祝福には，自身の証

を強めてくれる特別な経験が与えられる
と記されています。兄弟姉妹，人生で心
に確信と喜びを与えてくれた特別な経験
について考えてみてください。ジョセフ・
スミスが回復の預言者であると初めて
知ったときのこと，モロナイの勧告を受け
入れ，モルモン書が確かにイエス・キリスト
についてのもう一つの証であると知った

ときのこと，心からの祈りに答えが与えら
れ，天の御父が直接あなたを知り，愛して
おられると実感したときのことを覚えてい
ますか。これらの特別な経験に思いをは
せるとき，感謝の念を抱き，新たな信仰と
決意をもって前進しようという気持ちにな
らないでしょうか。
先日，ラズバンド姉妹とわたしは，忘れ
難い経験をしました。ペルーの二つのス
テーク大会を管理する割り当てを受けた
ときのことです。滞在中，アンデス山脈の
チチカカ湖のほとりにあるプーノという町へ
行きました。アンデス高地にある海抜1万
2,000フィート（約3,660メートル）のこの町は
素朴で美しく，心を奪われました。この地
域のステーク会長に会い，プーノ地域の何
百人もの若人とともにすばらしいファイヤ
サイドを開きました。
ある朝，チチカカ湖にあるアシでできた
浮き島に住む数人の会員に招かれました。
そこに住む人々はボリビアやペルーのウロ
スインディアンとして知られています。
2，3の末日聖徒の家族が一緒になって，
小さな新しい浮き島を作ったと知らされ
ました。胸を躍らせてボートで島に渡る
と，すばらしい会員たちの温かい歓迎を
受けました。
非常に美しく色鮮やかな，手作りの毛
布にくるまれた赤ん坊を抱かせてもらいま
した。その日に湖で釣って丁寧に料理し
た魚をたくさんごちそうになりました。彼
らが売っている商品や手工芸品を見せて
もらい，贈り物を交換しました。
またわたしたちは，子供たちが毎日セ
ミナリーと学校へ通うのに，45分間カヌー
をこいでプーノまで往復していることを知
りました。また，兄弟姉妹たちが聖文に
精通し，理解し，愛していることを知って
うれしく思いました。彼らはボリビア・コ
チャバンバ神殿でエンダウメントと結び固
めを受けていて，有効な神殿推薦状を誇
らしげに見せてくれました。
別れる前に，母親の一人から一緒にひ
ざまずいて家族の祈りに参加してほしい
と言われました。この忠実な聖徒たちと，
アシでできた柔らかい床にひざまずいた
ときの感覚をよく覚えています。ひざまず

特別な経験
七十人会長会
ロナルド・A・ラズバンド長老

人生という旅路において，わたしたちは信仰と証
あかし

というブロックを積み重ねてくれる，
多くの特別な経験をします。
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くと，その母親から，わたしが祈り，メルキ
ゼデク神権によってこの新しい浮き島と
家を奉献するよう頼まれました。
実に謙虚な気持ちになりました。チチ
カカ湖に浮かぶ，この小さなアプインティ
島を奉献し，忠実な末日聖徒であるルハ
ノ家とハヤウイ家への祝福を主に祈って
ほしいと言われたのです。
主から与えられたこの特別な経験につ
いて考えると，わたしの信仰の家に新し
いブロックが積み重なったことが分かりま
す。プーノでのことをよく思いますが，この
経験はわたしの祝福師の祝福がまた一つ
成就したことを思い出させてくれます。
1831年に記された教義と聖約第1章に
は，末の日に主の業が大きく広がることを
予見する記述があります。主は次のことを
明らかにされました。

「すべての人が主なる神，すなわち世の
救い主の名によって語るため，
信仰もまた地に増すため，
わたしの永遠の聖約が確立されるため，
わたしの完全な福音が弱い者や純朴な
者によって世界の果てまで，……宣

の

べられ
るためである。」（教義と聖約1：20－23）
兄弟姉妹，わたしや皆さんのような教会
の弱い者や純朴な者が，ペルーのプーノや
世界のかなたまで福音を携えて行くので
す。神と聖約を交わす人々の信仰は強め
られています。それは各個人が信仰を高
める貴重な経験をし，宝の蔵に蓄えてい
るからであると信じています。
モンソン大管長は言いました。「〔主は〕
戒めを与えられ，賢い者であろうとなかろ
うと，主に従う者には，この世で経験する
労苦や葛

かっ

藤
とう

，苦悩のときに御自身を現して，

ともに歩んでくださいます。こうして，……
〔彼らは〕主がどのような御方であるかを
自分自身の経験を通して学ぶのです。」（ア
ルバート・シュバイツァー，The Quest of
the Historical Jesus〔1948年〕，401。「主
の道」『リアホナ』2003年1月号，7で引用，
強調付加）
世俗的な事柄が生活の中に入り込んで
来る今の世の中で，試練や困難にのみ込
まれそうになるとき，自分だけの特別で霊
的な経験を思い出しましょう。信仰という
これらのブロックがあれば，思いやりと愛
に満ちた天の御父がおられ，主イエス・キ
リストが救い主であられ，回復されたこの
教会がまことの生ける教会であるという
確信と安心を得られるのです。このこと
を，イエス・キリストの御

み

名
な

によって証しま
す，アーメン。



わたしの覚えているかぎり，父は
きれいな赤いルビーの指輪を
左手にはめていました。指輪

はわたしの唯一の弟が受け継ぎました。
それは我が家の伝統，つまり世代から世
代へと受け継ぐ遺産になるでしょう。指輪
にまつわる懐かしい思い出とともに，すば
らしい伝統となっていくでしょう。
人にはそれぞれ家族の伝統があります。
この世的なものもあれば，深い意味を持
つものもあります。最も大切な伝統は生
き方に関連するものです。子供たちに影
響を与え，人生を形作り，世代を超えて続
きます。モルモン書には，先祖の言い伝
えの影響を強く受けていたレーマン人の
ことが記されています。ベニヤミン王は，
彼らは福音の原則をまったく知らない民
であり，「たとえ教えられても，彼らの先祖
の正しくない言い伝えがあるために信じな
いのである」と言いました（モーサヤ１：5）。

わたしたちにはどのような伝統がある
でしょうか。先祖から受け継いだ伝統で，
今はわたしたちが子供に伝えているもの
もあるでしょう。それは，子供に受け継い
でいってほしいと望んでいるものでしょう
か。義や信仰の行いに基づいているもの
でしょうか。この世的な性質を帯びたも
のでしょうか，永遠に続くものでしょうか。
意識的に義にかなった伝統を築いている
でしょうか，それとも意識せずに物事をた
だ受け入れているのでしょうか。世の
騒 し々い声にこたえようとして築いたもの
でしょうか，それとも御

み

霊
たま

の静かな細い声
に影響されて築いたものでしょうか。わ
たしたちが家庭で築いている伝統は，子
供が生ける預言者に従うのを容易にして
いるでしょうか，それとも難しくしているで
しょうか。
自分たちが引き継いでいくものをどのよ
うに決めたらよいのでしょうか。聖文に
はすばらしい規範があります。モーサヤ
書第5章15節にはこう記されています。
「したがって，あなたがたは確固として揺
らぐことなく，いつも多くの善い行いをして
……ほしい。」
わたしはこの聖句が好きです。伝統は
同じ行動を繰り返すことにより，時を経て
築かれていくものだからです。確固として
変わることなく善い行いを続けるなら，固
く義に根ざした伝統が生まれるでしょう。
けれども，ここで質問があります。わたし
たちはどのようにして良いもの，さらには
もっと大切な十分良いものを判断するこ
とができるのでしょう。第3ニーファイ第6
章14節を読めば，そのことはもう少し分か

ります。そこには，「真実の信仰に帰依し
……堅く確固として動かず，喜んで力のか
ぎり主の戒めを守っていたので，真実の
信仰から離れようとしなかった」民につい
て記されています。
堅く確固として動かずに戒めを守れる
ようになるには，まず「真実の信仰」に帰
依する必要があります。福音に帰依する，
または改心するとは，イエス・キリストを贖

あがな

い主として固く信じることです。これを証
言する言葉が，「イエス・キリストについて
のもう一つの証

あかし

」であるモルモン書に記
されています。モルモン書は聖書とともに，
天の御父が実在しておられることだけで
なく，イエス・キリストの神性と使命を宣言
しています。この聖なる書物に記録され
ている預言者は皆，御父と御子に対する
それぞれの証を述べており，わたしたち
が贖いにあずかり，一人一人が平安と幸
福を見いだすためにどう生きるべきかを
教えています。
わたしたち一人一人が改心する方法は
一つしかありません。わたしたちは，まさ
にイエス・キリストを証するこれらの聖文
を研究することで，御霊の証によって改心
します。祈りと断食を通して改心します。
真理を知りたいと心から望んでいればこ
そ改心できるのです。聖文や預言者の教
え，教会そのものの欠点を見つけて，自
分の行いを正当化するのではなく，心を
開いて真理を求めなければなりません。
世の中の考えではなく，御霊が伝えること
に耳を傾ける必要があります。進んで心
と思いを開き，主の道を受け入れ，必要
であれば生活を変えなくてはなりません。
主がお望みになる生き方，すなわち，自分
の都合に合う戒めだけでなく，すべての
戒めを守ることにおいて，確固として揺る
ぎない生活を始めることにより，わたした
ちは改心することができます。昨日よりも
少しいい日にしようと毎日努力するなら，
わたしたちは精錬され，伝統は義にか
なったものとなっていくのです。
わたしたちが引き継いでいる伝統とそ
れが家族に与えている影響について少し
考えてみてください。安息日を守ること，
家族の祈り，家族の聖文勉強，奉仕，教会

義にかなった伝統
中央初等協会会長
シェリル・C・ラント

わたしたちが家庭で築いている伝統は，子供が生ける預言者に従うのを容易にしている
でしょうか，それとも難しくしているでしょうか。

13／ 2 0 0 8 年 5 月 号
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に活発に集うこと，そして家庭内での尊敬
と誠実さの伝統は，子供に，そして子供の
将来に大きな影響を及ぼします。子育て
が聖文と末日の預言者の教えに基づいて
いれば，道を間違うことはありません。難
しい問題にぶつかる度に，まず，そして常
に天の御父に心を向けて導きを求めるな
ら，安全な場所にいることができます。わ
たしたちの信念を子供が理解し，わたした
ちが常に主の側に立っているのであれば，
わたしたちは正しい場所にいるのです。
重要なことは，常にこれらのことを行う

努力をするということです。完
かん

璧
ぺき

にはでき
ないでしょうし，家族がいつも肯定的に応
じてくれるとも限りません。けれども，わ
たしたちは子供たちが頼ることのできる
義にかなった堅固な土台を築いていきま
す。大変なときには，土台にしがみつくこ
とができ，一時道を踏み外したとしても，
その土台に立ち返ることができるのです。
父は亡くなるとき，わたしたち子供に，赤

いルビーの指輪よりはるかに多くのものを
残してくれました。父の肉体は老いていま
したが，実際には家族にとって強さの源で
あり，義と真理の模範でした。たとえ父が
いなくても，父の人生そのものには，今日

きょ う

のわたしたちを強めている伝統がありまし
た。父は「堅く確固として動かず，喜んで力
のかぎり主の戒めを守ってい」ました。
子供たちにも同じことをしてあげられる
でしょうか。今日子供たちに遺産として何
を与えているでしょうか。明日はどうで
しょう。わたしたちから始めることができ
ます。主と末日の預言者を受け入れ，従
うことが容易となるような伝統で子供の心
と生活を満たすことはできるでしょうか。
わたしたちは家族で，「全能者である主な
る神，キリストから御自分のものとして印
を押され……天に招き入れられて，永遠
の救いと永遠の命にあずかる」という約束
された祝福にあずかることはできるでしょ
うか（モーサヤ5：15）。

兄弟姉妹の皆さん，わたしたちにはそ
れができます。神はわたしたちを愛して
おられ，みもとに来るのを助けたいと
願っておられます。わたしたちは皆，これ
らが真実であると知ることができます。わ
たしはそれを知っています。神は生きて
おられ，イエス・キリストは神の御子であり，
贖い主です。イエス・キリストの福音は真
実です。聖文には福音とその証が記され
ています。そして，わたしたちはまことの
生ける預言者，トーマス・S・モンソン大管
長を頂いています。大管長は，主の教会
を導くために備えられ，この時代に召され
ました。
主の戒めを守ることに「確固として揺る
ぎない」者となることで，わたしたち自身
と家族のために天の祝福を確かに得るこ
とができます。
このことを心の奥深くで感じ，生活の中
で実感できるよう，イエス・キリストの御

み

名
な

により祈ります，アーメン。



偉大な幸福の計画1を知っている
わたしたちには，家族に信仰を
回復する手助けをする機会，ま

た責任があります。
わたしたちの責任は様 な々点で医学や
科学研究の分野で働く人 と々比べること
ができます。彼らは確立された法則を
使って，痛みを和らげる方法，生活の質
を高める方法を研究しています。
宗教的信条という領域においても，信

仰を持つ男女は立証された原則2 を使い，
悩める心に希望と確信を取り戻すことに
よって，悲しみを癒

いや

す手助けをすることが
できます。
科学者はいわゆる自然の摂理に従うこ
とで成功を得てきました。過去や現在の
偉大な科学者は，自然界の事柄にかかわ

る法則を作り出したわけではありません。
発見したのです。
コリント人への手紙の中で使徒パウロ
は，人の知力がどこから来るのかについ
て，示唆に富んだ問いかけをしています。
「いったい，人間の思いは，その内にある人
間の霊以外に，だれが知っていようか。」3

論理と学習を通して知識は増え，理解
は深まります。この過程を経ることで理論
と法則は明らかになり，信頼できるものと
して受け入れられます。
思いが照らされると，命と生物の調和を
保つ法則が存在することが明らかになりま
す。物理の法則を発見し，それに従うこと
でわたしたちは進歩し，法則を応用する以
前よりもさらに高い段階に到達できます。
わたしはこの考え方が倫理や道徳観にも
当てはまると信じています。だからこそ，わた
したちには家庭を安全に守る責任がありま
す。家庭は学習の中心であり，倫理や道徳
観は，愛にあふれる家庭において，模範の
力を通して教えることができるのです。4

トーマス・S・モンソン大管長はこのよう
に教えました。「青少年に多くの批評家は
要らない。必要なのは，彼らが従うべき
もっと多くの手本である。」5

自身の人生を振り返ると，健全な人格
を形作るうえで欠かせない価値観をどの
ように身に付けてきたかが分かります。
忠誠心，誠実さ，信頼に足る人間になるこ
とをわたしはどこで学んだのでしょう。こ
れらの特質は家庭で，両親の模範を通し

て学びました。無私の奉仕の価値をどの
ように理解したのでしょう。家族に対する
母親の献身的な姿を見ることと，その恩恵
を受けることによってです。神の娘たちに
対する敬意と尊敬をどこで学んだので
しょう。父親の模範から学びました。
わたしが賢明な生活と勤労の尊さとい
う原則を学んだのは家庭でした。今でも，
母が毎晩のように家で足踏みミシンを
使って，地元の靴工場に納める靴を縫い
合わせている姿が目に浮かびます。母が
自分で何かを買うためではありません。
兄とわたしが大学で学ぶ費用の足しにす
るためでした。後に母は，こうした努力が
満足を与えてくれたと話していました。
父は賢くて勤勉な人でした。わたしは父
から，手引きのこぎりで木材を切る方法，
家電製品のプラグを換えたり取り付けたり
する方法など，たくさんの役に立つ技術を
教わりました。
こうして教わったことにはどれも，最善の
努力を払わずに得たもので満足してはな
らないという共通のテーマがありました。
またわたしは，両親と話し合い，彼らの

勧告から学ぶことで，重要な決断を下す
能力を磨きました。加えて，任された事柄
に責任を持つこと，思いやりのある人間
になること，教育の機会を求めることなど，
学んだことはまだまだたくさんありました。
10代だったわたしにイエス・キリストの

回復された福音を初めて教えてくれたの
は，後に妻となったパメラでした。妻のお
かげで，単純なメロディーだったわたしの
人生は明るい交響曲になりました。6

これまで，結婚と家族生活のおかげで
幸せな67年の人生を送ってきました。両
親の家庭で息子として21年，夫として46年
を過ごしましたが，父であり祖父である
ことがいちばんの喜びでした。これ以上
望めることがあるでしょうか。分かりやす
く言えば，だれもが皆，これと同じ機会を
享受できます。
コリント人への手紙の中で，パウロは次
のようにも教えています。
「それと同じように神の思いも，神の御

み

霊
たま

〔を持つ者〕以外には，知るものはない。
……

家族の中に
信仰を回復する
七十人
ケネス・ジョンソン長老

安定した家族は社会を一つにする役割を果たし，その恩恵はあらゆる人に及びます。

15／ 2 0 0 8 年 5 月 号
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生れながらの人は，神の……賜
たま

物
もの

を受
けいれない。それは彼には愚かなものだ
からである。また，御霊によって判断され
るべきであるから，彼はそれを理解する
ことができない。」7

科学者は通常，研究と実験，知性を働
かせることで知識を得ます。
キリストの弟子は，主の御

み

言
こと

葉
ば

を研究し，
主の業をよく知り，福音の原則を実践する
ことで，また霊感の霊を受けることで証

あかし

を
得ます。8

「人のうちには霊があり，全能者の息が
人に悟りを与える。」9

自然の摂理と比べると，霊的な真理は
簡単に実感できるようには見えないかも
しれませんが，謙虚な心を持つ人にとって
その力は明白です。自然の摂理が人の好
みによって定められたのではないと理解
することは大切です。自然の摂理は現実
という岩の上に確立され，存在している
のです。
道徳上の真理も存在します。これも人

が考え出したものではありません。10 道徳
上の真理は神の計画の中心を成すもので
あり，見いだして応用するときに，この地
上の旅路に大いなる幸福と希望がもたら
されます。11

例えば「家族――世界への宣言」12 に
述べられ，神の啓示によって明らかに
なっているように，結婚と家族は神により
定められているとわたしは信じています。
聖文は次のように宣言しています。「それ
で人はその父と母を離れて，妻と結び合
い，一体となるのである。」13

賢明な人々は，過去から学ぶという遺
産を残してくれました。神が定められたと
おり，わたしたちは家族における信仰の
土台を将来の世代に伝えなければなりま
せん。14

永遠の原則を理解し，その原則に従っ
て生活することにより，人生のあらゆる側
面で得られる自由と幸福を決して忘れて
はなりません。永遠の福音の原則は，実
り多い，幸福な人生を築く確かな土台を

与えてくれるのです。15

御父の計画に定められた規範に従うこ
とで，わたしは「幸福に暮ら〔す〕」こと16

と「喜んで，救いの井戸から水をくむ」17

ことの意味を，身をもって知ることができ
ました。
救い主は教えられました。「わたしがき
たのは，羊に命を得させ，豊かに得させ
るためである。」18

物の見方や態度は時に，人生で最も偉
大な機会を享受する能力を制限すること
があります。
「良い家庭環境になかった人はどうな
るのですか」と尋ねる人もいるかもしれま
せん。
安定した家族は社会を一つにする役割
を果たし，その恩恵はあらゆる人に及び
ます。あまり理想的ではない環境にいる
と感じているかもしれない人たちにも及
ぶのです。
忠実に生活し19，良い交わり20 を願って
忍耐強く祈る人たちのために，心に安ら

大会を視聴するために集会所に訪れた韓国の家族。



ぎを与えてくれるヘレン・スタイナー・ライス
の次の言葉を伝えます。

「神が約束をなさるとき，
その約束は永遠に有効である
神は必ず，
すべての約束を守られる
幻滅し，
すべての希望がうせたとしても
神の約束を思い起こしなさい
そうすれば，信仰の灯

ひ

が再びともること
であろう」21

家族という神からの贈り物の守り手と
して，勇気と確信をもってともに立つこと
ができますように。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。

注

1．アルマ42：8。アルマ24：14参照

2．『聖句ガイド』「原則」の項，98参照

3．1コリント2：11

4．箴言22：6参照

5．「熱心に携わる」『リアホナ』2004年

11月号，57

6．教義と聖約128：19参照

7．1コリント2：11，14

8．ヨハネ7：16－17，モルモン書ヤコブ

4：8参照

9．ヨブ32：8

10．教義と聖約130：20－21参照

11．Like a compass, principles provide

points of reference on life’s jour-

ney.

12．『リアホナ』2004年10月号，49参照

13．創世2：24

14．教義と聖約49：15－17参照

15．教義と聖約68：25－28参照

16．2ニーファイ5：27

17．2ニーファイ22：3

18．ヨハネ10：10

19．教義と聖約82：10参照

20．教義と聖約130：2参照

21．From Expressions of Comfort

（Uhrichsvi l le ,  Ohio:  Barbour

Publishing, 2007年），187－188か

ら。許可を得て使用

皆さんとこの壮大なカンファレンス
センターに集えることを感謝し
ています。この膨大な数の聴衆

が，この偉大な大会で話される言葉を見
たり，聞いたり，読んだりする無数の人々
のほんの一部であることを知るとへりくだ
る思いです。
もちろん，わたしたちは愛するゴード
ン・B・ヒンクレー大管長がこの場にいな
いことを寂しく思います。しかし，わたし
たちは大管長の影響力により，さらに善い
民となりました。大管長の導きのおかげ
で，教会はさらに強固なものとなりました。
ゴードン・B・ヒンクレー大管長という指導
者がいたおかげで，この世はさらにすば
らしい場所となったのです。
新しい大管長会について少し話します。
モンソン大管長とは古くからの知り合いで
す。大管長はイスラエルの勇士であり，主
の教会を管理するよう予任された人です。

聴衆の心をつかむ話やたとえをすることで
知られていますが，彼をよく知るわたしたち
からすれば，大管長は自分が話したことを
実践する模範的な生き方をしている人で
す。多くの偉大な人々や権力者からも知ら
れ，尊敬されていることは称賛に値するこ
とですが，つましい生活をしている人々か
ら「友」と呼ばれていることの方が，さらに
称賛すべきことなのかもしれません。
モンソン大管長は，親切で思いやり深
い人です。その言葉や行いからは，大管
長が一人一人に関心を寄せていることが
分かります。
アイリング管長は思慮深く学識のある霊
的な人です。教会の中だけでなく教会外
の人たちからも知られ，尊敬されています。
アイリング管長の話には，だれもが耳を傾
けます。彼は「アイリング」の名をさらにす
ばらしいものにしました。
ウークトドルフ管長とは，わたしがヨー
ロッパで地域会長を務めていたときに知
り合いました。初めて会ったときから，
ウークトドルフ管長がとてつもなく深い霊
性と偉大な能力を秘めた人だということ
が分かりました。主は彼を心にかけてお
られました。23年前，ドイツのフランクフ
ルトでステーク会長を務めるという主の召
しをウークトドルフ管長に伝える特権にあ
ずかりました。わたしは長い間，ウークト
ドルフ管長の指揮下で行う事柄がことご
とく成功していくのを見てきました。主が
ともにおられるのです。ウークトドルフ管
長のことを思うと，次の2語が心に浮かび
ます。「alles wohl（アレス　ヴォル）」，ド
イツ語で「すべては善し」という言葉です。

個人に関心を寄せる
十二使徒定員会
ジョセフ・B・ワースリン長老

イエス・キリストは最もすばらしい模範です。群衆に囲まれ，何千人もの人に話されました
が，常に個人に関心を寄せておられました。

17／ 2 0 0 8 年 5 月 号
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イエス・キリストの真の弟子は常に個人
に関心を示してきました。イエス・キリス
トは最もすばらしい模範です。群衆に囲
まれ，何千人もの人に話されましたが，常
に個人に関心を寄せておられました。イ
エスはこうおっしゃいました。「人の子は，
迷い出た者を救うためにきたのである。」1

「あなたがたのうちに，百匹の羊を持って
いる者がいたとする。その一匹がいなく
なったら，九十九匹を野原に残しておい
て，いなくなった一匹を見つけるまでは捜
し歩かないであろうか。」2

この教えは，イエスに従うすべての人に
当てはまります。わたしたちは，迷い出た
者を捜し求めるよう命じられています。わ
たしたちは兄弟の番人でなければならな
いのです。救い主から与えられたこの責
任を軽んじることはできません。個人に
関心を寄せなければならないのです。
今日
きょ う

わたしは，迷い出た人について話
します。人と異なるために迷い出た人も
いれば，疲れ果てた人，道からそれた人
もいるでしょう。
人と異なるために迷い出た人。彼らは，
自分には居場所がないかのように感じて
います。恐らく，ほかの人と違うという理
由で段 と々群れから離れてしまったので
しょう。外見，行動，考え方，話し方が周
囲と異なるということが，時に自分はなじ
めないと感じさせてしまうのです。そして
自分は必要とされていないという結論を
出してしまいます。
この誤解に関連しているのは，すべて
の教会員は，同じような外見，話し方，振
舞いをしなければならないという間違っ
た意見です。主がオーケストラのように
様々な個性の人を地球にお送りになった
のは，ピッコロの音だけを響かせるためで
はありませんでした。すべての楽器が貴
重な存在で，交響曲の複雑な美しい音色
に深みを与えます。天の御父の子供たち
には多少の個人差があります。しかし，ど
の子供も，人類全体に深みと豊かさを与
える独自の音色を持っているのです。
このように様々な個性を持つ人間を創
造されたこと自体，主がすべての神の子
供たちを大切にしておられることの証

あかし

で

す。主はある人をほかの人より優れてい
るとはお考えになりません。むしろ主は，
「御自分のもとに来て主の慈

いつく

しみにあず
かるように，すべての人を招かれる。した
がって主は，黒人も白人も，束縛された者
も自由な者も，男も女も，主のもとに来る
者を決して拒まれない。……すべての人
が神にとって等しい存在なのである。」3

子供のころ，年上の少年の中に肉体的，
精神的な障がいを持つ子がいました。言
語障がいがあり，歩くのも困難でした。少
年たちはよくその子をからかっていまし
た。皆にからかわれ，あざけられ，とうと
う泣いてしまうこともありました。
その子の声が今でも聞こえます。「いじ
わるだなあ。」こう言われても，少年たち
は相変わらずその子をあざけり，突き飛ば
し，笑い者にしていました。
ある日，わたしはこれ以上我慢ができ
なくなりました。まだ7歳でしたが，主が勇
気を与えてくださったので，友達に立ち向
かって行ったのです。
わたしは言いました。「その子に触る

な。からかうのをやめろ。優しくしろ。
その子も神の子なんだぞ。」
友達は後ずさりして逃げて行きました。
そのときは，大胆な行動に出てしまった
ので友達との関係が悪くなるのではない
かと心配しましたが，実際には反対のこと
が起こりました。その日以来，わたしは友
達とさらに親しくなったのです。少年たち
はその子にもっと思いやりを示すようにな
り，もっと善い人間になりました。わたしが

知るかぎり，少年たちはそれ以来，二度と
その子をからかうことはありませんでした。
兄弟姉妹，わたしたちが自分と違う人に
対してもう少し思いやりの心を持てば，今

こん

日
にち

世の中にある多くの問題や悲しみの重荷
は軽くなり，きっと家庭や教会はさらに神聖
な天国のようなところとなることでしょう。
疲れ果てて迷い出た人。重圧に押しつ
ぶされそうに感じることはよくあります。
今の時代のプレッシャーや様々な要求，
毎日受けるストレスを考えると，疲れるの
も無理はありません。力を発揮できなく
て気落ちしている人が多くいます。自分は
力がなく役立たずだと思っている人もいま
す。そして集団で物事を進めていくと，
徐々に，ほとんど気づかれないうちに脱落
していく人が出るのです。
だれもが1度や2度，くたびれたり，疲れ

果てたりしたことがあるでしょう。わたし
などは，若いころよりも今の方がよほど疲
れている気がします。ジョセフ・スミスやブ
リガム・ヤング，イエス・キリストでさえ疲れ
を御存じです。教会員が背負っている重
荷を軽んじるつもりはありませんし，教会
員が直面している情緒的，精神的な試練
を過小評価しようとも思いません。大変
な重荷のはずです。堪え難い重荷となる
こともしばしばでしょう。
しかし，イエス・キリストの福音には更
新する力があります。わたしは確かに，そ
のことに対する証があります。主は「弱っ
た者には力を与え，勢いのない者には強
さを増し加えられる」4 と，預言者イザヤ
は言っています。わたしは疲れを感じる
とき，ジョセフ・スミスの次の言葉を思い出
します。「わたしたちはこのような偉大な
大義において前進しようではありません
か。退かずに前に進んでください。兄弟
たちよ，勇気を出してください。勝利に向
かって進み，進んでください。心を喜び
楽しませ，大いに喜んでください。地は
声を放って歌いなさい。……野のすべて
の木々は，主をほめたたえなさい。……
神の子らは皆，喜び呼ばわりなさい。」5

自分がまだ不十分だと感じるために，
自己を過小評価している教会員の皆さん
にお願いします。一歩踏み出し，肩の力を



もって車を押してください。自分の力など
ほとんど足しにならないと感じているとし
ても，教会はあなたを必要としています。
主はあなたを必要としておられるのです。
主は御自身の目的を達成するために，し
ばしば世の弱い者をお選びになることを
忘れないでください。6

疲れ果てているすべての人に申し上げ
ます。救い主の次の言葉に慰めを得てく
ださい。「すべて重荷を負うて苦労してい
る者は，わたしのもとにきなさい。あなた
がたを休ませてあげよう。」7 この約束に
頼りましょう。神の力はわたしたちの霊と
体に精力と活力を吹き込むことができる
のです。この祝福を主に求めるよう強くお
勧めします。
わたしたちが主に近づけば，主はわた
したちに近づいてくださいます。なぜなら，
主はこう約束しておられるからです。「主
を待ち望む者は新たなる力を得，わしの
ように翼をはって，のぼることができる。
走っても疲れることなく，歩いても弱るこ
とはない。」8

疲れ果てている人に関心を寄せるとき，
わたしたちは「弱い者を助け，垂れている
手を上げ，弱くなったひざを強め」9 てい
るのです。多くの人に関心を寄せる教会
指導者は，個々の会員の限界を承知して
いながらも，彼らの力と能力を存分に発
揮させてあげたいと強く願っています。
指導者たちは，教え，支えますが，持てる
力以上に急いだり，働いたりするよう無理
強いすることはありません。10

忘れないでください。ゆっくりとスター
トを切った人が最終的にはいちばん遠く
まで行くこともあるのです。
道からそれたために迷い出た人。主以

外の人は，皆過ちを犯したことがあります。
問題は，つまずいて倒れてしまうかどうか
ではなく，どのように対処するかなのです。
中には，過ちを犯した後で群れから迷い
出てしまう人もいます。これは残念なことで
す。教会は不完全な人たちが人間的な弱
さを抱えたまま集って来て，成長していく
場であることを御存じですか。人間の弱さ
を持ち，過ちを犯しがちな男女，子供が毎
週日曜日に世界中の集会所に集まり，兄

弟愛を深め，慈愛を示しています。このよ
うにしてより善い人になり，御

み

霊
たま

を通して学
び，周りの人に励ましと助けを与えようとし
ているのです。集会所の扉にこのような看
板がかかっているとでも言うのでしょうか。
「入場制限――完全な人以外お断り。」
わたしたちが不完全だからこそ，主の
教会が必要なのです。主の贖

あがな

いの教義を
教え，救いの儀式を施す場所はここなの
です。教会は，より善い人，より幸せな人
になれるよう励まし，意欲を起こさせてく
れます。教会はまた，自己を捨てて人に
奉仕できる場所でもあります。
主はわたしたちが過ちを犯すことを御
存じです。だからこそ，わたしたちの罪の
ために苦しまれました。主は，わたした
ちがもう一度やり直して改善するために努
力することを望んでおられます。罪人が一
人でも悔い改めるならば，神の天使の前
で喜びがあるのです。
傷つけられたために迷い出た方に申し
上げます。心の傷と怒りをわきに置くこと

はできませんか。心を愛で満たすことは
できないでしょうか。ここにあなたの場所
があります。来て群れに入り，あなたの能
力と才能と技能をささげてください。そう
すればもっと良い気持ちになり，ほかの人
たちもあなたの模範を見て祝福を受ける
ことでしょう。
教義の問題があって迷い出てしまった
方に申し上げます。わたしたちは真理に
対して弁解することはできません。主御
自身から与えられた教義を否定すること
はできないのです。この原則において，
わたしたちは妥協できません。
教義に同意できない人が時々いること
は承知しています。ばかばかしいとまで
言う人もいます。しかし，霊にかかわるこ
とは人にとっては時に愚かなものに見え
ると言った，使徒パウロの言葉をもう一度
伝えたいと思います。それでも，「神の愚
かさは人よりも賢」いのです。11

実際，御霊にかかわる事柄は御霊に
よって明らかにされます。「生れながらの人
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は，神の御霊の賜
たま

物
もの

を受けいれない。そ
れは彼には愚かなものだからである。ま
た，御霊によって判断されるべきであるか
ら，彼はそれを理解することができない。」12

わたしたちは，イエス・キリストの福音が
今
こん

日
にち

地上にあることを証します。イエスは
御父の教義をお教えになりました。「神の
みこころを行おうと思う者であれば，だれ
でも，わたしの語っているこの教

おしえ

が神か
らのものか，それとも，わたし自身から出
たものか，わかるであろう。」13

皆さんはだれでも愛する人を心にかけ
ています。彼らを励まし，彼らに仕え，彼
らを支えてください。彼らを愛してくださ
い。親切にしてください。福音に戻って
来る場合もあるでしょう。戻って来ないこ
ともあります。しかし，いずれの場合でも，
自分の身に受けている名前，すなわちイ
エス・キリストの御

み

名
な

にふさわしい行動を
取りましょう。
この美しい地球に住むすべての人に，
声を大にして厳粛に証します。神は生き
ておられ，イエスはキリストであられ，わた
したちの救い主であり，王であられます。
主は預言者ジョセフ・スミスを通して，御自
身の真理と福音を回復されました。主は
預言者と使徒に語られます。トーマス・S・
モンソン大管長は主によって油を注がれ
た者であり，今

こん

日
にち

主の教会を導いていま
す。このことをイエス・キリストの御名に
よって証します。アーメン。

注

1．欽定訳マタイ18：11から和訳

2．ルカ15：4

3．2ニーファイ26：33

4．イザヤ40：29

5．教義と聖約128：22－23

6．教義と聖約1：19

7．マタイ11：28

8．イザヤ40：31

9．教義と聖約81：5

10．教義と聖約10：4参照

11．1コリント1：25。18節も参照

12．1コリント2：14

13．ヨハネ7：17
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わたしたちは，トーマス・スペン
サー・モンソンを預言者，聖見
者，啓示者，教会の大管長とし

て，また，D・トッド・クリストファーソンを使
徒および十二使徒定員会会員として支持
したとき，末日聖徒イエス・キリスト教会が
まことの生ける教会であることを示す証拠
を見，実感しました。主は末日に教会を
回復するために働いた人々に向けて語り，
彼らについて次のように言われました。
「〔彼らは〕この教会の基礎を据える力と，
暗黒から，また暗

くら

闇
やみ

から，全地の面に唯
一まことの生ける教会をもたらす力を持て
るように〔な〕る……。教会について言え
ば，主なるわたしはこれを心から喜んで
いる。しかし，それは全体について言う
のであって，一人一人を指すのではない。
主なるわたしは，ほんのわずかでも罪

を見過ごしにすることはないからである。
それでも，悔い改めて主の戒めを守る

者は赦
ゆる

されるであろう。
また，悔い改めない者は，すでに受け
ている光さえ取り去られる。わたしの御

み

霊
たま

はいつでも人を励ますわけではないか
らである，と万軍の主は言う。」1

この教会はまことの教会，唯一まことの
教会です。この教会には神権の鍵

かぎ

がある
からです。この教会においてのみ，主は
使徒ペテロの時代になされたように，地
上でも天でも結び固める力を授けておら
れます。それらの鍵はジョセフ・スミスに
回復され，ジョセフはさらに，それらを十
二使徒定員会の会員に授ける権能も与え
られました。
預言者ジョセフが殺害されたとき，教会
を敵視する人々は，これで教会も崩壊する
だろうと思いました。教会は一人の死す
べき人間が作ったものであり，その人とと
もに滅びるだろうと思ったのです。しかし
彼らの望みは打ち砕かれました。この教
会はまことの教会であり，たとえ，しばらく
の間導くように選ばれた人々が死んでも，
生き続ける力を持っていたのです。
今日
きょ う

，わたしたちはこの教会がまことの
生ける教会であることが証明されるのを見
ました。神権の鍵を持っているのは死す
べき人 で々す。しかし，鍵が地上にあり，神
の御

み

心
こころ

によって，神の選ばれた僕
しもべ

たちに
継承されているという信仰を民が働かせる
かぎり，鍵が地上で機能し続けるように，
主によって方法が備えられているのです。
神の民は，今日

きょ う

わたしたちがともにあ
ずかった驚くべき経験をできるほどのふ
さわしさを，いつでも備えていたわけでは
ありません。キリストが天に昇られた後，

まことの生ける教会
大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

末日聖徒イエス・キリスト教会はまことの教会であり，生き続けています。



使徒たちは主からゆだねられた鍵を引き
続き行使しました。しかし，会員が不従
順で，信仰を失ったために，使徒たちは
鍵を継承者に伝えることなく世を去りまし
た。その悲劇を，わたしたちは「背教」と
呼んでいます。もし当時の教会員に，今日
の皆さんのように信仰を働かせる機会と
意志があったなら，主が神権の鍵を地上
から取り去ることはなさらなかったでしょ
う。ですから今日は，世界の歴史の中で，
そして天の御父の子供たちにとって，歴史
的に意義のある，永遠の観点から見て重
要な日なのです。
さて，わたしたちの義務は，ふさわしく
生活し，召されている人々を支持するとい
う約束を果たすのに必要な信仰を持ち続
けることです。主は回復の初期の時代に
教会のことを心から喜ばれ，今

こん

日
にち

も喜ん
でおられます。しかし主は当時の会員に
向けて，また現在も同様に，ほんのわず
かでも罪を見過ごしにすることはないと
警告しておられます。今日

きょ う

召された人々
を支持するには，自分の生活を吟味し，
必要に応じて悔い改め，主の戒めを守る
ことを約束し，主の僕に従わなければな
りません。これらのことを行わないなら，
聖霊は退き去り，すでに受けている光を失
い，主のまことの教会における主の僕を支
持するという，今日交わした約束を守るこ
とはできないと，主は警告しておられます。
わたしたちは各自が自分を評価しなけ

ればなりません。まず，イエス・キリストの
まことの教会の会員であることにどれくら
い深く感謝しているかを測る必要があり
ます。次に，どうすれば戒めをさらによく
守ることができるかを，聖霊の力によって
知る必要があります。
預言により，まことの生ける教会がもう

地上から取り去られないだけでなく，さら
に優れたものに発展していくことを，わた
したちは知っています。悔い改めを生じ
る信仰を働かせて，いつも救い主を覚え，
主の戒めを守ろうとさらに努力するとき，
わたしたちの生活はより良いものに変
わっていきます。聖文には，主は再び御自
分の教会のもとに来られるときに，教会が
御自分のために霊的に備えられているの

を御覧になるだろうという約束が記されて
います。ですからわたしたちは固い決意を
持ち，同時に，楽観的になるべきです。わ
たしたちは進歩しなければならず，それは
可能であり，確かに実現するでしょう。
特に今日

きょ う

は，王国でわたしたちのため
に働くすべての人々を信仰と祈りをもって
支持すると決意するのに格好の日です。
召されている人々を支持する教会員の信
仰の力を，わたしは自ら知っています。こ
の数週間，わたしは面識もなく，わたしの
ことを神権の鍵によって務めに召されてい
る人としてしか知らない人々の祈りと信仰
を強烈に感じてきました。トーマス・S・モ
ンソン大管長は，彼を支持する皆さんの
信仰により祝福を受けるでしょう。同様に，
大管長の家族にも，皆さんの信仰と祈り
のゆえに祝福が注がれるでしょう。今日
皆さんから支持を受けたすべての人は，
彼らの信仰と皆さんの信仰のゆえに，神
から支えられるでしょう。
すべての会員には，神の御

み

名
な

によって
与えられた奉仕を行うことで指導者を支

持する機会が与えられています。この教会
は，その会員と地上のすべての人々に祝
福をもたらす強力な組織です。例えば，
教会は世界中で目覚ましい人道支援活動
を行っていますが，すべてが会員と友人た
ちの信仰のゆえに可能となっています。
その信仰とは，神が生きておられるという
信仰と，主は助けの必要なすべての人を
助けるよう望んでおられるという信仰で
す。主は，御自分の忠実な弟子を通じて
彼らに手を差し伸べられるのです。
さらに，この教会とそこで行われる儀式
によって，結び固めの力の祝福が霊界に
まで及んでいます。この教会はまことの生
ける教会であり，もう生きていない人々に
さえも手を差し伸べているのです。先祖
の名前を見いだす信仰を持つとき，そして
主の家に行って彼らのために身代わりの
儀式を行うとき，皆さんはこの世にやって
来る天の御父のすべての子供たちに救い
を与えることを目的とする，この大いなる
業を支えていることになります。
まことの生ける教会に感謝すべき理由
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新たに十二使徒定員会会員として支持されたD・トッド・クリストファーソン長老を温かく迎えるトーマ
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について，わたしの考えを幾つか話しま
す。その後，救い主が戻って来られるの
に向けて教会がどのように備えられてい
るかを話します。そして最後に，この教会
がまことの生ける教会であることをわたし
がどのようにして知るようになったかにつ
いて証

あかし

します。
何よりも，わたしは神権の力により執り
行われる儀式によって与えられる，清めの
力を経験してきたことに感謝しています。
わたしは権能を持つ者によるバプテスマ
によって，赦され，清められるのを感じま
した。また，胸が内から燃えるのを感じ
てきましたが，これは神の僕から告げられ
た「聖霊を受けなさい」という言葉によっ
てのみ可能となるものです。
家族に与えられる祝福からも，感謝の
気持ちがわいてきます。結び固めの力と
それを知っていることが，この地上におけ
る家庭生活と，来

きた

るべき世で家族として
生活する喜びに対する期待を異なったも
のとしてくれます。永遠の関係を持てると
いう思いと希望は，死すべき世の一部で
ある別離と孤独という試練を乗り越えさ
せてくれます。末日聖徒イエス・キリスト教
会において忠実な者には，永遠にわたっ
て家族の関係を保ち，さらに発展させる
ことができるという約束が与えられていま
す。その確かな約束は，家族のあらゆる
関係を永遠にさらに良いものへと変えて
くれます。
例えば，わたしは現在，遠く離れている

ために孫たちや，やがてはひ孫たちと，あ
まり親しくなれない状況にあります。わた
しと同じように，何とかして家族のそばで
過ごしたいと切に願いながらも，結婚し
て親になる機会のなかった人 も々います。
永遠の家族についての知識が回復された
おかげで，わたしたちはあらゆる家族関
係において，より希望に満たされ，より優
しくなることができます。この世での最大
の喜びは家族を中心とするものであり，そ
れは来るべき世においても同じです。わ
たしは次のような約束が与えられているこ
とをとても感謝しています。すなわち，もし
忠実であるなら，この世で享受する交わ
りと同じものを，来るべき世において，永

遠の栄光のうちに，とこしえに得られると
いうことです。2

預言どおりに教会が完全なものになろ
うとしていることについて，わたしにはそ
の証拠が見えます。例えば，各地を訪問
して教会員と知り合うとき，彼らの生活が
着実に改善されているのを目にします。
会員たちの純粋な信仰と従順さにより，
贖
しょく

罪
ざい

が彼らを変え，教化しているのです。
集会に出席すると往 に々して，だれの目にも
明らかに謙

けん

遜
そん

な人々が，レッスンを教え，説
教を行うようゆだねられています。彼らの言
葉には，リーハイやニーファイ，ヒラマンの息子
たちに与えられたような力があります。皆さ
んも次の記録を覚えていることでしょう。
「そしてニーファイとリーハイは，レーマン
人にも同じように大きな力と権能をもって
教えを説いた。彼らは語ることができる
ように力と権能を与えられており，また語
るべき事柄も示されたからである。」3

わたしはゴードン・B・ヒンクレー大管長
が繰り返した願いがかなえられると確信
しています。大管長は，もし教会に加わっ
た人々が神の善い言葉で養われるなら，
すべての人が完全に活発な状態で定着す
るだろうと教えました。自分が務めの最
後に語る言葉はやはり「定着，定着，定着」
だと，ヒンクレー大管長が言っていたこと
が思い出されます。わたしたちが，神の
善い言葉で養うリーハイとニーファイの力

を受ける資格のある者となるとき，ヒンク
レー大管長の言葉はモンソン大管長がそ
の職にある間も，わたしたち全員の中で
生き続けるでしょう。さらに大いなる力を
もってホームティーチングや家庭訪問を行
い，教会員でない友人に語る謙遜な末日
聖徒たちに，皆さんもわたしも驚き続け
ることになるでしょう。わたしはそう信じ
ています。
長年にわたり，わたしたちはデビッド・
O・マッケイ大管長の「すべての会員は宣
教師である」という言葉を記憶にとどめて
きました。わたしは次のように確信してい
ます。会員の信仰により，かつてないほど
大勢の人々が神の言葉を聞くように，そし
てまことの生ける教会に加わるように招か
れるのを目にする日が来ようとしています。
また，もう一つの進歩が遂げられること
も確信しています。世界中の教会員の家
族が，子供たちを強め，周囲の悪から守
る方法を探し求めています。その中には，
さまよっている家族を連れ戻そうと必死に
努力している親もいます。彼らの努力に
神がますます報いてくださると，わたしは
信じています。決してあきらめない人は，
神が決して人 を々お見捨てにならず，助け
てくださるということを知るでしょう。
そのような助けの多くは，教会で奉仕す
るように召されている人々によってもたら
されるでしょう。手を差し伸べたいという
望みが増し，多くの人々がかつての若き
トーマス・モンソンビショップのようになる
でしょう。つまり彼らは，神が自分たちの
ために備えておられる祝福に一時的に気
づいていない人々を招き，励ますための
実際的な方法を，霊感によって知るでしょ
う。モンソン大管長は今

こん

日
にち

に至るまで，自
分がビショップだったときに助けようと努
めた人々のことを覚えています。わたしの
望みは次のような確信をわたしたち皆が
持つことです。すなわち，神のもとに帰る
ときに一緒に連れて帰るよう神が願って
おられる人々に手を差し伸べ，彼らを連
れに戻るときに，神が導いてくださるとい
う確信です。
王国に見受けられるもう一つの進歩は，
貧しい人々や助けを必要としている人々



に手を差し伸べたいという望みと，その
能力という面においてです。教会員の間
で，世界中の自然災害の被災者に対する
同情の念が驚くほど増しています。死亡
記事の中で遺族が，見舞金は自分たちに
ではなく永代教育基金や教会の人道支援
基金に送付するよう求めているのをよく目
にします。
預言者ジョセフ・スミスは，そのようなす
ばらしい進歩を予見していました。人は
心から改心するとき，天の御父の子供た
ちを心にかけ，全世界を歩き回りたいと
望むようになると，ジョセフは述べていま
す。4 そのことが，より多くの教会員たちの
間ですでに起こり始めています。すばらし
いのは，助けを必要としている人々に与
えるという模範が，自分自身もわずかしか
持っていない人々にも見られ，そのときの
経済状態が良いか悪いかに左右されない
ように思われることです。わたしにとって，
これは贖罪が会員たちの間でかつてな

かったほどに力を発揮していることを示
す証拠です。
この教会がまことの生ける教会である
という証をわたしが持ち始めたのは，子
供のころでした。最も幼いころの記憶の
一つに，このような大きな会場ではなく，
ホテルの部屋を借りて開かれた大会につ
いての記憶があります。一人の見知らぬ
男性が話をしていました。今も名前は分
かりません。ただその人が，伝道部にあ
るわたしたちの小さな地方部に，神権を
持つ人によって遣わされた人物であるこ
とだけは知っていました。彼が何を語っ
たかは分かりません。しかし，8歳になる
前で，まだバプテスマを受けていなかっ
たにもかかわらず，「自分は今，イエス・キ
リストのまことの教会で神の僕が語るのを
聞いているのだ」という，力強い，確かな
証を受けたのです。わたしに証を与えた
のは，借りた部屋や，小さかった会衆の規
模でもなく，自分がその瞬間にまことの教

会の集会に出席する祝福を受けていると
いう確信でした。
10代のころ，家族とともに教会のステー
クが組織されている場所に引っ越しまし
た。そして初めて，神権定員会の力と，愛
にあふれたビショップの力を感じました。
祭司定員会でビショップの横に座り，彼が
まことのイスラエルの判士の鍵を持ってい
ることを知りました。そのときに受けた確
信は今でも覚えており，また感じることが
できます。
わたしがまだ若かったころに，それと
同じ証を受けた日曜日が2度ありました。
ニューメキシコ州アルバカーキと，マサ
チューセッツ州ボストンでのことです。ど
ちらも，地方部からステークが組織され
た日でした。わたしがよく知っている，一
見普通の人物がステーク会長として召さ
れました。わたしはその日，今日

きょう

皆さんが
行ったように手を挙げました。そして，神
が御自分の僕を召されたのであり，自分
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中央アメリカの国ベリーズの，ベリーズシティー地方部サン・ペドロ支部の会員と宣教師が大会のために集う。



は彼らの働きにより，また彼らを支持する
ことにより祝福を受けるだろうとの証を受
けました。それ以来，わたしは各地の教
会で同様の奇跡を数え切れないほど感じ
てきました。
支持した後，月日が過ぎるにつれて，わ
たしはそれらのステーク会長たちが自分
の召しを果たすうえで十分な力と能力を受
けているのを見ました。そして同じ奇跡を，
預言者および大管長として管理し，地上で
神権のすべての鍵を行使する召しを受け
たモンソン大管長の働きの中にも見てきま
した。啓示と霊感がわたしの目の前でモ
ンソン大管長に与えられてきました。それ
はわたしにとって，神がそれらの鍵を尊ん
でおられることを確信させるものです。わ
たしはそれをこの目で見た証人です。それ
らは神権の鍵であり，主の言葉によれば
「初めもなく終わりもない」ものです。5

わたしは皆さんに厳粛に証します。こ
の教会はイエス・キリストのまことの生ける
教会です。そのことを自分で知るために
熱心に祈るとき，天の御父はこたえてくだ
さいます。今日自分たちが支持した召し
が神からのものであるという証を受ける
ことができます。さらに，この教会の中で，
ペテロとヤコブとヨハネの時代のように，
魂を清め，地上でも天でもつなぐことので
きる儀式が執り行われているのを知るこ
とができます。それらの鍵と儀式は，預言
者ジョセフ・スミスによって完全に回復され
ており，彼の継承者たちによって伝えられ
ています。イエスはキリストであり，生きて
おられます。わたしはそのことを知ってい
ます。トーマス・Ｓ・モンソンが主の生ける預
言者であることを証します。末日聖徒イエ
ス・キリスト教会はまことの教会であり，生
き続けています。このことをイエス・キリスト
の御名により証します。アーメン。

注

1．教義と聖約1：30－33

2．教義と聖約130：2参照

3．ヒラマン5：18

4．History of the Church，第4巻，227

参照

5．アルマ13：8
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愛する大管長会の皆さん。教義
と聖約第120章の啓示に定めら
れているように，教会基金の支

出の承認は，什
じゅう

分
ぶん

の一配分評議会が行い
ます。同評議会は，大管長会，十二使徒
定員会および管理ビショップリックで構成
されており，教会の各部門と運営組織の
予算を承認します。評議会により承認さ
れた後，教会の各部門は，承認された予
算のとおり，教会の方針と手続きに従っ
て基金を使います。
教会監査部は，基金の収支と教会資産
の保全が適切に管理されているかを監査
するうえで必要なあらゆる記録やシステ
ムから情報を入手する権利があります。

教会監査部は，教会のほかのあらゆる部
門や運営組織から独立しており，監査を
実施する人々は，公認会計士，公認内部
監査人，公認情報システム監査人，その
ほかの資格ある専門家によって構成され
ています。
監査の結果，教会監査部では，2007年
度において，教会のすべての資材，献金
や寄付，支出，および教会資産は，適切な
会計と承認された予算，および教会の方
針と手続きに従って記録し，管理されて
いるという見解に達しました。
以上，謹んでご報告いたします。

教会監査部
実務運営ディレクター
ロバート・W・キャントウェル

2007年度
教会監査部報告
教会監査部実務運営ディレクター
ロバート・W・キャントウェル提出

末日聖徒イエス・キリスト教会大管長会に対して提示

●土曜午後の部会
2008年4月5日

大会を視聴するアイダホ州の姉妹宣教師。



兄弟姉妹の皆さん，大管長会は，
2007年12月31日現在の会員数
の増加と活動状態を示す以下

のような記録を発表しました。

教会ユニット数

ステーク …………………………… 2,790
伝道部………………………………… 348
地方部………………………………… 618
ワードと支部の合計……………… 27,827

教会員数

教会員総数…………………… 1,3193,999
記録上の子供数の増加 ………… 93,698
バプテスマを受けた改宗者 …… 279,218

宣教師

専任宣教師数 …………………… 52,686

神　殿

再奉献された神殿数…………………… 1
（トンガ・ヌクアロファ神殿）
儀式が執行されている神殿数……… 124

2007年4月以降に他界した
著名な教会員

ゴードン・B・ヒンクレー大管長，第15代
大管長，享年97歳，2008年1月27日。

ジェームズ・E・ファウスト管長，大管長
会顧問および十二使徒定員会会員。

イニス・バーニス・イーガン・ハンター姉妹，
元大管長のハワード・W・ハンター大管長

夫人。

ルース・W・ファウスト姉妹，元大管長会
顧問のジェームズ・E・ファウスト管長夫人。

リアン・C・ノイエンシュワンダー姉妹，
七十人のデニス・B・ノイエンシュワンダー

長老夫人。

ユニス・N・ケイ姉妹，元七十人会員の
F・アーサー・ケイ長老夫人。

ジャナス・R・キャノン姉妹，元中央扶助
協会会長会顧問。

リチャード・L・ワーナー兄弟，元中央日
曜学校会長会顧問。

2007年度統計報告
七十人
F・マイケル・ワトソン長老提出

大会の次の部会を待つ間，賛美歌を歌う会員たち。
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26

福音の証とは，永遠の価値を持つ
幾つかの特定の事柄が真実で
あり，自分はそれが真実である

ことを知っているという，聖霊から心に与
えられた個人的な証拠です。その特定の
事柄の中には，神会の御三方の特質，こ
の御三方と人との関係，贖

あがな

いの有効性，
回復の真実性などが含まれます。
福音の証は，旅行談でも，健康につい
ての体験談でも，家族への愛の表明でも
ありません。それは説教でもありません。
キンボール大管長は，他人に説教を始め
た瞬間，証は終わると教えました。1

Ⅰ．

人の証を聞くときや，自分が証を述べる
ことについて考えるときに，いろいろな疑
問が生じます。
1．証会で，ある会員が「わたしは御父と

御子が預言者ジョセフ・スミスに御姿
みすがた

を

現されたことを知っています」と言うの

を聞いた訪問者が「知っているとは，
どういうことだろう」と疑問に思います。

2．伝道に出る備えをしている若い男性は，

自分の証は宣教師として奉仕できるほ

ど強いかどうか疑問に思います。

3．若い人は親か教師から証を聞いていま

すが，そのような証は，聞く人にとって

どのような助けとなるでしょうか。

Ⅱ．

福音が真実であることを知っています
と証するとき，実際何を言わんとしている
のでしょうか。「今，外が寒いことを知って
います」とか「わたしは自分が妻を愛して
いることを知っています」という知識と比
べてみましょう。この3種類の知識や認識
は，それぞれ異なる方法で得られます。
外の気温は科学的に証明することができ
ます。伴侶

はんりょ

を愛していることは，個人的，
主観的に認識されるものです。それは科
学的に証明することはできませんが，大切
な知識です。すべての重要な知識は科学
的証拠を基としているという概念は，断じ
て間違っています。
福音の真実性に対する「証拠」はあるも

のの（例──詩篇19：1；ヒラマン8：24参
照），霊的な知識は科学的な方法では得
られません。そのことをイエスは，あなた
こそキリストであられると言ったシモン・ペ
テロの証にこたえて教えられました。「バ
ルヨナ・シモン，あなたはさいわいである。
あなたにこの事をあらわしたのは，血肉
ではなく，天にいますわたしたちの父で
ある。」（マタイ16：17）使徒パウロはコリン

ト人への手紙でこれを「神の思いも，神の
御霊
みた ま

以外には，知るものはいない」と説明
しています（1コリント2：11。ヨハネ14：17
も参照）。
対照的に，人間にかかわることは人間
の方法で理解しますが，「生まれながらの
人は，神の御霊〔にかかわること〕を受け
いれない。それは彼には愚かなものだか
らである。また，御霊によって判断される
べきであるから，彼はそれを理解するこ
とができない」のです（1コリント2：14）。
霊的な事柄の真実性は聖霊の力によっ
て神から明らかにされると，モルモン書は
教えています（モロナイ10：4－5参照）。
現代の啓示の中で神は，神御自身が「聖
霊によって」人の思いと心にお告げになる
ことにより，人は「知識」を受けると約束し
ておられます（教義と聖約8：1－2）。
天の御父が子供たちのために備えられ
たこの計画の最もすばらしい点は，計画
の真実性をだれもが自分で知ることがで
きるというところです。神が啓示される知
識は，本や科学的な証拠から，あるいは
頭で考えて得られるものではありません。
使徒ペテロのように，その知識は，直接天
の御父から，聖霊の証を通して得られる
のです。
霊的な真理を霊的な方法で理解したな
ら，その知識を確信できます。それは，ほ
かの知識をほかの方法で理解した学者や
科学者がその知識を確信しているのと同
じことです。
預言者ジョセフ・スミスはそのすばらし
い例です。示現について語ったことで迫
害を受けると，ジョセフは自らの状況を，
アグリッパ王の前で弁明したときにあざけ
りとののしりを受けた使徒パウロになぞ
らえました（使徒26章参照）。「しかし，す
べてこのことも，彼が示現を受けたという
事実を損なうことはなかった。」ジョセフ
は言いました。「彼は示現を見た。彼は
そのことを知っており，天の下のあらゆる
迫害も，その事実を変えることはできなか
った。……わたしについても同じであっ
た。」ジョセフは続けてこう述べました。
「わたしは実際に光を見た。その光の中
に二人の御方を見た。そして，その方々が

証
あ か し

十二使徒定員会
ダリン・H・オークス長老

知識によりさらに従順になり，従順により知識が増します。



実際にわたしに語りかけられたのであ
る。……わたしは示現を見た。わたしは
それを知っていた。神がそれを御存じで
あるのを，わたしは知っていた。わたし
はそれを否定できず，またそうする勇気も
なかった。」（ジョセフ・スミス－歴史1：
24－25）

Ⅲ．

それがジョセフ・スミスの証でした。わ
たしたちの証はどうでしょうか。ジョセフ
の言葉が真実であると，どうすれば知り，
証できるようになるでしょうか。わたした
ちが証と呼んでいるものをどうやって得る
ことができるでしょうか。
何の知識を得る場合でも最初の段階
は，知りたいと心から望むことです。次の
段階は，霊的な知識の場合，真剣に神に
祈り求めることです。現代の啓示にはこう
あります。
「あなたは求めれば，啓示の上に啓示
を，知識の上に知識を受けて，数々の奥
義と平和をもたらす事柄，すなわち喜び
をもたらし永遠の命をもたらすものを知る
ことができるようになるであろう。」（教義
と聖約42：61）
アルマは自分のしたことを記していま
す。「見よ，わたしは自分でこれらのこと
を知ることができるように，幾日もの間，
断食をして祈ってきた。そして，これらの
ことが真実であるのを，わたしは今，自分
自身で知っている。主なる神が神の聖な
る御霊によってこれらのことをわたしに明
らかにされたからである。」（アルマ5：46）
たとえ心から望んでも，証はただで得
られるものではなく，行いが求められる
ことを覚えておかなくてはなりません。イ
エスは教えられました。「神のみこころを
行おうと思う者であれば，だれでも，わた
しの語っているこの教

おしえ

が神からのものか，
それとも，わたし自身から出たものか，わ
かるであろう。」（ヨハネ7：17）
証を得るもう一つの方法は，ほかの知
識を得るのと比べ，驚くべき方法に思え
るでしょう。証を得，強めるために，証を
述べるのです。ひざまずいて祈るよりも，
立って証をする方が，もっと証が得られる

ことを示唆した人もいました。
自分自身の証は信仰の基盤です。その
ため，証を得，強め，保つために行う必
要のある事柄は，霊的生活に欠かせない
ことなのです。すでにお話しした方法に
加えて，毎週聖餐

せいさん

を取る必要があります
（教義と聖約59：9参照）。そうすることで，
「いつも御子の御霊を受け〔る〕」という貴
い約束にふさわしくなるのです（教義と聖
約20：77）。もちろん，御霊こそわたした
ちの証の源です。

Ⅳ.

回復された福音の証を持つ人は，その
証を分かち合う義務があります。モルモ
ン書は，わたしたちは「いつでも，どのよ
うなことについても，どのような所にいて
も，死に至るまでも神の証人になる」べき
であると教えています（モーサヤ18：9）。
証という賜物

たまもの

とそれを分かち合う義務
との関係について非常に印象的な教え
が，教義と聖約第46章に書かれています。
この啓示は様 な々霊的な賜物について説
明しながら，こう述べています。
「ある人には，イエス・キリストが神の子
であり，世の罪のために十字架につけら
れたことを知ることが，聖霊によって許さ
れる。
ほかの人には，続けて忠実であれば自

分もまた永遠の命が得られるように，彼ら
の言葉を信じることが許される。」（13－
14節。ヨハネ20：29も参照。）
知る賜物を持っている人は，証を述べ
るという当然の義務があります。それは彼
らの言葉を信じる賜物を持つ人がそれ
により永遠の命を得るためです。
わたしたちの信仰を，個人的にも公に
も明言することがこれほど必要な時代は
ありませんでした（教義と聖約60：2参照）。
無神論者もいますが，神に関する真理が
増えることを喜ぶ人も多くいます。誠実に
探求する人々に，永遠の父なる神の存在
と，主なる救い主イエス・キリストの神聖
な使命と，回復の真実性について断言す
る必要があります。イエスの証に雄 し々く
ある必要があります。だれにも，友人や隣
人，職場の同僚や知人に，自分の霊的な
信念を宣

の

べ伝える機会が多くあります。そ
の機会を利用して，救い主への愛，主の
神聖な使命に対する証，主に仕えるとい
う決意を伝えるべきです。2 わたしたちが
証を述べるのを，子供たちにも頻繁に聞
かせる必要があります。また子供たちを
たくましく育てる際に，優秀な成績や，ス
ポーツやその他の学校活動の評価だけで
なく，強められていく証によって自分が何
者であるかを確認するように教えるべき
です。
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Ⅴ.

今日
こんにち

，わたしたちをモルモンと呼び，わ
たしたちの信条を曲げて伝え，あざけっ
ている人たちがいます。このような虚偽に
直面した場合，教会の教義と信条を明確
に伝えるために，口を開く義務があります。
教会の教義が誤って伝えられるのを許す
のではなく，自らの信条を明言する者に
ならなくてはなりません。それには証が
必要です。証は個人的に知り合いに述べ
ることも，大小の会合で公に話すこともで

きます。自分が知っている真理について
証をする際，「穏やかに，かつ柔和に」話
すという警告に忠実に従うべきです（教義
と聖約38：41）。決して威圧的になったり，
甲高い声を出したり，ののしったりすべき
ではありません。使徒パウロが教えたよ
うに，わたしたちは愛にあって真理を語
らなくてはなりません（エペソ4：15参照）。
だれでもわたしたちの個人的な証に不賛
成を表明できますが，論破することはでき
ないのです。

Ⅵ.

最後に，従順と知識の関係について述
べたいと思います。証を持ち，教会の指
導者の指示に従って行動している会員が，
時 ，々盲目的に従う者として非難されるこ
とがあります。
もちろんわたしたちには指導者がいま
す。そして，もちろん教会の運営や神権の
儀式の執行において，指導者の決定や指
示に従います。しかし福音の真理を学び，
知ること，すなわち個人の証を持つことに
限って言えば，聖霊の力強い証を通して，
わたしたち一人一人には永遠の父なる神
とその御子イエス・キリストとの間に直接
的な関係があります。そのことを批判者た
ちは，理解していないのです。指導者に
従うという点で一致し，なおかつ自分で知
るという点では独立しているということが，
彼らを混乱させているのです。
恐らくこの混乱を解消するには，神に至
る経路には二つあることを説明すればよ
いでしょう。教会員には預言者やほかの
指導者を通して統治を受けるという経路
があります。この経路は教義，儀式，戒め
と関係があり，従順という結果をもたらし
ます。教会員にはまた個人の証という経
路があり，それは神に直接つながっていま
す。これは神の存在，神とわたしたちとの
関係，そして主の回復された福音の真実
性に関係があり，知識という結果をもたら
します。この二つの経路は互いに強め合
っています。知識によりさらに従順になり
（申命5：27；モーセ5：11参照），従順によ
り知識が増します（ヨハネ7：17；教義と聖
約93：1参照）。
だれでも知識に従って行動します。科
学であれ宗教であれ，目的に応じた知識
に従って行動すれば，それはもはや盲目
的従順ではありません。科学者は特定の
実験の内容と条件に関する信頼できる証
明書を受け入れ，それに基づいて研究し
ます。宗教に関しては，信者の知識の源
は霊的なものですが，原則は同じです。
末日聖徒の場合，回復された福音と現代
の預言者の召しが真実であるという証を
聖霊から心に受けたのであれば，その教
えに従うわたしたちの選択は，盲従では



ないのです。
証をする際は常に，傲慢

ごうまん

や高慢を避け
る必要があります。モルモン書は，神から
豊かに祝福された後に高慢になり，隣人
を苦しめた人々を叱責

しっせき

しています。その
ことをわたしたちは覚えておくべきです
（モルモン書ヤコブ2：20参照）。ヤコブは，
これは「すべての人を造られた御方にとっ
て忌まわしいこと」である，なぜなら「神
の目には，人は皆等しく貴い存在である」
からと言っています（モルモン書ヤコブ2：
21）。後にアルマは「あなたがたは，ある
人をほかの人よりも優れていると思っては
ならない。すなわち，人は自分自身をほ
かの人よりも優れていると考えてはならな
い」と警告しました（モーサヤ23：7）。
最後にわたしの証を述べます。わたし
は天の御父がおられ，御父の計画により
人が地上に送られ，永遠の旅の条件と行
く末が備えられたことを知っています。救
い主，イエス・キリストがおられ，主の教え
は御父の計画を明確にし，主の贖いは不
死不滅と永遠の命の機会を確実にするこ
とを知っています。御父と御子がこの末
日に完全なる福音を回復するために，預
言者ジョセフ・スミスに御姿を現されたこ
とを知っています。永遠の命に向かって
進歩するために必要な儀式を執行するよ
う神権者に認可する鍵

かぎ

を持つ，預言者ト
ーマス・S・モンソン大管長により，今日

こんにち

わ
たしたちが導かれていることを知っていま
す。イエス・キリストの御名

み な

により，アーメン。

注

1．The Teaching of Spencer W.

Kimball，エドワード・L・キンボール編，

ソルトレーク・シティー，Bookcraft，

1982年，138参照

2．例，ジーン・ニューマン「ラッパの響きと

ともに」『聖徒の道』1985年8月号，

21－23参照

わたしは，皆さんと同様，聖会に
参加できて感謝しています。助
けとなる教義の一点に触れてお

きましょう。わたしたちは聖会の中で手を
直角に挙げたとき，単に賛成の意を表明
しただけでなく，律法と儀式と戒めと，神
の預言者トーマス・S・モンソン大管長を支
え，支持するという個人的な決意をし，聖
約を交わしたのです。わたしは，皆さん
とともに，わたしの右手を直角に挙げたこ
とを心から感謝しています。
兄弟姉妹の皆さん，わたしはここ数か
月，謙遜

けんそん

にさせられる経験をしました。こ
れは，命という賜物

たまもの

を感謝の気持ちで見
詰める機会となりました。この経験をして

いる間，わたしは常に自分の証について
思い巡らしていました。永遠の父なる神
とその長子であり救い主であり贖

あがな

い主で
あるイエス・キリストに対する証について，
また，御父と御子に対する証をどのように
して得たかについて考えていたのです。
世界中のあらゆる宗教，信条を持つ
人々が答えを探し求め，模索している問い
があります。それは，「神とは何者なのか。」
「神はイエス・キリストとどのような関係にあ
るのか。」「人間は神とイエス・キリストとどの
ような関係にあるのか」という問いです。
わたしは，天の御父とイエス・キリストが
生きておられることを確かに知っています。
贖いは現実のものです。父なる神とイエ
ス・キリストは，明らかに異なる別個の御
方で，不死不滅の御方です。この御二方
はわたしたちを個人として御存じであり，
わたしたちの心からの祈りを聞き，答え
を与えてくださいます。救い主はアメリカ
大陸に住む人 に々次のように証されました。
「わたしは父のことを証し，父はわたしの
ことを証され，聖霊は父とわたしのことを
証する。」1 聖霊は，これらのことが真実で
あるとわたしに証してくださいました。
わたしは若いころ，預言者が書いた「信
仰箇条」という13条の声明文について思
い巡らしているときに初めて証を得まし
た。この声明文はジョセフ・スミスが書い
たものです。初等協会において，わたし

父なる神と
御子イエス・キリストと
聖霊に対する証

あ か し

を得る
十二使徒定員会
ロバート・D・ヘイルズ長老

聖霊によってわたしに告げられてきた事柄は，皆さんの従順さと望みに応じて聖霊に
よって皆さんにも告げられ得るのです。
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たちはこれを暗記します。信仰箇条には
回復されたイエス・キリストの福音の基本
的な信条が説明されています。これは，次
の言葉で始まります。「わたしたちは，永
遠の父なる神と，その御子イエス・キリスト
と，聖霊とを信じる。」2

ジョセフ・スミスは，神会の御三方の特
質を，自らの体験から知りました。ジョセ
フは14歳の少年のとき，数あるキリスト教
の教会の中からどれに入るべきなのか知
りたいと思いました。聖書を読むと，新
約聖書のヤコブ書にこのように書いてあ
りました。「あなたがたのうち，知恵に不
足している者があれば，その人は，……神
に，願い求めるがよい。」3 このとおりに
ジョセフはひざまずき，祈りました。そし
て，父なる神とその御子イエス・キリストの
訪れを受けたのです。この御二方につい
て，ジョセフはこう記述しています。「筆紙
に尽くし難い輝きと栄光を持つ二人の御
方が〔ジョセフの〕上の空中に立っておら

れるのを見た。すると，そのうちの御一方
〔父なる神〕が〔ジョセフに〕語りかけ，
〔ジョセフの〕名を呼び，別の御方を指し
て，『これはわたしの愛する子である。
彼に聞きなさい』と言われた。」4

わたしは少年時代から，ジョセフ・スミ
スの経験を指針としていました。これは，
すべての人にとって指針となります。この
預言者は若いころに天の御父とその御子
イエス・キリストに関する真理を知りまし
た。それは，天の御父の御心

みこころ

を知ろうと
求めて聖文を読み，次に，聖文にある勧
めに信仰をもって従ったからです。
この方法を救い主が示し，完全な形で

実行されたことは聖書に記録されていると
おりです。イエスが12歳の少年のとき，母
親のマリヤと地上での父親ヨセフは，イエ
スが神殿で教えを説いていらっしゃるとこ
ろを見ました。イエスは父母にこう尋ねま
した。「わたしが自分の父の業に携わって
いるはずのことを，御存じなかったのです

か。」5 しかし，イエスはヨセフの仕事につ
いてお話しになったわけではありません。
御自身の文字どおりの天におられる永遠
の父の業のことを話されていたのです。
幾つかの場面で父なる神がその御子を
紹介しておられますが，その方法は次の
ように特筆すべきものです。「イエスはバ
プテスマを受けるとすぐ，水から上がられ
た。……また天から声があって言った，
『これはわたしの愛する子，わたしの心に
かなう者である。』」6 そして，変貌

へんぼう

の山で
再び「雲の中から声が〔ありました〕。『こ
れはわたしの子，わたしの選んだ者であ
る。これに聞け。』」7

アメリカ大陸に御姿
みすがた

を現されたとき，イ
エスは御父によって同じように紹介されま
した。「わたしの愛する子を見なさい。わ
たしの心にかなう者である。わたしは彼
によって，わたしの名に栄光を加えた。
彼に聞きなさい。」8 そして，2,000年近く
たってから，同じ言葉が若きジョセフ・ス
ミスに語られたのです。「これはわたし
の愛する子である。彼に聞きなさい。」9

天の御父は，御子を紹介するときには
必ずイエスの御言葉

み こ と ば

を「聞く」すなわち耳
を傾けるよう命じておられます。これは注
目すべきことです。
このイエスとはどのような御方なので
しょうか。イエスは御父とともに世界の創
造に携わり，御父の指示の下に，地の面
にあるあらゆるものを造る責任を受けて
おられました。「無数の世界を，わたしは
創造した。また，わたし自身に目的が
あってこれらを創造した。子によって，わ
たしはこれらを創造した。子とは，わたし
の独り子のことである。」10 イエス・キリス
トは，肉による御父の独り子であり，御父
とわたしたちの仲保者です。イエスは救
い主であり，わたしたちのために命を捨
て，御父の前でわたしたちのために弁護
してくださいます。わたしたちが御子イエ
ス・キリストの御名

み な

によって天の御父に祈
るのは，このためです。御子イエスは，御
父と同じ御方ではありませんが，御父に
似た御方です。キリストもやはり，力と権
能を持つ栄光に満ちた御方です。
イエスが御父にどのように話されたか

ブラジルで，大会の次の部会を待つ初等協会の子供たち。



を考えてみると，非常に啓発され，胸を打
たれます。イエスが御自身を神の子と認
めておられたことは，偉大な執り成しの祈
りを見れば疑いもなく明らかです。この祈
りは聖書のヨハネ書にあります。地上で
の使命を従順に果たしたことを天の御父
に報告されたときのイエスの言葉に耳を
傾けてください。
「わたしは，わたしにさせるためにお授
けになったわざをなし遂げて，地上であ
なたの栄光をあらわしました。……
なぜなら，わたしはあなたからいただ

いた言葉を彼ら〔弟子たち〕に与え，……
彼らは……あなたがわたしをつかわされ
たことを信じるに至ったからです。……
あなたがわたしを世につかわされたよ
うに，わたしも彼らを世につかわしました。
……
わたしは，あなたからいただいた栄光

を彼らにも与えました。それは，わたした
ちが一つであるように，彼らも一つになる
ためであります。」11

救い主が教導の業を進められる過程
で，弟子たちは確かに一つとなりましたが，
肉体が一つとなったわけではありません。
目的と愛において一致したという意味で
一つとなったのです。この一致こそが，聖
文で述べられている，父なる神とその御
子イエス・キリストが一つであられることの
真意なのです。御二方も別個の御方では
ありますが，目的とわたしたちに対する愛，
わたしたちのために行う御業

みわざ

において一
致しておられるのです。
救い主は，また祈られました。
「父よ，世が造られる前に，わたしがみ
そばで持っていた栄光で，……わたしを
輝かせて下さい。……
……あなたがわたしをつかわし，わた

しを愛されたように，彼らをお愛しになっ
たことを，世が知るためであります。
……〔あなたは〕天地が造られる前から
わたしを愛して〔下さいました。〕」12

イエスは，御自身が知っているのと同じ
ようにわたしたちにも御父のことを知って
ほしいと思っておられたのです。次のよう
に祈られました。
「正しい父よ，この世はあなたを知って

いません。しかし，わたしはあなたを知り，
また彼ら〔弟子たち〕も，あなたがわたしを
おつかわしになったことを知っています。
そしてわたしは彼らに御名を知らせま
した。またこれからも知らせましょう。そ
れは，あなたがわたしを愛して下さった
その愛が彼らのうちにあり，またわたしも
彼らのうちにおるためであります。」13

イエスは御自分に従うことを選ぶ者た
ちが守られるよう祈り求めたときに，彼ら
に対する大いなる愛を示されました。「わ
たしがお願いするのは，彼らを世から取
り去ることではなく，彼らを悪しき者から
守って下さることであります。」14 兄弟姉妹，
イエスはわたしたちのために祈っておら
れたのです。
そして，救い主は再び，彼らが御自分と

一緒になれるよう優しい気持ちで願われ
ました。
「父よ，あなたがわたしに賜わった人々
が，わたしのいる所に一緒にいるようにし
て下さい。」15

贖いの犠牲への備えとして，イエスはゲ
ツセマネの園で全人類の罪と悲しみと苦
しみをその身に受けながら，御父に祈られ
ました。この孤独なときに，イエスは再度，
御自分の業を行っているのではないことを
明らかにされました。このように祈っておら
れます。「父よ，もしできることでしたらどう
か，この 杯

さかずき

をわたしから過ぎ去らせてくだ
さい。しかし，わたしの思いのままにでは
なく，みこころのままになさって下さい。」16

イエスにとって，そして全人類にとって最も

重要なこの瞬間に，独り言を言ったり，御
自身の力に頼ったりされることはありませ
んでした。全能の神である御父により頼
んで，御自分を支え，御父の御心を行える
ようにしてくださいと願われたのです。する
と，御父が送られた天使が「天からあらわ
れてイエスを力づけ」ました。17 御父が御
子と全人類に対して抱いておられる愛を，
わたしは敬い，愛しています。
創世の前から十字架上で最期を遂げる
瞬間まで，救い主は御父の業に携わって
おられました。主は地上に送られた目的
であった業を成し遂げられました。です
から，十字架上で「『すべてが終

おわ

った』と言
われ」18，「声高く叫んで……『父よ，わた
しの霊をみ手にゆだねます』〔と〕言って
ついに息を引き取られた」19 とき，だれに
向かって語っておられたのかは明らかで
す。主は天の御父に向かって祈っておら
れたのです。
救い主が生きておられることを証しま
す。主は御父の独り子であり，この地球を
統治するために再び来られます。主はイ
エス・キリストであり，イスラエルの聖者で
す。そして，「恵みと憐

あわ

れみと真理に満ち
ておられ……世の罪，まことにその御名を
確固として信じるすべての人の罪を取り除
くために来られるのは，この御方」20 です。
救い主は文字どおり神の御子であり，3日
目に死者の中からよみがえって地上に来
るすべての人が現実に復活できるようにさ
れました。わたしはまた，永遠の父なる神
が生きておられ，子供であるわたしたち
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一人一人を愛しておられることを証します。
御父の愛はあまりにも大いなるものである
ため，独り子をこの世に遣わされました。
それは，「御子

み こ

を信じる者がひとりも滅び
ないで，永遠の命を得るため」21 でした。
主イエス・キリストの使徒として，聖文に
書かれている事柄と，聖霊によってわたし
に告げられてきた事柄，そして聖霊によっ
て皆さんにも告げられ得る事柄が，真実
であることを証します。それは，皆さんの
従順さと望みに応じて明らかにされるで
しょう。救い主は地上での務めを果たし
ていたとき，わたしたちすべてに当てはま
るこの偉大な真理を教えてくださいました。
「与えられると信じて，わたしの名によって
父に求めるものは，正当であれば，見よ，
何でもあなたがたに与えられる。」22 これ
まで話してきたことを証します。わたしが
話してきたことが真実であることを，わた
しは確かに知っています。わたしと同じ
確かな知識を皆さんにも求めてもらえる
ようイエス・キリストの御名によって祈りま
す。アーメン。

注

1．3ニーファイ11：32

2．信仰箇条1：1

3．ヤコブの手紙1：5

4．ジョセフ・スミス－歴史1：17

5．欽定訳ルカ2：49から和訳

6．マタイ3：16－17

7．ルカ9：35

8．3ニーファイ11：7

9．ジョセフ・スミス－歴史1：17

10．モーセ1：33

11．ヨハネ17：4，8，18，22

12．ヨハネ17：5，23－24

13．ヨハネ17：25－26

14．ヨハネ17：15

15．ヨハネ17：24

16．マタイ26：39

17．ルカ22：43

18．ヨハネ19：30

19．ルカ23：46

20．アルマ5：48

21．ヨハネ3：16

22．3ニーファイ18：20
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今
日わたしは，聖なる御霊に心
を開くことの大切さについて話
します。

バプテスマを受けた後，わたしたちは
教会員に確認され，聖霊を受けます。こ
れは天からの賜物

たまもの

です。聖霊はわたした
ちに慰めや教え，警告や啓発，霊感を与
えてくださいます。ニーファイはごく簡潔に
こう述べています。「あなたがたがその道
によって入り，聖霊を受けるならば，聖霊
は，あなたがたがなすべきことをすべて
あなたがたに示されるであろう。」1 使徒
パウロはわたしたちが今生きているこの
時代を「苦難の時代」2 と呼びましたが，
現代を無事に生き抜こうとするならば，聖
霊の助けが必要です。
聖霊は霊の御方なので，わたしたちの
心の中にとどまり，わたしたちの霊に直接
働きかけることがおできになります。3 御霊
の声は静かな細い声，そしてささやく声と

言われています。4 静かな声とはどのよう
な声なのでしょうか。ささやく声と形容さ
れるのはなぜでしょうか。それは，御霊は
ほとんどいつもわたしたちの耳ではなく，
思いや心に語りかけられるからです。5 ボ
イド・K・パッカー会長はこのように述べて
います。「聖霊の声は聞くというより感じ
るものです。」6

わたしたちは物事を心で感じます。聖
文の中で預言者たちも個人の啓示は心と
密接に関係していると教えています。例
えば，次のような教えです。
モルモンはこう教えています。「柔和で
心のへりくだった状態であれば聖霊の訪
れがある。」7

アルマはこう述べています。「心をかた
くなにする者はわずかな御言葉

み こ と ば

しか受け
ないが，心をかたくなにしない者は，さら
に多くの御言葉を与えられ」る。8

モルモンはニーファイ人についてこう記
しています。「彼らは……喜びと慰めで満
たされ〔た。〕……彼らが心を神に従わせ
たため……である。」9

また，詩篇の作者は簡潔にこう記して
います。「主は心の砕けた者に近く〔おら
れる。〕……」10

兄弟姉妹の皆さん，これこそわたした
ち皆が求めるものではないでしょうか。
聖霊の訪れを受け，主を身近に感じ，生
活に喜びと慰めを見いだすことです。もし
そうなら，自分の心の状態を見極めること
は，この人生で行える最も重要な事柄の
一つです。
心は敏感なものです。よくもあしくも，い
ろいろな影響を受けやすいものです。人

心を開く
七十人
ジェラルド・N・ランド長老

御霊
みたま

に心を開くよう努めることを毎日の習慣にしましょう。

き ょ う



に傷つけられ，罪によって鈍くなり，愛に
よって柔和になります。若いときは自分の
心を守るようになります。心の周りに塀と
門を築きます。その門からはだれも許可
なく入ることはできません。
ある人は，心の周りに低い柵のような塀

だけを作り，門には「歓迎」の看板がかけ
てあります。しかし，ある人は罪によって
深く傷つき，くじけて，鉄条網を張り巡ら
した8フィート（約2.5メートル）もあろうかと
いう高い塀で心を囲んでいます。門扉

もんぴ

に
は南京錠をかけ，「立入禁止」の大きな看
板を掲げています。
心に入る門という考え方を個人の啓示
を受けることに当てはめてみましょう。ニー
ファイはこのように教えています。「人が聖
霊の力によって語るときには，聖霊の力が
それを人の子らの心に伝える……。」11 デ
ビッド・A・ベドナー長老は，「心に」という
言葉の使い方に注目しています。「注目す
るべきは，御霊の力は教えを心に伝える
のですが，それが常に心に入るとは限ら
ないということです。……結局は〔聞く人〕
の側で心に取り込もうとしなければ，教え
の内容も，聖霊による証も彼らの心にし
み込みません。」12

なぜ「心に」なのでしょうか。個人の選
択の自由は非常に神聖なものであるた
め，天の御父は無限の力を持っておられ
るにもかかわらず，人の心に強制すること
は決してなさらないのです。人はそうしよ
うとすることがありますが，神はなさいま
せん。言い換えると，神はわたしたちが自
分の心の守り手，あるいは門番になること
を許しておられるのです。わたしたちは
自分自身の自由意思により，御霊に心を開
かなくてはなりません。なぜなら，聖霊は
わたしたちに強制はなさらないからです。
では，どうすれば心を開くことができる
のでしょうか。
山上の垂訓の中で，救い主はこのように
言われました。「心の清い人たちは，さい
わいである。彼らは神を見るであろう。」13

清いものは，そこに本来属さないものに
よって汚されることはありません。心が清
いことは確かに，神から霊感を受けるため
の最も重要な資格の一つです。完全な心
を持っている人はだれもいませんが，汚れ
を捨て，本来あるべきではないものを取
り除くよう一生懸命に努めれば努めるほ
ど，聖霊に心を開くことができます。預言
者ヤコブの次のすばらしい約束に注目し

てください。「心の清いすべての人よ，頭
を上げて，喜びをもたらす神の御言葉を
受け入れ，神の愛をよく味わいなさい。」14

預言者ジョセフ・スミスはリバティーの監
獄で，ある人々の心の状態を表す啓示を
受けました。「まことに，召される者は多
いが，選ばれる者は少ない。では，なぜ
彼らは選ばれないのであろうか。それは，
彼らがあまりにもこの世のものに執着し，
人の誉れを得ることを望んでいるため……
である。」15

現在，世の多くの人は豊かで平穏な環
境で暮らしています。モルモン書には，繁
栄がしばしば人を主から遠ざけることが
書かれています。モルモンはこう警告して
います。「主が御自分の民を栄えさせられ
るまさにそのとき，まことに，民の畑と家
畜の群れを増し，金銀と，あらゆる自然の
貴重な品々……を与え〔られる〕そのとき
に，彼らは心をかたくなにし，主なる神を
忘れ……るということが，わたしたちに分
かるのである。」16

この世のものに執着すると，自然に次の
ような3つの結果が生じることを主は警告
しておられます。第1は，罪を悔い改めず
に，罪を隠すようになります。次に，神に
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かかわる事柄を求めず，自分のプライドや
むなしい野心を満たそうとします。最後に，
人を不正に支配するようになります。17

高慢とは，この世のものに執着すると自
然に生じる結果です。高慢になるとすぐ
に，霊的な導きに対して心が鈍くなります。
例えば主はこのように言っておられます。
「主なるわたしは，わたしの僕

しもべ

シドニー・リ
グドンを喜ばない。彼は心の中で高ぶり，
勧告を受け入れず，御霊を悲しませた。」18

これを 次の約束と比較してください。「あ
なたは謙遜

けんそん

でありなさい。そうすれば，主
なるあなたの神は手を引いてあなたを導
き，あなたの祈りに答えを与えるであろ
う。」19

リバティーの監獄で受けた啓示の中で，
主はこの世のものに心を向けることの結
果を説明しておられます。「まことに，天
は退き去り，主の御霊は深く悲しむ。そ
して，……まことに，その人は気がつかな
いうちに，一人放置され〔る〕。」20 兄弟姉
妹の皆さん，この「苦難の時代」にあって，
わたしたちは御霊を悲しませ，一人放置
されるような余裕はないのです。
繰り返しますが，わたしたちの心の状態

は霊的な事柄への感受性に直接影響を及
ぼします。御霊に心を開くよう努めること
を毎日の習慣にしましょう。自分の心の守
り手であるわたしたちは，そうするよう選
ぶことができます。何を受け入れ，何を捨
て去るかを選択するのです。ありがたい
ことに主はわたしたちが賢明な選択をす
るのを助けたいと切に望んでおられます。
最後に，主のみもとへ行こうとする人々
に主が約束された二つのことを，わたしの
証を込めてお伝えします。「したがって，
わたしの愛する同胞

はらから

よ，あなたがたは，御
父が御子イエス・キリストに真に従う者す
べてに授けられたこの愛で満たされるよ
うに，また……わたしたちが清められて
清い御子と同じようになれるよう，熱意を
込めて御父に祈りなさい。」21

また，使徒パウロは霊感あふれる言葉
を宣言しています。「わたしを強くして下
さるかたによって，何事でもすることがで
きる。」22

心を強め，主の愛で満たしてくださるよ
う，キリストに願い求めましょう。わたした
ち皆がそうできるように，イエス・キリスト
の御名

み な

により祈ります。アーメン。

注

1. 2ニーファイ32：5

2. 2テモテ3：1

3. 教義と聖約8：2参照

4. 教義と聖約85：6参照

5. 教義と聖約8：2参照

6.「個人の啓示── 賜
たまもの

，試し，約束」『聖徒

の道』1995年1月号，65

7. モロナイ8：26

8. アルマ12：10

9. ヒラマン3：35

10. 詩篇34：18

11. 2ニーファイ33：1。強調付加

12.「信仰によって学ぶ望みを持つ」『リア

ホナ』2007年9月号，17

13. マタイ5：8

14. モルモン書ヤコブ3：2

15. 教義と聖約121：34－35

16. ヒラマン12：2

17. 教義と聖約121：36－37参照

18. 教義と聖約63：55

19. 教義と聖約112：10

20. 教義と聖約121：37－38

21. モロナイ7：48

22. ピリピ4：13

オーストラリア，シドニーの姉妹宣教師たちが，大会の放送会場に到着する人々を歓迎する。



キリストがわたしたちの救いのた
めにしてくださったことは，どれ
も比類ないものです。主は，人々

を教え導いたおよそ3年の間に，贖
あがな

いの業
を成し遂げることがおできになりました。
今日
きょう

は，地上における救い主の生涯の3つ
の目的について特に話します。

1．主の贖いの犠牲

第1の，そして最大の目的は，御父から
受けた唯一無二の驚くべき責任，すなわ
ち，全人類のための無限にして永遠の犠
牲の業を実行することでした。
主は，天の御父の肉における独り子と

して，御父のすべての神の特質と，地にお
ける母マリヤから，人間としての性質を受
け継がれました。
わたしたちは主の犠牲を通してのみ，
死すべき堕落した状態から救われ得ます
（アルマ34：8－14参照）。主は，御自分の

命をささげるという明確な目的をもってこ
の世に来られました。主の命によっての
み，永遠の命が得られるからです。
地球の過去，現在，未来に存在した，
あるいは存在する人で，わたしたちの罪
の贖いを成し遂げられる人はだれもいま
せん。主は救い主であり，贖い主であら
れます（ヨハネ3：16参照）。
主は偉大な力と栄光をもって，わたした

ちの中で統治し，支配するために再び来
られます。

2．主の教義

主がわたしたちとともに住まわれた第2
の目的は，御父から学んだ教義をお教え
になることであり，それには救いと昇栄の
儀式と聖約が含まれていました（マルコ
1：27，ヨハネ7：16参照）。
主の教義は愛と赦

ゆる

しと憐
あわ

れみの教義で
す。それは人々の中で平安と一致をもっ
て暮らすための道であり，神とともに住む
ためにみもとに戻る道です。

3．神の子供たちへの奉仕

主の3番目の目的は，人々に仕えること
により王国を建設することです。これは異
なった形の指導方法でした。奉仕は主に
従う者たちの性質です。神の特質です。
「あなたがたはわたしを教師，また主と
呼んでいる。そう言うのは正しい。わた
しはそのとおりである。
しかし，主であり，また教師であるわた
しが，あなたがたの足を洗ったからには，
あなたがたもまた，互

たがい

に足を洗い合うべ
きである。

わたしがあなたがたにしたとおりに，
あなたがたもするように，わたしは手本を
示したのだ。」（ヨハネ13：13－15）
主はその生涯において，王国の福音を
宣
の

べ伝え，あらゆる病気を癒
いや

されました
（マタイ4：23－24参照）。わたしたちはバ
プテスマを受けたときに，主の教義を教
え，同胞に仕えるという二つの責任を引き
受けました。この二つの責任を果たすこ
とで，わたしたちは主に真に仕える者に
変えられるのです。
あるとき，主は教義を教えてから人 を々
哀れに思い，パンと魚を増やして群衆に
食べさせるという奇跡を行われました。
このことにより，主は哀れみと奉仕の性質
をお持ちであることが分かります。食べ
物がもらえたことで，翌日にはさらに群衆
の数が増しました。そこで主はきっぱりと，
永遠を見据えて教えを説かれました。
「あなたがたがわたしを尋ねてきてい
るのは，しるしを見たためではなく，パン
を食べて満腹したからである。
朽ちる食物のためではなく，永遠の命
に至る朽ちない食物のために働くがよい。
これは人の子があなたがたに与えるもの
である。」（ヨハネ6：26－27）
わたしたち教会員は，飢えている人々
が食べられるようにし，病気の人を助け，
裸でいる人に着る物を提供し，困窮者に
避難所を用意するべきです。また，断食
献金を通して教会員の基本的で急を要す
る必要を満たせるようにし，福祉計画を
通して長期にわたる必要を満たせるよう
助けます。自然災害時には，人道支援部
門を通して教会員ではない兄弟姉妹たち
を援助しています。
末日聖徒イエス・キリスト教会は主の戒
めにより，物資的な必要をおろそかにす
ることなく，最も崇高で気高い奉仕の働き
を続けています。それはすべての人が祝
福を受けて「不死不滅と永遠の命」が得
られるように（モーセ1：39），人々にキリス
トの教義を教え，救いの儀式を受けるよ
うに勧めることです。

考えと態度を改める

わたしは，神がわたしたちを愛してお

奉仕──神の特質
七十人
カーロス・H・アマードー長老

奉仕をする人は，同胞
はらから

を気高い者とし，築き，高めようと努力します。
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られることを知っています。神はわたした
ちがたとえ間違って判断をしても，自らの
道徳的な選択の自由を行使させてくださ
います。自分で決めることを許してくださ
るのです。
信頼をしなければ，キリストはわたした
ちを助けることはおできになりません。主
に仕えなければ，教えを授けることはおで
きになりません。主は正しいことを強要す
ることはなさいませんが，主に仕える決心
をしたときにのみ道を示してくださいます。
そして主の王国で仕える者には，考えと
態度を改めることを必ず求められます。
「仕えたこともなく，見も知らぬ他人で，
心の思いと志を異にしている主人を，どの
ようにして人は知ることができようか。」
（モーサヤ5：13）

奉仕の祝福

わたしは同胞への奉仕を通して，主を
知るようになることを証

あかし

します。奉仕する
ことで信仰が強められ，主の王国で役立
つ者となります。奉仕は人生に目的をもた
らし，勇気を与えます。わたしたちを神に
近づけ，神から授かった特性を精錬しま
す。同胞を愛して理解するように教え，わ
たしたちが個人的な望みを忘れ，利己心，
高慢，感謝しない心を取り去る助けとな
ります。また，周りの人の必要について考
えるよう教え，それにより救い主が持って
おられる徳を培うことができます。
奉仕をすると，思いやり，愛，忍耐，理
解，一致の心が増し，不寛容，嫉妬

しっと

，ねた
み，欲，利己心は少なくなるか，消え去り
ます。自己をささげればささげるほど，仕

え，理解し，愛する能力が高まるのです。
奉仕をする人は，神を喜ばせ，神と調
和した生活をすることを常に求めるように
なります。平安に満たされ，表情も明るく，
思いやりの精神を持つようになります。
奉仕をする人は，同胞を気高い者とし，
築き，高めようと努力します。そのため，
他人の良い点を見つけ，人から傷つけら
れることもなければ，傷ついている時間も
ありません。奉仕をする人は，批判する人
たちのために祈るという徳を高めます。
人から認めてもらうことも，報酬を得るこ
とも期待しません。キリストの愛を備えて
いるのです。
奉仕をする人は，自分が持っているも
の，知っていることを，いつでも，どこでも，
そしてすべての人に進んで分かち合おう



とします。
逆境の中にあっても奉仕をする人は，
より良い未来に対する望みを持ち続けま
す。キリストに望みを抱いているために，
危機に際しても常に確固としていられるの
です。
奉仕をする人は，謙遜

けんそん

に責任を引き受け
ます。自らの限界を認めながらも，二人の
人が実行すると言ったことは，二人のうち
の御一方が神であられるかぎり，どんなこ
とでも成し遂げられると確信しています。
ベニヤミン王は神の霊感を受けて宣言
しました。「あなたがたが同胞のために務
めるのは，とりもなおさず，あなたがたの神
のために務めるのである……。」（モーサヤ
2：17）奉仕をする人は，神の特性と属性を
さらに深く理解するようになります。
献身的に奉仕する人は，たとえ思った
ような結果が出なくとも，すぐ失望したり，
疲れたり，挫折

ざせつ

したりはしません。心に平
安が宿り，聖霊がともにいてくださるとい
う約束は，決してないがしろにされない
からです。

世界中で，そして地元で奉仕する

教会では，何万人もの会員が，実に多
様な言語を使い，170以上の国で無私の
奉仕をしています。彼らは指導者や教師
として，また人々に関心を寄せることで利
己心を捨てて奉仕しています。賃金や物
質的な報酬は受けず，称賛されることも，
この世の評価を受けることもありません。
彼らは自分の時間と才能と持ち物をささ
げています。持っているものすべてを犠
牲にし，効率的に，驚くほどすばらしい奉
仕を行っています。一定の期間が終わる
と彼らは解任され，ほかの人たちに奉仕
の機会を譲ります。
主の教義と主の奉仕の業により，この回

復されたイエス・キリストの教会は会員の
生活を祝福し続けています。過去と現在，
そして未来にわたって，奉仕することの喜
びを感じてきた忠実な聖徒の皆さんを神
に感謝しています。神が皆さんをいつも
祝福されるようお祈りします。イエス・キリ
ストの御名

み な

により，アーメン。

トーマス・S・モンソン大管長，ヘン
リー・B・アイリング管長，そして
ディーター・F・ウークトドルフ管

長を主の教会の新しい大管長会として支
持することは，何とすばらしい祝福であり，
特権でしょうか。
わたしが大管長会の大切さについて初
めて知ったのは，西カナダで暮らした子
供のころでした。父方の祖父母宅を訪ね
る度に玄関先で迎えてくれたのは，額縁
に入った大管長会の写真でした。よく覚
えています。まるで番人として立ち，その
家に足を踏み入れるすべての人を出迎え
ているかのようでした。
それは，ジョージ・アルバート・スミス大
管長とその顧問であるJ・ルーベン・クラー
ク・ジュニア，そしてデビッド・O・マッケイを
写したきれいなカラー写真でした。3人
が大きな地球儀のそばに立っていました。
わたしはその写真が大好きでした。この

上なくりりしく，威厳に満ちた人たちでし
た。わたしは，彼らが神の預言者とその
顧問であることを知っていました。
祖父母宅の表玄関に掲げてあったその
写真から，強い影響を受けました。わた
しはレイモンドの小さな田舎町に住んでい
て，祖父母もそこに住んでいました。祖父
母の家は我が家から歩いて行ける所に
あったので，何度となく訪れました。よく
独り静かに玄関先に立ったまま，大管長
会の写真を敬虔

けいけん

な思いで見詰めていたこ
とを覚えています。大管長会を尊ぶこと，
家の目立つ場所に写真を飾ることを祖父
母がなぜそれほど大切に思っているの
か，写真を眺めながら考えたことがありま
す。家に入る人は皆，その写真を目にする
のです。恐らく一番の理由は，祖父と祖
母の心と人生にとって何がいちばん大切
なのかを，子供や孫に絶えず思い起こさ
せることだったのではないでしょうか。
何年もたって，わたしは大管長会の写
真を飾ることは，ヨシュアが美しい言葉で
語ったことに似ていると思うようになりま
した。「あなたがたの仕える者を，きょう，
選びなさい。ただし，わたしとわたしの
家とは共に主に仕えます。」（ヨシュア24：
15）
家に入る人は皆，ジェームズ・ワーカー
とフェイン・ワーカーの心に次の言葉が記
されていることを知りました。「わたした
ちとわたしたちの家とはともに主に仕えま
す。」孫としてわたしはそのことを知り，こ
れまでただの一度も忘れたことがありま
せん。
子供のころ，大管長が一人だけいるの

3人の管理大祭司
七十人
ウィリアム・R・ワーカー長老

大管長会を自分たちが従うべき理想の指導者，規範とすべき指導者として仰ぎ見
るとき，知恵と力がもたらされます。
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ではなく，大管長会として3人がいること
の重要性について，わたしはそれほど理
解していませんでした。もちろん，イエス
がペテロだけでなく，ペテロ，ヤコブ，ヨハ
ネを選ばれたことは知っていました。父
がビショップリックの3人のうちの一人であ
り，J・O・ヒッケンビショップの顧問として
働いていることも知っていました。また，
祖父はステーク会長であり，二人の顧問
（ジョン・アレン会長とレスリー・パーマー会
長）がいて彼を支えていることも知ってい
ました。
どのような場合でも，一人だけの指導
者しかいない会長会ではなく，3人から成
る会長会が教会の組織を導いていまし
た。初等協会では信仰箇条を学び，それ
らが大好きになりました。信仰箇条は，青
少年が教会の基本的な教義を学ぶにつれ
て，彼らに慰めと自信を与えます。やがて
わたしは，「福音を宣

の

べ伝え，その儀式を
執行するためには，人は預言によって，ま
た権能を持つ者による按手

あんしゅ

によって，神
から召されなければならない」ことを知り
ました（信仰箇条1：5）。
1835年，主は預言者ジョセフ・スミスに

教会の大管長会に関する正しい秩序を啓
示されました。
「会長，すなわち管理役員が必要〔で〕
ある。……

メルキゼデク神権を持つ者の中から，
この団体によって選ばれ，その職に指名さ
れ，聖任され，また教会員の信頼と信仰と
祈りによって支持された三人の管理大祭
司が，教会の大管長会の定員会を構成す
る。」（教義と聖約107：21－22）
「三人の長から成る定員会」（教義と聖
約107：29），すなわち，一人の長と二人の
代理人ではなく3人の管理大祭司，3人の
長から成る定員会，それが主の教会の大
管長会なのです。
世の中の組織とは違いますが，主はこ
のような形で御自身の教会を組織された
のです。
次の聖文が心に浮かびます。
「わが思いは，あなたがたの思いとは異
なり，わが道は，あなたがたの道とは異
なっていると主は言われる。
天が地よりも高いように，わが道は，あ

なたがたの道よりも高く，わが思いは，あ
なたがたの思いよりも高い。」（イザヤ55：
8－9）
7歳の誕生日のころ，わたしは大管長会
の継承について少し学ぶことができまし
た。ジョージ・アルバート・スミス大管長が
亡くなったときのことです。しばらくして，
祖父母宅の玄関にあった写真は，デビッ
ド・O・マッケイ大管長とその二人の顧問，
スティーブン・L・リチャーズとJ・ルーベ

ン・クラーク・ジュニアの写真に替わったの
です。
子供だったわたしは大管長会の継承が
持つ深い意味とその過程についてもちろ
ん理解していませんでした。しかし，大管
長が亡くなり，新しい神の預言者と二人の
顧問に導かれることになったことは分か
りました。
13歳のとき，マレー・ホルトビショップか

らビショップ室に呼ばれ，執事定員会会長
として働く召しを受けました。ビショップ
から，家に帰ってだれが顧問になるべきか
祈る必要があると言われました。答えを
出すのを主が助けてくださるとも言われま
した。確かに主は助けてくださいました。
そのときにわたしは顧問について学びま
した。そして，主はなぜ教会を導くのに会
長だけではなく，会長会を用いられるのか
分かり始めました。わたしは執事定員会
の顧問の兄弟たちが大好きでした。3人
で定員会の仲間を助けようと熱心に祈り，
働きました。ホルトビショップはわたしに
会長会の規範を教えてくれました。また，
主の教会にあって会長会がどのように働
き，機能すべきかを教えてくれました。
後にほかの定員会の会長として働くとき
には，顧問が大切であること，顧問を選
ぶときに主が助けてくださることをすでに
よく知っていました。ホルトビショップか
ら教わっていたからです。
執事定員会会長として，また後にビショッ

プやステーク会長として働いたときに分
かったことがあります。必要な決断は顧
問とともに下してこそ，自分のどのような知
恵も理解力も，あるいは能力もはるかに
増すということです。会長会としてともに働
くときに個々の力が最大限に発揮される
ということを学んだのです。
そして，なぜ主は，御自身の教会が3人
の管理大祭司によって導かれるようにされ
たのか，また，なぜそのような指導形態を
ほとんど教会全体に一貫して定められた
のか理解できるようになりました。
主はこう語っておられます。「さらにま
た，あなたがたが欺かれないために，わ
たしはすべてのことに関して規範を与え
よう。」（教義と聖約52：14）主は指導の規



範を与えてくださっています。ゴードン・
Ｂ・ヒンクレー大管長はこう教えています。
「七十人〔と十二使徒〕を除けば，教会の
すべての組織は，3人から成る会長会に
よって導かれます（Teachings of Gordon
B. Hinckley〔1997年〕，94）。さらに補助
組織もすべてのレベルで一人の会長と二
人の顧問によって導かれます。会長会とし
て働くことによりもたらされるすべての祝
福と恵みは，神権定員会と同様に補助組
織にも当てはまります。
教会のどの会長会であれ，そこで奉仕

する人は皆，管理の職を遂行するに当
たって，大管長会を規範，模範とする必要
があります。大管長会のようになり，大管
長会と同じように愛と調和の中でともに働
くよう努力する必要があります。
ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長は，顧問
の大切さについて幾度となく話しました。
こう述べています。「主はある目的のため
に彼ら〔顧問〕を召されます。」（Teachings
of Gordon B. Hinckley , 94）
さらにヒンクレー大管長は次のように教
えています。「大管長会は月曜日を除く毎
朝，不在でさえなければ，集会を開きます。
ファウスト管長に彼の扱っている問題を提
示してもらい，話し合い，決定を下します。
次にモンソン管長に彼の扱っている問題
を提示してもらい，話し合い，決定を下し
ます。それからわたしの方で提示したい
項目を提示し，話し合い，決定を下します。
わたしたちはともに働きます。……会長会
は個人運営の事業などではありません。
顧問がいるということはほんとうにすばら
しいことです。間違いを犯すことがないよ
うに，また，正しいことが行えるように助
けてくれるからです。」（Teachings of
Gordon B. Hinckley, 95。「助言者が多け
れば安全である」『聖徒の道』1991年1月
号，54－57も参照）
ジョセフ・F・スミス大管長の顧問が，大
管長会はどのように審議するかについて
このように説明したことがあります。「判
断を求めて，〔大管長〕の前に問題が提示
されると，大管長と二人の顧問は，その問
題についてよく話し合い，全員が同じ結論
に達するまで慎重に審議します。」（アン

ソン・H・ランド，Conference Report，
1919年6月，19。強調付加）
これこそ，会長会の従うべき規範です。
わたしたちは啓示の中で，定員会や会

長会で何かを決議する際には，「完全な
義により，聖

きよ

さとへりくだった心，柔和と寛
容により，また信仰，徳，知識，節制，忍耐，
信心，兄弟愛，および慈愛により」決める
ように，と教えられています（教義と聖約
107：30）。
主はわたしたちに規範を与えてくだ
さっています。
わたしたちは今日

きょう

，新しい大管長会を
支持しました。大管長会は従うべき規範
を教え，示してくれます。大管長会を自分
たちが従うべき理想の指導者，規範とす
べき指導者として仰ぎ見るとき，知恵と力
がもたらされます。

子供や孫に教会の指導者を愛し，支持
するように教えるとき，家族は大きな祝福
を受けます。祖父母の家であの写真の前
に立った幼い子供のころに，わたしはこ
の教会が神の人たちによって導かれ，ほ3
かならぬ主がその人たちを導き手として
召されたことを知りました。
そして今でもわたしはそのことを知って
います。この業は主イエス・キリストの業で
あり，主の使徒と預言者によって導かれて
いると証

あかし

します。先任使徒であるトーマ
ス・S・モンソン大管長が神から召され，気
高い特質を備えた二人の顧問とともに，
主の御心

みこころ

に従って導いてくれることを証し
ます。この教会はまさしく主の教会なので
す。イエス・キリストの聖なる御名

み な

によって，
アーメン。

39／ 2 0 0 8 年 5 月 号



40

わたしは，新しい預言者，聖見者，
啓示者であるトーマス・S・モンソ
ン大管長を心から愛しています。

モンソン大管長に全幅の信頼を寄せ，大
管長から依頼されることであればどのよう
なことでも喜んで行いたいと思っています。
このことを，わたしは厳粛に証

あかし

します。
人が抱える問題の中には，非常に繊細

であり，きわめて個人的であって，また
人 を々戸惑わせることがあるため，人前で
はあまり話されないものがあります。しか
し，真理の光のもとで愛と思いやりを込め
て話し合うのであれば，それは理解を深
め，苦痛を和らげ，癒しをもたらし，さらに
悲劇の再発を防ぐことにつながります。
精神的虐待，言葉による虐待，肉体的
虐待，そして特に性的虐待によって苦しん
でいる方々に，慰めを見いだす方法を明
確に示すことができたら，と心から願って
います。虐待を加えてしまった人に向け

ても話します。性的虐待に焦点を絞りま
すが，ほかの虐待行為で苦しんでいる人
にも役立つはずです。わたしは自分が鏡
のようになって，神の癒しの光を照らし，
他人の不義な行為によって受けている苦
しみという暗雲をかき消せればと願って
います。傷ついた生活をいっそうかき乱
すのでなく，力となれるように分かりやす
く話すつもりです。虐待にかかわりのな
い人にとっても，理解や認識を深め，気配
りを促し，虐待の悲劇を解決するために，
あるいはさらに犠牲者を出さないように
するために役立つはずです。
この不埒

ふらち

で忌まわしい罪悪の高波は皆
さんの生活まで押し寄せていないかもし
れません。しかしこの罪悪は世界中に
蔓延
まんえん

しており，皆さんの愛する人を巻き込
んでいるかもしれません。克服できると
はいえ，しばしば大きな苦しみを与えま
す。どうしたら癒しを得られるかについて
話したいと思うのです。わたしの目指して
いるのは痛ましい記憶を呼び覚ましてさ
らに苦しめることではなく，助けることで
すので，敬虔

けいけん

の念をもって話します。

選択の自由

道徳的な選択の自由は，天の御父の幸
福の計画において不可欠の要素です。霊
の子供たちの中にはその自由を不正に用
いて，他人に重大な問題を引き起こす者
が出ることを天の御父は御存じでした。
父親や家族が罪のない子供を虐待するな
どという，神の信頼を裏切る者さえ現れる
ことも分かっておられました。天の御父は
完全な正義の御方であるため，選択の自

由を悪用することで被害者と本人双方が
被る痛ましい結果を克服する方法が用意
されているはずです。御父の愛される御
子イエス・キリストの贖いの力によって不義
が正されると，確かな癒しがもたらされる
のです。イエス・キリストと主の贖いの力を
信じる信仰は，虐待された人に，他人の不
正な行為による忌まわしい結果から立ち
直る方法を与えてくれます。さらに，間違っ
たことをした本人が完全に悔い改めるな
らば，贖いは主が定めておられる厳しい
罰から逃れる道を開いてくれます。

虐待の犠牲となった人へ

ひどい虐待を受けたにもかかわらず，つ
らい旅路を歩み通して，贖いの力により
完全に癒された人たちをわたしは知って
います。かつて父親から激しい虐待を受
けていた一人の若い女性は，贖いの持つ
癒しの力を信じる信仰によって，自身の問
題を解決しました。その後彼女は，年配
の夫婦を伴って，もう一度面接してほしい
と言ってきました。彼女が二人を心から
愛していることが分かりました。幸福に満
ちた様子でした。そして，こう話し始めま
した。「スコット長老，こちらはわたしの父
です。父を愛しています。わたしが幼
かったころに起きたことについて，父は心
を痛めているのです。わたしにとってはも
う終わったことなのですが。父を助けて
くださいませんか。」救い主の癒しの力に
対して，何と絶大な確信を抱いていること
でしょうか。主の贖いを正しく理解し，十
分な信仰を持ち，主の律法に従順だった
ため，彼女は虐待の傷を引きずっていま
せんでした。皆さんも贖いについてよく研
究し，イエス・キリストが自分を癒す力をお
持ちであることについて信仰を働かせる
ときに，同様のすばらしい慰めを得ること
ができます。主は皆さんの重荷をともに
負ってくださいます。回復への道を歩む間，
癒されるための十分な時間を取り，力を
つけるまで，そのような主の招きを受け入
れてください。
虐待の結果から立ち直り，慰めを見い
だすには，慰めの源を理解することが有益
です。虐待のあらゆる悲惨な結末を造り

虐待の傷を癒
い や

す
十二使徒定員会
リチャード・G・スコット長老

癒しの力は，イエス・キリストの贖
あがな

いと結びついています。



出しているのはサタンです。難問を解決
する糸口の見つからない袋小路へと人々
を追い込む力にことのほかたけています。
哀れみに満ちた天の御父と愛にあふれる
贖い主が差し出してくださる癒しから，苦
しむ人 を々遠ざけようと画策しています。
もしあなたが虐待を受けているとした
ら，サタンは逃れる道はないとあきらめさ
せようとするでしょう。しかし，サタンは逃
れる道があることを確かに知っています。
子らに対する御父の揺るぎない愛から癒
しを受けられることを知っています。癒し
の力がイエス・キリストの贖いと結びつい
ていることも理解しています。だからこそ，
あなたをどうにかして御父と御子から引
き離そうとするのです。助かる方法がな
いと信じ込ませるサタンの策略に乗せら
れてはなりません。
サタンは虐待を利用してあなたの自尊
心を傷つけ，権威を失わせ，恐れと絶望
感を抱かせます。虐待は，健全な人間関
係を築くあなたの能力を損ないます。こう

した悪い結果がすべて解決できるという
信仰を持たなければなりません。さもない
と，なかなか完全には立ち直れないでしょ
う。虐待の結果はあなたの生活に大きな
影響を及ぼしますが，だからといってそれ
があなたのすべてではないのです。
もし天の御父があなたを愛しておられ
るならば，悲劇から守ってくださったはず
だとささやいて，サタンはあなたを御父か
ら引き離しにかかるでしょう。邪悪の王
子であるサタンの悪巧みや邪悪な偽りに
負けて，まことの癒しを与えてくださる御
方から離れてはなりません。天の御父か
ら愛されていないと感じたら，それはサ
タンに欺かれているのです。祈ることが
非常に難しく感じられるときでも，御父に
頼り，御父の愛を感じられるようひざまず
いて祈り求めてください。御子がその憐

あわ

れみ深い贖いを通して癒してくださること
が分かるよう願い求めてください。
御父の子供たちを強制的に従わせ，道
徳的な選択の自由を奪うこと，つまり個人

の進歩を否定する方法を，サタンは提案し
ました。これに対して主は，善悪を判断
する自由を人に認め，その自由を間違っ
て使うことさえも制限しておられません。
けれども，完全に悔い改めなければ，そ
うした行為は罰せられます。虐待する者
に主は聖霊を通して警告をお与えになり
ますが，彼らは卑しい欲望が非常に強い
ため霊的な導きを拒んでしまうことがまま
あります。そのために御父は，腕力，権威
の悪用，威嚇などによる虐待で選択の自
由が一時的に奪われた人 を々その結果か
ら癒す手段を用意されたのです。
癒しを受けるにはまず，天の御父はあな
たを愛し，癒しの手段を与えておられると
いう不変の事実に対して幼子

おさなご

のような信仰
を持つことが必要です。御父の愛子

あいし

イエ
ス・キリストはその癒しをもたらすために
命をささげられました。しかし，魔法のよ
うな解決法や即効薬があるわけではなく，
完治する近道があるわけでもありません。
治療するにはイエス・キリストと，人を癒す
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その無限の力に対する強い信仰が求めら
れます。そのような信仰は教義を理解し，
教えに従う固い決意に根ざしています。
思慮深いビショップ，ステーク会長あるい

は専門のカウンセラーとともに癒しの最初
の段階を歩むべき場合もあります。もし足
を骨折したとしたら，自分で治そうとはし
ないでしょう。深刻な虐待も専門家の助け
を借りることができます。癒しのきっかけ
は様 で々すが，完全な治癒は，救い主，贖
い主である主イエス・キリストを通してもた
らされることを忘れてはなりません。あな

た自身の努力とともに，主の完全で，永遠
の，そして無限の贖いが虐待の傷を癒して
くれることに信仰を寄せてください。
不可能だと今は思うかもしれませんが，
やがて救い主の癒しによって，あなたを
虐待した相手を心から赦

ゆる

せるだけでなく，
その人に対して悲しみを覚えるようになる
でしょう。虐待行為を赦せるようになると
き，痛みと苦悩から解放され，その結果，
深い平安が得られます。痛みと苦悩は，
虐待した者を憎むよう促すことによって，
サタンがあなたの生活に持ち込んだもの

なのです。癒しの過程で大切な要素では
ありますが，もし赦そうとすることがますま
すあなたを苦しめるのであれば，救い主
の癒しの力をもっと味わうまで，この段階
を先送りにするとよいでしょう。1

もしあなたが現在虐待されているか，
かつて虐待されたことがあったとしたら，
助けを求める勇気を出してください。虐
待の事実を明かさないようにとひどく脅さ
れているか，恐怖を植え付けられている
かもしれません。それでも，勇気を出して
今，立ち上がりましょう。信頼できる人に
助けを求めてください。ビショップやス
テーク会長は有益な助言を与え，行政当
局への通報を助けてくれます。どのような
虐待をだれから受けたかを説明してくだ
さい。保護を求めてください。あなたの
行動によってほかの人が犠牲になるのを
防げるかもしれません。今すぐ助けを求
めてください。恐れてはなりません。恐れ
はサタンがあなたを苦しめ続ける手段だ
からです。主が助けてくださいます。けれ
どもあなたがその助けを求めなければな
りません。
だれに虐待されたかを打ち明けたとき
に，もしビショップがためらいを見せたとし
ても落胆してはなりません。虐待者は自分
の卑しい行いを隠すために敬虔な態度を
取り繕うことにたけています。導きのまま
に助けを求められるよう祈ってください。
助けは必ず与えられます。すべて詳細まで
御存じであり，完全な判士であるイエス・
キリストはすべての虐待者にその不義な
行いについて必ず責任を問われます。完
全に悔い改めないかぎり，主は正義の要
求をことごとく突きつけられることでしょう。
しかし，正義が行われる必要がある，と
執拗
しつよう

に思い詰めていると，あなたの癒し
が遅れ，虐待を続けさせることになります。
ですから，虐待行為に対する罰は行政当
局と教会役員にゆだねてください。

虐待行為を行った人へ

さて，虐待によって他人の生活を台無
しにしてしまっている人に話します。自分
の常習行為に助けが必要であることを自
覚してください。さもないと，あなたは破



滅します。自分で克服することはできませ
ん。恐らく，専門家の助けが必要でしょう。
今，助けを求めてください。行政当局や
教会役員に自分の罪をうまく隠しおおせ
ていることに偽りのはかない安心感を覚
えて，自分を欺いているかもしれません。
けれども，主イエス・キリストはあなたの
罪をことごとく御存じであることを知って
ください。主はこう警告しておられます。
「……わたしを信ずるこれらの小さい者の
ひとりをつまずかせる者は，大きなひきう
すを首にかけられて海の深みに沈められ
る方が，その人の益になる。」2 虐待の犠
牲となった人が行動に移さなかったとして
も，いつか，あなたの虐待行為は人に知
られることになります。サタンがそれを明
るみに出すからです。その後でサタンは
あなたを見捨てるでしょう。
そのような罪から自分を清め，受けるべ
き罰をはっきりさせるための一歩を今踏
み出し，込み入った生活をシンプルなも
のにしてください。人に与えた苦痛を和
らげたいと思う気持ちを表してください。
ビショップかステーク会長に話してくださ
い。あなたの行為が重大であれば行政処
分や教会からの宗紀処置を受けることに
なるかもしれません。けれども，完全に
悔い改めれば，赦しという慰め，良心の
安らぎを得て，生活が一新します。あな
たが虐待を加えた相手とその家族を安心
させることにもなります。人を悲しませ苦
痛を与えたことへの後悔と良心の呵責

かしゃく

か
ら逃れることができます。悔い改めるの
は来世よりも現世の方がはるかに易しい
ことを知ってください。ですから今，悔い
改めましょう。悔い改めとその他の助けに
よって悪癖を絶つと決意したら，そのとき
に助けを受けるでしょう。昔，虐待の罪を
犯す者は悔い改める機会もなしに石を投
げつけられて殺されました。あなたはそ
のような時代に生きていないことに感謝
してください。3

両親の皆さんへ

両親の皆さん，適切な方法でまた慎重
に，虐待行為にかかわる可能性とそれを
避ける方法を子供に教えてください。子

供の行動が突然変化した，などの注意信
号に気をつけてください。問題があるこ
とを知らせているのかもしれません。落
ち着かない様子を見落とさず，理由を突
き止めてください。

イスラエルの判士へ

イスラエルの判士の鍵
かぎ

を持つ皆さん，
虐待で苦しんでいるすべての人が適切な
支援を受けていることをしっかりと見届け
てください。宗務上の処置と行政当局と
の調整については教会指導手引きとそこ
に記されているヘルプラインを活用してく
ださい。4 過去に違法行為を犯した人が
関与している場合には十分に監督してく
ださい。犯罪者は恐らく自分の邪悪な行
為を告白しないでしょう。何かおかしいと
感じたら，御霊

みたま

の導きを求めてください。
潜んでいる危険を回避するためにワード
とステークの指導者の支援を求めてくだ
さい。
虐待の被害者であろうと虐待を加えた
人であろうと，あなたが今すぐにイエス・キ
リストの癒しの力にすがるよう願っていま
す。あなたの信仰と従順が主の助けをも
たらすことを証します。イエス・キリストの
御名
み な

により，アーメン。

注

1. 以下の資料は，虐待の悲劇から立ち直る
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22；ダリン・H・オークス「主は重荷を

負っている人を癒される」『リアホナ』

2006年11月号，6－8；リチャード･G･

スコット「忌まわしい虐待の傷を癒す」
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リチャード･G･スコット「主を信頼する」
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リチャード･G･スコット「良心の安らぎと
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「贖いは平安と幸福を確固としたものと

する」『リアホナ』2006年11月号，

40－42；ジェフリー・Ｒ・ホランド「壊れ

たものを元どおりに」『リアホナ』2006

年5月号，69－71；"A Conversation

on Spouse Abuse," Ensign, 1999

年10月号, 22－27；「虐待という悪の

道」『歴代大管長の教え－ジョセフ・F・ス

ミス』（メルキゼデク神権定員会および扶

助協会用学習資料，1998年）第28章；

教義と聖約121：34－46参照

2. マタイ18：4－6

3. 申命22：25－27参照

4.『教会指導手引き 第1部』107－108,

110, 120, 122, 147, 186参照
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使徒パウロはこう雄 し々く宣言し
ました。「わたしは福音を恥と
しない。それは，……すべて信

じる者に，救
すくい

を得させる神の力である。」
（ローマ1：16）世界中で奉仕している専任
宣教師たちも，パウロのようにこの雄 し々
いメッセージを宣言しています。
本質的に，イエス・キリストの福音は，
5つの材料を用いた，永遠の命という料理
のレシピです。まず，このレシピに従うこ
とでわたしたちがどのような者になれる
かについて，それから個々の材料につい
て考えてみましょう。
わたしたちは永遠の命についてどのよ

うなことを知っているでしょうか。主の
業と栄光について，モーセ書第1章39節に
は，人の不死不滅と永遠の命をもたらす
ことであると書いてあります。この聖句か
ら，不死不滅と永遠の命が異なった，別
個のものであることが分かります。特定

の条件が満たされたときにのみ約束され
ている永遠の命という賜物

たまもの

は，不死不滅
の賜物よりもはるかに大いなるものです。
ブルース・R・マッコンキー長老はこう述
べています。「……永遠の命は将来の命
がいつまでも存続することだけを示す名
称ではありません。不死不滅とは復活し
た状態で永遠に生き続けることであり，す
べての人は神の恵みによって終わりなく存
在します。しかし，永遠の命を受け継ぐの
は完全な福音の律法に従う人々のみです。
これは『神のあらゆる賜物の中で最も大
いなるもの』です。なぜなら，神御自身が
お持ちの命もこれと同じ種類，状態，類
型，性質であるからです。だからこそ，永
遠の命を得る者は昇栄を受けるのです。
彼らは神の子，キリストと共同の相続人，
長子の教会の会員です。彼らはすべての
ものに打ち勝ち，あらゆる力を持ち，御
父の完全を受けます。……」（ブルース・
R・マッコンキー，Mormon Doctrine，第2
版〔1966年〕，237）
『わたしの福音を宣

の

べ伝えなさい』の
1ページには，宣教師の義務についてこう
書いてあります。「〔あなたの目的は，〕
人々にキリストのもとへ来るように勧める
ことです。そのためにあなたは，イエス・
キリストとキリストの贖

あがな

いを信じる信仰，悔
い改め，バプテスマ，聖霊の賜物を受け
ること，最後まで堪え忍ぶことを通して，
彼らが回復された福音を受け入れられる
よう助けるのです。」
多くの料理の本には，そのレシピで
作った料理の完成写真が載っています。
作ってよかったと思えるような完璧

かんぺき

な料理

が写っています。写真を載せることは大
切です。レシピの手順にきちんと従うとど
んな料理ができるかを想像できるからで
す。結果を思い描きながら料理を始める
ことは大切ですが，写真にあるような結果
は，すべてが正しく行われたときにしか得
られません。作り方に従わなかったり，
材料を入れ忘れたり，分量を間違えたり
すると，ほとんどの場合，味も見栄えも期
待外れになってしまいます。それでも完璧
な料理の写真があれば，おいしくて見栄
えも良い料理作りにもう一度挑戦してみよ
うという気持ちになるでしょう。
永遠の命について考えてみましょう。ど
のような光景が思い浮かびますか。永遠
の命の光景をはっきりと，ありのままに思
い描くことができれば，わたしたちは自分
の言動を改善するようになるでしょう。
ホームティーチングや家庭訪問，集会への
出席，神殿参入，道徳的な生活，祈り，聖
文を読むことなど，最後まで堪え忍ぶた
めに必要な多くのことを自分から率先して
行うでしょう。これらの事柄を実行するこ
とで，行きたいと切望する場所に行く備え
ができると実感しているので，これだけで
は満足せず，さらに多くのことをしたいと
思うようになるでしょう。
宣教師の目的で，人々がイエス・キリス

トとキリストの贖いを信じる信仰を得ら

れるよう助けることが第一に挙げられて

いるのはなぜでしょうか。イエス・キリス
トの福音を喜んで受け入れるためには，
まずその福音の源である御方を喜んで受
け入れなければなりません。救い主と救
い主の教えに頼らなければならないので
す。贖いにより，救い主はわたしたちに対
する約束を守る力をお持ちになったとい
うことを信じなければなりません。イエ
ス・キリストを信じる人は，主の贖いと教
えを受け入れて実践します。
第三ニーファイ第27章で，救い主は弟子
たちに，御自身の福音，地上での教えと
導き，そして贖罪

しょくざい

は互いに支え合うもので
あることを教えられました。
「見よ，わたしはあなたがたに，わたし
の福音について告げた。わたしがあなた
がたに告げた福音とは，次のとおりであ

イエス・キリストの福音
十二使徒定員会
L・トム・ペリー長老

福音は，わたしたちが天の御父のみもとに帰り，御父とともに住むために必要なすべて
の知識を与えてくれます。



る。すなわち，父がわたしを遣わされた
ので，わたしは父の御心

みこころ

を行うために世
に来た。……
さて，悔い改めて，わたしの名によって
バプテスマを受ける者はだれであろうと，
満たされるであろう。そして最後まで堪え
忍ぶならば，見よ，わたしはその者を，わ
たしが立って世の人々を裁くその日に，わ
たしの父の御前

み ま え

で罪のない者としよう。」
（13，16節）
イエス・キリストとキリストの贖いを信じ
る信仰は，わたしたちを主の方に向かせ
ます。世の中では「見なければ信じない」
と言いますが，主への信仰を持つとわた
したちは信じるようになり，その結果，主
と御父の計画が見えるようになるのです。
信仰は行いにもつながります。真の悔
い改めをする決意と変化を生じさせるの
です。アルマ書第34章でアミュレクはこう
教えています。
「したがって，偉大な永遠の贖いの計画
は，悔い改めを生じる信仰のある人のた
めにだけ備えられている。
それゆえ，神がわたしの同胞

はらから

であるあ
なたがたに，あなたがたが悔い改めを生

じる信仰を働かせて，神の聖なる御名
み な

を
呼び始め，神の憐

あわ

れみを得られるように
してくださいますように。
まことに，神に憐れみを叫び求めなさ
い。なぜなら，神は人を救う力を備えて
おられるからである。」（16－18節）
バプテスマと聖霊を受ける前に悔い改

めなければならないのはなぜでしょう

か。キリストはニーファイ人に犠牲の律法の
終わりを告げた後，このように言われまし
た。「あなたがたは打ち砕かれた心と悔
いる霊を，犠牲としてわたしにささげなさ
い。打ち砕かれた心と悔いる霊をもって
わたしのもとに来る者に，わたしは……
火と聖霊によってバプテスマを授けよう。」
（3ニーファイ9：20）
これと同じ条件が教義と聖約第20章に
述べられています。バプテスマの必要条
件を挙げるときによく使われる聖句です。
37節にこうあります。「神の前にへりくだっ
て，バプテスマを受けたいと願い，打ち砕
かれた心と悔いる霊をもって進み出て，自
分のすべての罪を心から悔い改めたこと
……を教会員の前に証明……する人は
皆，バプテスマによってキリストの教会に

受け入れられる。」
これらの聖句はバプテスマと聖霊を受
ける備えである悔い改めの本質につい
て，大切なことを教えています。まず，悔い
改めにはへりくだる態度が必要です。バ
プテスマを受け，キリストの名を受ける備
えをするには主の前にへりくだらなくては
なりません。つまり，打ち砕かれた心と悔
いる霊を犠牲としてささげ，主の御心を受
け入れるのです。第2に，人は教会員の前
で，または教会を代表する人の前で自分
の罪を悔い改めたことを証明しなければ
ならないということが分かります。最後に，
清めの過程である悔い改めはバプテスマ
に先立つということが理解できます。バプ
テスマは人に聖霊を受ける備えをさせる
ための清めの儀式です。聖霊は神会の第
三の御方です。聖霊の賜物は世の罪を悔
い改めて清められた人々にしか与えられ
ません。
聖霊を受けるために，なぜバプテスマ

が必要なのでしょうか。オーソン・F・ホ
イットニーは次のように教えました。「バプ
テスマは二つの部分から成っていて，果
たされるべき二つの使命があります。バ

マダガスカルのアンタナナリボ伝道部，アンツィラベ支部の会員と宣教師が大会の開始に先立って集まる。
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プテスマは人を清めるだけでなく，人を照
らし，それにより過去，現在，将来におけ
る神にかかわることが現され，真理につ
いての確かな証

あかし

が与えられるようにしま
す。聖霊は『清くない宮には住まわれ〔ま
せん〕』が，罪から清められた人は，聖霊
の影響のうちにとどまることができるよう
になります。水によるバプテスマによって
清めと光に照らされるという過程が始まり
ます。御霊

み た ま

によるバプテスマによってそれ
が完成するのです。」（Baptism──The
Birth of Water and of Spirit〔日付なし〕，
10〕
ニーファイは，水と火によるバプテスマ
の儀式を門にたとえました（2ニーファイ
31：17参照）。なぜバプテスマは門なので
しょうか。それはバプテスマが神と人の
間で交わされる神聖な，拘束力を伴う聖
約に入ることを象徴する儀式だからです。
人は世を捨て，同胞を愛して彼らに仕え，
困っている孤児ややもめを見舞い，平和
を宣言し，福音を宣べ伝え，主に仕え，
主の戒めを守ると約束します。主は「〔わた
したちに〕ますます豊かに御霊を注〔ぎ〕」
（モーサヤ18：10），この世的にも霊的にも
聖徒を贖い，彼らを第一の復活にあずか
る人 と々ともに数え，永遠の命を与えると
約束しておられます。バプテスマと聖霊

を受けることは，永遠の命に至る「細くて
狭い道」に入るために定められた道なの
です。
使徒パウロは，バプテスマはまた，水
の墓に入ることも象徴しており，わたした
ちはそこからキリストにおける「新しいい
のち」（ローマ6：4）によみがえると述べて
います。バプテスマの儀式はキリストの死
と復活を象徴しています。わたしたちは
主とともに生きられるよう，主とともに死ぬ
のです。この点でバプテスマは救いのた
めの最初の儀式です。そして聖霊を受け
ることによって，わたしたち一人一人が力
強く進み，最後まで堪え忍ぶための助け
を受けるのです。
最後まで堪え忍ぶにはどうしたらよい

でしょうか。最後まで堪え忍ぶには終わ
りまで忠実でいることが必要です。パウ
ロはテモテにこう語りました。「わたしは
戦いをりっぱに戦いぬき，走るべき行程
を走りつくし，信仰を守りとおした。」（2テ
モテ4：7）最後まで堪え忍ぶのが容易で
ないことは明らかです。わたしたちは御
父のみもとに帰ってともに住み，永遠の祝
福を受ける備えをしています。最後まで
堪え忍ぶのは大変ですが，これはやりが
いのある挑戦であり，最終的に人を精錬
するという目的があります。

終わりまで堪え忍ぶことは独りでは決
してできません。まず，救い主の贖いの力
が必要です。清くならなければ天の御父
のみもとに戻れないので，わたしたちは
悔い改め続けなければなりません。あら
ゆる瞬間で悔い改めることが理想的です
が，聖餐

せいさん

を受け，バプテスマの聖約を新
たにするために毎週聖餐会にも出席しま
す。第2に，終わりまで堪え忍ぶには聖霊
が必要です。聖霊はわたしたちを導くと
ともに聖

きよ

めてくださいます。第3に，わたし
たちは聖徒たちの中で欠かせない存在と
なり，福音における兄弟姉妹と仕え合わ
なければなりません。バプテスマによって
わたしたちはキリストの体の一部になりま
す（1コリント12：11－13参照）。一人一人
に役割があり，皆大切な存在ですが，成功
するためには救い主にあって一つとなら
なければなりません。第4に，福音を人々
に伝えなければなりません。たった一人
でも主のみもとに導くときに受ける約束は
深遠で永遠です（教義と聖約18：15参照）。
加えて，頻繁に福音を伝える人は，福音が
心の中でさらに深く根づくようになります。
5番目に，最後まで堪え忍ぶにはキリスト
への信仰と希望を絶えず持ち続けなけれ
ばなりません。堪え忍ぶための方法は数
多くありますが，祈り，断食，聖文を読む
こともその中に含まれています。これらに
よって狡猾

こうかつ

な策略や敵対する者の火の矢
に対して防備を固めることができます。
わたしはイエス・キリストの福音を愛し
ています。福音は，福音の実を食べて，そ
の実でしか味わえない「非常に大きな喜
び」（1ニーファイ8：12）を経験し，この世の
あらゆる困難にあって最後まで堪え忍ぶ
方法を定めているからです。福音はわた
したちが復活し栄光を受けた者として，
天の御父のみもとに帰って住むために必
要なすべての知識を与えてくれます。わた
したちが皆，永遠の命の光景を引き続き
心に思い浮かべることができますように。
イエス・キリストの福音という永遠の命の
レシピにある手順を熱心に守ることがで
きますように。最後まで堪え忍べますよう
に。イエス・キリストの御名により，アーメン。

お気に入りの１枚を見せるアルゼンチン，ベルビジェ地方部の子供たち



神権を持つ，愛する兄弟の皆さん，
わたしはこの歴史的な日に，皆
さんとともに総大会のこの部会

に出席していることに感謝します。
危険にさらされている人々を命がけで
救出する人には敬意を抱きます。1 昨年秋，
サンタ・アナ・ウィンドと呼ばれる強風が大
火災を引き起こした時期にカリフォルニア
州南部を訪れました。そこをたつ際，二
つのことを感じました。第1に，困っている
人のもとに教会員が助けに来たこと，第2
に，住民が消防隊員に深く感謝していた
ことです。ある家の所有者が消防隊員の
活躍ぶりを語りました。サンタ・アナ・ウィン
ドは暑い砂漠から海に向かって吹く風
で，一

ひと

度
たび

火災が発生すると，この高温の砂
漠の風は最大時速約100キロのスピードで

炎を運びます。ものすごいスピードで襲っ
て来る高さ3メートルもの火の壁に，ホース
を手に立ち向かっている消防隊員を見た
ときの感謝と尊敬の気持ちを彼は話しまし
た。この勇敢な男女は自らが常に危険に
さらされながら人と家を救ったのです。
時々わたしたちは，個人または教会と
して危険にさらされることがあります。火
災のように突然起こる出来事もあれば，
眼前に現れるまで捕らえ難く，ほとんど気
づかないうちに進行することもあります。
英雄的な行動が求められる出来事もあり
ますが，たいていの問題はそれほど目立
たないのです。危険にどのように対処す
るかは，非常に重要です。今晩わたしは，
預言者の言葉を心に留めることの大切さ
を神権者の皆さんに再度強調します。こ
れは，肉体的，霊的なあらゆる危険に対
する非常に確実な対処法です。例を挙げ
て説明しましょう。
皆さんの中には，ウィリー手車隊とマー

ティン手車隊の劇的な救出劇を追体験し，
その価値を知る旅に参加した人もたくさ
んいると思います。この救出劇をわたし
が初めて知ったのは10代のときでした。
後に使徒になったオーソン・Ｆ・ホイットニー
長老が書いた本を母がくれたのです。2 ホ
イットニー長老の著書を読んで，ブリガム・
ヤングに派遣されて手車隊の救援に向
かった人たちが勇敢に働いたことを知り
ました。手車隊はワイオミングの高原で吹
雪に襲われました。何人かは命を落とし，

多くの人が死に瀕
ひん

していました。ブリガ
ム・ヤングはこの窮状を知り，1856年10月
の総大会で，すべての活動を休止して，高
原で立ち往生している人々を救出に行く
よう聖徒たちに指示しました。3

それに対する反応は劇的なものでし
た。ホイットニー長老はこう書いています。
「勇敢な人々は，自分の命を賭

と

してまで吹
雪の草原へ出て行くその英雄的な行為に
よって不朽の名声を残しました。その時
宜を得た救出活動のおかげで救われた数
百人もの人々は，彼らに尽きることのない
感謝の念を抱いたのです。」4

母がわたしにこの本をくれた理由の一
つは，17歳でこの救援隊に参加したわた
しの曾

そう

祖
そ

父
ふ

デビッド・パッテン・キンボール
について，ホイットニー長老がこの本で特
に触れていたからでした。救援隊の人た
ちは皆，手車隊の救出に当たっている間
は常に，深い雪と凍りつくような寒さと戦
いました。デビッドと仲間は，それぞれ非
常な犠牲を払いながら大勢の開拓者を背
負って，氷が浮かぶスウィートウォーター川
を渡ったのです。5 この実話にわたしは深
い感銘を受けました。主に対する献身を
何か劇的な方法で示したいと思ったもの
です。しかし，祖父との話を通して，ブリ
ガム・ヤング大管長が祖父の父デビッドと
その他の若者を救援隊として送ったとき，
たとえ命の危険があろうとも，できる限り
のことをして手車隊を救出するよう命じて
いたということが分かりました。6 救援隊
の勇敢な行動は，すなわち「預言者ブリガ
ム・ヤングに従う」ことであり，そうすること
によって彼らは主イエス・キリストに対する
信仰を表したのです。常に預言者の勧め
に忠実に従うことこそが，曾祖父の救出劇
からわたしが学ぶべき真の教訓なのだと
祖父は言いました。デビッドと仲間が開拓
者を救ったのはもちろん英雄的な行為で
すが，現代においても，預言者の勧告に
従うのは同じように勇気ある行動だと言
えるのです。
よく語られる旧約聖書の話がこの原則
を説明しています。重い皮膚病を患って
いたスリヤの名将ナアマンは，イスラエル
の預言者エリシャが彼の病気を治せるか

預言者たちの言葉を
心に留める
十二使徒定員会
クエンティン・L・クック長老

この教会の神権者として，わたしたちは預言者に従うという厳粛な責任を負っています。

●神権部会
2008年4月5日
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もしれないと聞きました。エリシャは使者
を遣わして，ヨルダン川で7度身を洗うと
清くなると伝えました。この言葉を聞いて，
最初ナアマンは怒りました。しかし，「預
言者があなたに，何か大きな事をせよと命
じても，あなたはそれをなさらなかったで
しょうか」と僕

しもべ

たちに言われ，ナアマンは預
言者の勧めに従い，清くなったのです。7

若い神権者の皆さんは，ナアマンのよう
に「何か大きなこと」をしたいとか，手車隊
の救出のような劇的なことに参加したい
と思っているかもしれません。しかし，皆
さんの目標は，預言者の勧告に従うこと
であるべきです。大管長会は，宣教師に
推薦する若者のふさわしさの基準を上げ
る決断をしたことを再び断言しました。世
の罪から遠ざかり，宣教師の奉仕に必要
な高い標準に従うことを目標とするべきで
す。福音を宣

の

べ伝える召しを預言者から
受け，天の御父の子供たちを霊的に救出
できるよう備えることは大切なことであり，
英雄的な行為でもあります。皆さんにはこ
の要求にこたえる力があります。
歴史を通じて，愛の深い天の御父と，
教会の頭である御子イエス・キリストは，
将来の危険について勧告と警告を与える預
言者をわたしたちに遣わしてこられました。8

教義と聖約第21章で，特に預言者を指し
て主はこのように語っておられます。
「……彼がわたしの前を完全に聖

きよ

く歩
み，わたしの言葉と戒めを受けるとき，……
彼があなたがたに与えるそれらのすべて
を心に留めなければならない。
あなたがたは忍耐と信仰を尽くして，あ
たかもわたし自身の口から出ているかの
ように，彼の言葉を受け入れなければな
らない。」9

今朝，わたしたちは聖会でトーマス・S・
モンソン大管長を預言者，聖見者，啓示
者，そしてこの神権時代の第16代大管長
として支持するという大いなる特権にあず
かりました。後にこの大会の神権部会で，
大管長として初めての大会説教を聞く祝
福にあずかります。モンソン大管長の教え
とわたしたちが感じることをよく心に留
め，大管長を支持していることを心と行動
で表しましょう。

先の預言者ゴードン・B・ヒンクレー大管
長に対する愛と感謝はわたしの心に深く
植え付けられ，永遠に変わることがない
でしょう。しかし，家庭に生まれてくる一
人一人の子供に対して愛情がわき上がる
ように，わたしたちは主が御自身の教会
を導くよう召される一人一人の預言者に
対して，愛し，献身したいと思うようにな
るものです。
預言者は霊感を受けて何を優先すべき
かを教え，わたしたちを危険から守って
くれます。例えば，1918年から1945年ま
での預言者ヒーバー・J・グラント大管長
は，霊感を受けて知恵の言葉を固く守る
よう強く勧めました。10 この戒めは，主が
預言者ジョセフに啓示された約束を伴う
原則です。11 グラント大管長は，たばこを
吸わないこととアルコール飲料を飲まない
ことの大切さを強調し，神殿推薦状の面
接ではこの原則を確認するようビショップ
に命じました。
当時，喫煙は好ましいものとして社会に
受け入れられていました。魅力的な行為
であるとすら考えられていました。喫煙と
ある種の癌

がん

との関連について科学的な研
究が進められたのはかなり後になってか
らのことですから，当時の医療専門家た
ちは何の心配もなく喫煙を容認していま
した。グラント大管長が非常に精力的に

知恵の言葉について勧告したため，教会
員は禁酒禁煙の民として知られるようにな
りました。
1960年代後半から違法薬物の使用が全
世界に蔓

まん

延
えん

しました。反抗した会員が幾
らかはいたものの，大半の末日聖徒の若
者は薬物使用の害から逃れることができ
ました。
会員，特に若者が薬物の使用に陥らず
に済み，健康上の問題や道徳面での危険
から救われたのは，知恵の言葉を守って
いたためでした。残念ながら，今

こん

日
にち

再び
薬物使用の波が押し寄せて来ています。
今，知恵の言葉に従って生活している皆
さんは，人生で直面する非常に大きな危
険から守られることでしょう。
時に預言者は，何を優先するべきかを
教えることによって，現在と将来のわたし
たちを守ります。一つの例は，1951年か
ら1970年までの預言者デビッド・O・マッ
ケイ大管長です。マッケイ大管長が特に強
調したのは家族でした。マッケイ大管長は，
いかなる成功も家庭の失敗を償うことは
できないと教えました。12 教会の教えをさ
らによく守ることによって家族を強めるよ
う会員に勧めたのです。この教えによっ
て，大管長の死後見られるようになった結
婚制度の崩壊からわたしたちは守られま
した。13 マッケイ大管長の教えのおかげで，
末日聖徒は家族を守り結婚生活を永遠に
続くものにする決意を固めることができ
たのです。
この教会の神権者として，わたしたちは
預言者に従うという厳粛な責任を負って
います。わたしたちはモンソン大管長と
顧問のアイリング管長，ウークトドルフ管長
を支持しています。
トーマス・S・モンソン大管長は預言者
になるよう若いときから主によって備えら
れていたことを若い皆さんに知ってもらい
たいのです。14 モンソン大管長は，第二次
世界大戦が終結する少し前に海軍に召集
され，兵役を終えた後，22歳でビショップ
に聖任され，その後ステーク会長会で奉
仕しました。32歳のときに，愛する伴

はん

侶
りょ

の
フランシス・モンソン姉妹とともにカナダで
伝道部会長を務めました。マッケイ大管長



から使徒に召されたときはわずか36歳で
した。過去98年間で最も若くして使徒に
召され，その後44年にわたって使徒の職
を務めています。後半の22年はエズラ・タ
フト・ベンソン大管長，ハワード・W・ハン
ター大管長，ゴードン・B・ヒンクレー大管
長の顧問として奉仕しました。15

教義と聖約の第81章は大管長会の顧問
への教えであり，重要な神権の原則が記
されています。第1の教えは「忠実に助言」
することです。モンソン大管長は，自分が
仕えた3人の預言者に忠実に助言しまし
た。重大な決定を下すときにいつでも大
管長会が一致していることは，わたしたち
神権者が教会を管理するうえでの模範と
なっています。
第2の教えは，「福音を宣言する」ことで
す。モンソン大管長は生涯にわたる偉大
な宣教師です。個人としても伝道していま
すし，宣教師管理部の指導や伝道部会長
の召しと訓練も精力的に行っています。
また，新しい宣教師用ガイド『わたしの福
音を宣べ伝えなさい』の作成には多大な
貢献をしました。内容について重要な貢
献をしたばかりでなく，さらに興味深くす
るために実話を盛り込むよう提案したの
です。印刷については専門家の立場から
デザインとレイアウトを改良しました。モン
ソン大管長は実に偉大な宣教師です。
第3の教えについては，こう書かれてい
ます。「それゆえ，忠実でありなさい。わ
たしがあなたを任命した職において務め
なさい。弱い者を助け，垂れている手を
上げ，弱くなったひざを強めなさい。」16

兄弟姉妹の多くは人生で深刻な問題に直
面します。わたしたちはこうした人たちに
キリストのように手を差し伸べ，神権指導
者，親，友人，ホームティーチャーとして，
手車隊を救出した人々のような役割を果
たすことができるのです。
この点において，モンソン大管長の救
援活動は特に模範的なものです。大管長
はビショップの時代に，ワードの会員に仕
えることを学びました。今も彼らの子供
や孫たちと連絡を保ち，奉仕しています。
ビショップの時代にワード内に住んでいた
84人の寡婦が亡くなったときには，非常に

多忙なスケジュールの合間を縫って，全員
の葬儀で話者を務めました。
モンソン大管長は，困っている人を驚く

べき方法で個人的に助けてきました。大

管長が長い年月監督してきた人道支援活
動は，教会員であるなしを問わず，世界中
の人々を祝福してきました。個人としては
キリストのような奉仕を通して，数え切れ
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ないほどの人に安らぎと平安を与えてい
ます。わたしの友人は悲惨な事故で孫を
失い，その悲しみは想像を超えるもので
したが，モンソン大管長に慰められたお
かげで，悲しみは計り知れない平安に変
わったそうです。病める者，苦しむ者に個
人的に仕えるためにモンソン大管長が
払ってきた努力はたぐいまれなものです。
モンソン大管長は，「……弱い者を助け，

垂れている手を上げ，弱くなったひざを強
め」17 るためにできる限りのことをしてき
ました。大管長会の顧問の召しを驚くべ
き方法で尊び大いなるものとしてきまし
た。また，イエス・キリストの御

み

名
な

を証
あかし

する
というすべての使徒の第一の責任を，全
世界で雄 し々く果たしてきました。
今年の2月，ソルトレーク神殿の上の階の
部屋で行われた大管長会の再組織に，十
二使徒定員会の新しい会員として初めて出
席したわたしは，十二使徒一人一人が全員
一致してモンソン大管長を主の預言者，教
会の大管長として支持したときに，御

み

霊
たま

が
それを確認しているのが分かりました。

わたしたちを愛してくださる天の御父と
その御子イエス・キリストに感謝していま
す。御子はわたしたちの救い主であり，
贖
あがな

いを通して肉体的，霊的な危険から命
を救ってくださる究極の救助者です。御
子は御父に対するわたしたちの弁護者で
す。このことをイエス・キリストの御名に
よって証します。アーメン。

注

1．ヨハネ15：13参照

2．オーソン・F・ホイットニー，Life of

Heber C. Kimball，第2版（1945年），

413－414参照

3．ゴードン・B・ヒンクレー「山を動かす信

仰」『リアホナ』2006年11月号，82－

85参照

4．Life of Heber C. Kimball，413

5．チャド・M・オートン，“The Mart in

Handcart Company at the

Sweetwater: Another Look，”BYU

Studies，第45巻，第3番（2006年），

5－37参照

6．マーバ・ジェニー・キンボール・ペダーセ

ン，Crozier Kimball, His Life and

Work，6－7参照

7．列王下5：1－14参照

8．アモス3：7参照

9．教義と聖約21：4－5

10．ヒーバー・J・グラント「『知恵の言葉』を

守る」『歴代大管長の教え――ヒーバー・

J・グラント』189－197参照

11．教義と聖約89章参照

12．J・E・マックロッチ，Home: The

Savior of Civilization（1924年）から

引用；Conference Report，1935年

4月，116

13．ブラッド・シラー，Wall Street Journal，

2008年3月10日付，A15

14．次の例を参照――モルモン1：2；サムエ

ル上2：26；ジョセフ・スミス―歴史1：7

15．Deseret Morning News 2008

Church Almanac，35参照

16．教義と聖約81：3－5



こんばんは。今夜は昨年中に教
会が行

おこな

った人道支援活動のお
もだったものについて紹介しま

す。そうする中で，次の二つの聖句が特別
な意味を帯びてくることでしょう。「わたし
の兄弟であるこれらの最も小さい者のひ
とりにしたのは，すなわちわたしにしたの
である。」（マタイ25：40）「貧しい者と乏
しい者……を，すべてのことにおいて思い
起こしなさい。」（教義と聖約52：40）
最近，人道支援活動に関して教会中央

福祉委員会に報告がなされました。当時
委員長であったゴードン・B・ヒンクレー大
管長はその功績を可能にした会員たち，
ならびに会員でない人たちの惜しみない

貢献に深い感謝を述べました。わたした
ちは中央福祉委員会に代わり，今日の良
いサマリヤ人となった個人や家族，定員会
や扶助協会，若い女性の各組織の皆さん
に感謝いたします。
2007年，教会は以下のような災害に対
応しました。5か国における大震災。6か
国における大火災。18か国における飢餓
と飢

き

饉
きん

。34か国における深刻な洪水や自
然災害。通算すると，教会とその会員は
170の大災害に対応してきました。通年で
2日に一つの割合で支援活動をしたことに
なります。多数の奉仕の機会があった多
忙な1年でした。
自然災害への対応に加えて，昨年は公
共衛生関連の複数のプロジェクトが行わ
れました。昨年，教会が主催した浄水プ
ロジェクトの受益者は25か国において100
万人以上います。60か国の6万500人以上
が車いすを手に入れました。今年の初め，
バートン姉妹とわたしは，南アメリカ北地域
会長会とコロンビア大統領夫人とともに，
車いすの寄贈式に参加しました。利用者
と介護に携わる人々が感謝を表すのを見
て，わたしたちは涙を流しました。11か
国で5万4,000人以上の視力が改善されま
した。新生児蘇

そ

生
せい

術の訓練を受けた医療
専門家は23か国の1万6,500人以上で，今
後はほかの多数の人に技術を伝えてくれ
るでしょう。はしか撲滅運動の一環として，

10か国で280万人の子供と青少年が予防
接種を受けました。これらの支援活動の
成果を通算すると，教会は85か国に住む
400万人近くの人々に直接手を差し伸べた
ことになります。
8月にペルー南部で起きたマグニチュード
8.0の大地震によって520人が死亡し，5万
8,000棟以上の家屋が倒壊しました。ペ
ルー，リマの29のステークでは，会員たち
がすばらしい愛と思いやりの精神を表し
ながら，被災地の管轄区域で火急の支援
を行いました。
宣教師たちのすばらしい協力を得て，
教会は，人々が家屋や生活を復興し，学校
を再建するのを支援する計画を進行中で
す。有志と友人，家族が大部分の作業を
行って，最終的に400棟以上が建設される
予定です。アラン・レイトン長老夫妻の指示
の下に監督，調整，訓練が行われています。
2007年の秋に，乾燥と強風によってカ
リフォルニア州南部で山火事が次 と々起こ
り，100万人以上が自宅から避難しました。
一連の山火事で少なくとも1,500棟が焼失
しました。このことを受けて，教会は清掃
キットや毛布，衛生用品キット，食糧を提
供しました。5,000人以上の教会員のボラ
ンティア「モルモン・ヘルピングハンズ」と
宣教師が，片づけ，料理，慰問，被災者の
世話をしました。
ある被災者はこのように感謝を述べて
います。「近所で懸命に働いてくれた末日
聖徒全員に心からの感謝をお伝えくださ
い。モルモンの人たちはわたしたちに食
事を運び，肩に手を回し，祈り，復旧作業
やがれき処理をするために，入れ替わり
立ち替わり来てくれました。サンディエゴ
の人 を々元気づけ，心を癒

いや

し，家を直して
くれたのです。」1

この経験についてあるステーク会長は
このように述べています。「地元のバプテ
スト教会の周辺を片付けるというプロジェ
クトがあり，……25人の青少年を割り当て
ました。バプテスト教会から，ドーナツと
コーヒーをたくさん準備しておくと言われ
ました。そこでこう答えました。コーヒー
は飲まないのでだめになってしまいます
が，ドーナツならうちの青少年は幾つでも

では，わたしの
隣り人とは
だれのことですか
管理ビショップ
H・デビッド・バートンビショップ

今
こん

日
にち

の良いサマリヤ人となった多くの人々に感謝いたします。
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食べられますよ，と。」2

アメリカ中西部のオレゴン州とワシント
ン州に豪雨が降り，洪水が起きました。ビ
ショップの倉からの物資を携えて，ボラン
ティアが現場に駆けつけ，被災者を支援し
ました。
オハイオ州フィンドレーで教会の代表者

が地元の赤十字支部に寄付を持参した際
のことです。通りがかった女性が「モルモ
ン・ヘルピングハンズ」と書いてある黄色
のTシャツを着た彼らを見かけました。そ
の人は建物の中に入って来て携帯電話の
画面で4人の「ヘルピングハンズ」の写真を
見せ，こう言いました。「さっきこの人たち
に家を救ってもらったのよ！」3 そしてその
場にいた会員一人一人を抱き締めました。
ある地域の食糧バンクに食糧が送られ
ました。到着したとき，責任者が驚いた
表情でこう言いました。「どうして分かっ
たのですか。ついさっき最後のパンを出
荷したところで，もう鍵

かぎ

を閉めてしまうつも
りでした。どうして分かったのですか。」
世界中で毎年およそ100万人の子供た
ちがはしかで亡くなっています。教会は，
世界保健機関との共同事業を行い，5万

4,000人以上の教会員がこの活動を支える
ために奉仕しました。ナイジェリアのある
教会員はこう書いています。「わたしたち
の働きを『子供の救助隊』と呼ぶことにし
ました。わたしたちは家から家へ，村役
場から村役場へと訪ねて回りました。あ
る女性ははしかで3人の子供を亡くしたと
言っていました。彼女が節度を保ちなが
らも深い悲しみを込めて自身の経験を語
るのを聞いて，わたしを含めて家にいた
全員が涙を流しました。」教会のボラン
ティアはさらにこう述べています。「自分
のためにしたことは自分がいなくなれば
おしまいです。でも，人のためにしたこと
は受け継がれていきます。」4

教会は，インドネシアと南アジアでの津
波被災者も引き続き支援し，902の住居，
3つのコミュニティーセンター，24の村営水
道，15の学校，3つの医療センターの建設
資金を提供しました。ある地域で指導的
立場にある人はこう述べています。「住民
はコミュニティーセンターができたことを喜
び，ありがたく思っています。……ここは
わたしたちが祈ったり，……子供たちを教
えたりできる場所です。〔教会〕がわたし

たちのためにこのセンターを建ててくだ
さったことに感謝しています。……神がこ
れからも〔教会〕に祝福と成功をお与えに
なるよう祈っています。ありがとうござい
ました。」5

エチオピアでは，地域の人々が清潔な
飲料水を得るのを支援しました。井戸の
掘削と貯水タンクの建設を教会が担当し
ました。地域の人々は給水委員会を組織
し，貯水タンクから各村に水をパイプで
運ぶ溝を掘りました。場所によっては3マ
イル（約5キロ）以上の長さになりました。
溝掘り作業に苦戦する地域もありました。

土壌が硬く乾燥していたうえに粘土質で，
掘るのが非常に困難だったのです。ある地
域では，1,500人の生徒が通う学校で授業
をしばらく休止して，残りの溝掘り作業に全
員が協力しました。彼らが働いていると，
ほかの住民も加わるようになりました。ある
ときには溝を掘る人の列が1マイル（約1.6キ
ロ）以上に及んだこともありました。
皆さんの哀れみ，慈しみ，惜しみない
心に感謝します。隣人の重荷を軽くし，苦
しむ人を励まし支え，貧しい人を助けるた
めに献金し，助けの手を差し伸べながら
前進していくことができますように。主イ
エス・キリストの神性と主の福音について
証
あかし

します。わたしたちが静かに手を差し
伸べながら，真の弟子に与えられる祝福
を享受し続けられるよう祈っています。イ
エス・キリストの御

み

名
な

によって，アーメン。

注

1．ローラ・リッジ・コスビー，カリフォルニア

州サンディエゴ，教会福祉部に寄せられ

たカード

2．ゲリー・サビン会長，カリフォルニア州

ポーウェイステーク，ゲーリー・フレーク

あての電子メール

3．ビンセント・ジョーンズビショップの報告，

オハイオ州トレドステーク，フィンドレー

ワード

4．カル・イチェ・カル，ナイジェリア・アバス

テークのはしか撲滅キャンペーンコー

ディネーター

5．モハメッド・ヨハン，インドネシア・カラング



アロン神権者として，執事に聖任
されたばかりのときに感じた胸
の高まりを今でもよく覚えていま

す。わたしは神権の務めが果たせる日を
心待ちにしていました。初等協会に集っ
ていた幼いころから，自分が12歳になっ
て神権を授かり聖

せい

餐
さん

のパスができる日を
思い描きながら，ワードの執事たちを注意
深く観察していました。その日がついに
やって来たのです。当時ワードのビショッ
プだった父から聖任を受けると，緊張し
ながらも，新任の執事として務めを始め
る準備が整ったと感じました。
そのときからアロン神権定員会に所属
することになりました。この定員会の会員
はまさに最良の友となりました。神権の
務めをともに学び，果たす中で，定員会の

兄弟たちとの友情ときずなは強くなってい
きました。わたしたちは皆，親友となり，
定員会の活動で一緒に楽しく愉快な時間
を過ごしました。
ある日曜日，いつものように温かく長い
聖餐会の後で，ビショップリックの第一顧
問がわたしをわきに呼んで話しかけまし
た。簡潔ながらも意義深い会話の中で尋
ねられた質問について深く考えると，この
予定外の神権面接がわたしの人生に祝福
をもたらしたことが分かります。ベイトマン
兄弟はわたしの目を見詰めてこう言いまし
た。「ディーン，君は自分が何者なのか
知っているかい。」しばしの沈黙の後，彼
は短くとも力強い言葉を口にしました。
「君はリード・バージェスの息子なんだよ。」
その質問の意味と大切さは心にずっと
刻まれています。10代を通じて幾度とな
くこの質問について考えました。「君は自
分が何者なのか知っているかい」というこ
のすばらしい兄弟の質問のおかげで，こ
れまでの生涯を通じて霊感あふれる導き
を受けてきましたし，家族や神権を尊び
敬うという決意をすることができました。
今
こ

宵
よい

，アロン神権を持つ若い男性の皆
さん一人一人に向けて，わたしが若い男
性のときに尋ねられたのと同じ質問をし
たいと思います。「皆さんは自分が何者な
のか知っていますか。」
自分が何者なのか知ることによって，強

く，確固として，揺らぐことのない霊性を
身に付け，神権の務めを果たすことがで

きます。信仰と決意に裏打ちされた確信
をもって正しい決断を下すことができるよ
うになります。正しいと自分が知っている
ことを勇気をもって擁護できるようになり
ます。神の神権を持ち，神の御

み

名
な

によっ
て行動する権能があることは特権なのだ
ということを悟ります。
モルモン書に登場する偉大な宣教師ア
ンモンは，ラモーナイ王の忠実で勇敢な
僕
しもべ

でした。奇跡的な方法でラモーナイ王
の羊の群れを守り，全力を尽くして王に仕
えました。アンモンの力強い行動につい
て耳にしたラモーナイは，アンモンとは一
体何者なのだろうと思いました。アンモン
はこう断言しました。
「『まことに，わたしはただの人間であっ
て，王様の僕です。ですから，わたしは王
様がお望みになることで正しいことは何
でもいたします。』
王はその言葉を聞くと，アンモンが自分
の思いを見抜くことができたのを知って，
またもや驚いた。しかし，それでもラモー
ナイ王は口を開き，『おまえはだれなのだ。
すべての物事を知っているあの大霊か』
と尋ねた。
アンモンは王に答えて，『そうではありま
せん』と言った。」
それからアンモンは自分が何者なのか
次のような言葉で説明しました。「わたし
はただの人間です。……神の形に造られ
ました。わたしはこの民にこれらのことを
教え……るために，神の聖なる御

み

霊
たま

に
よって召されています。」（アルマ18：17－
19，34）アンモンは自分が何者なのか，ま
た自分のほんとうの使命は何なのかを
知っていたのです。
自分が何者なのかを見いだすことは，
人生における最大の探求の一つです。両
親として，指導者として，わたしたちは愛
する人々が「わたしは何者なのか」という
単純で奥深い質問に対する答えを理解
し，確信することができるように誠意を尽
くして助けます。
アロン神権を有する若い男性の皆さん
に尋ねます。「自分が何者なのかというこ
とについての知識と証

あかし

はどのようにして
得られるでしょうか。」

自分が何者か
知っていますか
中央若い男性会長会第一顧問
ディーン・R・バージェス

自分が何者なのか知ることによって，強く，確固として，揺らぐことのない霊性を身に
付けることができます。
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自分が何者であるかを真に理解するう
えで不可欠な次の3つの質問と，その質問
に関連する原則について，よく考えてみて
ください。
第1に，皆さんは自分が神の息子である

ことを知っているでしょうか。
皆さんは文字どおり神の息子であり，

「前世で霊として生まれました。神の子供
である皆さんは，自分が神から受け継い
でいる永遠に続く可能性を秘めているこ
と，その可能性を最大限にまで伸ばそう
と努力するときに〔皆さんの天の御父〕が
助けてくださることを確信できるのです。」
（『真理を守る』「わたしたちの霊の父」の
項，146）
天の御父がわたしたちを愛しておられ，
わたしたちが神の子供であるという知識は，
この現世で生きていくための力と慰め，そ
して希望を与えてくれます。ヨハネの第一
の手紙にはこう記されています。
「わたしたちが神の子と呼ばれるため
には，どんなに大きな愛を父から賜わっ
たことか，よく考えてみなさい。わたした

ちは，すでに神の子なのである。世がわ
たしたちを知らないのは，父を知らな
かったからである。
愛する者たちよ。わたしたちは今や神
の子である。」（1ヨハネ3：1－2）
皆さんは愛に満ちた天の御父にとって
大切な存在です。若い男性の皆さん，絶
えず祈ってください。朝も夜も祈るならば，
自分が神の息子であることを確信するよ
うになるでしょう。
第2に，皆さんは自分が神の計画の中

でどのような存在であるか知っているで
しょうか。
アルマはこの計画を「偉大な幸福の計
画」（アルマ42：8），すなわち神が皆さんを
含めわたしたち一人一人のために準備さ
れた計画と呼んでいます。この計画に従う
ことによって，一人一人が現世で幸福を味
わい，死んだ後には神のみもとに帰ること
ができます。天の御父は「死の縄目を解く
ために」（アルマ7：12），またわたしたちの
罪と世の罪を贖

あがな

うために，愛する御子イエ
ス・キリストを送ってくださいました。救い

主にわたしたちの罪を贖わせられたのは，
わたしたち一人一人に対する天の御父の
愛の最も大いなる表れです。「神はそのひ
とり子を賜わったほどに，この世を愛して
下さった。それは御

み

子
こ

を信じる者がひと
りも滅びないで，永遠の命を得るためで
ある。」（ヨハネ3：16）救い主の使命を知
り，信じ，理解することは，自分が何者で
あるかを知るうえで助けになります。
皆さんは，天の御父の計画の一部として，

地上の家族，家庭へと送られました。神の
計画の中で，個人として，また家族の一員
として聖約を交わすときに，皆さんは自分
の家族，そして神の家族といつまでも永遠
に結び固められるのです。皆さんが身に
受けているこれらの家族の名前を尊び，
敬ってください。神の標準と戒めに従った
生活を送ってください。小冊子『若人の強
さのために』にもあるように，標準に従って
生活する皆さんの姿を見て，皆さんが何者
なのかを周囲の人々が分かるようにしてく
ださい。天与の標準を学び，熟考し，それ
に従って生活してください。これらは皆さ



んのために与えられたのです。
3番目に，末日聖徒イエス・キリスト教会

の会員として，皆さんは自分が何者なのか
を知っているでしょうか。
皆さんはバプテスマを受け，聖霊を授
かっています。回復されたイエス・キリスト
の教会の会員です。この教会はイエス・キ
リストの教会であり，イエス・キリストはわ
たしたちに預言者を与えてくださっていま
す。預言者はわたしたちを教え，導き，地
上における主の業を管理しています。わ
たしはトーマス・S・モンソン大管長がこの
「苦難の時代」を導く預言者であることを
証します（2テモテ3：1）。大管長の声に耳
を傾けてください。モンソン大管長と現
代に与えられたほかの預言者は，皆さん
が何者であり，救い主のようになるにはど
うすればよいかを教えてくれます。
皆さんは末日聖徒イエス・キリスト教会

の会員であり，聖任されて神の神権を授
かっています。モンソン大管長は次のよう
に語っています。「わたしたちは信任を受
けて神権を授かり，神の御名によって行
動することができます。神の信頼を受け，
大きな期待を寄せられているのです。」
（「王国の神権者」『リアホナ』2007年11月
号，59）
皆さんは若い男性から成る神権定員会
に所属し，そこでほかの神権者との兄弟
愛や友情を感じることができます。定員
会はこの世の影響力から守ってくれます。
皆さんは互いに仕え合い，神権の儀式に
携わることができます。定員会では，イエ
ス・キリストの福音の原則を学び，自分が
何者なのかを理解するのに役立てること
ができます。若い男性の皆さん，神の神
権を尊んでください。
自分が何者なのかを知り，主との約束
と聖約を守ることによって，皆さんの生活
に幸福がもたらされることを証します。
わたしたち皆が，自分が一体何者なの
かを知り，理解することができますように。
今晩ここで感じた御霊が，「わたしたちの
霊と共に，わたしたちが神の子であるこ
とをあかしして」くださいますように（ロー
マ8：16）。イエス・キリストの御名によって，
アーメン。

愛する神権者の皆さん，まず初め
に，中央神権部会に出席してい
る12歳の執事一人一人にお話

しします。皆さんがどの会場にいようと，
出席してくれたことを感謝しつつ，ゴード
ン・B・ヒンクレー大管長が皆さんと同じ12
歳の執事だったときの経験を紹介したい
と思います。
ヒンクレー大管長の伝記にはこうありま
す。「執事に召されて間もなく，父親ととも
にステーク神権会に初めて出席しました。
自分がここにいるのは少し場違いだ，と
感じながらも，第10ワードの後列に空席
を見つけました。当時，……〔父親は〕（ス
テーク会長会で働いており）壇上に座って
いました。開会に当たり，その場に集って
いた300人から400人の神権者が立ち上
がって，ウィリアム・W・フェルプスが作詞し
た，勝利をたたえる歌を歌いました。……
『たたえよ，主の召したまいし　主と語り

し予言者を　末の時を始めたる　業を
世，皆

みな

崇めよ。』」
その経験を振り返りながら，ヒンクレー
大管長はこう語っています。「信仰深い兄
弟たちの歌声を聞いたとき，わたしの中
で何かが起きました。心を揺り動かされ，
表現し難い気持ちになりました。心も霊
もともに深い感動を覚えました。それ以
前に教会でそのような経験をしたことは
一度もありませんでした。今彼らが歌に
歌っているその人はほんとうに神の預言
者であるという確信が心にわいてきたの
です。そのときにわたしは聖霊の力に
よって，ジョセフ・スミスがまさしく神の預
言者であることを知りました。」1

12歳の執事のときに経験したことは，ヒ
ンクレー大管長にとって「残りの生涯忘れ
られないものとなりました。」2 同様に，皆
さんが今この場で経験していることが残
りの生涯忘れられないものとなるように
祈っています。
さて，「執事のベンチ」という題の付いたこ
のすばらしいブロンズの彫刻を皆さんに見て
ほしいと思います。見えない人たちのために
説明すると，「執事のベンチ」というのは，
教会のベンチに座っている5人の執事のさ
りげないひとときを描写した彫刻です。
この5人の「執事」を見て，何を感じます
か。では今から二人の大管長の言葉を読
みます。その後で，今度は質問の仕方を
少し変えて，こう尋ねます。何が見えてく
るでしょうか。
ジョセフ・フィールディング・スミス大管長は
こう宣言しています。「教会の若人は……
神聖な行く末を有する天の高潔な霊，特

12歳の執事
七十人
ジョン・M・マドセン長老

神の息子であるわたしたち一人一人には，その使命を果たし，定めを全うする力があり
ます。
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別に選ばれた世代です。その霊は，福音
が地上にある時代，主が末日の偉大な業
を推し進めるために雄 し々い 僕

しもべ

を必要
とされる時代に生を受けるよう，取ってお
かれた霊です。……」3

スペンサー・W・キンボール大管長はこ
う宣言しています。「わたしたちは今，高
貴な世代を育てています。……彼らには
果たさなければならない特別な務めがあ
ります。」4

預言者のこのような宣言を踏まえたう
えで，ベンチに座っている5人の執事から
視野を広げ，アロン神権を持つすべての
若い男性のことを思い描くと，何が見えて
くるでしょうか。
わたしたち全員に，彼らの「神聖な」可能
性が見えることでしょう。彼らが聖なる神権
を持つ者として，「永遠の福音」5 を……
「御

み

霊
たま

によって」6「……地のもろもろの国
民に」7 宣

の

べ伝える宣教師として，出て行
く姿が見えるでしょう。この末日にあって，
忠実な夫や父親，そして教会や神の王国

の「雄 し々い僕」，「指導者」となる姿が見
えるでしょう。わたしはそう確信し，また
祈ります。
この「選ばれた」「高貴な世代」を待ち
受ける「神聖な行く末」をもっと明確に思
い描けるようになるには，12歳のイエスに
ついて深く考えさえすればいいのです。
少年イエスは「過

すぎ

越
こし

の祭」を祝うために両
親とエルサレムを訪れられました。8

この12歳の少年はどういう御方だった
でしょうか。その使命と定めはどのような
ものだったでしょうか。また，どのように
その使命を果たし，定めを全うすることが
おできになったでしょうか。
この少年はイエス・キリスト，生ける神の
御子でした。9 わたしたちはそう宣言しま
す。このことは聖典からも明らかです。こ
の御方は「世のために十字架につけられ，
世の罪を負い，世を聖

きよ

め，それをすべて
の不義から清めるため世に来」られまし
た。10「人の子らがその御

み

名
な

を信じる信
仰を持ちさえすれば，救いが与えられるよ

うにされ」ました。11 少年時代には「ます
ます知恵が加わり，背たけも伸び，そして
神と人から愛され」ました。12「弟たちと
ともに成長し，体もたくましくなり，御自分
の務めの時が来るのを待っておられ」ま
した。13「すべてのことについて，わたし
たちと同じように試

し

錬
れん

に会われ」ました。14

実際，「あらゆる……試練を受けられ」た
のです。15 しかし，「それらを少しも心に
留められ」ませんでした。16 そして「あら
ゆる偽りの父」であり，17「あらゆる罪の根
源である」18 ルシフェルの誘惑に遭われ
たときには，聖文に関する御自身の知識
だけでなく，御父の御

み

言
こと

葉
ば

と御
み

心
こころ

に対す
る完全な従順によって守られました。19 そ
してこうお命じになったのです。「サタン
よ，退け。『主なるあなたの神を拝し，た
だ神にのみ仕えよ』と書いてある。」20

では，イエスはどのようにしてその使命
と行く末を果たすことがおできになった
のでしょうか。次の主の御言葉について
考えてください。
「……あなたがたが人の子を上げてし
まった後はじめて，わたしがそういう者で
あること，また，わたしは自分からは何も
せず，ただ父が教えて下さったままを話し
ていたことが，わかってくるであろう。
わたしをつかわされたかたは，わたし
と一緒におられる。わたしは，いつも神
のみこころにかなうことをしているから，
わたしをひとり置きざりになさることはな
い。」21

神の息子22としてここに集っているわた
したち一人一人に，その使命を果たし，
定めを全うする力があることは，預言者
ジョセフ・スミスに対する主の次の御言葉
からも明らかです。「まことに，主はこのよ
うに言う。自分の罪を捨て，わたしのもと
に来て，わたしの名を呼び，わたしの声に
従い，わたしの戒めを守る者は皆，……わ
たしの名により父のもとに来て，定められ
たときに父の完全を受けられる……。」23

これらのことに加え，トーマス・S・モン
ソン大管長がまさしく神の預言者である
こと，そしてモンソン大管長と二人の顧問，
十二使徒定員会の兄弟たちが，預言者，
聖見者，啓示者であることを，イエス・キリ



ストの尊い御名によって証
あかし

します，アーメン。

注

1．シェリー・デュー，Go Forward with

Faith： The Biography of Gordon B.

Hinckley〔1996年〕，35－36

2．「ゴードン・Ｂ・ヒンクレー大管長」追悼――

ゴードン・Ｂ・ヒンクレー，1910－2008

年『リアホナ』2008年4月号付録，3

3．Conference Report，1970年4月，6

4．スペンサー・W・キンボール「少年たちは

身近に英雄を必要としている」『聖徒の道』

1976年8月号，359

5．黙示14：6；教義と聖約68：1；教義と

聖約133：7－8も参照

6．マタイ10：19－20；ルカ24：32；教義

と聖約42：14；43：15；50：13－

22；84：85

7．教義と聖約134：12；黙示14：6；教義

と聖約68：8；133：7－8も参照

8．ルカ2：41－42参照

9．マタイ16：16；2ニーファイ25：19－

20；モーサヤ3：8；4：2；アルマ5：

48；ヒラマン5：9；3ニーファイ5：

13；11：10－11；20：31；教義と聖

約14：9；68：6参照

10．教義と聖約76：41

11．モーサヤ3：9。モーサヤ3：12；教義と

聖約18：17－25も参照

12．ルカ2：52

13．ジョセフ・スミス訳マタイ3：24

14．ヘブル4：15

15．アルマ7：11

16．教義と聖約20：22

17．2ニーファイ2：18；エテル8：25；モー

セ4：4

18．ヒラマン6：30；モーサヤ4：14も参照

19．マタイ4：1－10参照

20．マタイ4：10－11

21．ヨハネ8：28－29

22．詩篇82：6；ホセア1：10；ローマ8：

16－17；ヘブル12：9； 教義と聖約

11：30；35：2；モーセ6：68

23．教義と聖約93：1，19。ヨハネ14：16；

教義と聖約76：92－95；2ニーファイ

31：7－16；3ニーファイ12：48；

27：27；モロナイ10：32－33も参照

愛する兄弟の皆さん，神の神権者
として集うときに皆さんの力と
徳を感じます。皆さんを愛し，

称賛します。皆さんの信仰と祈り，進んで
主に仕える姿勢に感謝しています。
トーマス・S・モンソン大管長から大管長
会の第二顧問として奉仕する召しを受け
てから2か月がたちました。きっとたくさん
の人が驚いたことでしょう。わたし自身仰
天しました。世界中で最も驚いたのはわ
たしの妻で，2番目がわたしだと思います。
十二使徒定員会が神殿に集まり，モンソ

ン大管長を支持し，末日聖徒イエス・キリ
スト教会の預言者，聖見者，啓示者，そし
て大管長に聖任し任命した日，わたしは
大きな喜びを感じました。手を挙げて，
愛する友人であり指導者であるモンソン
大管長を支える意志を示すことができた
からです。
モンソン大管長は支持を受けた後，二

人の顧問を発表しました。
アイリング管長の名前が呼ばれました
が，何の驚きも感じませんでした。有能
な人格者で，第一顧問としてまさに適任で
す。わたしは心から敬愛しています。
次にモンソン大管長は第二顧問を発表し
ました。不思議なことに，それは聞き慣れ
た名前でした。わたしの名前だったのです。
部屋を見渡しました。聞き間違えたの
かと思いました。しかし，使徒の兄弟た
ちのほほえみとモンソン大管長の哀れみ
に満ちた表情から，今再び，わたしの人生
が変わろうとしていることを確信しました。
わたしたちは皆，ヒンクレー大管長が亡
くなって寂しく思っていますが，大管長は
これからもわたしたちの人生を祝福し続
けてくれます。
モンソン大管長は今

こん

日
にち

の神の預言者で
す。大管長を尊敬し，心と，勢力と，思い
と，力を尽くしてこの偉大な業を行うと誓
います。
1979年，257人を乗せた大型旅客ジェッ
ト機が南極観光のためニュージーランド
から飛び立ちました。しかし，だれかが
飛行座標に変更を加えていました。ほん
の2度の変更でしたが，パイロットには知
らされていませんでした。この誤差の結
果，飛行機はパイロットが想定していた地
点から45キロ東を飛行していました。南
極に近づいたパイロットは，乗客が景色を
もっと楽しめるように高度を下げました。
二人ともベテランのパイロットでしたが，こ
のルートで飛ぶのは初めてでした。不正
確な座標によって飛行機がまっすぐエレバ
ス山に向かって飛んでいるとは思いもしま

わずかな誤差
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

ほんの小さな誤りが，……しばしば幸福と悲劇のどちらをもたらすかを決める分かれ道
になります。
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せんでした。標高3,700メートルを超える
この活火山は，氷で覆われた地にそびえ
立っています。
パイロットは飛行を続けましたが，火山

を覆っている氷と雪が上空の白い雲と交
じり合って，飛行機からはまるで平らな地
面の上を飛んでいるかのように見えまし
た。その地面が飛行機に向かって急速に
せり上がってくることを知らせる警報が鳴
りだしたときには，もう手遅れでした。飛
行機はエレバス山の斜面に衝突し，全員
が死亡したのです。
小さな誤りが引き金となった恐ろしい
悲劇でした。ほんの数度の違いだったの
です。1

何年にもわたって主に仕え，数多くの面
接をしてわたしが学んだのは，ほんの小
さな誤りが，しばしば個人，結婚，家族に
幸福と悲劇のどちらをもたらすかを決め
る分かれ道になるということです。

イスラエルの王サウル
イスラエルの王サウルの物語はその良
い例です。サウルの人生は偉大な約束と
ともに始まりましたが，結末は不幸で悲劇
的でした。聖典には初め，サウルは「若く
て麗しく，イスラエルの人々のうちに彼よ
りも麗しい人はな〔かった〕」と記されてい
ます。2 サウルは神から直接選ばれて王と
なりました。3 多くの長所を兼ね備えてい
ました。体つきも見事で，4 名のある家柄

の出身でした。5

もちろんサウルにも弱点はありました
が，主はサウルを祝福し，支え，栄えさせ
ると約束されました。聖典には，神は常
にサウルと一緒におられ，6 サウルに別の
心を与え，7 サウルを新しい人に変えると
約束されたと書かれています。8

主の助けがある間，サウルは卓越した
王でした。イスラエルを統一し，イスラエ
ルを侵略していたアンモン人

びと

を打ち負か
しました。9 その後すぐ，サウルはさらに大
きな敵に直面します。ペリシテ人

びと

です。ペ
リシテ人

びと

には戦車と騎兵から成る恐ろし
い軍隊がありました。さらに「民は浜べの
砂のように」多くいました。10 イスラエル人

びと

はペリシテ人
びと

を非常に恐れ，「ほら穴に，
縦穴に，岩に……身を隠し」ました。11

若い王には助けが必要でした。預言者
サムエルは，自分がサウルのもとに行って
燔
はん

祭
さい

をささげ，主に助言を求めるまで待つ
ようサウルに伝言しました。サウルは7日間
待ちましたが，サムエルは到着しません。
しびれを切らしたサウルは民を集め，神権
の権能を授かっていないにもかかわらず，
自分で燔祭をささげてしまいました。
サムエルは到着すると，心底落胆してこ
う言いました。「あなたは愚かなことをし
た。」新しい王サウルがもう少し忍耐し，
主の道を離れず，啓示された神権の秩序
に従ってさえいたら，主はサウルの王国を
永遠に確立されたことでしょう。サムエル

はこう言いました。「しかし今は，あなた
の王国は続かないであろう。」12

その日，預言者サムエルはサウルの性
格に重大な弱点があることをはっきりと
知ったのです。外部の影響から圧力を受
けたサウルには，道にとどまり，神と神の
預言者を信頼し，神が確立された規範に
従うだけの自制心がなかったのです。

小さな誤りが生活に大きな影響を及ぼす
こともある
南極飛行の2，3度の違い，またはもう少
し長く預言者の助言を信頼していられな
かったサウルの失敗は小さなことに見え
るかもしれません。しかしほんの小さな
誤りが，やがては大きな違いを人生にも
たらすことがあるのです。
これと同じ原則を若いパイロットに教

えたときのことを話しましょう。
地球を一周する予定で赤道上のある空
港から離陸したとします。しかし，たった
の1度ですが針路をそれてしまいました。
一周して戻って来るまでに，どれくらい針
路から外れると思いますか。数マイルで
しょうか。100マイルでしょうか。驚くかも
しれませんが，たった1度の誤りで，ほぼ
500マイル，つまり800キロも離れてしまうの
です。これはジェット機で1時間の距離に
相当します。
人生の結末に悲劇を望む人はいませ
ん。しかし，観光飛行のパイロットや乗客
のように，胸躍る旅行を望んで出発したつ
もりが，座標がほんの数度誤っているため
に霊的な大災害に向かって飛んでいると
いうことがあまりにも頻繁に起こっていま
す。気づいたときはもう手遅れなのです。

これらの実例から人生に役立つ教訓を学
べるか
小さな誤りを犯し，イエス・キリストの福
音からわずかにそれることで，人生が悲
しい結果を迎えることがあります。だから
こそ，誤りはいつか自然に修正されるだ
ろうと待ったり期待したりせず，正しい軌
道に戻るために欠かせない針路修正を早
いうちに行えるよう訓練することがきわめ
て大切です。



修正が遅れるほどより大きな変更が必
要になり，正しい針路に戻るのに，より時
間がかかります。気をつけていないと，
大惨事は目の前というところにまで来てし
まうかもしれません。
神権者の男性には偉大な責任が任され
ています。考えてみてください。天の御父
は若い執事，教師，祭司の皆さんに「天使
の働きと備えの福音の鍵

かぎ

」を託しておられ
るのです。13 メルキゼデク神権を持つ男
性は，誓詞と聖約を受け入れ，神権を尊
んで大いなるものとするならば，御父の
持っておられるすべてを授かると約束さ
れています。14

主は「多く与えられる者からは多く求め
られ〔る〕」と言われました。15 神の神権を
持つ者は，世の人に対して徳の模範となる
という大きな責任を与えられています。主
の道から離れるよう誘惑する危険や影響
にいち早く気づくとき，また聖霊の導きに
勇気をもって従い，正しい針路に戻るため
に欠かせない修正を行うときに，わたした
ちは主の期待にこたえることができます。
この大会は92の言語に通訳され，現代
技術の奇跡によって96の国々に放送され
ています。兄弟たちの多くはインターネッ
トを通じて総大会に出席しています。この
ような新しい技術によって福音のメッセー
ジを全世界に広めることができます。こ
の技術を，霊感，援助，学習の優れた情
報源として利用している良い例が教会の
ウェブサイトです。神権者の皆さんや皆さ
んの家族，そして教会にとって祝福となる
ことでしょう。
しかし気をつけてください。これと同
じ技術を使って，悪の影響力が皆さんの
家庭に侵入する可能性もあるのです。こ
の危険なわなは，マウスをたった1回ク
リックするだけで迫って来ます。ポルノグ
ラフィー，暴力，不寛容，不信心は家庭，
結婚生活，そして個人の人生を破壊します。
こうした危険は，インターネットはもとより，
雑誌，書籍，テレビ，映画，音楽など多くの
媒体を通して広められています。主はそ
れらの悪を認識し，避けられるように助
けてくださいます。危険を早い時期に察
知し，明確な針路修正を行うことで，福音

の光の中にとどまることができます。小さ
な決断が大きな結果を生むのです。
インターネットで，だれが運営しているか

も分からない危険なチャットルームに入
ることで，激しい嵐

あらし

のただ中に身を投じ
てしまうことがあります。家族から見えな
い個室にコンピューターを置くことが，不
正直で危険な人生の始まりになることもあ
るのです。
しかし，主は外側の行いだけでなく，内
側の思いや気持ちを律法の精神に近づけ
るよう求めておられます。16 神は「心と進ん

で行う精神とを求め」られるのです。17

神の神権者には責任と自己決定の力が
伴います。主はこう言われました。「わた
しがすべてのことを命じるのは適切では
ない。……人は熱心に善いことに携わり，
多くのことをその自由意志によって行い，
義にかなう多くのことを成し遂げなけれ
ばならない。人は自らの内に力があり，そ
れによって自ら選択し行動する者だから
である。」18

天の御父は，わたしたちが否定的な力
によって針路からそれるよう誘惑されるこ
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とを，わたしたちがこの地上に生まれる
前から御存じでした。「すべての人は罪
を犯したため，神の栄光を受けられなく
なって」います。19 だからこそ神はわたし
たちが修正を行えるように道を備えてくだ
さいました。真の悔い改めとイエス・キリ
ストの贖

あがな

いという憐
あわ

れみに満ちた過程を
経ることで，わたしたちは罪を赦

ゆる

され，
「滅びないで，永遠の命を得る」ことがで
きるのです。20

進んで悔い改めることで，神の賜
たま

物
もの

と救
い主の愛と犠牲に感謝することができま
す。戒めと神権の聖約は，わたしたちに
神とイエス・キリストに対する信仰，従順，
愛があるかを見る試しとなりますが，さら
に重要なのは，戒めと神権の聖約が，神
からの愛を知り，現世と来世の両方であ
ふれる喜びを得る機会を与えてくれると
いうことです。
神の戒めと聖約は，天からの飛行指示
のようなものであり，わたしたちを永遠の
目的地まで安全に導いてくれます。わた
したちが行こうとしているのは理解を超え
るほど美しく栄光に満ちた所で，努力して
目指す価値のある場所です。正しい針路
を進むために欠かせない修正を今行うだ
けの価値のある場所なのです。
天は，一度も過ちを犯したことのない
人々ではなく，針路を外れていることに気
づき，福音の真理という光の中に戻るた
めに修正を行った人々であふれているこ
とを忘れないでください。
預言者の言葉を心に蓄えて実践すれば
するほど，針路をそれていることをより認
識できるようになり，ほんの2，3度の誤差
にも気づけるようになります。

針路からはるかにそれてしまったら
兄弟の皆さん，適切な針路修正を怠っ
た結果主の道からあまりに遠く離れ，今さ
ら元には戻れないと思っている人がいま
す。そのような人に，わたしたちは贖いと
救いの福音という良い知らせを伝えます。
どれほど大きく道からそれてしまっていて
も，どれほど遠くまで迷い出てしまってい
ても，必ず戻ることができます。そして，そ
の方法は明確です。来て，御父から学ん

でください。打ち砕かれた心と悔いる霊
を犠牲としてささげてください。信仰を持
ち，イエス・キリストの無限の贖いが持つ
清めの力を信じてください。罪を告白し，
悔い改めるならば，公平な神は御

み

言
こと

葉
ば

ど
おりにわたしたちを赦し，あらゆる不義
から清めてくださいます。21「たといあな
たがたの罪は緋

ひ

のようであっても，雪のよ
うに白くなるのだ。」22

平
へい

坦
たん

な道ではないかもしれません。自
制心と強い決意が求められます。しかし，
行く先には言葉で表現できないほどの栄
光が待っています。皆さんは悲劇的な結
末を運命づけられているのではありませ
ん。家族，ビショップ，ステーク会長，定員
会指導者，ホームティーチャーなど，皆さ
んを心から助けたいと願っている人が大
勢います。もちろん，皆さんのいちばんの
友人は，全能の宇宙の創造主です。皆さ
んは主の神権を持っているのです。主は
皆さんの悲しみと苦しみを御存じです。
主と天の御父は皆さんを祝福し，慰め，
力づけてくださいます。皆さんの隣を歩
き，皆さんが正しい針路を進もうと努力す
るときに，皆さんを背負ってくださいます。
愛する兄弟の皆さん，皆さんは確かに

御父のえり抜きの尊い息子たちです。御
父は皆さんに神聖な神権の力を託されま
した。どうか，ほんの2，3度でも針路から

それないでください。皆さんの神である
主の御言葉に耳を傾けてください。そう
すれば，主は皆さんにサウルと同じ祝福
を与えてくださいます。新しい心を授け，
新しい人に変え，いつも一緒にいてくださ
るでしょう。
天の御父はわたしたちを知り，愛して
おられると証

あかし

します。イエス・キリストは救
い主であり，この教会の長であられると証
します。トーマス・S・モンソン大管長は神
から召された今日の預言者です。愛する
友人である神権者の兄弟たちに愛と感謝
を伝えます。イエス・キリストの御

み

名
な

によっ
て，アーメン。

注

1．アーサー・マーセル，

“Mount Erebus Plane Crash,”

http://www.abc.net.au/rn/ockham-

srazor/stories/2007/1814952.ht
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皆さんが神権の誓詞と聖約の祝
福にふさわしく生活していく自
信を強めるよう手助けすること

が，今晩のわたしの目的です。この誓詞と
聖約から大いなる祝福を受けるには，自
信を絶えず増し加えていかなければなら
ないのです。
主はその祝福を明らかにしておられま
す。わたしたちが誓詞と聖約に伴う可能
性へのふさわしさを十分に身に付けると，
神のあらゆる賜

たま

物
もの

の中で最も大いなる賜
物，永遠の命を受けます。これがメルキ
ゼデク神権の目的です。神権を受けると
きに交わす聖約を守り，神殿の儀式にお
いて聖約を更新することにより，わたした
ちはエロヒム，すなわち天の御父からそ
の栄光のすべてを受け，御父が生きてお

られるごとくに生きるようになる，と誓詞に
よって約束されています。そして，永遠に
増し加えられる約束とともに家族が永遠
に結ばれるという祝福を受けます。
この祝福を受けられないと，悲惨な結
果を招くことになります。主はそのことも
明らかにしておられます。若い男性がメ
ルキゼデク神権を受ける時期に近づくと，
指導者が読んで聞かせる言葉があります。
皆さんも最初に聞いたときの気持ちを覚
えていることでしょう。預言者ジョセフ・ス
ミスを通して与えられた救い主イエス・キ
リストの言葉です。
「主は言う。この神権を受けるすべての
者は，わたしを受け入れるのである。
わたしの僕

しもべ

たちを受け入れる者は，わ
たしを受け入れるからである。
また，わたしを受け入れる者は，わたし
の父を受け入れる。
そして，わたしの父を受け入れる者は，

わたしの父の王国を受けるのである。そ
れゆえ，わたしの父が持っておられるす
べてが，彼に与えられるであろう。
これは神権に伴う誓詞と聖約によって
である。
それゆえ，神権を受ける者は皆，わた
しの父のこの誓詞と聖約を受け入れるの
である。わたしの父がこれを破られるこ
とはあり得ず，またこれが取り消されるこ
ともあり得ない。
しかし，だれでもこの聖約を受け入れ

た後にこれを破り，これから完全に離れ

てしまう者は，この世でも来
きた

るべき世でも，
罪の赦

ゆる

しを受けることはない。
また，この神権に来ない者は皆，災い
である。あなたがたはこの神権をすでに
受けており，わたしは今日

きょう

ここにいるあな
たがたに，天からわたし自身の声によっ
て今これを確認する。また，まことに，わ
たしは天の衆群とわたしの天使たちに，
あなたがたに対する務めを与えた。
わたしは，今あなたがたに一つの戒め
を与える。自分自身について気をつけ，
永遠の命の言葉を熱心に心に留めるよう
にしなさい。」1

わたしが若いころに最初に聞いたとき
と皆さんも同じだとすれば，メルキゼデク
神権を受けることは身のすくむようなチャ
レンジに思えます。しかし，誓詞と聖約を
守らなかったり，この神権を受けようとし
なかったりした場合に下される罰にひる
むのでなく，自信を持つべき理由が少な
くとも二つあります。誓詞と聖約を受け入
れてから非常に難しいことに気づくにし
ろ，努力しないにしろ，下される罰は同じ
です。このため，聖なる神権を受け，心を
尽くしてその聖約を守るよう努めることが
間違いなく最善の方法なのです。努力し
なければ，永遠の命を受ける機会を失う
ことになります。努力して，さらに神の助
けを受けて成し遂げれば，永遠の命を受
けるのです。
誓詞と聖約にふさわしくなるために全
力を尽くす，と今決意しなければならない
理由，また，成し遂げられるという自信を
持たなければならない理由がもう一つあ
ります。皆さんが信仰を働かせるなら，成
功できるように助け，力を与える，と神が
約束しておられることです。
信仰をもって努力するときに受ける祝福
を幾つか挙げてみましょう。
第1に，皆さんに誓詞と聖約が提示され
たという事実は，神が皆さんの力と能力
を知ったうえで皆さんを選んでくださった
ことの証拠です。神は霊界で皆さんととも
にいたときから皆さんを御存じです。皆
さんの長所を予知しておられる神は，イエ
ス・キリストのまことの教会を見いだし神
権を授かることを皆さんにお許しになり

信仰と神権の
誓詞と聖約
大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

神との聖約を守りながら，信仰をもって前進し，神が誓詞をもって交わされた約束の祝福
を受けてください。
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ました。神の信頼を受けているという証
拠があるのですから，皆さんは自信を持
つことができます。
第2に，聖約を守ろうと努力する皆さん
に，救い主は自ら助けると約束しておら
れます。皆さんが神権を尊んで歩むこと
を条件に，主はこう言われました。「わた
しもそこにいるであろう。わたしはあなた
がたに先立って行こう。わたしはあなた
がたの右におり，また左にいる。わたしの
御
み

霊
たま

はあなたがたの心の中にある。また，

わたしの天使たちはあなたがたの周囲に
いて，あなたがたを支えるであろう。」2

わたしも実行していることですが，自分
にこの聖なる神権の務めを果たす力があ
ることを時々再確認する必要があります。
この再確認の必要性を予見しておられた
主はこう言われました。「だれでも忠実で
あって，わたしが語ったこれら二つの神
権を得て，自分の召しを尊んで大いなる
ものとする者は，御霊により聖

きよ

められてそ
の体が更新される。」3

自分自身の生活や人の生活の中でその
約束が果たされるのを，わたしはこれま
で見てきました。ある友人は伝道部会長
を務めていました。任期中毎晩，次の日
に働く力があるだろうかと心配しながら，
2階の寝室までやっとの思いで階段を上
がっていました。ところが翌日の朝を迎え
ると，力と気力を回復していました。年老
いた預言者が主イエス・キリストと回復さ
れた福音を証

あかし

する度に新たに力を得てい
る様子を皆さんも見てきたと思います。
これは信仰をもって神権の務めを果たす
人々に与えられている約束なのです。
また皆さんは，証を述べる力が与えら
れ，証をする過程で清められ，約束され
た永遠の命にふさわしい者になるとも告
げられています。
「わたしはあなたがたの罪を赦して，こ
の戒めを与える……。すなわち，あなた
がたは，あなたがたに知らされたこれら
のことを世のすべての人に証するために，
厳粛に，また祈りの精神をもって，あなた
がたの思いを確固としていなさい。
あなたがたは全世界に出て行きなさ
い。また，あなたがたはどこでも自分の
行けない所に証を送り，それがあなたが
たから全世界のすべての造られたものに
伝わるようにしなさい。」4

この約束とともに，主はこのように言っ
て皆さんをたたえておられます。「……あ
なたがたは，父がわたしに与えてくださっ
た者である。あなたがたはわたしの友で
ある。」5

もう一つのすばらしい祝福は神権の聖
約を守る励みとなるものです。神権者とし
ての奉仕は，永遠の家族で生活する準備
となります。奉仕していくうちに，夫や父
親であること，息子であり兄弟であること
の意味についての考えが変わってきます。
皆さんの信仰が増し，メルキゼデク神権
を通じて与えられている永遠の命の約束
が自分にとって現実味を帯びてくるにつ
れて，そのような変化が心に生じます。
パーリー・P・プラットは預言者ジョセ

フ・スミスから永遠の家族の教義を初めて
聞いたときに，そのような変化を経験しま
した。パーリー・P・プラットは，次のよう



に記しています。「わたしは〔ジョセフ〕か
ら永遠の家族組織の概念の最初の部分を
聞き，言葉にできないほどの愛に満たさ
れた中で男女が永遠に結ばれるという教
えを受けました。そのような関係をどう尊
重すべきか理解できるのは，高い知性を
備え，洗練された，心の清い人だけです。
その関係は，幸福と呼ぶにふさわしいす
べてのものの基盤となるのです。……最
愛の妻とこの世においても永遠の世にお
いても固く結ばれると教えてくれた人，互
いを結びつける純粋な思いやりや愛情が
神聖な永遠の愛の泉から生まれると教え
てくれた人，それはジョセフでした。この
愛情はさらに強めることができ，その愛情
の中で永遠に進歩成長できると教えてく
れたのも，二人が永遠に結ばれるので，
子孫が天の星のように，海辺の砂のように
数限りなく増えると教えてくれたのも，ジョ
セフでした。……昔から心の中には愛情
がありましたが，その理由は知りませんで
した。今や……高められた……清い心で
愛することができるようになりました。神
が確かにわたしの御父であられ，イエス
がわたしの兄であられると感じています。
また，愛する妻が永遠に変わらぬ伴

はん

侶
りょ

で
あり，わたしを慰めてくれる思いやり深い
天の使いであり，永遠の栄えある冠であ
ると感じるようになりました。」6

信仰をもって神権の奉仕を行うことが
心と思いに変化をもたらすことをわたしは
目
ま

の当たりにしてきました。今日
きょ う

わたしの
話を聞いている若い男性は，自分の神権
を尊ぶことにより，この世界に蔓

まん

延
えん

してい
る性的な罪の誘惑から守られることを確
信することができます。今晩わたしの話を
聞いているアロン神権者は，永遠の神権
を通して受ける永遠の命という確かな報
いへの信仰を強めていくに従って，神の
娘たちの中に真の価値を見いだし，子孫
についての約束の中に清さを保たなけれ
ばならない理由を見いだせるようになるで
しょう。
同じように，誓詞と聖約への信仰は，永

遠の家族になくてはならない慈愛をはぐく
んでくれます。わたしたちは，神権を受け
るとき，人に心を向けることを約束します。

わたしは神権者の心に慈愛が満たされ
ていく奇跡を見てきました。皆さんも見て
きたと思いますし，教会員でない人たちも
目にしてきたことでしょう。わたしがゴー
ドン・B・ヒンクレー大管長の執務室にい
たとき，大管長に電話がかかってきたこと
がありました。大管長は手短かに応答し
て電話を切ると，話を再開しました。そし
てその電話の内容を話してくれました。
電話の主は合衆国大統領でした。ワシン
トンに向かう途中，ユタの上空を飛ぶ大
統領専用機の機内からでした。大統領は
ハリケーンの被災地での神権者の働きに
感謝の言葉を述べ，短い間にこれだけ多
くの人を集め，一致協力して働けるという
のは奇跡のようだと語ったそうです。さら
に大統領は，「あなたたち教会の人々は何
をなすべきかを御存じです」と言って，称
賛の言葉をかけてくれたそうです。
大統領は組織として大がかりに対応し
たことに感銘を受けたのかもしれません。
それも奇跡ですが，何百人，何千人の神
権者が神権の誓詞と聖約を信じて行動す
る信仰を持っていたことの方が大きな奇
跡でした。よく組織化されていたことがす
ばらしい結果をもたらしたのではありませ
ん。彼らは神権の誓詞と聖約に対する信
仰があったからこそ，大いに助けを必要

とした人々の世話をするために主イエス・
キリストの代理として長い道のりを出かけ
て行き，長時間にわたってとどまり，苦難
を乗り越えられたのです。
彼らは，神権の務めを果たすことによっ

て，この世から永遠にわたる家族のすばら
しい夫，父親，息子，兄弟となるために必
要とされる，慈愛の精神と力を養っていま
した。地球規模の家族の兄弟姉妹として
手を差し伸べる，このような神権者の奉仕
の業は次から次へと行われています。
神との聖約を守りながら，信仰をもって

前進し，神が誓詞をもって交わされた約
束の祝福を受けることを今夜決意し，毎
日その決意を新たにするよう願っていま
す。簡単なことから始められます。定員
会で兄弟たちに会ったら，神の家族の兄
弟として接するのです。定員会や神権グ
ループの中に助けを必要としている人が
いることでしょう。当人はそれを気づかれ
ないようにしているかもしれません。皆さ
んが見ただけでは，分からないかもしれ
ません。けれども神は御存じであり，そ
の人を助ける神の僕となるよう皆さんに求
めておられます。
神権の奉仕活動で出会う度に「おばあ
さんの具合はいかがですか」と声をかけ
てくれる一人の神権者がいます。皆さんも
この神権者のようになることができます。
わたしの知っているかぎり，彼はわたしの
義理の母に会ったことがないはずです。
しかし，彼はどこからか，義理の母が病
気で，高齢であることを聞いていました。
神権者を通して神の御

み

手
て

が差し伸べられ
ていることを知り，妻とともにどれほど慰
めと安らぎを得ているか言葉に表せませ
ん。いつも聖約を心に留めて，垂れてい
る手を上げ，重荷を背負う人々に手を差
し伸べるなら，神権者として集まる度に，
彼のように人々に良い影響を及ぼすこと
ができるでしょう。そのようにして，永遠の
家族の一員となるために必要とされる資
質をはぐくむのです。
ほかにもできることがあります。神の御

み

言
こと

葉
ば

を自分のためだけに学ぶのでなく，
主イエス・キリストの使者として全世界に出
て行くために学ぶのです。福音を教える
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力が増し加わると，御父の子らを集める
僕となることができます。これによっても
う一つの祝福がもたらされます。この世
か来るべき世で万一自分の家族の中で失
われた羊を連れ戻す必要が生じたとき，
今思っているよりももっと大きな力を得ら
れる，ということです。
主はアルマ書第13章6節の中でそのす
ばらしい祝福について述べておられます。
「このように，祭司たちは人の子らに神の
戒めを教えて，彼らも神の安息に入ること
ができるようにするため，この聖なる召し
によって召され，神の聖なる位の大神権
に聖任されたのである。」
皆さんは，次の約束に基づいて，神権
の務めを立派に成し遂げられるという確
信を持つことができます。
「そして彼らは，聖霊によって聖められ，
衣を白くされ，神の御

み

前
まえ

に清く，染みのな
い状態になったので，罪を見て忌み嫌う

のを禁じることができなかった。このよう
に清められて，主なる神の安息に入った
人々は大勢おり，非常に多くの数に上った。
さて，わたしの同

はら

胞
から

よ，あなたがたもそ
の安息に入れるように，神の御前にへりく
だり，悔い改めにふさわしい実を結んで
ほしい。」7

父なる神が生きておられることを証し
ます。皆さんは神と聖約を交わしていま
す。神は一つの誓詞すなわち永遠の命の
約束を与え，決して破棄されることはあり
ません。神権は神が御子イエス・キリスト
を通して世界を創造された力であること
を証します。神は皆さんが成功を収め，
御自身とともに家族として永遠に住むため
にみもとに戻って来るよう望んでおられま
す。この教会がイエス・キリストのまことの
教会であることを証します。この教会には
神権の鍵

かぎ

があります。神はその神権を授
けることによって皆さんを尊んでおられま

す。神は皆さんの力を御存じであり，その
力は大いなる信仰と結びついて，皆さん
と家族に永遠の命への希望をもたらすに
十分なものです。わたしはこのことを皆さ
んに約束します。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。

注

1．教義と聖約84：35－43

2．教義と聖約84：88

3．教義と聖約84：33

4．教義と聖約84：61－62

5．教義と聖約84：63

6．Autobiography of Parley P. Pratt，

パーリー・Ｐ・プラット・ジュニア編

（1938年），259－260.

7．アルマ13：12－13



今晩このカンファレンスセンターと
ほかの何千もの会場に集う兄弟
の皆さんは，これまでで最も大

きな神権者の集まりであると言えます。わ
たしたちは全世界で最もすばらしい兄弟
のきずなの中にいます。神の神権者であ
るということは，何と幸福で恵まれたこと
でしょう。
わたしたちは霊感あふれるメッセージ
を聞くことにより，教えを受け，鼓舞されま
した。お話の準備をしていて最近感じた
ことや思ったことを，皆さんの信仰と祈り
を受けながら，よく伝えられるよう祈って
います。
神権者として，わたしたちは困難な時代
に地上に生を受けました。わたしたちは
衝突や対立の多い複雑な世の中に住んで
います。政治的陰謀は国家の安定を脅か
し，独裁者は権力をつかむことに躍起に
なっています。また，一部の人々はいつま

でも虐げられ，有益な機会もないまま敗
北感を味わっているように見えます。
しかし，神の神権に聖任されたわたし

たちは，周りに良い影響を及ぼすことが
できます。主の助けを受けるにふさわし
くあるなら，少年たちの人格を培い，人を
癒
いや

し，主の神聖な奉仕の業において驚く
べきことを成し遂げられるのです。わたし
たちには限りないチャンスがあります。
わたしたちは模範となるよう求められて
います。今

こん

日
にち

の世で最も偉大な力は神の
力であり，神の力は人を通して現れるとい
う真理は，わたしたちを強めてくれます。
兄弟たち，わたしたちは主の用向きを受
けているなら，主の助けを受ける権利が
あります。その真理を決して忘れないで
ください。この神の助けは，言うまでもな
く個人のふさわしさに基づいて与えられ
ます。わたしたちは皆，こう尋ねる必要が
あります。「わたしの手は清いだろうか。
わたしの心は純真だろうか。わたしはふ
さわしい主の僕

しもべ

だろうか。」
わたしたちの周りは，徳高いものや善い
ものから目をそらさせるものであふれてい
ます。わたしたちを誘惑し，神権を行使す
るふさわしさを失わせようとするのです。わ
たしはアロン神権を持つ若い男性にだけ
話しているのではありません。すべての年
齢層の神権者に言っているのです。誘惑
は生涯を通して様 な々形で訪れます。
兄弟の皆さん，わたしたちは神権に伴
う神聖な務めを果たす資格を常に保って
いるでしょうか。若い男性の祭司の皆さ
ん，日曜日に聖

せい

餐
さん

の台を前に聖餐という
象徴を祝福するとき，皆さんの体と霊は清

いでしょうか。若い男性の教師の皆さん，
聖餐の準備をするふさわしさを保ってい
るでしょうか。執事の皆さん，教会の会員
に聖餐を配るときに，自分は霊的にふさ
わしいと認識したうえで行っているでしょ
うか。皆さんは自分が果たしているすべ
ての神聖な務めの大切さを，十分に理解
しているでしょうか。
若い友である皆さん，強くあってくださ
い。わたしたちは人の哲学に取り囲まれ
ています。今日，罪はしばしば，まるで容
認されているかのような装いを見せてい
ます。欺かれないでください。その装い
の裏には，心痛，不幸，苦痛が隠されてい
ます。皆さんは何が正しく，何が間違って
いるかを知っています。罪がどのように偽
装しようと，どんなに魅力的であろうと，
悪を善に変えることはできません。本質
的に背罪は背罪なのです。皆さんのいわ
ゆる友達が明らかに間違ったことを強要
しようとするなら，たとえ独り取り残され
たとしても，正しいことを擁護する人と
なってください。周りの人が倣

なら

える模範，
つまり光となるように，道徳的に正しくあ
る勇気を持ってください。自身の潔白な
心と道徳的な清さよりも価値のある友情な
どありません。自分は清くふさわしいとい
う確信をもって，与えられた務めを果たせ
るというのは，何とすばらしいことでしょう。
メルキゼデク神権者の皆さん，皆さん

はふさわしくあれるように毎日，熱心に努
めているでしょうか。奥さんや子供に親
切を尽くし，愛を示しているでしょうか。
いついかなるときも周りの人と正直に接し
ているでしょうか。
皆さんの中に道を踏み外してしまった人
がいるなら，再び清くふさわしくなれるよう
助けてくれる人がいます。ビショップや支部
会長は，皆さんの身を案じ，助けたいと望
んでいます。悔い改めの過程において，理
解と思いやりをもって全力を尽くして助けて
くれます。皆さんが再び主の御

み

前
まえ

に義を
もって立てるようになるためです。
4人の大管長の顧問として仕えたN・エ
ルドン・タナー管長のことを覚えている人
も多いでしょう。タナー管長は産業界で
働いていたときも，カナダ政府の要職に

義の模範
トーマス・S・モンソン大管長

わたしたちには，義の模範となるような生き方をする義務があります。
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あったときも，義の確固とした模範を示し
ました。それは私生活においても変わり
ませんでした。タナー管長は，次のような
霊感あふれる勧告を与えました。
「福音の教えに従って生活する以上に，
大きな喜びと成功をもたらすものはありま
せん。模範になってください。良い影響
を及ぼしてください。……
わたしたちは皆，〔神の〕選ばれた僕とし

て，御
み

業
わざ

のために予任されてきました。神
はわたしたちを，主の御

み

名
な

によって行動す
る神権と権能を授けるにふさわしい者と見
なしてくださいました。皆さんに指導を仰
ごうとして，人々が常に注目していることを
忘れないでください。皆さんは良くも悪くも
人々の生活に影響を及ぼしており，その影
響は来

きた

るべき世代にも及ぶのです。」1

兄弟の皆さん，繰り返します。神の神
権を持つ者として，わたしたちには，人が
倣うべき義の模範となるような生き方を
する義務があります。そのような模範をど
うすれば最もよく示せるだろうか，と考え
ていると，何年か前にステーク大会に出
席したときの経験を思い出しました。一般
部会で，わたしはステークセンターの最前
列に家族と座っている一人の幼い少年に
目が行きました。わたしは壇上に座って
いました。集会が進むにつれ，わたしが
足を組む度に，その少年も同じようにする

ことに気づきました。足を組み替えると，
少年もまったく同じようにするのです。両
手をひざの上に置くと，少年もまねをしま
した。あごを手の上に載せてもそうです。
することをすべてまねしました。わたしが
会衆に話をする番が近づくまでそれは続
きました。そこでわたしは少年を試してみ
ることにしました。少年をじっと見ると，
少年はもちろんこちらを見ました。そこで
わたしは，耳をぴくぴくと動かして見せた
のです。少年もまねをしようと試みました
が，思ったとおりでした。うまく耳を動か
せなかったのです。少年は隣に座ってい
た父親の方を見ると何やら耳もとでささや
きました。そして自分の耳を指してから，
わたしの方を指差したのです。父親がこ
ちらに目をやりました。きっとわたしの耳
が動くのを見るためでしょう。わたしは厳
粛な態度で，手を組んだまま，微動だにし
ませんでした。父親は疑いの目で息子に
視線を戻しました。少年は半ば負けを認
めた様子でした。そしてわたしの方を見
てにこっと笑うと，肩をすくめました。
その経験について長い間思い巡らして
きて思ったことは，わたしたちは，とりわ
け幼いときには，両親や指導者，友人のま
ねをする傾向があるということです。預言
者ブリガム・ヤングは言いました。「何事
であれ，子供たちにしてほしくないと思っ

ていることを，自分がしてしまうようなこと
があってはなりません。倣ってほしいと思
うことについては模範を示さなければな
りません。」2

息子を持つ父親や，少年の指導者の皆
さんは，少年が必要としている模範となる
よう努めてください。父親はもちろん第一
の模範となる必要があります。ふさわしい
父親を持つ少年は，何と恵まれているこ
とでしょう。勤勉で忠実な父親と母親が
いる模範的な家族であっても，心から関
心を示してくれる善良な人の助けを幾ら
でも借りることができます。父親がいない
少年もいるでしょう。また，父親が息子の
必要とする模範を今は示していない場合
もあるでしょう。そのような少年に主は，
ビショップやアドバイザー，教師，スカウト
の指導者，ホームティーチャーなど，助け
手となる人々のネットワークを教会に用意
してくださいました。
霊感を受けたビショップやアドバイ
ザー，教師の影響力は，人の権力や世の
富とは何の関係もありません。通常，最
も影響力のある指導者とは，真理に献身
することで人の心を燃やし，務めに従順
であることが真の男らしさであることを示
し，いつものありきたりな出来事をすばら
しい機会に一変させることで，わたしたち
がそうありたいと願う人物像を示してくれ
るのです。
忘れてはならないのが，わたしたちの
第一の模範である，救い主イエス・キリス
トです。その降誕は預言者たちによって
預言され，天使は主の地上での務めを声
高らかに宣言しました。イエスは「ますま
す成長して強くなり，知恵に満ち，そして
神の恵みがその上にあ〔りました〕。」3

ヨルダンの名で知られる川でヨハネか
らバプテスマを受けられた主は，人々に
対する務めを正式に始められました。サ
タンの誘惑には背を向け，御父が定めら
れた務めには顔を向け，心を傾け，命を
ささげられました。何という罪のない，無
私の，気高い，神聖な生涯だったことで
しょう。イエスは，働き，愛し，仕え，そし
て証
あかし

されました。わたしたちが倣うべき
模範として，これ以上すばらしいものがあ



るでしょうか。今から，まさに今晩から，
その模範に倣いましょう。過去の自分は，
敗北感と落胆，疑い，不信心とともに永遠
に捨て去りましょう。そうすれば新しい命
とともに，信仰，希望，勇気，喜びが得ら
れるのです。大きすぎる務めも，重すぎ
る責任もなくなります。どんな義務も重荷
ではなくなります。何であろうと，できな
いことはなくなるのです。
何年も前に，わたしは救い主の模範に

従った一人の青年について話しました。
彼は人生の嵐

あらし

の中にあっても，確固として
忠実であり，強さとふさわしさを保ちまし
た。勇気をもって神権の召しを尊んで大
いなるものとしたのです。わたしたち一人
一人に模範を示してくれました。名前は
トーマス・マイケル・ウィルソン，アラバマ州
ラファイエットのウィリー・ウィルソン，ジュリ
ア・ウィルソン夫妻の息子です。
彼は，まだ10代で，彼も家族も教会員

ではなかったときに，癌
がん

に侵されました。
しかし，つらい放射線治療を受けて快方
に向かいました。この病気以来，家族は
命の尊さを知っただけでなく，命が短い
こともあり得ると知りました。この試練を
乗り越えようと彼らは宗教を求め始めまし
た。やがてこの教会を知り，最終的には
父親を除いて皆がバプテスマを受けまし
た。福音を受け入れてから，若いウィル
ソン兄弟は，多くの若い男性が伝道を始
める年齢を超えていたにもかかわらず，伝
道に出たいと望むようになりました。そし
て23歳のとき，ユタ州ソルトレーク・シ
ティー伝道部で宣教師として働く召しを受
けたのです。
ウィルソン長老の当時の同僚は，彼が
疑いを知らず，揺るがず，曲がることのな
い信仰を持っていたと言います。ウィルソ
ン長老はすべての人の模範でした。しか
し，伝道に出て11か月後，病気が再発し
ました。骨

こつ

肉
にく

腫
しゅ

の癌に侵された彼は，片
腕を肩から切断しました。それでもなお
伝道を続けました。
ウィルソン長老の勇気と伝道にかける
熱意は，まだ教会員ではなかった父親の
心を動かしました。その結果，父親も教
会の教えを学び，教会員になったのです。

わたしは，ウィルソン長老から教えを受
けた求道者がバプテスマを受けたという
ことを聞きました。彼女はその後で，心か
ら尊敬するウィルソン長老に教会員として
確認されることを望んだそうです。何人
かと一緒にウィルソン長老が入院している
病院へ行きました。ウィルソン長老は残っ
た片方の手を彼女の頭に置き，末日聖徒
イエス・キリスト教会の会員として確認した
のです。
ウィルソン長老は，それから何か月にも

わたって，苦痛にさいなまれながらも，宣
教師としての貴い働きを続けました。病
人への癒しの祝福が施され，多くの人々
が彼のために祈りました。彼の献身的な
模範により，仲間の宣教師たちもいっそう
神に近い生活を送っていました。
ウィルソン長老の体は衰弱していきまし
た。伝道期間が終わりに近づき，帰還の
日を目前に控えたとき，「もう1か月伝道し
たい」とウィルソン長老は願い出，その申
請は許可されました。ウィルソン長老は神
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を信頼しました。トーマス・マイケル・ウィル
ソンが静かに信頼を置いたこの神は，天
の窓を開いてあふれる祝福を注いでくだ
さいました。両親のウィリー・ウィルソン兄
弟とジュリア・ウィルソン姉妹，それに弟の
トニーが，アラバマ州に帰るのを助けるた
めにソルトレーク・シティーまでやって来ま
した。しかし，この家族が祈り願った祝福
がもう一つありました。わたしは家族の招
きを受けて，一緒にユタ州ジョーダンリ
バー神殿へ行きました。そこでこの世か
ら来世にわたって家族を結び固める神聖
な儀式が執り行われたのです。
わたしはウィルソン家族に別れを告げ
ました。長老はわたしが儀式に加わった
ことに感謝して，こう言いました。「イエ
ス・キリストの福音があって，それに従って
いるかぎり，この世でどのようなことが起
きても問題ではありません。福音を教え
ることさえできれば，幕のこちら側であろ
うと向こう側であろうと問題ではないので
す。」何という勇気，何という自信，何とい
う愛でしょう。こうしてウィルソン家族はラ
ファイエットへの長い帰路に就き，トーマ
ス・マイケル・ウィルソン長老は故郷から永
遠の世に旅立ちました。彼は宣教師の名
札を付けたまま，葬られました。
兄弟の皆さん，この神権部会から家路

に就くとき，チャンスに満ちたこの時代に備
える決心をしましょう。奉仕を行い，人々
の生活を祝福し，魂の救いの一端を担う
という特権にあずかることで，神権を尊ぶ
決意をしましょう。皆さんは「選ばれた世
代，王国の神権者，聖なる国民」4 であり，
周りに良い影響を及ぼすことができるの
です。これらの真理を，救い主イエス・キ
リストの御名を通して証します，アーメン。

注

1.「彼らは神のほまれよりも人のほまれを

好んだからである」『聖徒の道』1976年

2月号，106参照

2．Deseret News，1871年6月21日付,

235

3．ルカ2：40

4．欽定訳1ペテロ2：9から和訳
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タバナクル合唱団の美しい音楽に
よって，わたしたちはどれほど祝
福されているでしょう。

愛する兄弟姉妹，友人の皆さん，本日
皆さんとともに立ち，自分を末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の一会員と呼べる大いな
る特権を頂き，皆さんの中の一人に数え
られることをうれしく思います。
この教会の大管長会の新しい一員とし
て奉仕する，この神聖な召しを主から頂
いたときの最初の気持ちを覚えています。
喜びに感じながらも圧倒される思いでし
た。以来わたしは，謙遜

けんそん

，感謝，信仰と
いう言葉の新しい側面を学んでいます。
わたしの子供や孫たちほど，わたしの
召しに驚いた人はほかにいなかったでし
ょう。
末日聖徒イエス・キリスト教会では，霊
感された神権指導者を通して神から与え
られる召しを，自分から求めたり，拒んだ

りすることはありません。わたしは，神の
御心
みこころ

と目的に従ってこの神聖な召しを尊
んで大いなるものとできるよう，神が力と
理解する心をわたしに与えてくださるよう
祈っています。
わたしたちは皆，ゴードン・B・ヒンクレ

ー大管長がここにいないのを寂しく思っ
ています。大管長がこの偉大な業に与え
た影響力は，わたしたちをこれからも祝
福してくれるでしょう。
モンソン大管長のそばで働くことを大き

な特権に感じています。何年も前から彼
を知っています。驚くべき賜物

たまもの

と才能を
備えた人で，神の預言者です。彼の信仰
と愛に満ちた心は，すべての国民，国語
の民，民族に及んでいます。
また，神の王国の偉大な指導者，教師
として愛し尊敬するアイリング管長とともに
奉仕できることに感謝しています。
十二使徒定員会がソルトレーク神殿の
上の部屋に集まり，モンソン大管長を第16
代大管長として支持したとき，一緒にいた
人々のたぐいまれな能力と知恵，霊性に
驚嘆しました。そして自分自身の至らな
さがいっそうはっきりと分かりました。わ
たしは，偉大な信仰を持つこのすばらし
い人々を愛しています。手を挙げて，彼ら
を支持し，支えることを聖約する機会に感
謝しています。また，十二使徒定員会に新
たに加わったクリストファーソン長老を心
から愛し，支持します。
主がフレデリック・G・ウィリアムズを預
言者ジョセフ・スミスの顧問に召されたと
き，主は彼にこう命じられました。「忠実
でありなさい。わたしがあなたを任命し

御父の信仰
大管長会第二顧問
ディーター・F・ウークトドルフ管長

真の宗教は人を喜ばせる事柄や先祖の伝統からではなく，永遠の父なる神を喜ば
せる事柄から生じるのです。

●日曜午前の部会
2008年4月6日



た職において務めなさい。弱い者を助け，
垂れている手を上げ，弱くなったひざを強
めなさい。」1 この勧告は神の王国で奉仕
する召しを受けるすべての人に，また人生
のこの時期にあるわたしには特に当ては
まります。

神の預言者，わたしたちの大管長

トーマス・S・モンソン大管長について少
し述べたいと思います。数年前，モンソン
大管長がドイツ・ハンブルクで開かれた地
域大会へ出席した折，わたしは大管長に
同行する特権を得ました。大管長は優れ
た記憶力の持ち主で，二人でドイツのたく
さんの聖徒たちについて話しました。大
管長が多くの人のことをよく覚えているの
には驚かされました。
モンソン大管長は，ステーク会長と祝
福師を歴任した，ドイツの教会のたくまし
い開拓者の一人ミヒャエル・パニッチェ兄
弟について尋ねました。わたしは大管長
に，パニッチェ兄弟は重病で寝たきりなの
で，集会に出席することはできないことを
伝えました。
モンソン大管長は彼を見舞うことがで
きるかと尋ねました。
モンソン大管長はハンブルクに来る少
し前に足の手術を受けていました。歩く
と痛むことを知っていたわたしは，パニッ
チェ兄弟はエレベーターのないビルの5階
に住んでいると説明しました。彼に会う
には階段を上ることになります。
しかし，大管長がぜひにと言うので，わ

たしたちは出かけました。
モンソン大管長にとって，あの階段を上
るのは非常に大変なことでした。2，3段
上るごとに休まなければなりませんでし
たが，一言も不平を言わず，引き返そうと
もしませんでした。そのビルは天井が高
く，階段は果てしなく続いているかのよう
に思えました。しかし，大管長は心楽しく
辛抱して，5階のパニッチェ兄弟の部屋に
たどり着きました。
そのあと，すばらしい会話をすることが

できました。モンソン大管長はパニッチェ
兄弟の献身的な奉仕の生涯に感謝を述
べ，ほほえみで彼を励ましました。帰る

前に，大管長はすばらしい神権の祝福を
授けました。
その勇気と深い思いやりの行為を目に
したのは，パニッチェ兄弟と彼の家族と
わたしだけでした。
モンソン大管長はたくさんの長い集会
の合間に，休むこともできました。ハンブ
ルクの美しい景色を眺めたいと言うことも

できました。しかし街のすべての風景の
中で，彼が訪ねたいと思ったのは，忠実
に謙遜に主に仕え，今では弱 し々い病人
となった一人の教会員でした。それは何
と驚くべきことであっただろうと，わたし
は度々思ってきました。
モンソン大管長がハンブルクを訪れた
のは一国の民を教え，祝福するためでし
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た。大管長はそのとおり行いました。し
かし同時に，一人一人にも心を向けまし
た。大管長は世界に広がる教会の複雑さ
を理解するための大きなビジョンと，個人
に焦点を当てる憐

あわ

れみ深さを兼ね備えて
いるのです。
使徒ペテロは友人であり教師であるイ
エスについて，次のような平易な言葉で
表しました。「〔主は〕よい働きをしながら
……巡回されました。」2

神の預言者として今日
きょう

わたしたちが支
持した人についても，同じことが言えるの
です。

いにしえの聖徒の信仰

わたしは教会員には様 な々背景がある
ことに驚きを覚えます。皆さんはあらゆる
生活，文化，言語，政治状況，宗教的伝統
を受け継いでいます。
そのような多様性を見るとき，わたしは

「いにしえの聖徒の」という賛美歌のメッセ
ージについて考えます。折り返しでは，次
の言葉が繰り返されます。「その聖

きよ

き信仰
われらも従わん」3

「いにしえの聖徒の信仰」という言葉が
大好きです。
多くの教会員はこの歌詞を聞くと，心地

よい家を捨て，グレートソルトレーク盆地ま
で幌

ほろ

馬車や徒歩で旅をした勇敢な開拓者
たちを思い浮かべるでしょう。そのような
教会初期の開拓者たちの信仰と勇気をわ
たしは愛し尊敬しています。わたしの先祖
は当時海の向こうに住んでいました。わた
しの先祖はだれ一人，ノーブーやウィンター
クォーターズに住むことも，平原を横断する
こともありませんでした。しかし，教会員
としてわたしは，開拓者の遺産を自分の
ものとして感謝し，誇りに思っています。
同じように，教会の現代の開拓者の遺

産も自分のものとして喜んでいます。どの
国の開拓者にも，忍耐と信仰と犠牲の物
語があり，それらは，この神の王国の末日
の賛美歌に，栄光に満ちた新しい節を付
け加えています。
わたしの家族が「いにしえの聖徒の信
仰」という言葉について考えるときに度々
思い浮かぶのはルター派の信仰です。何

世代にもわたって，わたしたちの先祖は
その宗派に属してきました。実は，息子
が最近，我が家の家系をたどるとマルチ
ン・ルターに至ることを発見しました。
わたしたちはあらゆる宗教の誠実な
人 ，々時代や場所を問わず，たとえ完全な
福音がなくとも，神を愛してきた人々に敬
意と尊敬の念を抱いています。彼らの無
私の精神と勇気に対して，声を上げて感
謝します。彼らは天の御父の子供たちで
あり，わたしたちの兄弟姉妹なのです。
わたしたちは，「自分の良心の命じると
おりに全能の神を礼拝する」ことは基本的
な人権であると信じ，「すべての人に同じ
特権を認め……彼らがどのように，どこで，
何を礼拝しようと，わたしたちはそれを妨
げ」4 ません。

いにしえの聖徒の信仰と伝統は数多くあ
りますか？

回復されたイエス・キリスト教会が地球
全体に広がり，会員数が1,300万人を超え
るにつれて，「いにしえの聖徒の信仰」の
意味も広がっています。人によって，それ
は何百もあるキリスト教派の一つに属し

た家族の受け継ぎを指すかもしれません
し，中東やアジア，アフリカの信仰や伝統
を指すかもしれません。
わたしは生涯の大半を，末日聖徒がと
ても少ない地域で過ごしてきました。そ
の間に分かったのは，回復された福音を
知ると人々はしばしば感動し，教会に入
りたいとさえ思う人がたくさんいることで
す。しかし，彼らは先祖を失望させたくな
いと考え，いにしえの先祖の信仰に忠誠
を尽くすべきだと感じるのです。
わたしがまだ若かったころ，ある日曜
日に，集会所に見慣れない家族がいるの
に気づきました。若い母親と二人の娘で
す。程なくして，3人はバプテスマを受け，
教会員になりました。
わたしは彼らの改宗談をよく知っていま
す。上の娘の名前はハリエットといって，
後にわたしの妻になったからです。
ハリエットの母親のカーメンは夫を亡く
したばかりでした。そして，自分について
思い巡らしていたときに，末日聖徒イエ
ス・キリスト教会に関心を持ったのです。
教義を学んだ後，カーメンと娘たちは教
会が真実であると分かり，バプテスマの
計画を立てました。
しかし，カーメンがこの決意を母親に
話すと，母親は驚いてこう言いました。
「どうしてそんな，先祖の信仰を裏切るよ
うなことをするの。」
反対したのはカーメンの母親だけでは
ありません。意志の強い彼女の姉リサも
その話を聞くと同じように心配しました。
心配という言葉は柔らかすぎるでしょう。
姉のリサはひどく怒ったのです。
リサは若い宣教師たちを見つけて，彼
らの間違いを指摘してやると言いました。
教会に乗り込み，宣教師を見つけ，そして
ご想像のとおり，彼女もバプテスマを受け
ました。
何年も過ぎた後，カーメンの母親もイエ
ス・キリストの福音が地上に回復されたと
いう証

あかし

を得ました。ある日，彼女は娘や
孫たちに「わたしもみんなと同じ天国へ行
きたい」と言いました。70代半ばだった彼
女も，バプテスマの水に入り，教会員にな
りました。



最上段──土曜午前の部会で教会の第16代大管
長として支持されたトーマス・S・モンソン大管
長。
上──その後の部会の閉会後，手を振って別れ
のあいさつをする大管長。
右──十二使徒定員会のジョセフ・B・ワースリ
ン長老にほほえみかけるモンソン大管長。
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御父の信仰

では，先祖の信仰とは何でしょうか。そ
れは両親や祖父母，曾祖父母

そ う そ ふ ぼ

が信じた宗
教のことでしょうか。
では，はるか昔の先祖の信仰について
はどうでしょうか。アブラハム，イサク，ヤコ
ブについてはどうでしょうか。彼らはわた
したちの先祖ではないでしょうか。わたし
たちはイスラエルの家に属するのではな
いでしょうか。ノアやエノク，最初の両親
アダムとエバについてはどうでしょうか。
救い主と主に従った弟子たちについて
はどうでしょうか。
天の御父の信仰は時の初めから，まさ

に創世の前から不変です。黙示者ヨハネ
は天で起きた大きな戦いについて述べて
います。5 争点となったのは，今日

こんにち

と同様，
選択の自由でした。この地上に生を受け
た人は皆，サタンと戦い，御父と御子を支
持した人々です。ですから，わたしたちは，
わたしたちの天の父なる神に忠誠を尽く
す義務があるのではないでしょうか。
イエス・キリスト教会の会員として，「わた
したちは，永遠の父なる神と，その御子イ
エス・キリストと，聖霊とを信じ」6 ています。
また，「キリストの贖罪

しょくざい

により，全人類は福
音の律法と儀式に従うことによって救われ
得ると信じ」7 ています。わたしたちは偉
大な幸福の計画，贖

あがな

いの計画，救いの計
画を信じています。この計画により神の子

供たちは死すべき状態を経験し，御父の
みもとに帰るのです。これは創世の前から
用意されている，憐れみ深い計画です。
これこそ御父の計画であり信仰なの
です。
わたしはイエス・キリストの回復された

福音の教義こそが，天の御父の信仰であ
ると証します。それは，父祖アダムの時代
から現代に至るまで，主の僕

しもべ

である預言
者たちに啓示された主の真理です。御父
と御子は，決して再び取り去られることの
ない御父の信仰をこの地上に回復するた
めに，ジョセフ・スミスに御姿

みすがた

を現されまし
た。神は，生い立ち，文化，伝統の違い
にかかわりなく，すべての子供たちがそれ
を受けるよう望んでおられます。真の宗
教は人を喜ばせる事柄や先祖の伝統から
ではなく，永遠の父なる神を喜ばせる事
柄から生じるべきものなのです。
絶えざる啓示は，この宗教の根本的な
特色です。ジョセフ・スミスの最初の祈り
はこの原則を力強く証しています。啓示
とは，天の御父の御心と信仰に常に忠実
であるよう導くために絶えず働く羅針盤
です。
天の御父はその子供たちを愛しておら
れます。すべての国民，国語の民，民族の
謙遜な心からの祈りを聞いておられます。
御父を求め，敬い，戒めを進んで守る
人々に光を与えてくださいます。御父の信

仰が今日も地上にあることをわたしたち
は喜びをもって宣言します。
この美しい地球に住むすべての人にお
勧めします。御父の教義を味わい，それ
が甘いもの，良いもの，貴重なものでない
か確かめてください。誠実な心を持つ
人々に教義を学び，それが真実でないか
天の御父に尋ねていただきたいのです。
そうすることにより，すべての人は御父の
真実の信仰を見いだし，受け入れ，従うこ
とができ，その信仰により彼らは癒

いや

される
でしょう。8

それが世界の人々へのわたしたちのメ
ッセージです。
父なる神と御子イエス・キリスト，聖霊が
実在すること，また，ジョセフ・スミスから
今日のトーマス・S・モンソンに至るまで，
鍵
かぎ

を持つ生ける預言者が途切れることな
く続いていることを厳粛に証します。イエ
ス・キリストの御名

み な

により，アーメン。

注

1．教義と聖約81：5

2．使徒10：38

3．『賛美歌』42番

4．信仰箇条1：11

5．黙示12：7－9参照

6．信仰箇条1：1

7．信仰箇条1：3

8．マタイ9：22参照
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15年前，支持されたばかりの新しい七十人として，初めてタバ
ナクルの壇上に立ちました。当

時48歳で，髪もまだ濃くこげ茶色でした。
わたしは自分の力不足を痛感しているつ
もりでした。5分間の話の後，シャツは汗
でびっしょりでした。すべてが大変な経験
でした。しかし，今と比べれば，まだ気楽
なものだったと思います。
ディーター・F・ウークトドルフ管長とデ

ビッド・A・ベドナー長老が十二使徒定員
会の会員として初めて支持されたとき，そ
れが神からの召しであるという証

あかし

を部会
の中で得ました。またそのとき，この召し
の並外れた神聖さと主イエス・キリストの
使徒として奉仕することの意味を理解しま
した。それは御霊

みたま

から霊に，言葉によら
ずに伝えられたため，そのときの理解を
言葉で表すことはできません。そのことを
思うと，かつてないほど低くへりくだった

気持ちにさせられます。これまでと同様
に御父の支えを受け，自分の能力をはる
かに超えるこの責任にふさわしくなれるよ
う，また周りの人に目を向け，皆さんに仕
えることに専心できるよう天の御父に嘆願
します。わたしは御父を信頼しています。
御父の恵みは十分です。ですから，わた
しはためらうことなく，持てるすべてと自
分自身を神と愛する御子にささげる決意
です。また，大管長会と十二使徒定員会
の兄弟たちに，わたし自身，わたしの忠誠
心と奉仕と愛をささげます。
13歳のときに愛する祖父から受けた祝
福師の祝福にはこうあります。「あなたは，
善良で義にかなった両親が交わした新し
くかつ永遠の聖約の下に生まれるため
に，最後の栄えある神権時代に〔天の御
父によって〕送られたのです。」これが人生
のあらゆる祝福の土台となっていることに
心の底から感謝します。両親に敬意を表
し，これまでたくさんの恩を受けてきたこ
とを，両親と祖父母，先祖に愛をもって伝
えます。七十人に召されてすぐ，わたしが
生まれるずっと前に亡くなった先祖の墓の
前に立つ機会がありました。回復された
イエス・キリストの福音を受け入れたため
に，この先祖や家族が払った犠牲につい
て深く考えると，あふれるばかりの感謝
の念に満たされ，彼らの犠牲や，彼らの後
で同じように神と福音の聖約に忠実だっ
た先祖の犠牲を忘れまいと固く決意しま
した。
また，今日

きょう

この場に集っているわたし
の兄弟とその伴侶

はんりょ

も，わたしにとって祝福
です。妻とわたしは4人の息子と1人の娘

がいますが，皆すばらしい伴侶と結ばれ，
末の息子も間もなくすばらしい女性と結
婚する予定です。わたしたちは子供や孫
たちを愛し，救い主と主の福音に忠実で
あることを感謝しています。彼らの忠実さ
は，わたしたちの人生を大いに祝福してい
ます。最も大いなる祝福である妻のキャ
シーは，すばらしい主婦であり，わたしの
人生の光です。堅実で賢い伴侶であり，霊
的洞察に優れ，すばらしいユーモアを持ち，
善意と慈愛に満ちています。言葉では表
せないほど愛しています。また，これから
の歳月の中で，これまで以上にしっかりと
愛を示すことができればと思います。
若いころ，卓越した二人の伝道部会長，
ロナルド・V・ストーン会長とリチャード・
G・スコット会長，またそれぞれの伴侶で
あるパトリシア姉妹とジーニー姉妹のもと
で専任宣教師としてアルゼンチンで奉仕
できたことは祝福でした。伝道後も続い
た彼らの影響力を神に感謝しています。
法科大学院を卒業後，わたしとキャシー，
そして子供たちは，メリーランド州，テネシ
ー州，バージニア州，ノースカロライナ州，
そして現在はユタ州へと移り住みました。
メキシコで特別な3年間を過ごしたことも
あります。そのすべての場所において，わ
たしたちは教会の内外を問わず，すばら
しい友人たちに恵まれてきました。彼ら
は，わたしたち夫婦と子供たちに愛を示
し，教え，親交を深めてくれ，その友情は
今も続いています。彼らすべてに，この場
を借りて感謝を伝えます。
七十人の兄弟たちと管理ビショップリッ
クへの愛と感謝は計り知れません。引き
続き奉仕することで，彼らと近くあれるこ
とをうれしく思います。ともに働く機会は
度 あ々ることでしょう。主の末日の業にお
ける歴史の中で，教会に七十人を置くと定
めた現代の啓示は，最も深遠で，最も見
過ごしにされがちな奇跡の一つです。七
十人は，現在と将来における業の成功の
鍵
かぎ

であり，この定員会の一員として奉仕で
きたことを心から誇りに思います。皆さん
のうえに神の祝福がありますように。
わたしは，神の御子であるイエス・キリ

ストと，その無限の贖
あがな

いの犠牲による力に

再び生まれる
十二使徒定員会
D・トッド・クリストファーソン長老

霊的に再び生まれることは，イエス・キリストを信じる信仰を持つことから始まり，
わたしたちはキリストの恵みによって変わります。



ついて証したいと願っています。証をす
るに当たり，テネシーに住んでいたころの
経験を紹介します。ある晩，一人の男性
から自宅に電話がかかってきました。面
識のないこの男性は，自分はある宗派の
牧師を最近退任したばかりだと言いまし
た。そして，次の日曜日にわたしと会いた
いと言うのです。面会すると，「あなたの
魂の救いに関心があればこそ，こうして出
かけて来ました」と率直に告げられました。
彼は書類かばんから新約聖書の聖句を集
めた長いリストを取り出しました。そして，
「一緒にこの聖句を勉強して，あなたの救
いのお手伝いができればと考えています」
と言うのです。わたしはその率直さに多
少驚きましたが，彼の誠実さがよく伝わり，
心から関心を寄せてくれていることに感
動しました。
わたしたちは1時間以上話し合いまし
た。彼も心を開いて，わたしが自分の信
仰について説明するのを聞き，また彼に
とってはなじみのないモルモン書に書か
れている教えを幾つか一緒に読みました。
そして，互いの信仰には共通点が多々あ
ること，また相違点も若干あることが分か
りました。わたしたちは友情を感じ，彼
が我が家を去る前には，一緒に祈りをささ
げました。今も心に残っているのは，「再
び生まれる」ということについて話し合っ
たことです。わたしがこれから証するの
は，イエス・キリストにより霊的に再び生ま
れるということです。
神の王国に入るためには新しく生まれ
なければならない，すなわち，水と霊とか
ら生まれなければならない，と言われた
のは主御自身でした（ヨハネ3：3－5参照）。
肉体的にも霊的にもバプテスマを受けな
ければならないと言われた主の教えから，
この再び生まれるという変化，つまり生ま
れながらの人から聖徒に変わるためには，
わたしたち自身の行いと，神聖な力が間
に入ることの両方が必要であると知るこ
とができます（モーサヤ3：19参照）。パウ
ロは新しく生まれることを次のような簡潔
な聖句で表現しています。「だれでもキリ
ストにあるならば，その人は新しく造られ
た者である。」（2コリント5：17。ローマ6：

3－6も参照）
モルモン書の中から二つの例を考えて
みましょう。キリスト降誕の約1世紀前に，
ベニヤミン王は救い主の降臨と贖罪

しょくざい

につ
いて民に教えました。主の御霊が民に大
きな変化を生じさせたために，民は「悪
を行う性癖をもう二度と持つことなく，絶
えず善を行う望みを持つように」なりまし
た（モーサヤ5：2）。民は，キリストを信じ
る信仰により次のように言いました。「わ
たしたちは，残りの全生涯，神の御心

みこころ

を
行い，……神の戒めに従うという聖約を交
わします。」（モーサヤ5：5，強調付加）そ
れに対して王はこうこたえます。「あなた
がたが交わした聖約のために，あなたが
たはキリストの子と呼ばれ，キリストの息
子および娘と呼ばれる。見よ，それは，
今日
こんにち

キリストが霊的にあなたがたを子とし
てもうけられたからである。あなたがた
は，キリストの御名

み な

を信じて心が改まった
と言う。」（モーサヤ5：7。教義と聖約76：
24も参照）
アルマの話からも多くを学ぶことがで
きます。アルマは仲間とキリストの教会を
滅ぼそうと画策していたとき，一人の天使
から叱責

しっせき

されます。その後の3日3晩にわ

たる状態をアルマは次のよう
に描写しています。「永遠の
苦痛に責めさいなまれた。…
…まことに，わたしは自分の
あらゆる罪と不義を思い出
し，そのために地獄の苦しみ
を味わった。」（アルマ36：
12－13）こうして，アルマが言
うように「死ぬほどの悔い改
めをした」ところ（モーサヤ
27：28），イエス・キリストとそ
の贖罪に関する麗しい教えを
思い出し，アルマはこう嘆願
します。「おお，神の御子イエ
スよ，苦汁の中におり，永遠
の死の鎖に縛られているわた
しを憐

あわ

れんでください。」（ア
ルマ36：18）
赦
ゆる

しがもたらされ，アルマ
は立ち上がり，人前でこう告
白します。「わたしは自分の

罪を悔い改め，主に贖われました。
まことに，わたしは御霊によって生まれ
ました。主はわたしに言われました。『全
人類，すなわち男女を問わず，すべての国
民，部族，国語の民，民族が再び生まれ
なければならないことを不思議に思って
はならない。まことに，人は神から生まれ，
肉欲にふける堕落した状態から義の状態
に変わって，神に贖われ，神の息子や娘
にならなければならない。
このようにして，彼らは新たな者とな
る。』」（モーサヤ27：24－26）
この二つの事例やほかの聖句について
考えると，霊的に再び生まれることは，イ
エス・キリストを信じる信仰を持つことか
ら始まり，わたしたちはキリストの恵みに
よって変わることがはっきりと分かります。
さらに明確に言うなら，それは贖いの主
であるキリスト，すなわち罪を清め，聖な
る者とする力をお持ちの贖い主を信じる
信仰なのです（モーサヤ4：2－3参照）。
この真の信仰が心に根付き始めるとき，
人は必然的に悔い改めへと導かれます。
アミュレクは，救い主の犠牲は「その御名
を信じるすべての人に救いをもたら〔す〕。
この最後の犠牲の目的は，憐れみの心を
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成し遂げることであり，この憐れみは正義
に打ち勝ち，また人々が悔い改めを生じ
る信仰を持てるようにするその道を設け
る」と教えました（アルマ34：15，強調付加）。
しかしながら，悔い改めを完全なもの
とするためには，従順になることを聖約す
る必要があります。ベニヤミンの民が言う
「神の御心を行い，……神の戒めに従う」
という聖約です（モーサヤ5：5）。その聖
約を交わす証拠として，水によるバプテ
スマを受けます（モーサヤ18：10参照）。
これは時に，聖文の中で「悔い改めのバ
プテスマ」あるいは「悔い改めに至るバプ
テスマ」と呼ばれているもので，わたした
ちの悔い改めの最終段階，および最高地
点に当たるものです（例として，使徒19：
4；アルマ7：14；9：27；教義と聖約107：20
参照）。
その後，主は約束のように「火と聖霊に

よる」バプテスマをわたしたちに施してく
ださいます（3ニーファイ9：20）。ニーファイ
はそれを次のように表現しています。「あ
なたがたが入らなければならない門と
は，悔い改めと，水によるバプテスマであ
る。そうすれば，火と聖霊によって罪の赦
しが与えられる。」（2ニーファイ31：17）1 こ
のように，「人を救う力を備えておられる

この御方の功徳に」頼るなら（2ニーファイ
31：19），わたしたちは「内なる人において
生かされた者」となり（モーセ6：65），まだ
十分に再び生まれていないのであれば，
霊的再生の道に確実に戻るのです。
主は注意するようわたしたちに警告して
おられます。「人が恵みから落ち〔る〕こと
もあり得る」からです（教義と聖約20：32）。
聖
きよ

められた人であっても同じです（32－34
節参照）。ニーファイが勧告したように，
「あなたがたはこれからもキリストを確固
として信じ，完全な希望の輝きを持ち，神
とすべての人を愛して力強く進まなけれ
ばならない。そして，キリストの言葉をよく
味わいながら力強く進み，最後まで堪え
忍ぶならば，見よ，御父は『あなたがたは
永遠の命を受ける』と言われる。」（2ニーフ
ァイ31：20）
皆さんは，こう尋ねるかもしれません。

「なぜその大きな変化はもっと早くわたし
に起きないのでしょうか。」ベニヤミン王
の民やアルマ，聖文に登場するほかの
人々の目覚ましい例もありますが，それは
驚くべきことであり，すべてがそうではあ
りません。2 多くの人にとって，その変化は
少しずつ時間をかけて起こります。再び
生まれるとは，肉体的な誕生とは異なり，

一つの出来事ではなく一連の過程です。
その過程を踏むことが，現世における最
も大切な目的なのです。
また同時に，いいかげんな努力を正当
化しないようにしましょう。悪を行おうと
いう性癖をいささかでも持つことのないよ
うにしましょう。毎週，聖餐

せいさん

を頂くにふさ
わしい者となり，心の中に汚れた部分が
少しでもあるなら根絶できるよう引き続き
聖霊に頼りましょう。霊的に再び生まれる
という道を歩み続けるときに，イエス・キリ
ストの贖いの恵みが皆さんの罪と罪の汚
れを取り去り，誘惑はその力を失うことを
証します。そしてキリストにより，皆さんは
キリストや御父が聖なる御方であられるよ
うに，聖くなることができると証します。
わたしはイエス・キリストが生きておら
れ，復活された神の御子であることを知
っています。
「また，〔わたしは〕知っている。すなわ
ち，わたしたちの主であり救い主である
イエス・キリストの恵みによる義認は，正
しく，かつ真実である。
〔わたしは〕また知っている。すなわち，
わたしたちの主であり救い主であるイエ
ス・キリストの恵みによる聖めは，神を愛
し，勢力と思いと力を尽くして神に仕える
すべての人にとって，正しく，かつ真実で
ある。」（教義と聖約20：30－31。モロナイ
10：32－33も参照）
わたしは人生を通じて，これからもキリ
ストとキリストの良い知らせを全世界に宣
言できることをうれしく思います。神が実
在し，わたしたちを愛しておられることを
証します。イエスは天の御父にすべての
栄光を帰されました。ジョセフ・スミスを
愛しています。またジョセフ・スミスが預言
者であったことを証します。ジョセフは主
と親しく交わり，モルモン書を翻訳，出版
し，殉教の血によって自身の証を結び固
めました。ジョセフ・スミスは，聖なる贖い
主であるイエスの真の特質を伝える卓越
した啓示者となりました。ジョセフ・スミス
ほどイエスに対する偉大な証人，友として
イエスに献身した人はいません。トーマ
ス・S・モンソン大管長がこの時代の預言
者であり，イエス・キリストの教会の大管長



であることを証します。大管長会に託さ
れた神聖な務めにおいて，大管長と二人
の顧問に忠誠を誓います。神の祝福がわ
たしたちすべての者のうえにありますよう
に。イエス・キリストの御名により，アーメン。

注

1．神は時の初めからアダムにこのことを教

えられた。神はアダムにこう言われた。

「あなたがたは水と血と，わたしが造っ

た霊とによってこの世に生まれ，ちりか

ら生けるものとなったので，まことにあ

なたがたは，水と御霊によって再び天の

王国に生まれ，血によって，すなわちわ

たしの独り子の血によって清くされなけ

ればならない。それは，あなたがたがす

べての罪から聖められ〔る〕ためである。

それは，あなたがたが水によって戒めを

守り，御霊によって義とされ，血によって

聖められるからである。」（モーセ6：

59－60）言い換えれば，水による悔い

改めのバプテスマは，御霊によるバプテ

スマにつながるのである。御霊はキリス

トの血によって象徴されるキリストの贖

いの恵みをもたらし，わたしたちの罪を

義とし（または，赦し），わたしたちを罪

の影響から聖め（つまり清め），神の御前
み ま え

に汚れのない，聖い者とするのである。

聖文には次のように記録されている。

「アダムは主に叫び求めました。すると，

彼は主の御霊に連れ去られ，水の中に運

ばれ，水に沈められ，そして水から連れ

出されました。このようにして，彼はバ

プテスマを受け，神の御霊が彼に降
くだ

られ

ました。このようにして，彼は御霊によ

って生まれ，内なる人において生かされ

た者となったのです。そして，彼は天か

らの声が告げられるのを聞きました。

『あなたは火と聖霊によってバプテスマ

を受けた。……見よ，あなたはわたしに

あって一つであり，神の子である。この

ようにして，すべての者はわたしの子と

なることができるのである。』」（モーセ

6：64－66，68）

2．エズラ・タフト・ベンソン「大いなる改心」

『聖徒の道』1990年3月号，7参照

子供のころ，近所に乳牛を飼って
いる人がいました。そのうちの
1頭が生まれたばかりの子牛を

残して死んだとき，わたしはその子牛をも
らいました。わたしは子牛の世話をして
えさをやって育てました。父がその牛を
売りに家畜取引所に連れて行った日は複
雑な気持ちでした。その牛に愛着を感じ
るようになっていたと同時に，自分が働い
た報酬を得ることも楽しみだったのです。
牛の代金は銀貨で欲しいと伝えました。
その晩，帰宅した父がわたしの手に20枚
の銀貨を渡してくれたことを思い出しま
す。お金を得ることは難しく，そのときの
わたしは世界中のお金を手にしたような
気分でした。硬貨を数えては見とれ，1枚
1枚を丁寧に磨きました。日曜日になり，
わたしは什分の一を納めるために，ピカ
ピカの硬貨を2枚しぶしぶポケットに入れ
ました。大切な銀貨をビショップに渡す

のはつらかったのですが，それと同じくら
い，主に従って什分の一を納めた心地よ
さは今でも忘れません。
教会からの帰り道，母はわたしをとても
誇らしく思うと言ってくれました。そしてこ
う言いました。「おじいちゃんはね，母さ
んたち子供にいつも言っていたの。『什分
の一を正直に，そして忠実に納めるなら，
主は祝福してくださって，什分の一は自分
にできる最高の投資になるよ』って。」
祖父は「創世の前に天において定めら
れた不変の律法があり，すべての祝福は
これに基づいている。すなわち，神から
祝福を受けるときは，それが基づく律法に
従うことによる」1ことを理解していました。
什分の一は神の戒めです。この律法に従
うとき，神はわたしたちを祝福するという
義務を負われます。7歳の子供だったわ
たしにも理解できることでした。トーマ
ス・S・モンソン大管長は神の律法につい
てこう語りました。「律法を守らなければ，
永久に続く結果に苦しみ，律法に従えば，
永遠の喜びを刈り取ります。」2

イスラエルが神のものを盗んだと叱責
しっせき

されたとき，「人は神の物を盗むことをす
るだろうか」と尋ねたことを皆さんは覚え
ているでしょう。その答えはこうでした。
「十分の一と，ささげ物をもってである。」
そこでイスラエルの民は，什分の一の律法
に従うなら，神の祝福が受けられるように
なるという約束を受けました。主はおっ
しゃいました。「十分の一全部をわたしの
倉に携えてきなさい。これをもってわたし
を試み，わたしが天の窓を開いて，あふ
るる恵みを，あなたがたに注ぐか否かを

最高の投資
七十人
シェルドン・F・チャイルド長老

いつも正直に什分
じゅうぶん

の一を払うなら，主は祝福してくださいます。それは人にでき
る最高の投資です。
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見なさいと，万軍の主は言われる。」3

主はイスラエルに，主を試み，試し，主
を信じる信仰を持つことをお求めになり
ました。イスラエルへの約束を果たせるよ
うになさるためです。その同じ戒め，同じ
約束は今日

こんにち

も有効です。わたしたちが什
分の一の律法を守るとき，主は必ず約束
を果たされます。すなわち，主の知恵と
時間に応じて，物質的な祝福と霊的な祝
福の両方が，わたしたちにもたらされるの
です。
妻のジョアンとわたしはこれまで，世界
の様々な場所において，最低限の生活物
資を日々主に頼っている人たちと暮らす
特権にあずかってきました。信じて疑わ
ずに什分の一を納める人は，天の窓が開
かれていることを証

あかし

しています。一人の忠
実なフィリピン人の父親を思い出します。

彼はわずかな什分の一をビショップに納
めたある日曜日のことを話してくれまし
た。子供たちを教会から連れて帰りなが
ら，食べ物が何もないことは十分すぎる
ほど分かっていました。すると歩いている
途中で，パンノキから大きな実が目の前
に落ちて来たのです。彼はとっさに目を上
げると，天の窓を開き子供たちに食べさ
せるパンノキの実を与えてくださった神に
感謝しました。
わたしたちは経済的に難しい時代に生
きています。しかし，過去数年間を振り返
ると，その変動は繰り返されていることが
分かります。比較的豊かな時代や財政の
不安定な時代は過去にあり，これからも
続いて起こります。しかしどのような状況
にあっても，もしわたしたちが最初に主に
対する債務を果たし，知恵を使い，正しく

判断するなら，主は，わたしたちが主から
頂いた資源を管理するのを助けてくださ
います。
ヒーバー・J・グラント大管長は言いまし
た。「皆さんに伝えたいのは，もしも皆さ
んが主に対して正直であり，什分の一を
納め，戒めを守るなら，主は聖なる御霊

みたま

の光と霊感を注いでくださるだけでなく，
財政面においても祝福してくださるという
ことです。皆さんは負債を支払うことがで
き，この世に関する祝福をも豊かに受ける
でしょう。」4

1936年，合衆国では大恐慌のただ中で，
人々は十分な収入を得ることができませ
んでした。そのような中，ジョン・A・ウイッ
ツォー長老は聖徒に向け，霊的な祝福を
得るために什分の一を納めるよう勧告を
与えています。ウイッツォー長老はこう言い



ました。「什分の一の律法に従うならば，
……ほかの方法では得ることのできない
……深い喜びがもたらされる。……真理
の原則はいっそう明らかになり， ……祈
りはたやすくなる。霊的な感覚が研ぎ澄
まされ，……人は天の御父に似た者となる
のである。」5

西アフリカに住む一人の母親が什分の
一に対する証を語ってくれました。彼女
は市場で商売をしていました。毎日帰宅
すると什分の一を数え，特別な場所に保
管します。そして日曜日になると，必ずビ
ショップに持って行きます。商売は繁盛し，
家族は健康と力と十分な食べ物に祝福さ
れていることを彼女は話してくれました。
そして目に涙をためながらこう言いまし
た。「でも，一番の祝福は，子供たちが主
を愛していることと，わたしたちが永遠の
家族だということです。」
この謙虚な母親は，完全に什分の一を
納める者への最大の祝福の一つが，主の
宮に参入して神聖な儀式を受ける特権で
あり，それにより家族が永遠に一緒に暮ら
せることを理解していたのです。わたした
ちが忠実に什分の一を納めるとき，主は
確かに「天の窓を開いて，あふるる恵みを，
わたしたちに注」いでくださいます。皆さ
んの一人一人，特にわたしの子供や孫た
ちに知ってほしいのは，わたしが祖父と
同じように，いつも正直に什分の一を払う
なら，主が祝福してくださることを知って
いるということです。これは人にできる最
高の投資となります。イエス・キリストの
御名
み な

によって証します。アーメン。

注

1．教義と聖約130：20

2．Pathways to Perfection :Discourses

of Thomas S. Monson（1973年），

126

3．マラキ3：8，10

4．Conference Report, 1898年4月，

16

5．“Tithing Testimonies of Our

Leaders,”Deseret News, 1936年

5月16日付，Church Section，5 

モルモン書の中で，ニーファイは喜
びについて頻繁に述べています。
ニーファイは「主に関すること」，

聖文，そしてわたしたちの天の御父の「偉
大な永遠の計画」に喜びを感じています
（2ニーファイ4：15－16，11：2－8参照）。
とりわけ，苦難の中で自らの喜ぶべき理由
をよく思い起こすことにより，霊を鼓舞し，
永遠の祝福に思いを向けています。
わたしたちも主に関することを喜ぶべき
です。そうすれば，心が「高められ」，「喜
ぶ」べき理由が与えられるからです（2ニ
ーファイ11：8）。ではわたしが喜んでいる
ことの中から少しだけお話ししましょう。
わたしは救い主イエス・キリストに喜び
を感じます。ニーファイのように，「わたし
はイエスを誇りと」しています（2ニーファイ

33：6）。主の地上における働きと，救い
主としての役割を誇りとしています。光と
希望を備え，進むべき道の途中でわたし
たちをさらに導き，慰めるために，主は聖
霊を与えてくださいました。わたしたちは
主を通してでなければ，御父のみもとに帰
ることはできません。「キリストの御名

み な

の
ほか，またその御名を通じてでなければ，
……人の子らに救いをもたらすことはでき
ない」のです（モーサヤ3：17）。
わたしは使徒や預言者という基礎の上
に築かれたイエス・キリストの回復された
福音に喜びを感じています。わたしは恵
まれて，彼らとともに仕える機会を得てき
ました。トーマス・Ｓ・モンソン大管長が
今日
こんにち

地上における主の預言者であると証
あかし

します。大管長が一人一人に優しい愛の
手を差し伸べる，真にキリストのように仕
える者であることに，わたしは喜びを感じ
ています。
わたしは神権の鍵

かぎ

と世界中にある神殿
に喜びを感じています。神殿のおかげで，
永遠の儀式と聖約が一人一人にもたらさ
れています。父が聖なる儀式を通して子
供たちの神殿結婚を執り行ってくれた日
が，最近のわたしにとって最高のときとな
っています。
大勢の青少年が死者のためのバプテス
マを受けに神殿に来るのを見るときに，
わたしは青少年の強さに喜びを感じます。
彼らが神殿に行くための標準によく従い，
忠実な宣教師や義にかなった父母になる

わたしは主に関することに
喜びを感じる
前中央若い女性会長
スーザン・Ｗ・タナー

主に関することを喜ぶなら，心が「高められ」，「喜ぶ」べき理由が与えられます。
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備えをしていることがうれしくてたまりま
せん。
わたしは，自分が天の御父の娘として

御父から愛されていることに喜びを感じ
ています。幼いころ，わたしは母の傍らで
自分が神の娘であることを教わりました。
先日，3歳の孫娘エライザが，母親から自
分が何者であるかを教わっていました。
その日，ベッドに入ったエライザは，あるこ
とで落ち着きがありませんでした。でも母
親がエライザの大好きな特別な夜の出来
事，エライザが特別な霊で，貴い使命を持
っていると天の御父が母親にはっきりとさ
さやいてくださった特別な夜の出来事を
もう一度話してあげるとようやく安心しま
した。
わたしは養い育てる者としての役割に
大いに喜びを感じています。それは，女
性としての自分を最も深く表現する機会
です。女性，若い女性，そして少女でさえ，
養い育てることに本能的な興味と能力を
持っている様子を見ては，いつも感心して
います。それは単に母親の主要な責任と
いうだけでなく，女性の「前世，現世およ
び永遠の状態と目的」の一部を形成して
いるのです（「家族──世界への宣言」『リ

アホナ』2004年10月号，49）。養い育てる
とは，教え，発達と成長を促し，食物や栄
養を与えることです。このような祝福され
た役割を与えられて，喜びの声を上げな
い人がいるでしょうか。
聖文では，「薫陶」という語は2回しか使

われていません。そしてどちらの場合も，
「主の薫陶と訓戒」という，子供を育てる両
親の責任について述べられています（エ
ペソ6：4；エノス1：1。訳注──「養い育
てる」に相当する英語“nurture”は，「薫
陶」とも訳される）。
ヒンクレー大管長は男性も女性も養い
育てる者となるよう勧告しました。「すべて
の父親が子供を最も貴い財産とし，……
またすべての母親が子供たちを……永遠
なる天の御父から送られた贈り物のように
扱い，愛をもって，主の訓戒と知恵のうち
に育てるならば，わたしたちの住む……
社会は……どれほど麗しいものとなること
でしょう。」（ゴードン・B・ヒンクレー「わた
したちの幼い子供たち」『リアホナ』2007
年12月号，7）
わたしは家族に喜びを感じています。
うれしいことに最近孫が生まれました。
愛と義をもって子供たちを育てるという厳

粛な責任を理解している家族のもとに彼
女は生まれました。兄や姉は小さな妹が
この世に来たことについて自然に興味を
持ちました。この聖なる事柄について幼
い兄や姉が学ぶべき最初のレッスンは，
愛情深い両親により，家族という聖なる環
境で，この死すべき世への新たな命の誕
生からもたらされる神聖な雰囲気の中で，
天の御父の偉大な永遠の計画を背景に教
えられたのです。対照的に，次の日孫娘
は幼稚園から戻って来るなり，その日幼稚
園で「性的虐待という難しい言葉」を習っ
たと言いました。前の晩にとても美しく語
られた事柄の消極的な側面を，安全のた
めに，まだこんなに幼い子供たちに伝え
なければならないことをわたしは心配し
ました。イエス・キリストの教えを土台とし
た家族の養いに，これまで以上に喜びを
感じました。
主は「婦人たちの貞節」を喜ばれると，

ヤコブは教えています（モルモン書ヤコブ
2：28）。わたしは，すべての女性と男性の
貞節と純潔に喜びを感じます。主は，こ
の邪悪な世のあらゆる所で徳が踏みにじ
られ，慎み深さがあざけられるのを見て，
きっと悲しまれていることでしょう。わた
しの孫たちが学んでいたとおり，主は御
自分の子供たちに，親密で愛ある関係に
基づく大きな喜びを与えてくださいまし
た。わたしは家族に関する世界への宣言
が明確であることに喜びを感じます。そ
こにはこのように警告されています。「貞
節の律法を犯す人々，伴侶

はんりょ

や子供を虐待
する人 ，々家族の責任を果たさない人々は，
いつの日か，神の御前

みまえ

に立って報告する
ことになります。」
わたしは，聖文の中で，信仰によってこ
の世の旅路を歩んだ人々の模範に喜びを
感じます。モリヤの山に向かうアブラハム
とイサクの話を読む度に，旅の終わりには
天使がいて，やぶの中には雄羊がいるこ
とを知らないアブラハムを思って，涙があ
ふれます。わたしたちは皆この世の旅の
途中にいます。そして自分たちの物語の
結末を知りません。しかしアブラハムが
そうだったように，わたしたちは奇跡によ
って祝福されています。



わたしは主の「憐
あわ

れみと奇跡」に喜びを
感じています（“Bless Our Fast, We Pray”
Hymns，138番参照）。主の深い憐れみと
小さな，また大きな奇跡が現実のもので
あることを知っています。それらは主の方
法と時刻表に従って与えられます。わた
したちが限界に達したときにしか与えら
れないこともあります。イエスの弟子たち
はガリラヤの海で逆風の中，イエスが助
けに来られるまで，一晩中船をこがなけ
ればなりませんでした。イエスは夜明け
近くの4時まで来られませんでした。それ
でも，主は確かにいらっしゃいました（マ
ルコ6：45－51参照）。時には夜明けの4
時まで待つ必要があるとしても，奇跡は必
ず起きると，わたしは証します。
わたしは今，身体的に病み，情緒的に
疲れ，霊的に道に迷った，愛する人々の
ために，信仰を込めて祈り，小さな奇跡を
待っています。わたしは主が御自身の子
供たち一人一人に抱いておられる愛に，
そして地上において一人一人独自の経験
をさせてくださる主の知恵に喜びを感じ
ています。
最後になりますが，夫の永遠の愛と変
わらない助けに，そして中央若い女性会
長としての任期を通じて，子供たちと両親
が祈り，支えてくれたことに，言葉で言い
表せないほどの喜びを感じています。
「わたしの心は主に関することに喜びを
感じ〔ます。〕」（2ニーファイ4：16）主の律法，
主の生涯，主の愛に喜びを感じています。
主に喜びを感じるとは，生活の中に主の
御手
み て

があることに気づくことです。人生に
おける福音の務めは，義を行い，義を愛
し喜びとすることです。喜んで主に仕える
なら，天の御父は喜んで祝福してください
ます。「主なるわたしは，……最後まで義
をもって真理にかなってわたしに仕える
者に誉れを与えるのを喜びとする。」（教
義と聖約76：5）わたしは常に主に喜んで
いただけるようふさわしくありたいと思い
ます。「わたしは主を愛し，わたしの心は
主に喜びを感じます。」（“I Love the Lord,”
Jackman Music Corporation）イエス・キ
リストの御名により，アーメン。

ゴードン・B・ヒンクレー大管長が
亡くなって間もなく，王国の鍵
を授けられている14人の使徒

が，教会の大管長会を再組織するために
神殿の階上の部屋に集まりました。何が
行われるかははっきりしており，ためらい
はありませんでした。わたしたちは先任
使徒が教会の大管長となることを知って
いました。その神聖な集会において，トー
マス・スペンサー・モンソンが十二使徒定
員会により教会の大管長として支持され
ました。モンソン大管長は顧問を指名し
ました。二人の顧問も同様に支持され，
それぞれが聖任を受け，権能を与えられ
ました。モンソン大管長には特に，神権
のすべての権威の鍵を行使する権能が与
えられました。聖文に記されているとおり，
この地上で現在，すべての鍵を行使する
権利を持つのはモンソン大管長ただ一人
です。しかし，使徒であるわたしたちも全

員が鍵を持っています。わたしたちの間
の一人が召され，聖任され，末日聖徒イエ
ス・キリスト教会の大管長となります。モン
ソン大管長は，ずっと昔からすでに預言者，
聖見者，啓示者として支持されていたの
です。
ウークトドルフ管長が大管長会に召され
たことで，十二使徒会に空席が生まれまし
た。そのため，わたしたちは昨日，十二使
徒定員会の新たな会員としてD・トッド・ク
リストファーソン長老を支持しました。今
クリストファーソン長老がこの聖なる輪の
中の神聖な兄弟のきずなに加わったこと
で，この聖なる輪の空席は埋まりました。
使徒という召しは，主イエス・キリストにま
でさかのぼります。
わたしたちはまた多くの七十人を支持
し，彼らもその任に就いています。聖文
によると，十二使徒定員会の責任は教会
の諸事を指導することであり，助けを必要
とするときは，「ほかの人々ではなく，七十
人に要請しなければ」なりません。1 現在，
8つの七十人定員会が存在し，世界中に
は300人を超える七十人がいます。彼らは
皆，どんなことであれ十二使徒が指示する
ことを行うために必要な権能を持ってい
ます。
この管理の規範は，主御自身が定めら
れました。
「イエスは祈るために山へ行き，夜を徹
して神に祈られた。
夜が明けると，弟子たちを呼び寄せ，そ
の中から十二人を選び出し，これに使徒
という名をお与えになった。」2

アンデレはヨハネから聞いて，兄弟シ

十二使徒
十二使徒定員会会長
ボイド・K・パッカー会長

教会が主の教会となるためには，神権の鍵
かぎ

を持つ十二使徒定員会がなければなり
ません。
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モンのところに走って行って言いました。
「わたしたちはメシヤ……にいま出会っ
た。……
……そしてシモンをイエスのもとにつれ
てきた。イエスは彼に目をとめて言われた，
『あなたはヨハネの子シモンである。あなた
をケパ（訳せば，石）と呼ぶことにする。』」3

シモンとその兄弟アンデレは海に網を
打っていました。ゼベダイの息子ヤコブと
ヨハネは網を繕っていました。このほか
に，ピリポとバルトロマイ，収税吏または
取税人マタイ，トマス，アルパヨの子ヤコブ，
カナン人シモン，ヤコブの兄弟ユダ，そして
イスカリオテのユダがいました。この12人
で十二使徒定員会が構成されました。4

イエスは全員に言われました。「わたし
についてきなさい。」5

ペテロにはこう告げられました。「わた
しは，あなたに天国のかぎを授けよう。
そして，あなたが地上でつなぐことは，天
でもつながれ，あなたが地上で解くことは
天でも解かれるであろう。」6

そして十二使徒にこう言われました。
「わたしを信じる者は，またわたしのして
いるわざをするであろう。そればかりか，
もっと大きいわざをするであろう。わたし
が父のみもとに行くからである。」7

イエスは使徒たちに「すべての悪霊を
制し，病気をいやす力と権威」をお与えに
なりました。「また〔使徒たちを〕……いた
る所で……神の国を宣

の

べ伝え，かつ病気

をなおすためにつかわ〔され〕」ました。8

また，こう言われました。「この十二使
徒は，地の四隅にわたしの王国の権能を
開き，その後，すべての造られたものにわ
たしの言葉を送り出す鍵を持つ。」9

あるときイエスは弟子たちにお尋ねに
なりました。「『人々は人の子をだれと言
っているか。』……
シモン・ペテロが答えて言った，『あなた
こそ，生ける神の子キリストです。』」10

イエスが会堂で教えられたときに，多く
の弟子たちはこう言いました。「『これは，
ひどい言葉だ。だれがそんなことを聞い
ておられようか。』……
それ以来，多くの弟子たちは去っていっ
て，もはやイエスと行動を共にしなかった。
そこでイエスは十二弟子に言われた，

『あなたがたも去ろうとするのか。』
シモン・ペテロが答えた，『主よ，わたし
たちは，だれのところに行きましょう。永
遠の命の言

ことば

をもっているのはあなたで
す。』」11

十字架の刑の後，使徒たちはイエスか
らエルサレムにとどまっているように言わ
れたのを思い出しました。12 そして五旬節

ごじゅんせつ

の日，彼らは聖霊を受けるという偉大な
出来事を経験します。13 彼らは「いっそう
確実な」「預言の言葉」を授かり，14「聖霊
に感じ〔て〕，……語」りました。15 必要な
ものをすべて受けたのです。
彼らの旅については，数人がどこで，ど

のように命を落としたかということ以外は
ほとんど何も分かっていません。ヤコブは
エルサレムでヘロデによって殺され，ペテ
ロとパウロはローマで死にました。ピリポ
は東方に渡ったと言われています。これ
以外のことは分かっていません。
彼らは散り散りになりました。教え，
証
あかし

し，教会を確立しました。そして信仰の
ために死にました。その後，背教という暗
黒の時代が訪れます。
背教によって失われた最も貴重なもの
は十二使徒が持っていた権能，すなわち
神権の鍵でした。教会が主の教会となる
ためには，神権の鍵を持ち，その鍵をほ
かの人に授ける十二使徒定員会がなけれ
ばなりません。
やがて最初の示現が起こり，ペテロ，ヤ
コブ，ヨハネによってメルキゼデク神権が
回復されました。16

後に，大管長会と十二使徒定員会は次
の言葉を受けました。
「まことに，わたしはあなたがたに言う。
あなたがたが受けた神権時代の鍵は，先
祖から継承され，最後に天からあなたが
たに下されたものである。
……見よ，あなたがたの召しは何と偉
大なことか。この時代の人々の血があな
たがたの手に求められることのないよう
に，心と衣を清くしなさい。」17

最初の大管長会が組織され，平凡な普
通の人々から成る十二使徒定員会，そし
て七十人定員会が組織されたとき，回復
された末日聖徒イエス・キリスト教会はま
だ歴史の浅い教会でした。最初の十二使
徒定員会の平均年齢は28歳でした。
それ以来，神権は連綿として受け継が
れています。使徒に与えられた神権の鍵
は，常に大管長会と十二使徒定員会の会
員によって保たれてきました。
昨日，D・トッド・クリストファーソン長老

がこの神権時代で96番目の使徒となり，十
二使徒定員会で奉仕することになりまし
た。彼は使徒として聖任され，主イエス・
キリストの使徒であるほかの14人の預言
者，聖見者，啓示者たちに授けられてい
るあらゆる神権の鍵を受けます。
1976年にデンマークのコペンハーゲン

支持を受けた後，ほかの十二使徒定員会会員とともに席に着くD・トッド・クリストファーソン長老。



で地域総大会が開かれました。最後の部
会の後，スペンサー・W・キンボール大管
長はトルバルセン作のクリスタス像と十二
使徒像が立っている聖母教会を訪問した
いと言いました。大管長は以前にそこを
訪れていて，わたしたち全員にも見せた
いと望んだのです。
礼拝堂の前方，祭壇の後ろに，見慣れ

たクリスタス像が立っています。両腕を前
方に差し伸べ，手には釘

くぎ

の跡があり，わき
腹の傷も非常にはっきりと見えます。その
両わきに立ち並んでいるのが使徒の像
で，右側の先頭にペテロ，そしてそのほか
の使徒が順番に並んでいます。
一行のほとんどは，管理人とともに礼拝

堂の後ろの方にいました。わたしはキン
ボール大管長とともにペテロ像の前に立
っていました。レックス・D・ピネガー長老，
コペンハーゲンステークのヨハン・ヘル
ゲ・ベンシン会長も一緒でした。
大理石でできたペテロの手の中に，一

束の重量感のある鍵がありました。キン
ボール大管長は鍵を指差し，それが何の
象徴であるか説明してくれました。それか
ら大管長のしたことをわたしは決して忘
れません。キンボール大管長はベンシン
会長の方を向き，いつになく強い調子で
会長を指差し，こう言ったのです。「デン
マークの皆さんにこのことを伝えてくださ
い。わたしは鍵を持っています！ わたし
たちはまことの鍵を持ち，その鍵を毎日
使っているのです。」
わたしは預言者のあの宣言と証を決し

て忘れないでしょう。その影響は霊的に
力強く，印象は体を貫くほどでした。
わたしたちは皆が立っている礼拝堂の

後ろの方へと歩いて行きました。像を指
差し，キンボール大管長は親切な管理人
に言いました。「この使徒たちは世を去り
ました。」それから大管長はわたしを指差
しながら言いました。「ここに生ける使徒
がいます。パッカー長老は使徒です。トー
マス・S・モンソン長老とL・トム・ペリー長
老は使徒です。わたしも使徒です。わた
したちは生ける使徒なのです。」
「新約聖書には七十人について書いて
ありますが，ここにいるレックス・D・ピネガ

ー長老とロバート・D・ヘイルズ長老は，生
ける七十人なのです。」
それまで何の感情も表さなかった管理
人が突然涙を流しました。
わたしは生涯に二度と起こらないよう
な経験をしたと感じました。
「わたしたちは，初期の教会にあったと
同一の組織，すなわち，使徒，預言者，牧者，
教師，祝福師などがあることを信じる。」18

七十人が聖任されるとき，彼らは使徒
として聖任されるわけではなく，鍵を持つ
わけでもありませんが，権能を持っていま
す。十二使徒は「福音を宣

の

べ伝え，福音を
施すために，様々な召しを果たすに当た
って助けを必要とするときには，ほかの
人々ではなく，七十人に要請しなければ
ならない」のです。19

現在，8つの定員会に308名の七十人が
います。国籍は44におよび，言語は30を
数えます。
ほかのキリスト教会で神権の鍵が行使
されているという話を聞くことはありませ
ん。不思議なことに，イエス・キリストが確
立された権能と組織を持つ唯一の教会で
あるわたしたちを，クリスチャンではない
と言う人がいます。
現在の十二使徒はまったく平凡な人た
ちです。キリストの時代の十二使徒と同様，
一人一人は人目を引きませんが，全体が
集まると大きな力を発揮します。
皆以前は様 な々職業に就いていました。
科学者や弁護士，教師もいます。
ネルソン長老は心臓外科の分野での開
拓者的存在で，数え切れないほどの手術
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をしました。手術を受けた患者には，生
きている限りは動きますよと保証したそう
です。
定員会には，船員，海兵隊員，パイロッ

トとして軍隊にいた使徒も何人かいます。
皆，教会で様 な々責任を果たしてきまし
た。ホームティーチャー，教師，宣教師，
定員会会長，ビショップ，ステーク会長，伝
道部会長，そして最も大切な，夫と父親と
して奉仕してきたのです。
全員が，イエス・キリストの福音の生徒
であり，教師です。そして救い主を愛する
気持ち，御父の子供たちを愛する気持ち，
また主がこの教会の頭であられるという
証によって一つとなっています。
十二使徒のほとんどは，地上でのキリ
ストと同様，つましい家庭の出です。生け
る十二使徒はイエス・キリストの福音を教
え，導くことにおいて一つとなっています。
召しが与えられたとき，各自が自分の網
を捨てて主に従いました。
キンボール大管長のこの言葉は有名で
す。「わたしの人生は奉仕を通して擦り切
れていく靴のようなものです。」20 十二使
徒の全員も同じです。主に仕える中で擦
り切れていきます。喜んでそうしています。

自分にとって，または家族にとっても大変
な人生です。
世界中の神権指導者の奥さんたちがど
れほど貢献し，奉仕し，犠牲を払っている
のかを言葉で表現するのは不可能です。
少し前のこと，わたしの妻とバラード姉

妹は極度の痛みを伴う背中の手術を受け
ました。二人とも順調に回復しています。
どちらも不平を言いません。不平に最も
近い妻の発言は「これってつまらないわ」
でした。
大管長会の指示の下，「十二使徒はまた，
啓示に従って教会の他のすべての役員を
聖任し，整えなければならない」と書かれ
ています。21

今日
こんにち

では，インターネットなどにより全世
界の指導者や会員に教え，証するための
手段が整っています。しかし，連綿と継承
されてきた権能の鍵を「按手

あんしゅ

によって」22

神権指導者に授けるためには，世界のど
こであっても，毎回使徒の一人が出向か
なければなりません。
主はこう言われました。「さらにまた，

わたしはあなたがたに言う。あなたがた
によって正式に推薦されて権能を与えら
れた者で，兄弟たちすなわち十二使徒会

の声により，わたしの名によって遣わされ
る者は，あなたがたから遣わされるどの
国に対してでも，わたしの王国の門を開
く力を持つ。」23

聖文では十二使徒を「巡回評議員」と
表現しています。24

記録によると，わたしはメキシコと中南
米を75回以上，ヨーロッパを50回以上，カ
ナダを25回，太平洋諸島を10回，アジアを
10回，アフリカを4回，また中国を2回訪れ
ています。またイスラエル，サウジアラビ
ア，バーレーン，ドミニカ共和国，インド，パ
キスタン，エジプト，インドネシアなど世界
の多くの国々に足を運びました。47年間
ともに仕えてきた十二使徒，七十人，管理
ビショップリックの兄弟たちも同じように
世界中を回っています。わたし以上に旅
をしている人もいます。
使徒は神権のあらゆる鍵を持っていま
すが，すべての指導者と会員も同様に，個
人的な啓示を受けることができます。実
に，彼らは祈りを通して個人的な啓示を
求め，信仰によって行動するのです。
「というのは，彼によって，わたしたち……
が一つの御霊

みたま

の中にあって，父のみもと
に近づくことができるからである。
そこであなたがたは，もはや異国人で
も宿り人でもなく，聖徒たちと同じ国籍の
者であり，神の家族なのである。
またあなたがたは，使徒たちや預言者
たちという土台の上に建てられたもので
あって，キリスト・イエスご自身が隅のかし
ら石である。」25

かつてのわたしのように，クリストファー
ソン長老はなぜ自分のような者がこの聖
なる使徒職に聖任されたのか，と不思議
に思うかもしれません。
わたしには足りない資質が多くありま
す。不足を補うためには，かなりの努力
が必要です。しかし，たった一つだけ，先
ほどの疑問の答えとなる資質があります。
ペテロやこれまでに聖任されたすべての
使徒と同様，わたしにはイエス・キリスト
の神性についての証があるのです。
神がわたしたちの御父であられること
を知っています。御父は御子イエス・キリ
ストをジョセフ・スミスに紹介されました。

最も新しい二人の十二使徒定員会会員，D・トッド・クリストファーソン長老（左）とクエンティン・L・ク
ック長老があいさつを交わす。



皆さんに断言します。わたしはイエスが
キリストであられることを知っています。
主が生きておられることを知っています。
主は時の中間にお生まれになりました。
御自身の福音を教え，試しを経験されま
した。苦しみを受け，十字架にかかり，3日
目に復活されました。イエス・キリストは御
父と同様，骨肉の体をお持ちです。イエ
ス・キリストは御自身の贖

あがな

いの業を果たさ
れました。わたしはイエス・キリストを証し
ます。わたしはイエス・キリストの証人です。
このことをイエス・キリストの御名

み な

によって
証します，アーメン。

注

1. 教義と聖約107：38

2. ルカ6：12－13

3. 欽定訳ヨハネ1：41－42から和訳

4. ルカ6：12－16参照

5. マタイ4：19，16：24。マルコ6：1。

ルカ9：23参照。ヨハネ21：19，教義
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12. 使徒1：4参照
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14. 2ペテロ1：19
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18. 信仰箇条1：6
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21. 教義と聖約107：58。教義と聖約

107：33も参照

22. 信仰箇条1：5
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すばらしい部会だったと感じてい
ます。どのメッセージにも心を
鼓舞されました。音楽は麗しく，

証
あかし

は心からのものでした。この部会に参
加しただれもが，それを決して忘れない
でしょう。皆が御霊

みたま

を感じたからです。
愛する兄弟姉妹の皆さん，今から44年
余り前の1963年10月に，わたしはタバナ
クルの壇上に立ち，十二使徒定員会の会
員として支持を受けました。そのとき，か
つて別の説教壇で見かけた短い標語につ
いて話しました。次のようなものです。
「この説教壇に立つ者は謙虚でありなさ
い。」十二使徒に召されたそのときのわた
しは確かに謙虚でした。けれども，今日

きょう

この説教壇を前にして，わたしはこの上な
く謙虚になっています。主にすがる気持

ちをとても強く感じています。わたしの思
いを伝えるに当たって，御霊の導きを謙
虚に願い求めています。
ちょうど2か月前に，わたしたちは愛す
る友であり指導者である末日聖徒イエス・
キリスト教会の第15代大管長ゴードン・
B・ヒンクレーに別れを告げました。全世
界に真理を伝える傑出した使者であり，
あらゆる人から愛された人でした。心は
寂しさでいっぱいです。5万3,000人以上
の老若男女がこの建物の中にある美しい
「預言者の殿堂」に入って，いまや歴史に
名を刻んだ主の巨人に別れのあいさつを
しました。
ヒンクレー大管長の死去により，大管長
会は解散しました。ヒンクレー大管長の顧
問を務めていたアイリング管長とわたしは
十二使徒定員会のそれぞれの位置に戻
り，十二使徒定員会が権能をもって教会を
管理することになりました。
2008年2月2日土曜日，ヒンクレー大管長
の先見とビジョンの記念碑としてそびえ立
つこの壮大なカンファレンスセンターで，大
管長の葬儀が行われました。葬儀では麗
しく愛のこもった賛辞がこの神の人にささ
げられました。
翌日，地上に残っている14人の使徒全
員は断食と祈りの精神をもってソルトレー
ク神殿の階上の部屋に集まりました。そ
の厳粛かつ神聖な集会において，確立さ
れた慣例に従い，主御自身が定められた
規範にのっとり，大管長会が再組織され

過去を振り返り，
前進する
トーマス・S・モンソン大管長

ともに主の業を推し進めようではありませんか。
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ました。
昨日，全世界の教会員が聖会に集い，
先ほど述べた神殿の集会で議決したこと
を承認する挙手をして，賛意を表してくだ
さいました。皆さんの手が天に向かって
挙げられたとき，わたしは感動を覚えまし
た。皆さんの愛と支持，主に対する献身
の心を感じました。
兄弟姉妹，わたしは神が生きておられ
ることをはっきりと知っています。この業
は神の業であることを証します。また，救
い主イエス・キリストはその御名

み な

を冠した
この教会の頭であられることを証します。
主の業を推し進めるわたしたちを導くた
めの促しを受けることは，生涯を通じて
最もすばらしい経験となってきました。若
くしてビショップを務め，霊的または物質
的な必要を抱えた家庭に導かれたとき，
そのような促しを感じました。カナダのト
ロントで伝道部会長に召され，すばらしい
宣教師たちとともに，この業が神の業であ
り，わたしたちは預言者によって導かれて
いることを生ける証人として世に証してい
たときにも促しを受けました。十二使徒
定員会と大管長会の一員として働き，そし
て今，大管長として務めを果たすようにな
りましたが，いつも促しを受けてきました。
ふさわしく生活し，力を尽くして主に仕え
るときにわたしたちは皆，主の霊感を受
けられることを証します。
大管長として先を歩んだ15人をよく知っ
ています。そのうちの多くとは個人的に面
識があります。3人の大管長に関しては，
その顧問を務める祝福と特権にあずかり
ました。15人の大管長それぞれが不滅の
受け継ぎを残してくれたことに感謝しま
す。神はその預言者を導いておられるこ
とを彼らと同様，わたしも確かに知ってい
ます。主の御手

み て

に使われる者として，引き
続きふさわしくあって，この大いなる業を
推し進め，大管長の職に伴う大きな責任
を果たせるよう，わたしは今，熱心に祈っ
ています。
すばらしい顧問を与えられたことを主
に感謝します。ヘンリー・B・アイリング管
長とディーター・F・ウークトドルフ管長は，
すばらしい能力と卓越した理解力を備え

ています。文字どおりの助言者です。彼
らの判断を大切に受け止めています。二
人は現在の職のために，主によって備え
られてきたことでしょう。わたしは十二使
徒定員会の兄弟たちを愛し，彼らとの交
わりを大切にしています。彼らも主の業に
献身し，生涯をささげています。この定員
会に召され，皆さんの支持を受けたクリス
トファーソン長老とともに働けることを楽し
みにしています。彼もこの職のために備
えられてきました。七十人定員会と管理
ビショップリックのメンバーとともに働くこ
とも喜びです。新しい七十人が召され，
昨日支持を受けました。主の業にあって，
ともに働けることを楽しみにしています。
中央幹部の間には，すばらしい一致の
精神がみなぎっています。主は言われまし
た。「もしもあなたがたが一つでなければ，
あなたがたはわたしのものではない。」1

わたしたちは一つの目的すなわち主の業
を推し進めることにおいて，これからも一
致していきます。
これまで数え切れないほどの祝福を下
さった天の御父への感謝でいっぱいで
す。いにしえのニーファイのようにわたしは
善い両親から生まれました。祖父母と曾

そう

祖父母は熱心な宣教師によってスウェー
デン，スコットランド，イングランドから集め
られました。宣教師が述べる素朴な証を

聞いたとき，わたしの先祖は心と霊を動
かされました。教会に加わったこの高貴
な男女と子供たちはグレートソルトレーク
の盆地に向かって旅立ちました。道中，
数多くの試練と悲しみを経験しました。
1848年の春，故国スコットランドで教会

に加わった高祖父母のチャールズ・ステュ
アート・ミラーとメアリー・マクゴワン・ミラー
はスコットランドのラザグレンの家を後に
して，聖徒たちとともにミズーリ州セントル
イスを目指し，1849年に同地に到着しまし
た。11人の子供の一人マーガレットがわ
たしの曾祖母となります。
ミラー家がソルトレーク盆地までの旅費
を蓄えるためにセントルイスで働いていた
とき，地域一帯にコレラが大流行して，死
と悲しみをもたらしました。ミラー家も大
きな打撃を受けました。2週間で家族の4
人が亡くなったのです。最初に亡くなった
のは1849年6月22日，18歳のウィリアムで
した。5日後に，わたしの高祖母で家族
の母親であるメアリー・マクゴワン・ミラー
が亡くなりました。2日後に15歳のアーチ
ボルト，その5日後にわたしの高祖父で家
族の父親であるチャールズ・ステュアート・
ミラーが亡くなりました。当時13歳だった
曾祖母のマーガレットを含む子供たちは
孤児となりました。
余りに多くの死者が出たため，亡くなっ
た家族を葬るためのひつぎが，いくらお金
を出しても手に入りませんでした。生き残
った年長の男の子たちは，飼っていた牛
を囲う板を外してひつぎを作りました。
ミラー家の残された9人の子供は両親
や兄弟が果たせなかった旅を続けるため
に働き，お金をためましたが，彼らの味わ
った苦労については記録がほとんど残っ
ていません。1850年の春に4頭の牛と荷
車とともにセントルイスを出発し，同年，ソ
ルトレーク盆地に到着したということは分
かっています。
ほかの先祖も同様の困難に直面しまし
た。しかし，彼らの証は堅く確固として，
揺るぎませんでした。わたしは先祖全員
からイエス・キリストの福音に完全に献身
するという受け継ぎを得ました。この忠実
な人たちのおかげで，わたしは今日

こんにち

皆さ



んの前に立っています。
すばらしい伴侶

はんりょ

フランシスを与えられた
ことを，天の御父に感謝しています。今年
の10月に結婚60周年を迎えます。若いこ
ろから教会の奉仕の務めに携わってきま
したが，集会に出席したり責任を果たし
たりするために家を空けるわたしに，妻が
不平をもらしたことは一度もありません。
長年にわたって，十二使徒として務めを果
たすためにソルトレーク・シティーを離れ
ることがしばしばありました。時には5週
間続けていないこともありましたが，妻は
独りで幼い子供たちの世話をし，家庭を
守ってくれました。22歳でビショップに召
されて以来，教会の集会で二人一緒に座
るというぜいたくをほとんどしていませ
ん。彼女以上に忠実で，愛にあふれ，理
解のある伴侶はいないでしょう。
3人の子供とその伴侶，そして8人の孫
と4人のひ孫を与えられていることを天の
御父に感謝しています。
兄弟姉妹，皆さんの生き方，善い行い，
証に対するわたしの心からの感謝は，言
葉では言い尽くせません。皆さんは進ん
で互いに仕え合い，イエス・キリストの福音
に献身しています。
中央幹部として働いてきた44年の間，
世界中を旅する機会がありました。あら
ゆる地に住む会員の皆さんに会って，そ
の気高い精神と愛に触れることに勝る喜
びはありません。そのような機会が今後
もさらに訪れることを望んでいます。
しかしながら，人生の旅路を歩む間に，
主の羊の群れからいなくなってしまう人々
がいます。永遠の命への道しるべから離
れて，結局どこにも行けない袋小路に迷
い込む人たちがいます。無関心，不注意，
利己心，罪はすべて，人生の旅路におい
て値段の高くつく通行料となります。
だれでもより良い自分に変わることがで
きます。わたしたちは長年にわたって，教
会に活発に集っていない人，傷ついたと
感じている人，批判的な人，背罪を犯した
人に戻って来るよう，こう呼びかけてきま
した。「戻って来てください。そして主が
備えられた食卓に着き，聖徒の交わりとい
う甘く，心を満たしてくれる木の実を再び

味わってください。」2

人は良心という自分だけの聖域すなわ
ち悪からの避け所を持っており，それは
古い自分を捨てて，自分の持っている可
能性を追求するよう駆り立ててくれます。
この考えに基づいて，わたしたちは再び
心から申します。戻って来てください。わ
たしたちはキリストの純粋な愛をもって手
を差し伸べています。そして，皆さんの力
になり，この交わりに歓迎したいと願って
います。心が傷ついている人，悩み恐れ
ている人に申します。わたしたちに，あな

たを立ち上がらせ，元気づけ，恐れを鎮
めさせてください。主の招きを文字どお
りに受け入れてください。「すべて重荷を
負うて苦労している者は，わたしのもとに
きなさい。あなたがたを休ませてあげよ
う。わたしは柔和で心のへりくだった者
であるから，わたしのくびきを負うて，わ
たしに学びなさい。そうすれば，あなた
がたの魂に休みが与えられるであろう。
わたしのくびきは負いやすく，わたしの荷
は軽いからである。」3

救い主は「神が共におられるので，よい
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働きを」されたと記されています。4 この完
全な模範に従いましょう。死すべき世の
不安定な旅を続ける間，安全に，また道
を踏み外さずに歩むために，使徒パウロ
の次の助言に従いましょう。「すべて真実
なこと，すべて尊ぶべきこと，すべて正し
いこと，すべて純真なこと，すべて愛すべ
きこと，すべてほまれあること，また徳と
いわれるもの，称賛に値するものがあれ
ば，それらのものを心にとめなさい。」5

すべての人に思いやりと敬意を示すよ
う，あらゆる地の教会員に勧めます。わた
したちの住む世界は多様性に満ちていま
す。わたしたちと信条を異にする人々に
敬意を示す必要があります。
自分の家族にも思いやりと愛を示しま
しょう。家庭はこの世からの避け所以上
のものであって，神の御霊が宿り，嵐

あらし

を戸
口で食い止め，愛が治め，平安が宿る場
所でなければなりません。
時々，わたしたちの住んでいるこの世
界は恐ろしい場所となることがあります。
社会道徳は猛烈な勢いで低下しています。
危害を及ぼし破滅をもたらす力を免れる
人は，老若を問わず存在しません。とりわ
け若人，わたしたちの大切な若人は，わ
たしたちの想像を絶する誘惑を受けてい
ます。悪魔とその軍勢は片時も手を休め
ずにわたしたちを堕落させようとしている
ようです。
兄弟姉妹，わたしたちは罪悪に戦いを

挑んでいます。あきらめないでください。
勝つことのできる，また勝つはずの戦いで
す。天の御父はそのために必要な武器を
与えてくださいました。御父が支配してお
られるので，恐れることはありません。御
父は光の神であり，希望の神であられま
す。わたしは神がわたしたち一人一人を
愛しておられることを証します。
この世は試しの時期であり，天の御父
の御前

みまえ

に戻るにふさわしいことを証明する
期間です。試されるには，時々問題や困難
に直面しなければなりません。トンネルの
先に光が見えないときも，夜明けが来な
いかのように思えるときもあります。絶望
している人の痛み，夢に破れた人の失意，
希望が打ち砕かれた人の落胆に取り囲ま
れています。わたしたちは声をそろえて
「ギレアデに乳香があるではないか」6 と
いう，聖文に記された嘆願を口にします。
わたしたちは悲観主義というゆがんだレ
ンズを通して自分の不幸を見る傾向があ
ります。そして，見捨てられた，もう希望が
ない，孤独だと感じるのです。もし自分が
そのような状況にいることが分かったら，
信仰をもって天の御父を仰ぎ見てくださ
い。御父はあなたを力づけ，導いてくだ
さるでしょう。苦しみを取り去ってはくだ
さらないかもしれませんが，どのような嵐
であってもあなたを慰め，愛を込めて導
いてくださいます。
わたしは特別の証人として，神は確か

に生きておられることを，全身全霊で証し，
宣言します。イエスは御子であり，肉にお
ける御父の独り子です。御子は贖

あがな

い主で
あり，御父との間の仲保者です。主はわ
たしたちが完全に理解できないほどの愛
をもってわたしたちを愛しておられます。
主はわたしたちを愛しておられるので，
わたしたちのために命をささげられまし
た。わたしは言葉に表せないほどの感謝
を主に感じています。
愛する兄弟姉妹，皆さんが家庭におい
て，職場において，互いに仕え合い，また
主に仕えるときに，主の祝福があるよう祈
っています。ともに主の業を推し進めよう
ではありませんか。
わたしは自分の命と力，差し出すことの
できるすべてをもって，主に仕え，主の
御心
みこころ

と霊感に従って教会の諸事を導くこ
とを約束します。主イエス・キリストの聖な
る御名により，アーメン。

注

1. 教義と聖約38：27

2. 大管長会による声明，Ensign, 1986年

3月号, 88

3. マタイ11：28－30

4. 使徒10：38

5. ピリピ4：8

6. エレミヤ8：22



モンソン大管長，個人の特権とし
て少し時間を頂いてもよろしい
でしょうか。

今朝の大管長の特別なメッセージに続
く最初の話者として，全中央幹部と全教会
員を代表して伝えます。
昨日の聖会も含め，この歴史的な大会
でわたしたちが得た多くの特権の中でも，
聖なる預言者の外

がい

套
とう

が，あたかも天使の
手によるかのように，大管長の肩に置か
れるのを見ることは特に大きな特権でし
た。昨晩の中央神権部会に出席した人お
よび今朝，全世界で衛星放送を視聴して
出席したすべての人は，この出来事の証
人となりました。すべての出席者に代わっ

て，このような瞬間に立ち会えたことへの
感謝を表します。
昨年10月の総大会で，末日聖徒イエ
ス・キリスト教会がクリスチャンではないと
いう誤った非難を受ける理由がおもに二
つあると言いました。そのとき，わたしは
その二つの教義上の事柄のうちの一つ，
つまり聖文に基づいた，わたしたちの神
会についての考え方をテーマに話しまし
た。今日

きょ う

はもう一つの重要な教義につい
て話します。わたしたちの信仰を特徴づ
けるこの教義について，中には快く思わ
ない人もいます。それは，神が今もなお語
り，真理を啓示され，その啓示は正典〔訳
注――各教会により信仰の基準として公
認された文書〕に加えることができるとい
う教義です。わたしたちはこの教義を臆

おく

することなく宣言します。
クリスチャンの中には，ほとんどの場合
は聖書に対する純粋な愛から，聖書以外
に認められた聖典は存在し得ないと主張
する人々がいます。ほかの宗派に属する
友人たちは，啓示を集めた正典は完結し
たとして，末日聖徒イエス・キリスト教会の
会員がモルモン書，教義と聖約，高価な
真珠を大切にしていること，また神の油注
がれた預言者と使徒が今も導きを受けて
いるというわたしたちの聖なる証

あかし

に心を
閉ざしています。そのような立場を取る
人々に反感を抱いているわけではありま

せんが，わたしたちは敬意をもって，しかし
毅
き

然
ぜん

と，真のキリスト教の姿を聖文と一致
しない形で位置づけることを拒否します。
正典はすでに完結していると主張する
人がしばしば論拠として引用する聖句が
新約聖書のヨハネの黙示録第22章18節で
す。「この書の……言葉を聞くすべての
人々に対して，わたしは警告する。もしこ
れに書き加える者があれば，神はその人
に，この書に書かれている災害を加えら
れる。」しかし現在，ほぼすべての聖書学
者が，この聖句は聖書全体ではなく，黙示
録のみを指しているという見解で一致して
います。彼らは，新約聖書のかなりの数
の「書」が，ヨハネがパトモス島で啓示を
受けた後で書かれたことはほぼ間違いな
いと認めています。そうした書には，少な
くとも，ユダの手紙，ヨハネの第一，第二，
第三の手紙，そして恐らくは，ヨハネの福
音書のすべてが含まれており1，そのよう
な書は，きっとほかにもあることでしょう。
しかし，現在の新約聖書の最後の書に
あるこの聖句がなぜ聖書全体を指さない
のかという点については，もっと明確な答
えがあります。複数の書を1冊の書物とし
てまとめた，わたしたちが現在知っている
形の聖書は，あの聖句が書かれた当時は
存在していなかったのです。ヨハネが記
録を終えた後の数世紀にわたって，新約
聖書の各書は，単独か，あるいは幾つか
をまとめた形で広まっていて，全書のそ
ろったものとして読まれることはほぼ皆無
だったのです。現在知られているギリ
シャ語の新約聖書の写本の数は5,366に
上りますが，そのうち今の形の新約聖書の
すべてを網羅しているものはわずか35し
かありません。しかもそのすべてが紀元
1,000年以降に編集されたものなのです。2

実際，旧約および新約聖書のほぼすべ
ての預言者は，先任者が受け継いできた
聖文に，自身の聖文を書き加えてきました。
旧約聖書のモーセの言葉だけで十分だと
考えていた人もかつていましたが，3 仮に
モーセの言葉で十分だとしたら，なぜ例
えばイザヤの預言，またはイザヤに続くエ
レミヤの預言がその後に必要だったので
しょうか。エゼキエル，ダニエル，ヨエル，ア

「わたしの言葉〔は〕
……決して
絶えることがない」
十二使徒定員会
ジェフリー・R・ホランド長老

神が聖書の時代から語り，そして今も語っておられるという驚嘆すべき事実について調べる
ようすべての人に勧めます。

●日曜午後の部会
2008年4月6日
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モスやそのほかすべての預言者について
は言うまでもありません。ある時代に生き
た一人の預言者の一つの啓示がすべての
時代に通用するとしたら，ほかの数多くの
預言者はなぜ存在したのでしょうか。そ
の理由について，エホバ御自身がモーセ
への御

み

言
こと

葉
ば

の中で明らかにしておられま
す。「わたしの業は終わりがない……。わ
たしの言葉も……決して絶えることがな
い……。」4

プロテスタントのある学者は，正典は完
結したという誤った教義について，次のよ
うに大胆な疑問を呈しています。「一体，聖
書あるいは歴史の何を根拠として，神の霊
感が下るのは，教会が聖書と呼んでいるす
でに書かれた文書に限られると言えるの
だろうか。……もし1世紀に書かれた文書
だけが御

み

霊
たま

による霊感を受けているとす
れば，同じ御霊は現在の教会で重要とさ
れる問題について語るのをおやめになっ
たということなのだろうか。」5 わたしたちも
へりくだり，同じ疑問を投げかけます。
絶えざる啓示は，これまでの啓示をお
としめるものでも，その信用をなくすもの
でもありません。新約聖書がもたらされ
たからといって，わたしたちの目から見て
旧約聖書が価値を失うわけではありませ

ん。むしろ「イエス・キリストについてのも
う一つの証」であるモルモン書を読むこ
とで，新約聖書の価値は増すのです。もう
一つの聖典を受け入れている末日聖徒と
して，次の質問をします。「長年の間，（新
約聖書の四福音書の中で最初に書かれた
と考えられている）初期のマルコによる福
音書しか読めなかった初期のクリスチャ
ンは，後にマタイやルカによるさらに詳しい
記述を手にして気分を害したでしょうか。
さらに，後にヨハネがもたらした，それま
でに類を見ない記述や力強い啓示を読ん
で不快に思ったでしょうか。」もちろん，
キリストの神性をさらに確信させる証拠を
続けて手にすることができて喜んだに違
いないのです。わたしたちも同じように喜
んでいるのです。
誤解しないでください。わたしたちは
聖書を愛し，敬っています。ちょうど1年前
に，この壇上からM・ラッセル・バラード長
老が明確に教えたとおりです。6 聖書は神
の御言葉です。わたしたちの「標準聖典」
において常に筆頭に挙げられています。
実際，ジョセフ・スミスがヤコブの手紙第1章
5節を読んだのは神聖な定めでした。こ
の聖句がきっかけとなってジョセフは示現
の中で御父と御子にまみえ，現代にイエ

ス・キリストの福音が回復されることに
なったのです。しかしそれでも，聖書だけ
では，自分や自分のような人々が抱いてい
た宗教的な疑問のすべてに答えることは
できないということをジョセフは知ってい
ました。ジョセフ自身が記した言葉によ
れば，当時の地域の聖職者は，時には怒
りながら，教義を巡って論争していました。
「言葉の争いと見解についての論争」の中
で「牧師が牧師と，改宗者が改宗者と言
い争〔っていた〕」と記されています。言い
争っていた宗派の間で唯一共通していた
のは，皮肉なことに聖書を信じていたとい
う点でした。しかしジョセフはこう書いて
います。「様 な々教派の教師たちは同じ聖
句を異なって解釈し，その結果，聖書に
訴えて〔どの教会が真実かという〕疑問を
解決することへの信頼をすべて打ち砕い
てしまっていた……。」7 当時しばしば「共
通の土台」と言われていた聖書が，実は少
しも共通しておらず，残念なことに論争の
舞台になっていたのは明らかでした。
ですから，生ける預言者を通じて絶え
ざる啓示が与えられることの偉大な理由
の一つは，聖書が真実であることを新た
な証によって世に宣言することにあるの
です。古代のある預言者は，モルモン書
についてこう述べています。「この記録を
書き記しているのは，ユダヤ人から伝わる
記録をあなたがたに信じさせるためであ
る。」つまり聖書のことです。8 ジョセフ・ス
ミスが初期に受けた啓示の一つで，主は
こう言われました。「見よ，わたしが〔モル
モン書の出現〕を知らせるのは，……〔聖
書〕を損なうためでなく，それを築き上げ
るためである。」9

もう一点，伝えたいことがあります。そ
れは，聖書またはイエスについての記述
をまとめたものが存在するはるか以前か
ら，クリスチャンと呼ばれる人々がいたこ
とは明らかな事実であるため，聖書を信
じているかどうかでクリスチャンかどうか
が決まるとは主張できないということで
す。新約聖書の著名な学者であるN・T・
ライトはこう書いています。「復活された
イエスはマタイの福音書の最後で『天にお
いても地においても，いっさいの権威が，



これからあなたがたがすべて書き記そう
としている書に授けられた』とは言われな
かった。『わたしは，天においても地にお
いても，いっさいの権威を授けられた』10

と言われたのである。」つまり，「聖文自
体が，……聖文そのものに最も権威があ
るのではなく，最終的な真の権威は神に
帰するという事実を伝えている」11 という
ことなのです。ですから，聖典は末日聖徒に
とって知識の最終的な源ではありません。
聖典は，最終的な知識の源が現されてい
る書物なのです。末日聖徒にとって，知識
と権威の最終的な源は生ける神です。こ
れらの賜

たま

物
もの

は，生きていて，力ある，神聖
な啓示として，神との交わりを通じてもた
らされるのです。12

この教義は，末日聖徒イエス・キリスト
教会，および教会が世に宣言するメッセー
ジの中核を成すものであり，昨日開かれ
た聖会の重要性を表しています。聖会に
おいて，わたしたちはトーマス・S・モンソ
ンを預言者，聖見者，啓示者として支持し
ました。わたしたちは，人生に直接かか
わってくださる神を信じています。沈黙の
神でも不在の神でもなく，また，エリヤが
「旅に出たのか，または眠っていて起

おこ

され
なければならないのか」と言ったバアルの
祭司たちの神のような存在ではありませ
ん。13 この教会では，初等協会の幼い子
供でさえ，こう暗唱します。「わたしたち
は，神がこれまでに啓示されたすべての
こと，神が今啓示されるすべてのことを信
じる。またわたしたちは，神がこの後も，
神の王国に関する多くの偉大で重要なこ
とを啓示されると信じる。」14

新たな聖文と絶えざる啓示について宣
言するに当たり，決して尊大にならず，聞
く人の感情に配慮できるよう祈っていま
す。しかし，今や聖なる森となったあの森
で聖なる示現が開かれ，「神は存在するの
か」という疑問に「そのとおりである」とい
う答えが与えられた今，ジョセフ・スミスと
末日聖徒イエス・キリスト教会は，その答
えに続いて当然起こる疑問にも答えるこ
とを求められています。それは「神は語り
たもうか」という疑問です。わたしたちは，
神は語り，今も語り続けておられるという

喜ばしい知らせを伝えています。クリス
チャンの持つ愛と親愛の念を込めて，神
が聖書の時代から語り，そして今も語って
おられるという驚嘆すべき事実について
調べるようすべての人に勧めます。
ある意味で，ジョセフ・スミスと後に続く
教会の預言者は，170年前の夏，ハーバー
ド神学校でラルフ・ワルド・エマソンが神学
生に求めたチャレンジにこたえています。
プロテスタントで最も善良かつ優秀なこの
学生の一団に対し，マサチューセッツ州コ
ンコードのこの賢人は，「神はかつて存在
した，ではなく神は存在する，また，神はか
つて語られた，ではなく神は語られる」15

と教えるよう訴えたのでした。
天が開いていることを証します。また，
ジョセフ・スミスが過去も現在も預言者で
あることを，また，モルモン書が確かに「イ
エス・キリストについてのもう一つの証」で

あることを，そして，トーマス・S・モンソン
が神の預言者であって，王国の鍵

かぎ

を持つ
現代の使徒であり，その権能を受けてい
ることを証します。
また，権能を受けたキリストの教えと導
きがこの地上にある時代において，そのよ
うな権威ある預言者が存在し，啓示が絶
えず聖文に加えられているということはクリ
スチャンのメッセージの中心であることを証
します。そのような教えと導きが再びこの
地上に，そして末日聖徒イエス・キリスト教
会の中に存在していることを証します。
まさしく神の御子であり，世の救い主で
あられるナザレのイエスを真心から礼拝
する気持ちを込めて，すべての人に対し，
わたしたちが御子から何を頂いているか
を吟味するよう勧めます。そして，「永遠の
命に至る水のわき出る井戸」16 のもとで心
ゆくまで飲むことにより，わたしたちととも
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に，神が生きてわたしたちを愛し，今もな
お語っておられるという祝福にあずかる
よう勧めます。主の業が決して終わるこ
となく，その「言葉も……決して絶えること
がない」ことに対し，わたし自身の心から
の感謝をささげます。そのような神の愛が
注がれていることを，そして記録されてい
ることを，聖なるイエス・キリストの御

み

名
な

に
よって証します，アーメン。
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これから，わたしたちの祈りをさ
らに意義深いものにしてくれる
原則，すなわち「信仰をもって願

い求める」という福音の原則について考
えるに当たり，聖霊の助けがあるよう願っ
ています。
意義深い祈りの中で信仰をもって願い
求める例を3つ挙げ，それぞれから学べる
教訓について話します。祈りについて話
すとき，わたしは「意義深い」という言葉を
強調します。単に祈りの言葉を述べるこ
とは，意義深い祈りをすることとは，かな
り異なります。霊的に成長し守られるた
めに，祈りは不可欠であることを，わたし
たちは皆すでに知っていることでしょう。
しかし，知っているからと言って，必ずし
もそれが行動に反映されているとは限り

ません。祈りの大切さを認識してはいま
すが，だれもが，個人と家族の祈りをもっ
と一貫性があり，効果のあるものにしてい
くことができるはずです。

信仰をもって願い求め，行動する
信仰をもって願い求める模範としてよく
知られているのは，ジョセフ・スミスと最初
の示現です。宗教について真理を知りた
いと求めていた若きジョセフは，ヤコブの
手紙第1章の次の節を読みました。
「あなたがたのうち，知恵に不足してい
る者があれば，その人は，とがめもせずに
惜しみなくすべての人に与える神に，願
い求めるがよい。そうすれば，与えられる
であろう。
ただ，疑わないで，信仰をもって願い求
めなさい。」（ヤコブの手紙1：5－6）
信仰をもって願い求める必要があること
に注意してください。これは言葉で言い表
すだけでなく，行動する必要があるという
意味だとわたしは理解しています。嘆願と
実行の両方が必要であり，神に意思を伝
えると同時に行動する必要があるのです。
聖書の中のこの言葉について深く考え
ていたジョセフは，人目を避けて，家の近
くの森へ入り，霊的な知識を祈り求めまし
た。ジョセフの思いと真

しん

摯
し

な祈りを導い
た問いの内容に注目してください。
「この言葉の争いと見解の騒動の渦の
ただ中にあって，わたしはしばしば心に
問うた。『何をしなければならないのだろ

信仰をもって
願い求めなさい
十二使徒定員会
デビッド・A・ベドナー長老

意義深い祈りをするためには，神と心を通わせるとともに，献身的な努力をする必要が
あります。



うか。これらすべての教派のうちのどれ
が正しいのだろうか。それとも，ことごとく
間違っているのだろうか。もし彼らのうち
のどれかが正しいとすれば，それはどれで，
どうすればそれが分かるのだろうか。』
わたしが主にお伺いしようとした目的
は，自分が加わるべき教派を知るために，
すべての教派のうちのどれが正しいかを
知ることであった。」（ジョセフ・スミス―歴
史1：10，18）
ジョセフの問いの焦点は，「何を知る必

要があるか」だけでなく，「何を行う必要
があるか」でした。彼の祈りは単に，「ど
の教会が正しいか」ではなく，「どの教会
に加わるべきか」でした。ジョセフは信仰
をもって願い求めるために森へ入りまし
た。行動する決心をしていたのです。
ほんとうの信仰は主イエス・キリストを
中心とし，常に義にかなった行動へ導き
ます。預言者ジョセフ・スミスはこのように
教えました。「信仰は，啓示された宗教の
第一の原則であり，すべての義の基であ
る。」「〔信仰は〕あらゆる知性ある存在に
とって，行動の原動力である。」（Lectures
On Faith〔1985年〕，1）。単に行動するこ
とだけが救い主を信じる信仰なのではな
く，正しい原則に従って行動することこそ
が信仰の中心的要素です。ですから，「行
いを伴わない信仰〔は〕むなしい」のです
（ヤコブの手紙2：20）。
預言者ジョセフはさらにこのように説明
しました。「信仰は行動の原動力であるだ
けでなく，天地のすべての知性ある存在
にとって，力の源である。（Lectures On
Faith，3）それゆえ，キリストを信じる信
仰は義にかなった行動へと導き，義にか
なった行動はわたしたちの霊的な力を増
し加えるのです。信仰は行動と力の源で
あることを理解すると，わたしたちは福音
の真理に従って道徳的な選択の自由を行
使するようになります。また，救い主の贖

あがな

いの持つ，人を強める力がわたしたちの
生活に満たされ，わたしたちの内なる力
が強まり，自ら選択し行動する者となるの
です（教義と聖約58：28参照）。
意義深い祈りをするためには，神と心を
通わせるとともに，献身的な努力をする必

要があるという真理を，わたしは長年心に
抱いてきました。祝福を得るには，わたし
たち自身が努力をする必要があるのです。
祈りもこうした努力の一つであり，あらゆる
祝福の中で最高の祝福を得るために定め
られた手段です（Bible Dictionary，“Pray-
er”の項，753参照）。わたしたちは力強く
進み，「アーメン」と言った後も，天の御父
にお伝えした事柄を実行することによって，
祈りが持つ献身的な努力という要素をた
ゆまずに満たし続けなければなりません。
信仰をもって願い求めるには，正直，努
力，献身，忍耐が必要です。これからその
意味を説明し，皆さんに，あることを勧め
たいと思います。
世界中で働く専任宣教師の安全と成功

のために祈ることは正しいことです。多く
の人は，宣教師が回復のメッセージを受
け入れる準備のできた人や家族へ導かれ
るように祈ります。しかし，宣教師が教え
る人々を見つけるのは，わたしたちの責
任です。宣教師は専任で教える人であり，
わたしたちは専任で見つける人です。で
すから，生涯を通じての宣教師であるわ
たしたちは，専任宣教師がわたしたちの
なすべき仕事をするように祈るべきでは
ありません。
もしわたしたちがジョセフ・スミスのよう
に，心から祈り，信仰をもって願い求める
なら，ただ願いを表すだけでなく，行動す
る意志をもって祈るなら，福音を宣

の

べ伝え
る業は格段に前進することでしょう。その
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ような信仰の祈りには，次のような要素が
含まれることでしょう。
● わたしたちの生活に希望と幸福をも
たらす，イエス・キリストの回復された
福音の教義と儀式について，天の御
父に感謝する。

● 口を開き，家族や友人と福音を分か
ち合う勇気を願い求める。

● わたしたちの家庭で宣教師から教え
を受ける招きに応じてくれる個人や家
族を見いだせるように，天の御父に熱
心に願い求める。

● 今日1日，また今週1週間，伝道に関す
る自分たちの務めを果たすことを主に
約束し，不安や恐れ，ためらいを克服
できるように助けを願い求める。

● 伝道の機会が訪れたときにそれを逃
さない目と耳を持てるように，識別の
賜
たま

物
もの

を願い求める。
● すべきだと知っていることを実行する
強さを熱心に願い求める。
このような祈りの中で，感謝の気持ちが
表され，ほかの祝福が求められることもあ
るでしょう。そして，救い主の御

み

名
な

により
祈りを終えた後は，その祈りに伴う献身
的な努力を続けていく必要があるのです。
このような神聖な交わりと献身的な努
力という方式は，貧しい人や助けを必要
としている人，病人や苦しんでいる人，問
題を抱えている家族や友人，教会の集会
に出席していない人々のためにささげら
れる祈りにも当てはまります。
信仰をもって願い求め，行動するときに，

祈りは意義深いものになることを証
あかし

します。
福音を宣べ伝えるという，神から与えられ
た戒めについて，信仰をもって祈るよう皆
さんにお勧めします。そうするときに，門が
開かれ，与えられる機会に気づいて行動
する祝福にあずかれることを約束します。

信仰が試された後に
2番目に述べる例は，信仰の試しにあき
らめずに立ち向かうことの大切さを強調
するものです。数年前，ある家族が合衆
国からヨーロッパへ旅をしました。目的地
に着くと間もなく，13歳の息子が重い病気
にかかりました。最初，両親は，息子の胃

の具合が悪いのは長旅の疲れのせいだと
思い，そのまま旅を続けました。
時間が過ぎるにつれ，息子の容態は悪

化し，脱水症状がひどくなりました。父親
は神権の祝福を授けましたが，すぐに容
態が改善されることはありませんでした。
数時間後，母親は息子のそばにひざま

ずき，息子の回復を天の御父に祈り求め
ました。故郷から遠く離れた不慣れな国
で，医者の助けを得る方法も分かりませ
んでした。
母親は息子に一緒に祈りたいか，尋ね
ました。彼女は，期待する祝福を待つだ
けでは十分ではないと思ったのです。彼
らは，行動し続ける必要がありました。息
子が受けた祝福はまだ効力があることを
説明しながらも，祈りの中で嘆願すること
を再び提案しました。古代の使徒たちが，
「わたしたちの信仰を増してください」と
祈ったようにです（ルカ17：5）。その祈り
には，神権の力に対する信頼と，神の御

み

心
こころ

にかなった祝福を受けるために必要な
ことは何でもあきらめずに行うという強い
決意が込められていました。このひたむ
きな祈りをささげるとすぐに，息子の容態
は快方へと向かいました。
この母親と息子の信仰深い行為は，約
束された神権の力を招き，以下の聖文に
ある要件を満たしたのです。「〔わたした
ち〕が見ていないからということで疑って
はならない。〔わたしたちの〕信仰が試さ
れてからでなければ，証は得られないか
らである。」（エテル12：6）アルマとアミュ
レクの閉じ込められていた牢

ろう

が地に倒れ
たのは，「彼らが信じてから」であり，アン

モンと彼の同僚たちが伝道の業で大きな
奇跡を目にしたのは，「彼らが信じてから」
であったように（エテル12：12－15参照），
この13歳の少年が癒

いや

されたのは，「彼らが
信じてから」であり，「彼らが祈りで示した
信仰に応じて」かなえられたのです（教義
と聖約10：47）。

わたしの思いではなく，御心が成るよう
にしてください
3番目の例は，わたしたちの生活の中で
神の御心を認め，受け入れることの大切
さを強調するものです。数年前，ある若い
父親がいました。少年のときには教会に
活発に集っていましたが，10代になると異
なる道を選びました。軍隊に入った後，
愛らしい女性と結婚し，間もなく子供が生
まれました。
ある日，何の前触れもなく，4歳の幼い
娘が重病になり，入院しました。絶望の
中，長年祈ることのなかった父親はひざま
ずいて祈り，娘の命が助かるように懇願し
ました。しかし，容態は悪化するばかりで
した。この父親は次第に幼い娘の命が助
からないことが分かり，彼の祈りはだんだ
んと変わっていきました。もはや癒しでは
なく，御心を理解できるよう求めるように
なりました。「御心が成るようにしてくださ
い」という嘆願に変わっていったのです。
間もなく，彼の娘は昏

こん

睡
すい

状態になり，父
親は娘が息を引き取る時が迫っているこ
とを知りました。自分を超えた存在への
理解と信頼と力に支えられた若い両親は
再び祈りました。娘が目を覚まし，もう一
度だけ娘を抱き締めることができるよう
にという祈りでした。すると娘の目が開き，
弱 し々い腕を両親の方へ差し出し，最後
の抱擁を求めたのです。その後，娘は永
遠の眠りに就きました。この父親は自分
たちの祈りがこたえられたことを知りまし
た。優しく哀れみ深い天の御父は彼らの
心を慰めてくださったのです。神の御心
がなされました。そして，彼らは神の御心
を悟ったのです（H・バーク・ピーターソン,
“Adversity and Prayer”Ensign，1974年
1月号，18を基に編集）。
わたしたちの生活の中で神の御心を見



極め，受け入れることは，意義深い祈りの
中で信仰をもって願い求めるうえで，不可
欠な事柄です。しかし，単に「御心が成る
ようにしてください」という言葉を述べるだ
けでは不十分です。一人一人が自分の意
志を神にゆだねるために神の助けを必要
としています。
「祈りとは，天の御父の御心と人の意志
が互いに一致する行為である。」（Bible
Dictionary，“Prayer”752－753）謙

けん

遜
そん

に
熱心に絶えず祈ることを通して，天の御父
の御心を知り，それに自分を調和させる
ことができるようになります。この点にお
いて，救い主はゲツセマネの園で祈られ
たとき，完全な模範を示されました。「父
よ，みこころならば，どうぞ，この杯

さかずき

をわ
たしから取りのけてください。しかし，わ
たしの思いではなく，みこころが成るよう
にしてください。イエスは苦しみもだえて，
ますます切に祈られた。」（ルカ22：42，44）
わたしたちの祈りの目的は，頼み事を
並べ立てることではありません。神の御
心と時節にかなって，神がお授けになり
たいと思われる祝福を，自分やほかの人
のために願い求めることです。誠実な祈
りは天の御父により必ず聞き届けられ，こ
たえられます。しかし，受ける答えは，わ
たしたちの期待どおりのものが，期待ど
おりの時や方法で与えられるとは限りませ
ん。この真理は先に述べた3つの例でも
明らかです。
祈りは特権であり，「魂の見えぬ望み」で

す。信仰をもって願い求め，行動し，信仰
の試しに忍耐強く立ち向かい，「わたしの
思いではなく，御心が成るように」と謙遜に
御心を認め，受け入れるとき，決まりきった
月並みな言葉を繰り返すのではなく，意義
深い祈りをささげることができます。
永遠の御父，神の独り子，主イエス・キ
リスト，聖霊が生きておられることを証し
ます。御父はわたしたちの祈りを聞き，こ
たえてくださることを証します。わたした
ち一人一人が信仰をもって願い求め，祈
りをほんとうに意義深いものにするよう，
さらに固い決意をもって努力することがで
きますように，主イエス・キリストの聖なる
御名によりお祈りいたします。アーメン。

神の御
み

心
こころ

を皆さん一人一人ととも
に感謝の気持ちで支持します。
モンソン大管長の純真な心に

感謝します。
森の中での神聖な経験について真実を
話したとき，年若いジョセフ・スミスは迫害
され，虐待されました。サタンはあざけり
という攻撃の手段を使いました。「わたし
は……名もない少年で……あったにもか
かわらず，地位のある人々はわたしに目を
留めて，一般の人々の心をわたしに敵対
するようにあおり，激しい迫害を引き起こ
そうとしたのである。」1

行く先々で敵に出遭ったにもかかわら
ず，ジョセフは忍耐と自制と信仰において
成長していきました。ジョセフの言葉を借
りれば，「邪悪で腹黒い人々が罪のない

人々を滅ぼすために連合してきましたが，
……それでも完全な福音は広がり続け」2

「いかなる汚
けが

れた者の手も，御
み

業
わざ

の発展
を止めることはできません」3 でした。
今
こん

日
にち

でも，教義を誤解し，わたしたち
が従うように勧められている不変の価値
観に攻撃を仕掛けてくる人たちがいます。
わたしの若い友人のイーサンは，母親に
とても大切な質問をしました。多くの10代
の子供がそうであるように，イーサンも独
立・自立し，良い友達に囲まれたいと考え
ています。イーサンは自分の責任で正し
い選択をしようと努力しています。非常に
勇敢で，学業に熱心に取り組み，毎日聖
文を研究しています。若い人たちが皆そ
うであるように，イーサンも学校の廊下で，
またインターネットや映画，音楽などから
多くの誘惑に直面しています。汚い言葉，
挑発的な衣服も誘惑となります。悪いも
のはしばしば正しく見えることがありま
す。10代の子供は不安を持ち，拒絶され
ることへの恐れを抱いています。仲間の
圧力はしばしば抵抗し難いものになりま
す。イーサンは反対の価値観の砲撃を受
けていると感じていました。
イーサンは母親にこう尋ねました。「母
さん，友達をなくさないために，標準を下
げた方がいいのかな。」
これはわたしたち一人一人が人生のあ
らゆる場面で考える重大な疑問です。わ
たしたちは隣人に受け入れてもらうため
に標準を下げようとするのでしょうか。職

わたしたちは屈しません，
誘惑には負けないのです
七十人
W・クレーグ・ズウィック長老

標準を守り，信じていることを擁護してください。
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場の状況に合わせるため，学校で疎んじ
られないために価値観を変えようとする
のでしょうか。
愛情深いイーサンの母親はきっぱりと

「いいえ」と答えました。
わたしもはっきりと答えます。「イーサン，
そんなことをしてはだめです。あなたは神
の子であることを決して忘れてはなりませ
ん。神はあなたを愛しておられます。標
準を守り，信じていることを擁護してくだ
さい。難しい局面に立たされ，一時的に
孤立するかもしれません。高潔で人格の
優れた友達を探し，彼らのところに行って，
すばらしい模範に感謝しましょう。あなた
と同じように孤独感を覚えている人に出
会うかもしれません。主からの導きと守
りを祈り求めましょう。主はあなたを支え，
信頼できる友となってくださいます。また
あなたの模範が多くの友人に影響を与
え，彼らはあなたの強さと人格から勇気
を得るでしょう。」
ニーファイは父親の見た命の木の夢を

詳しく説明したときに，素朴ながらも力強
い原則を教えました。
ニーファイは1本の木に続く細くて狭い
道と，大きく広 と々した建物について話し
ました。建物は非常に華やかな衣服を身
に着けた人でいっぱいでした。彼らは，
木の所までやって来てその実を食べてい
る人々を指さし，あざけり笑いました。彼
らは人々を道からそれさせ，その建物に
入らせようとしていたのでした。見たとこ
ろ，建物の中にいる人々は楽しそうでし
た。誘惑と軽

けい

蔑
べつ

が何と印象的に描かれて
いることでしょう。マックスウェル長老の言
葉によれば「その笑いは，空元気のむな
しい叫びでしかありません。」4

「あの奇妙な建物の中に入った人々の
数は非常に多かった。彼らはその建物に
入ると，わたしやほかにその実を食べて
いた人 を々指さしてあざけり笑った。しか
しわたしたちは，彼らのことを気に留めな
かった。」5

この聖句の最後は，ニーファイの力強い

原則があります。仲間からの嫌な圧力に
どう対応すればよいかについての一つの
答えです。「しかしわたしたちは，彼らの
ことを気に留めなかった。」
ボイド・K・パッカー会長は，少し前にこ
の導きとなる原則を強調して言っていま
す。「世の中の標準からどれほど懸け離
れても，嘲

ちょう

笑
しょう

されても，多くの人が誘惑に
負けても，わたしたちは屈しません。誘
惑には負けないのです。」6

わたしたちは巧妙にカモフラージュさ
れた誘惑を見破っているでしょうか。
はやらない戦いを進んで戦っているで
しょうか。
パウロははっきりと警告しています。「人

にへつら〔う者となるのではなく〕，キリス
トの僕

しもべ

と〔なり〕，心から神の御
み

旨
むね

を行い
〔なさい〕。」7

断固とした立場を取らなければならな
い時が来ています。霊的な基礎をしっか
りと固め，神の預言者に耳を傾け，その勧
告に従いましょう。
パウロはテモテにこう言いました。「と
いうのは，神がわたしたちに下さったの
は，臆

おく

する霊ではなく，力と愛と慎みとの
霊なのである。だから，あなたは，わた
したちの主のあかしをすること……を，決
して恥ずかしく思ってはならない。」8

周囲の人 と々異なる，正しい選択をする
には勇気が要ります。ささいなことについ
て毎日義にかなった選択をしていると，
もっと困難なときにも正しいことを選べる
よう主が力づけ，助けてくださいます。
わたしたちが最も大切にしている教え
や価値観は俗世で受け入れられません。
自分や子供たちが確固としているために
は，回復された福音のメッセージをしっか
りと心に根付かせ，家庭で教えなければ
なりません。
モーサヤ書の力強い数ページの中に記
されているニーファイ人の預言者アビナダ
イは，21世紀の問題に完

かん

璧
ぺき

に当てはまる
不朽の教訓を残しています。
アビナダイは揺らぐことのない勇気の持
ち主で，人から嫌われる行為であっても，
真理を擁護しました。勇気を奮って悔い
改めを叫んだとき，アビナダイは自分の命



を危険にさらしていることを知っていまし
た。死を宣告された直後に見せた彼の
雄 し々い姿を心に浮かべることができま
す。自分の信仰と証

あかし

を否定して死を免れ
ることもできましたが，彼は恐れることな
くこう宣言しました。「わたしは王に申し
上げます。わたしがこの民についてあな
たに申し上げた言葉は真実ですから，わ
たしは取り消しません。」9

わたしたちは真理を守るために命を落
とすことはないでしょうが，アビナダイと同
じように，背筋を伸ばし，頭を上げ，全身
全霊を尽くして，イエス・キリストが救い主
であられることを雄 し々く宣言することが
できます。主は過去も現在も全能者の御
子であられます。主は生きて，わたしたち
を愛しておられます。
わたしたちは主に従うときに，犠牲をさ
さげ，神聖な聖約を守ることができます。
主は言われました。「それゆえ，小さい群
れよ，恐れてはならない。善を行いなさい。
この世と地獄をあなたがたに対して連合
させなさい。あなたがたがわたしの岩の
上に建てられるならば，それらは打ち勝つ
ことができないからである。……あらゆる
思いの中でわたしを仰ぎ見なさい。疑っ
てはならない。恐れてはならない。」10

自分自身を強めなければなりません。
その確実な霊のとりでは，イエス・キリスト
という二つの言葉の中に見いだすことが
できます。わたしはへりくだって，主を証
します。イエス・キリストの聖なる御

み

名
な

によ
り，アーメン。

注

1．ジョセフ・スミス―歴史1：22

2．History of the Church，第2巻，22

3．History of the Church，第4巻，540

4．“Cleanse Us from All Unrighteous-

ness，”Ensign，1986年2月号，19

5．1ニーファイ8：33

6．「真理の標準は確立された」『リアホナ』

2003年11月号，25

7．エペソ6：6

8．2テモテ1：7－8

9．モーサヤ17：9

10．教義と聖約6：34，36

子供のころ，小さな懐中電灯の驚
くべき力を発見しました。夜に
点灯すると，懐中電灯を向けた

所はどこでも，広く光が当たっているのが
見えました。ほこりっぽい納屋で点灯し
たときはさらに胸が躍りました。空気を通
して光が円すい状に見えるのです。しか
し最も興味深かったのは，懐中電灯を自
分の手のひらに強く押し当てたときの発
見です。暗

くら

闇
やみ

の中で手の全体が光ってい
ました。光が確かにわたしの中にあるの
です！ 光の物理的な特性を観察するのは
興味深いことですが，霊的な光の特性と
真理を発見するのはさらに驚嘆すべきこ
とであり，また極めて重要です。
わたしたちはすばらしい時代に生きて
いますが，今は地から平和が取り去られ
ている時代でもあります。1 このような時
代に幸福に暮らすためには，わたしたち
の中で霊的な光が燃えなければなりませ

ん。この霊的な光を得て，さらにイエス・
キリストの福音の真理が確実にわたした
ちの魂を満たすようにするにはどうしたら
よいでしょうか。3つの方法を提案します。
（1）真実の教義を学ぶ。（2）純粋な証

あかし

を得
る。（3）勇気をもって福音を実践する。
まず，真実の教義を学んでください。ア
ルマは次のことを発見しました。「御

み

言
こと

葉
ば

を説き教えることは民に正しいことを行
わせるのに大きな効果があり，……剣や
そのほか，これまで民に起こったどのよう
なことよりも民の心に力強い影響を及ぼ
したので，アルマはこの度も神の言葉の
力を使うのが望ましいと思った。」2 ヘン
リー・B・アイリング管長はこう述べていま
す。「神の御言葉とは，イエス・キリストと
預言者によって教えられた教義です。アル
マは神の御言葉には偉大な力があること
を知っていました。神の御言葉は民の心
を開き，霊的なこと，目に見えないものを
見せてくれます。また，神と真理への愛を
抱けるよう心を開いてくれます。」3

1832年，主は預言者ジョセフ・スミスに，
霊的な光について真実で力強い教義を明
らかにされました。
「この光は，広大な空間を満たすため
に神の前から発している。
これは万物の中にあり，万物に命を与
える光であり，万物が治められる律法，す
なわち御

み

座
ざ

に着〔いて〕おられる神の力で
ある。」4

ボイド・K・パッカー会長もこの真理につ
いて力強く語っています。「〔キリストの光
は〕聖文には次のようにも表現されていま
す。『イエス・キリストの御

み

霊
たま

』……キリスト

光と真理の力
七十人
ロバート・R・ストイアー長老

このような時代に幸福に暮らすためには，わたしたちの中で霊的な光が燃えなければなり
ません。
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の御霊には啓発する力があり，発明家，科
学者，画家，彫刻家，作曲家，演技者，建
築家などが，偉大で霊感に満ちたもの，全
人類に祝福と善をもたらすものを造り出
せるようにするのです。」5

光の基本的な特質に関する近年の科学
的考察は驚くべきものです。今

こん

日
にち

の科学
者は，光を「運ぶもの」6，「使者」7，または
「仲保者」8 であるとさえ表現しています。
主の教義は何と深遠なのでしょうか。
第2に，純粋な証を得てください。この
証は，神がわたしたちの御父であられ，
イエスがキリストであられることについて
の聖霊による確認です。9 万物の中にある
光と真理を見ることで，わたしたちは研究
と信仰によって知識を得たいと強く望む
ようになります。聖霊による確認はその後
で来るのです。10 肉体の感覚によっても神
の御

み

手
て

の業や慈しみの多くを学ぶことが
できます。しかし霊的に「誠心誠意」11 真
理を求めるときに，さらに深い証が明らか

にされるのです。スペンサー・Ｗ・キン
ボール大管長はこう述べています。「この
世の知識，霊的な知識という宝はともに
隠されている。正しい方法で探し，見い
だそうと努力しない人の目から隠されて
いるのである。……単に欲しいというだ
けの人に霊的な知識は与えられない。祈
りだけでも十分ではない。生涯を通じた
忍耐と献身が必要なのだ。……」12

神が人のために創造された偉大な万物
を敬

けい

虔
けん

な思いで観察するときに証が強め
られます。主はエノクにこう宣言されました。
「すべてのものは，……わたしのことを証
するために創造され，造られている。」13

反キリストのコリホルに対し，アルマも同
じような証を述べました。「万物は神がま
しますことを示している。まことに，大地
も，大地の面にある万物も，大地の運動
も，また各々整然と運行しているすべての
惑星も，それらのすべてが至高全権の創
造主がましますことを証している。」14

エノスが主の御
み

前
まえ

で味わった苦闘につ
いて読むと，彼の父親の証に力があった
ことが分かります。エノスは言いました。
「かつてわたしは，父が永遠の命と聖徒た
ちの喜びについて語るのを度々聞いてい
たのだが，その父の言葉が，そのときに
なってわたしの心に深くしみ込んでき
た。」15 M・ラッセル・バラード長老もこう述
べています。「明確に真理を宣言すること
で，生活に変化が表れます。それが心を
変えるのです。」16

妻とともにブラジルのレシフェの近くで
聖
せい

餐
さん

会に出席したときのことです。大変
暑い日でしたが，下ろしたての青いスーツ
に身を包んだ9歳か10歳くらいの少年が説
教台に立ちました。そして落ち着いた様
子で会衆を眺めると，「うちでは道徳的な
選択の自由について勉強しています」と
言って聖句を読みました。「そのため，人
は肉においては自由であり，……そして人
は，すべての人の偉大な仲保者を通じて
自由と永遠の命を選ぶことも，あるいは
悪魔の束縛と力に応じて束縛と死を選ぶ
ことも自由である。……」17 さらに続けて
こう言いました。「年上の友達の中にはた
ばこを吸ったり，薬物を使ったりすること
を選ぶ人がいます。でもぼくたちは皆，自
分の行動の結果を受け入れなければなら
なくなります。」そして，次のような証で締め
くくりました。「ぼくはこのことが真実だと分
かります。」まだ小さなこの男の子の力強
い証にわたしたちは深く感動しました。
3番目に，わたしたちは勇気をもって，
受けた光と証にふさわしく生活しなけれ
ばなりません。わたしたちは次の約束を
受けています。「光を受け，神のうちにい
つもいる者は，さらに光を受ける。そして，
その光はますます輝きを増してついには
真昼となる。」18 勇気をもって福音を実践
するには真の努力と犠牲が必要です。こ
れまで，ブラジルのマナウス近辺に住む
聖徒が神殿で礼拝するには，人でいっぱ
いの船に乗ってアマゾン川を2日間下った
後，さらに2日間，熱帯地域をバスに揺ら
れてレシフェ神殿まで行かなければなり
ませんでした。疲れ果てて到着すると
シャワーを浴び，服装を整え，すぐに神殿



の礼拝を始めます。そして数日にわたっ
て主に仕えた後，家までの長く厳しい道
のりを帰って行くのです。犠牲をいとわな
い彼らの姿勢には，「ただし，わたしとわ
たしの家とは共に主に仕えます」19 という
言葉が美しく表れています。
このすばらしくも困難な時代にあって平
安でいるためには，真実の教義を学び，
純粋な証を得て，勇気をもって福音の真
理を実践しなければなりません。イエス・
キリストと預言者たちから教えられた光と
真理にふさわしい生活を送るとき，わたし
たちは永遠の行く末をさらにはっきりと見
ることができるようになります。このことを，
イエス・キリストの御

み

名
な

により証します。
アーメン。

注

1．教義と聖約1：35参照

2．アルマ31：5

3．ヘンリー・B・アイリング「教義を教える

力」『リアホナ』1999年7月号，86

4．教義と聖約88：12－13

5．ボイド・K・パッカー「キリストの光」『リ
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1巻，54も参照

7．教義と聖約45：9参照
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ルカによる福音書の中に，12年も
の長い間，長

なが

血
ち

を患っていた女
性について記された箇所があ

ります。この女性は治療法を見つけるた
めに財産を使い果たしましたが，何の方
法も見つけられませんでした。彼女は，
群衆の中をかき分け，後ろから救い主に
近寄り，その衣のふさに触りました。イエ
スは御自分に触ったのがだれなのか知り
たいと思われました。力が御自分から出
て行ったとお感じになったからです。使
徒たちは主のお尋ねになったことの意図
を理解できず，次のように尋ねました。
「先生，群衆があなたを取り囲んで，ひし
めき合っているのです。それなのに『わた
しにさわったのは，だれか』とおっしゃる
のですか。」1 するとこの女性は怖れおの
のきながら，救い主に触ったのは自分で
あり，触るとたちまち病気が癒された，と

告白しました。救い主は，「あなたの信仰
があなたを救った」とおっしゃり，彼女を
平安のうちに帰されました。
短いながらも興味深い話ですが，この
話から多くのことについて学び，深く考え
ることができます。
わたしは，群衆そのものについて想像
してみました。人々がイエスの周りでひし
めき合っていたからには，かなり大勢の
群衆だったことでしょう。また，人々が少
しでも良い場所からイエスを見ようと押し
合っていたのですから，きっと騒 し々い群
衆だったことでしょう。では，彼らは一体
なぜそこにいたのでしょうか。ほとんどの
人たちは，好奇心から集まっていたと思
います。イエスがどこへ行かれるにも，そ
の到着や奇跡に関する情報が，事前に流
れていました。恐らく，何か普通では考え
られないこと，見逃してはならない出来
事が起こるのではないかと期待していた
のでしょう。記されてはいませんが，パリ
サイ人も群衆の中にいたのではないかと思
います。いつもイエスの近くにいて，イエス
をわなにかけ，困らせる機会や非難する口
実を得ようとねらっていたようだからです。
その群衆の中にイエスを嘲

ちょう

笑
しょう

するために
来た人たちさえいたかもしれません。
そのような群衆の中に一人の女性がい
ました。謙虚な女性です。内気な女性か
もしれません。後ろから救い主に近寄り
ます。そして当惑しながらも，イエスの衣
のふさに触ったのは自分だと打ち明けま
す。様々な苦難のために疲れ果て，貧困
にあえぐ女性でした。どうしても助けが必

群衆の中の一人
七十人
デニス・B・ノイエンシュワンダー長老

救い主がわたしたちを心にかけておられ，わたしたちを癒
いや

し，救うことがおできになる
という信仰を持ちながら，静かに，また確固として，主の方へ進んで行こうではありま
せんか。
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要でした。見た目は，ほかの群衆とほと
んど見分けがつきませんでした。ですか
ら，イエスに近寄るのを遮ろうとする人も
いませんでした。使徒も皆，確かに，その
存在に気づきませんでしたし，押しとどめ
ようともしませんでした。しかし，彼女は，
その日の群衆のだれと比較してもどこか
違っていました。おびただしい数の群衆
の中に埋もれてはいても，たった一つの
目的を心に抱きつつ，確固として，静かに
進んで行きました。救い主には，自分を
癒してくださる力があり，自分のことを気
遣ってくださり，自分の必要にこたえてくだ
さるという信仰をもって救い主に近づこう
としたのです。この一点に関して，彼女は
ほかの群衆とはまったく違っていました。
群衆が来たのは見るためでしたが，彼女
が来たのは癒されるためだったのです。
聖文の中には，このほかにも，群衆の

中にいた一人の信仰篤
あつ

い人物について興
味深い話が記されています。アルマはノ
ア王に仕える邪悪な祭司たちの中にいま
した。ノア王の祭司は，高慢で，心が高
ぶっており，怠惰で，偶像を礼拝し，むな
しい偽りの言葉を民に述べる人たちだっ

たと記されています。2 彼らは主の道を曲
げてしまっていました。心を注いで主の
道を理解しようとしなかったのです。3 ア
ビナダイが悔い改めのメッセージを宣

の

べ
伝えたとき，ノア王の祭司たちはアビナダ
イをあざけり，最終的には，処刑してしま
いました。彼らはまさに邪悪な群衆でし
た。しかし，聖文に記されているように，
アビナダイの言葉を信じた者が「祭司たち
の中に」4 一人いたのです。それがアルマ
でした。彼だけがアビナダイの教えたこ
とを受け入れ，信じました。勇気を奮って
群衆を離れ，主に従ったのです。群衆の
中にいたこの一人の男性がニーファイ人の
歴史に及ぼした影響は計り知れません。
モルモン書の中で最もよく知られてい
る群衆として，リーハイの命の木の示現に
登場する大きく広 と々した建物を埋め尽く
していた群衆が挙げられます。この建物
は老

ろう

若
にゃく

男
なん

女
にょ

を問わず，人でいっぱいでし
た。そして，その人たちは木の実を食べ
ている人 を々指さしてあざけり笑っていま
した。5 残念なことに，その実を味わった
人々の中には，この群衆の言葉に耳を傾
け，「禁じられた道に踏み込んで姿が見え

なくなってしまった」人もいました。6 しか
し，その実を味わって，群衆のことを気に
留めなかった人もいました。7 これらの
人々は命の木からもたらされる満ちみち
る祝福にあずかりました。
実は，これらの話は群衆についての話
ではなく，群衆の中の個人についての話
なのです。さらに言えば，皆さんやわたし
についての話なのです。わたしたちは皆，
この世の群衆の中にいます。わたしたち
のほとんどはあの女性にたとえられます。
群衆の中にあっても，救い主のみもとに
やって来た女性とよく似ているのです。わ
たしたちは皆，救い主に触りさえすれば，
苦痛にあえぐ魂に癒しがもたらされ，心の
奥底からの要求が満たされるという信仰
を持っています。8 多くの国々で教会に集
う新会員のほとんどは，アルマのような人
たちです。彼らは命の言葉に耳を傾けま
す。家族の中で，あるいは友人の中で，自
分以外に命の言葉を聞く人はいません。
しかし，それでも彼らは勇気を奮い，福音
を受け入れ，自らの選んだ道に従って群
衆の中を進んで行きます。あざけり笑う
人々の姿が見え，その声が聞こえる中で，
命の木の実を十分に味わうことが何を意
味するのか，勇気の限りを尽くしてそのよ
うな人々を気に留めないことが何を意味
するのか，皆さんも分かると思います。
この世の群衆の中をかき分けながら進
んで行くのが，孤独でつらいこともあるで
しょう。より良いものに向かって進みたい
と願っている個人に対する群衆の影響力
がとても強く，抗し難いこともあるでしょう。
救い主ほど効果的に，群衆の中の一人
に手を差し伸べ，その人を支え，最終的
には救い出せる人がいるでしょうか。救
い主は，不

ふ

遜
そん

な群衆の中にあって屈せず
に，なお忠実であり続けることがどういう
ことなのかを理解しておられます。俗世
の群衆は，イエスを救い主だと認めず，こ
う言います。「彼にはわれわれの見るべ
き姿がなく，威厳もなく，われわれの慕う
べき美しさもない。」9 ベニヤミン王は，こ
の世は「この御方をただの人と思〔う〕」と
語っています。10 さらに，イザヤはこの世界
の群衆の中でキリストがどのような評価を



お受けになるかについてこう語っています。
「彼は侮られて人に捨てられ，悲しみの
人で，病を知っていた。……彼は侮られ
た。われわれも彼を尊ばなかった。
まことに彼はわれわれの病を負い，わ

れわれの悲しみをになった。しかるに，
われわれは思った，彼は打たれ，神にた
たかれ，苦しめられたのだと。」11

ニーファイは次のように記しています。
「世の人々は自分たちの罪悪のために，こ
の御方を取るに足りない者と判断する。」12

この神の長子は，幾度となく不当な評
価を受け，誤解されますが，最終的には，
「油注がれた者」，すなわち世の救い主，
贖
あがな

い主として群衆の中に御
み

姿
すがた

を現されま
す。そのことについて，救い主は一部の
大祭司や長老に向けて語られた御自身の
言葉の中で控えめながらも預言しておら
れます。「家造りらの捨てた石が隅のかし
ら石になった。」13

愛する兄弟姉妹，わたしたち一人一人
が，この世の群衆の中を進んで行けます
ように。人生でどのような状況に置かれて
も，救い主がわたしたちを心にかけてお
られ，わたしたちを癒し，救うことがおで
きになるという信仰を持ちながら，静か
に，また確固として，主の方へ進んで行こ
うではありませんか。人生について語ら
れた救い主の言葉に耳を傾け，それらの
言葉からもたらされる実を絶えず，十分に，
また勇気をもって味わいましょう。イエス・
キリストの御

み

名
な

によって，アーメン。

注

1．欽定訳ルカ8：45から和訳

2．モーサヤ11：5－11参照

3．モーサヤ12：25－27参照

4．モーサヤ17：2

5．1ニーファイ8：27参照

6．1ニーファイ8：28

7．1ニーファイ8：33参照

8．ルカ4：18参照

9．イザヤ53：2

10．モーサヤ3：9

11．イザヤ53：3－4

12．1ニーファイ19：9

13．マタイ21：42

3週間前，わたしは「過去」に足を
踏み入れ，その瞬間に，「今日

きょ う

」
を再発見しました。わたしはこ

れから，「今日」について話します。
教会の責任を受けたわたしは，広大な
太平洋を越えてベトナムの地に到着しまし
た。わたしにとってこの旅は単なる大海
の横断飛行にとどまりませんでした。時
をさかのぼる旅だったのです。40年以上
も昔，わたしは歩兵部隊の将校としてこの
国の戦場で戦いました。時間を越えて，
当時のあの場所の，あの人々の，そして一
緒に戦った仲間たちの記憶が鮮やかによ
みがえります。かつてヤコブはこう書きま
した。「一生はあたかも夢のように過ぎて
しまった。」（モルモン書ヤコブ7：26）わ
たしも同じ思いでした。およそ半世紀の
時を隔てて，遠い記憶から見覚えのある
場所へと戻っていたのです。教会の責任
を終えると，過酷だったあの戦場をもう一

度訪ねてみようと決心しました。愛する妻
を伴い，記憶をたどる旅がこうして始まっ
たのです。
これだけの年月がたっていると，自分

にも，何を見つけたかったのか，はっきり
とはしません。しかし実際に見つけたも
のは，予想とはまったく似ても似つかない
ものでした。わたしが見つけたものは，
戦争ですさんだ人々ではなく，若 し々く活
動的な人たちだったのです。田園地帯で
見たものは，砲撃の跡ではなく，平和で緑
豊かな畑地でした。ジャングルさえ新た
な成長を遂げていました。わたしは「昨
日」すなわち過去を見つけることを半ば期
待していたのかもしれません。しかし，わ
たしの見つけたものは，「今日」そして，輝
かしい「明日」つまり未来の約束だったの
です。「夜はよもすがら泣きかなしんでも，
朝と共に喜びが来る」という聖句が心に
浮かんできました（詩篇30：5）。
わたしは再びかつての戦場に足を踏み
入れ，改めてジャングルの中の道を歩い
てみました。するとあの機関銃の銃声や
爆弾の耳をつんざく音，小型銃器がぶつ
かる音が，心の耳に再び聞こえてきます。
そして，「国のために最後まで完全に身を
ささげた」（エーブラハム・リンカーン，ゲ
ティスバーグ演説）友人たち，日焼けした
あの若者たちの顔が再び思い浮かびまし
た。特にわたしは一人の友人のことを考
えました。1966年4月3日のあの特別な日
は，シュロの聖日と呼ばれる復活祭の時
期の安息日でした。今からほぼ42年前の
ことです。
わたしたちの歩兵部隊がベトナムに派

今日
き　　 ょ　　 う

七十人
ランス・Ｂ・ウィックマン長老

贖
しょく

罪
ざい

の清めの恵みを受ける資格が与えられるように「今日」を生きるならば，神と永遠
に生きることができます。
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遣されてから数か月が経過していました。
わたしは中尉としてライフル小隊の指揮を
執っていました。ほとんど毎日が戦闘状
態で，その日も夜明けと同時に，わたした
ちの隊は敵地深く潜入しました。早朝に
10人構成の偵察隊を送り込みました。そ
のうちの一人がアーサー・モリス軍曹でし
た。偵察隊の何人かは銃撃戦で負傷しま
した。モリス軍曹も軽傷を負いました。最
終的には，偵察隊は足を引きずりながら，
わたしたちの待つ戦線に戻って来ました。
無線で医療班の救助ヘリコプターを呼
びました。負傷兵をヘリに乗せると，わた
しはモリス軍曹にも乗るよう言いました。
ところが彼はためらった様子で乗ろうとし
ません。わたしはもう一度促しましたが，
同じでした。再度命じました。彼はまた
も拒みます。とうとうわたしはこう叫びま
した。「モリス軍曹，ヘリに乗るんだ。」
すると彼は訴えるような目でわたしを見

て，「お願いです，中尉」と言いました。そ
してわたしの耳から永遠に離れることの
ない言葉でこう言ったのです。「敵は，わ
たしのようなしぶとい人間を，殺せやしま
せんから。」
あの光景全体が，戦いを描いた絵のよ
うにわたしの心に刻み込まれています。
切り開かれたジャングル，ヘリコプターの
いらだたしいほどの爆音，せかすようにわ
たしを見る操縦士，そして，自分の部下と
一緒にとどまらせてほしいと求めるこの
友人。わたしは妥協しました。「明日」へ
の命綱とも言うべきヘリに向かって，出発
するようにと手を振ったのです。その日，
日没を迎える前に，わたしの愛する友人
アーサー・サイラス・モリス軍曹は，敵軍の
砲火を浴びて，屍

しかばね

となって地面に横た
わったのでした。そしてわたしの心の中
には，「敵はわたしを殺せない，敵はわた
しを殺せない，敵はわたしを殺せない」と

叫ぶ彼の声が，今でも繰り返し響き渡っ
ているのです。
確かにある意味では，彼はひどい間違
いを犯しました。この世の命は，はかな
いものです。１回の鼓動，１回の呼吸が，
この世界と次の世界を分けているにすぎ
ないのです。少し前まで精力的に動き
回っていた友人が，次の瞬間には不滅の
霊が死すべき幕屋を離れ，命のない肉体
を残すだけとなったのです。死とは，だれ
でも通過しなければならない幕のような
もので，アーサー・モリス軍曹のように，だ
れもいつそこを通るのか分かりません。
わたしたちの経験するあらゆるチャレンジ
のうちで，恐らく最も厄介なものは，この世
は永遠に続くと考える誤った思い込みと，
そこから生まれる次のような考え方で
しょう。「赦

ゆる

しを求めたり与えたりするこ
とは，明日まで遅らせることができる。」
しかし，イエス・キリストの福音が教えてい
るように，赦しはこの世を生きる目的の核
となるものの一つなのです。
モルモン書の中で，アミュレクは次のよ
うな深遠な真理を説いています。
「見よ，現世は人が神にお会いする用意
をする時期である。まことに，現世の生涯
は，人が各自の務めを果たす時期である。
さて，……あなたがたには……最後ま
で悔い改めの日を引き延ばすことのない
ように切に勧める。
……なぜならば，現世を去るときにあ
なたがたの肉体を所有しているその同じ
霊が，あの永遠の世で，あなたがたの肉
体を所有する力を持つからである。」（ア
ルマ 34：32－34，強調付加）
アミュレクの用いた「現世の生涯」とい
う言葉は実に深遠な表現です。使徒ヤコ
ブは次のように表現しています。「あなた
がたは，あすのこともわからぬ身なのだ。
あなたがたのいのちは，どんなものであ
るか。あなたがたは，しばしの間あらわ
れて，たちまち消え行く霧にすぎない。」
（ヤコブの手紙4：14）そしてわたしたち
は，この世を去るときのままの状態で，次
の世に入るのです。ありがたいことにわ
たしたちには今日という日があります。
モリス軍曹はひどい間違いを犯した一



方で，この上なく正しくもあったのです。
キリストの贖

しょく

罪
ざい

が肉体的にも霊的にも死
を征服したという意味において，わたした
ちは，ほんとうは不死不滅です。そして，
贖罪の清めの恵みを受ける資格が与えら
れるように「今日」を生きるならば，神と永
遠に生きることができるのです。この世の
生涯は，獲得したりためておいたりする
時期というよりも，むしろ，与えたり成長し
たりする時期です。この世の生涯は，正義
と憐

あわ

れみの両方が存在する戦場です。し
かし，この二つは相反する敵としてぶつか
り合う必要はないのです。なぜなら「今日」
という時間を思慮深く生きるすべての人
のために，イエス・キリストが贖罪を通して
二つを和解させてくださったからです。
赦しを求めることも赦しを与えること
も，ひとえにわたしたち次第です。それは
悔い改めることであり，慈愛の手を差し伸
べることでもあります。それにより，わたし
たちは，救い主が開けてくださっている扉
を通って，この世の生涯から昇栄へと敷
居を越えて行くことができるようになるの
です。「今日」は，主がわたしたちの過ち
を赦してくださるということを確かに知っ
たうえで，人の過ちを赦す時期です。ルカ
の意味深い記録に「あなたがたも慈悲深
い者となれ」とあります（ルカ6：36，強調
付加）。完全な者となるまでにはこの世で
は程遠いかもしれません。しかし，慈悲
深い者，憐れみ深い者となることはできま
す。結局，悔い改めることと赦すことこそ，
神がわたしたちに最も求めておられるこ
との一つなのです。
わたしの回顧の旅は終わりを告げまし
た。わたしは「今日」の平和な田畑を見回
し，その豊かさの中に「明日」の約束を見
ました。友人アーサー・サイラス・モリス軍
曹のことを思い，あの生死を分けた日，
シュロの聖日を思いました。そして，わた
しはイースターの朝を迎えられた贖

あがな

い主
に心から感謝しました。主はわたしたち
に命を授け，万物の下に身を落として，わ
たしたちが「今日」をとらえて正しく生きる
かぎり，「明日」わたしたちを万物の上に
上げてくださる御方なのです。イエス・キ
リストの御

み

名
な

により，アーメン。

愛する兄弟姉妹，皆さんとともに
大管長会のトーマス・S・モンソ
ン大管長と大管長会の顧問，そ

して十二使徒を預言者，聖見者，啓示者
として支持できるのは聖なる特権です。
預言者が「聖霊に感じるままに語ること，
……そして，何であろうと聖霊に感じて語
ることは，聖文となり，主の心となり，……
救いを得させる神の力となる」ことを証し
ます（教義と聖約68：3－4）。
末日聖徒イエス・キリスト教会の会員
は，預言者として支持された人々の口か
ら力強く語られる生きた聖文に加え，聖
書，モルモン書，教義と聖約，高価な真珠
という書き記された聖文を手にする恩恵
と祝福にあずかっています。預言者ニー
ファイはこう記しました。「わたしは聖文
に喜びを感じる……。わたしは聖文につ
いて心に深く考え，わたしの子孫の知識
となり利益となるようにこれを書き記す。」

（2ニーファイ4：15）書き記された聖文，
特にモルモン書は，わたしたちが神を信
じ，「神の独り子キリストの贖

しょく

罪
ざい

を通じて
神と和解」できるように導いてくれます（モ
ルモン書ヤコブ4：11）。
数か月前，友人とともに，教会員ではな
い知り合いに標準聖典を1組プレゼントす
る機会がありました。その人の人生，また
わたしたちの人生も変わるようなことが起
こるだろうという確信をもって，それぞれ
の表紙に彼の名前を入れました。聖なる
記録を贈ると，彼が聖文の持つ深い意味
と，わたしたちの心からの気持ちに深く
感じ入っているのが分かりました。何も
言わず，数分の間，1冊ずつ手に取って，
表紙をなで，ページをめくりながら，一つ
一つの書物をじっくりと眺めていました。
絶好の機会だと思ったわたしたちは，
その人にモルモン書のタイトルページを開
いてもらい，この本がイエス・キリストにつ
いてのもう一つの証であると伝えました。
すると彼は，伝道の精神を持つ会員なら
ぜひ耳にしたい質問をしてくれました。
「どうして聖書以外に，イエス・キリストにつ
いてのもう一つの証が必要なのですか。」
即答を避け，わたしたちはなぜその質問
が大切だと思うかを尋ねました。返って
きた答えには，彼のしてくれた質問以上の
霊感が感じられました。聖書とその教え
には様 な々解釈があるようなので，その教
えを分かりやすく説明し，聖書をよりよく理
解させてくれるものが必要だからではな
いかという答えでした。おかげで，聖書
とモルモン書の両方についての思いと証
を伝える機会が訪れました。

約束を伴う書物
七十人
クレーグ・C・クリステンセン長老

家族や友人に福音のメッセージを伝えるために，わたしたちがイエス・キリストについて
のもう一つの証

あかし

であるモルモン書を引き続き活用できるよう祈ります。
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まず，わたしたちは聖書，特に新約聖書
の教義と教えを大切にし，信じていると伝
えました。地上で福音を教え，人々を導
いたときに救い主が語られた多くの言葉

を読むことで力を受け，救い主を知る助
けとなることを話しました。またこの言葉
は，わたしたちがもっとキリストのようにな
れると教えていることを伝えました。次に，

モルモン書は聖書と並び，神がすべての
子供たちを愛しておられ，わたしたちが
みもとに帰って再び神とともに住むための
方法を用意されたことについてのもう一
つの証であると確信をもって伝えました。
それから1時間ほど，モルモン書の歴史や
神聖な起源など，様々な点について簡単
に説明しました。わたしたちが彼に伝え
たことの幾つかを紹介します。

約束を伴う書物
最初に，モルモン書には約束が伴うこと
を説明しました。その歴史自体も魅力的
ですが，モルモン書は聖文としての意味を
持っており，聖霊の導きの下に受け入れ，
読むべき書物です。この教えを研究し，
深く考える人は皆，モロナイ書の最後の章
（モロナイ10：3－4参照）とモルモン書の
序文にある約束を受けます。「わたした
ちはあらゆる地に住むすべての人に，『モ
ルモン書』を読み，この書物に含まれてい
る教えを心の中で深く考え，そして，この
書物が真実かどうか，キリストの名によっ
て永遠の父なる神に問うようにお勧めす
る。この手順を踏んで，信仰をもって問う
人々は，『モルモン書』が神から与えられ
た真実の書物であるという証を，聖霊の
力によって得るであろう。」それから少し
の間，祈りについて，また聖霊がどのよう
にわたしたちの心に語りかけ，モルモン
書が真実であると確認してくださるかに
ついて教えました。

目的を持った書物
次に，モルモン書には目的があると伝
えました。タイトルページにあるように，モ
ルモン書は「戒めにより，また預言と啓示
の霊により書き記され」，「イエスがキリス
トであり，永遠の神で」あられることをわ
たしたち一人一人に確信させるために，
「神の賜

たま

物
もの

と力によりもたらされ」ました。
モルモン書の著者の一人であるニーファイ
はこの書物の目的について，自身の言葉で
こう書いています。「わたしが一心に志す
のは，人々がアブラハムの神，イサクの神，
ヤコブの神のもとに来て救われるように，
説き勧めることである。」（1ニーファイ6：4）

ブラジル，ソロカーバ・バルセロナステーク，リオ・アシーマワードの母と娘が聖文を研究する。



偉大な幸福の計画を教える書物
加えて，モルモン書は「偉大な幸福の計
画」を教える書物であることを説明しまし
た（アルマ42：8。42：5，13，31；2ニー
ファイ9章も参照）。モルモン書は人生の
目的，わたしたちがどこから来たか，そし
て死ぬとどうなるかを，深遠ながらも分か
りやすい言葉で教えています。イエス・キ
リストと贖

あがな

いの犠牲を信じる信仰，悔い
改め，水に沈めるバプテスマの大切さ，
聖霊の賜物と力について知ることができ
ます。モルモン書の教義を研究し，よく味
わうことにより，「永遠の命」を得るよう「最
後まで堪え忍ぶ」望みを持って，「完全な
希望の輝きを持ち，神とすべての人を愛」
するようになります（2ニーファイ31：20）。

イエスがキリストであられることを証す
る書物
わたしたちは，最も大切なこと，つまり
モルモン書はイエスがキリストであり，世
の救い主であられると証する書物である
ことを確信をもって伝えました。モルモン
書に登場する偉大な預言者たちはイエ
ス・キリストが地球の創造主（モーサヤ3：8
参照），人類の贖い主（ヒラマン5：9－12参
照），御父の独り子（1ニーファイ11：18－
21；モルモン書ヤコブ4：11参照）であられ
ることを厳粛に証しました。モルモン書の
これらの預言者はアブラハムやモーセと
同じように主を知っており，主の永遠の福
音を受け，教えました。預言者の言葉を
読み，研究するときに，救い主の比類ない
愛，主の完全な生涯と模範，大いなる贖
いの犠牲の祝福についてより深く理解で
きるのです。

預言者としてのジョセフ・スミスの使命
が真実であることを証明する書物
続けて，モルモン書はジョセフ・スミス

がイエス・キリストの教会をこの末日の世
に回復するために主から選ばれたことを
証明する，目に見える証拠であると証しま
した。モルモン書の序文にはこう記され
ています。「聖なる御

み

霊
たま

を通じて神から
〔モルモン書の神聖さについての〕証を得
る人々は，その同じ力によって，イエス・キ

リストが世の救い主であられ，ジョセフ・ス
ミスがこの終わりの時代の主の啓示者で
あり，主の預言者であることを，そして末
日聖徒イエス・キリスト教会が，……地上
に再び設立された主の王国であることを
知るであろう。」
サミュエル・スミスが数冊のモルモン書

の初版を手に，福音を宣
の

べ伝えるべく旅
立って以来，モルモン書は世界中に住む
数多くの人々に祝福をもたらしてきました。
家族や友人に福音のメッセージを伝える
ために，わたしたちがイエス・キリストにつ
いてのもう一つの証であるモルモン書を
引き続き活用できるよう祈ります。そうす
れば，先ほどの大切な友人のように，多く
の人々が救い主の生涯と使命，そして偉大
な救いの計画について強い関心を持ち，

もっと知りたいと言うようになるでしょう。
モルモン書が真実の書物であることを
厳粛に証します。この書物はわたしの人
生に大きな変化をもたらしました。神は
生きておられます。イエスはキリストであ
られます。主の福音は地上に回復されま
した。トーマス・S・モンソン大管長はこの
時代における主の預言者であり，生ける
神の代弁者です。モルモン書を毎日読み，
深く考え，祈ることにより，わたしは御霊
を感じます。この御霊は，これらの事柄に
ついての理解と証を強め，それが真実で
あることを再確認してくれます。わたし自
身のこの証をイエス・キリストの御

み

名
な

に
よっていたします。アーメン。
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兄弟姉妹，最近妻のバーバラが
背中を手術し，物を持ち上げた
り，体をひねったり曲げたりす

ることができなくなりました。その結果，
わたしはかつてないほど，物を持ち上げ
たり，身体をひねったり曲げたりするよう
になりました。今では，女性，特に母親が
毎日家事をしてくれることに，より感謝す
るようになっています。
既婚者や未婚者，夫に先立たれた人，
離婚した人，子供がいる人やいない人な
ど，女性は家庭において様々な状況にあ
りますが，皆神に愛されています。神は義
にかなった娘たちが永遠にわたる最高の
祝福を受けられるよう，計画を立てておら
れます。
今日
きょう

，わたしはおもに母親について，特
に若い母親について話します。
若い父親だったころ，わたしは母親が大
変な役割を担っていることを知りました。

顧問とビショップとして奉仕した10年間に，
7人の子供のうちの6人が生まれました。日
曜日の夕方，わたしが家へ帰るころには，
妻のバーバラはたいてい疲れ果てていま
した。聖

せい

餐
さん

会で後ろの席に幼い子供たち
と一緒に座るのがどのようなことか，わたし
に説明しようとしていました。やがて解任
の日がやって来ました。10年間壇上に
座っていたわたしは，今度は後ろで家族と
一緒に座ることになったのです。
ある日の聖餐会で，ワードの母親の中か
ら組織したグループがコーラスを発表し
ました。わたしは後ろの席に座って，独
りで6人の子供の面倒を見ることになりま
した。こんなに忙しい思いをしたのは生
まれて初めてでした。両手に指人形をは
めて奮闘しましたが，うまくいきません。
コーンフレークが手からこぼれ落ちて，気
恥ずかしい思いをしました。ぬり絵の本
も子供の注意を引くにはさほど役立ちま
せんでした。
悪戦苦闘の末，集会が終わると，わたし
は顔を上げてバーバラの方を見ました。
彼女はわたしを見てほほえんでいました。
わたしは妻や母親である皆さんがどれほ
どよくやっているか，そして忠実であるか
がよく分かり，感謝の念を深めました。
1世代が過ぎ，祖父になったわたしは，
娘たちが子育てのために犠牲を払う姿を
見てきました。そして，さらに1世代を経て，
今は孫娘たちがこの忙しく大変な世の中
で子供を導くという重い責任を果たして
いる姿を感心しながら見守っています。
3世代にわたる母親たちの姿を見てその
苦労に共感し，また自分の愛する母親のこ

とを考えると，人生において，母親の役割
ほどきわめて重要で永遠に続くものはほ
かにないということがはっきりと分かります。
善い母親になるための完

かん

璧
ぺき

な方法は
一つとは限りません。状況はそれぞれで，
どの母親にも異なる問題があります。技
能，能力も異なり，もちろん子供もそれぞ
れに異なっています。選択も，母親によっ
て，また家族によって様々であり独特です。
多くの母親は，少なくとも子供の人格が最
も大きく形成される時期には，「専業の母
親」になることができます。しかし，望ん
でもそうできない母親もたくさんいます。
正社員またはパートタイムで働かなければ
ならないかもしれません。家で働く人も
います。しばらく仕事に専念してから家庭
に入る人もいるでしょう。重要なことは，
母親が子供を深く愛しており，神と夫への
献身を保ちつつも，ほかの何よりも子供を
優先しているということです。
人生で限られた時期にしかできないこ
れらの事柄に専念することの大切さを学
んできた無数の母親にわたしは感嘆して
います。子供が18年から19年にわたって
親とともに暮らすとしたら，その期間は親
の人生の4分の1にすぎません。そのうち，
子供の人格が最も大きく形成される幼年
期は，通常人が生きる長さの10分の1以
下です。親と一緒にいる短い間，子育て
に真剣に取り組み，主の助けを受けて，
子供が巣立つ前に親として教えられるす
べてのことを教えようと努めることは非常
に大切です。この永遠に重要な務めは，
対等のパートナーである母親と父親に課
せられています。今

こん

日
にち

，多くの父親が以前
より子供の人生にかかわっていることに感
謝しています。しかし，子供の幸せには，
母親による養育への深いかかわりと母性
本能が常に重要な鍵

かぎ

を握っているとわた
しは信じています。家族の宣言には次の
ようにあります。「母親には，子供を養い
育てるという主要な責任があります。」（「家
族――世界への宣言」『リアホナ』2004年
10月号，49）
わたしたちは，母親の務めに全力で専
念し，子供のことを優先させるのが難しい
ときもあることを覚えておく必要がありま

神の娘たち
十二使徒定員会
M・ラッセル・バラード長老

人生において，母親の役割ほどきわめて重要で永遠に続くものはほかにありません。



す。わたし自身の4世代にわたる家族で
の経験と，教会で幼い子供を持つ様々な
母親との話し合いを通して，家で子育て
に専念する決意をしている母親の気持ち
が多少は分かるようになりました。大きな
喜びと深い満足感に満たされるときもあり
ますが，力不足や退屈さを感じたり，欲求
不満になったりするときもあります。自分の
選びがほとんど，あるいはまったく感謝さ
れないと感じているかもしれません。時に
は，夫ですら自分の抱える重責を少しも理
解していないように思えるときがあります。
教会は若い子供を持つ母親の皆さんに
多大な尊敬と感謝を寄せています。皆さ
んが幸せで満ち足りた家族生活を送り，
皆さんの努力が認められ，助けが得られ
るよう望んでいます。認められ，助けを得
ることは皆さんにとって必要であり，皆さ
んにはそれを受ける資格があります。そ
こで，今日

きょ う

は4つの質問と簡単な答えを紹
介します。あまりにも単純な答えに思える
かもしれませんが，そうした事柄に心を向
けるなら，母親としての生活は大いに報い
あるものになるでしょう。
最初の質問――若い母親として，負担
を減らし，家族生活をもっと楽しむため
にあなたができることは何ですか。
まず，母親の喜びは一瞬一瞬にあるこ

とを知ってください。つらくて不満を感じ
るときもありますが，困難の中でも，喜び
と満足に満たされる瞬間があります。
アンナ・クインドレンは，自身の著作の中

で，つかの間の瞬間を慌しく通り過ぎては
いけないと言っています。「〔親としての〕
わたしの最大の間違いは，ほとんどの親
が犯す間違いと同じでした。……その
時々の瞬間を大切にしなかったのです。
写真でしか振り返れない今となって，それ
は特によく分かります。〔3人の子供が写っ
た〕写真があります。……ある夏の日，ブ
ランコの陰の芝生にキルトを敷き，そこに
座っている6歳と4歳と1歳の子供たちで
す。そのときに何を食べて何を話したか，
子供たちの声の様子や，その日の夜の寝
顔を思い出せたらどんなにすばらしいで
しょう。夕食を食べさせ，おふろに入れ，
本を読み，寝かせるために，あれほど子

供たちをせかさなくてもよかったのに。一
つのことを終えることばかりに気を取られ
ずに，そのこと自体をもう少し大切にすれ
ばよかったと後悔しています。」（Loud and
Clear（2004年），10－11）
第2に，自分と子供の予定を詰め込みす
ぎないようにしてください。現代はできる
ことが多すぎます。社交行事，けいこ事，
運動，読書クラブ，スクラップブック作り，

教会の責任，音楽，スポーツ，インターネッ
ト，好きなテレビ番組など，気をつけてい
ないと，わたしたちの予定は分刻みで埋
まってしまいます。ある母親は，子供たち
のカレンダーには，音楽のレッスン，スカウ
ト活動，ダンス，リトルリーグ，デイキャンプ，
サッカー，美術など毎週29の予定が入って
おり，自分のことをタクシーの運転手のよ
うに感じたそうです。ついに，その母親は

ウェールズのマーサー・ティドフィルに住む家族が大会に出席するためステークセンターに到着する。
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家族会議を招集して言いました。「どれか
をやめましょう。これじゃ自分のための時
間も，お互いのための時間もないわ。」家
族関係を深め，親としての真の責任を果
たすための，何の予定もない時間が必要
です。耳を傾け，笑い，一緒に遊ぶ時間を
取ってください。
第3に姉妹の皆さん，余計な予定を減
らしたうえで，さらに自分の時間を見つけ
てください。才能を伸ばし，関心事を探
求する時間を取るのです。学んだり，
行
おこな

ってみたりしたいことの中から，生活を
豊かにしてくれるものを一つか二つ選び，
そのための時間を作ってください。空の
井戸から水はくめません。自分を豊かに
するために多少の時間を割かなければ，
ほかの人や，子供にさえも，与えられるもの
がどんどん少なくなってしまいます。もっ
と効率よく，たくさんのことができるように
なるという間違った考えによる違法薬物や
アルコールの使用を避けてください。また，
テレビのメロドラマを見たり，気の向くまま
にインターネットのページを眺めたりといっ
た，思考を鈍らせることで時間を無駄にし
ないようにしてください。信仰をもって主に
心を向けてください。そうすれば，何をど
のようにするべきかが分かるでしょう。
第4に，祈り，福音を研究して教えてくだ

さい。子供について，母親としての自分の
役割について心から祈ってください。親
は自分だけのすばらしい祈りをささげる
ことができます。全人類を創造された永
遠の親に祈っているからです。次のような
心からの祈りには大きな力があります。
「わたしたちはお父様の子供を託されて
います。御

み

心
こころ

にかなった育て方ができる
よう助けてください。」
2番目の質問――子供の母親である妻

を助けるために，夫はさらに何ができま
すか。
第1に，妻の日々の努力をさらに認め，

もっと感謝してください。妻のすることに
気づき，頻繁に感謝してください。夫婦だ
けで過ごす夕べを計画してください。
第2に，子供一人一人の必要について，

また親としてできることについて，妻と話
し合う時間を定期的に持ってください。

第3に，時々，妻のために「気晴らしの
日」を設けてください。家事を引き受け，
毎日の仕事から休ませてあげてください。
母親業を少しの間でも交代すると，妻の
日々の苦労に対する感謝の気持ちを大い
に高めることができます。物を持ち上げ
たり，身体をひねったり曲げたりする機会
が増えることでしょう。
第4に，仕事から戻り，家族の中で積極
的に自分の役割を果たしてください。子
供の話に耳を傾け，一緒に遊び，子供を
教えることよりも，仕事や友人，スポーツ
を優先してはなりません。
3番目の質問――幼い子供も含めて，子
供には何ができるでしょうか。子供の皆さ
ん，よく聞いてください。皆さんのお母さ
んを助けるためにできる簡単なことがあ
りますよ。
遊んだ後，おもちゃを片付けましょう。
もう少し大きくなったら，布団を敷く，お
皿を洗うなど，言われなくても家事を手伝
いましょう。
おいしい食事の後は，もっと「ごちそう
さま。ありがとう」を言いましょう。寝る前
にお話を読んでもらったり，服を洗濯して
もらったりしたら「ありがとう」と言いま
しょう。
何よりも，もっとお母さんを抱き締めて，

「お母さん大好き」と言いましょう。

最後の質問――教会は何ができますか。
母親や家族のために教会ができること
はたくさんありますが，この話の目的に合
わせ，ビショプリックとワード評議会の皆さ
んに次の提案をします。若い母親とその
家族をよく見守り，彼らの抱える時間的，
物質的な負担を特に考慮してください。
子育てという時期にある彼らの状況をよく
知り，何かを依頼するときは賢明な判断の
下に行ってください。アルマから息子ヒラ
マンへの助言は今

こん

日
にち

も当てはまります。
「見よ，わたしはあなたに言う。小さな，
簡単なことによって大いなることが成し遂
げられるのである。」（アルマ37：6）
愛する姉妹の皆さん，結婚しているか
否かにかかわらず，皆さんすべてが主と教
会の指導者の目に大きな価値のある存在
であることを決して疑わないでください。
皆さんを愛し，尊敬しています。皆さんが
家族を守り，教会が発展して霊的な活力
を維持するための影響を及ぼしているこ
とに感謝しています。「家族は神の子供た
ちの永遠の行く末に対する創造主の計画
の中心を成すものである」ということを思い
出してください（「家族――世界の宣言」）。
聖文および預言者と使徒の教えは，家族
全員が将来永遠に一緒にいるための備え
を，今一緒にする助けになります。教会の
女性たちが引き続き神から祝福を受け，
神の娘としての神聖な役割を果たすこと
に喜びと幸福を見いだせるよう祈ります。
最後に，モンソン大管長が預言者として
召されているという証

あかし

も付け加えます。
初めて会ったとき，大管長は22歳，わたし
は21歳でした。もう58年になりますが，わ
たしはモンソン大管長が預言者，大管長
として教会を管理するよう，この日まで主
の手により備えられる様子を見てきまし
た。モンソン大管長が教会の大管長とし
て特別な召しを受けているというわたし
の証を，この総大会で述べられたすべて
の証に付け加えます。また，イエスがキリ
ストであり，この教会が主の教会であると
いう多くの人々の証に自分の証を加えま
す。イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。



長年大会に出席してきましたが，
この部会ほど豊かに祝福を受
けたと感じた部会はなかった

ように思います。多くの話者から次 と々話
を聞きましたが，皆が非常に重要な事柄に
触れました。スモーガスボード〔訳注――
スウェーデン発祥のいわゆるバイキング料
理〕のように信仰，愛，勧告という様 な々ご
ちそうを堪能しました。これらを生活の
中で実践しましょう。
バラード兄弟，わたしの愛する妻が何
年か前に入院したとき，次のようなメモを
子供たちに残して行きました。「子供たち
へ。お父さんに電子レンジを触らせない
こと。」続けてこう書いてありました。「ガ
スコンロも，食器洗い機も，乾燥機も触ら
せないこと。」これ以上は恥ずかしくて口
にすることはできません。
ウークトドルフ兄弟から，次のように言
われました。「今朝，大管長は母方の受け

継ぎについて聴衆に話されましたが，父
方の受け継ぎについてもお聞かせいただ
けませんか。」そこでわたしは，父方の受
け継ぎについて少し話して，結びの言葉
とします。
わたしの父の父はスウェーデン出身で，
祖母はイングランド出身です。二人はアメ
リカへ向かう船上で出会いました。祖父
は祖母が結婚できる年齢になるのを待っ
てからプロポーズし，二人はソルトレーク
神殿で結婚しました。祖父は日記にこう
書いています。「今日

きょ う

は人生最良の日だ。
妻とわたしは聖なる神殿で，この世から
永遠にわたって結婚した。」
3日後の1898年4月23日に祖父はこう書
いています。「最終目的地のスカンジナビ
アに向けて，リオグランデ・ウエスタン発着
所で汽車に乗った。伝道するよう召され
た地に向けて。」祖父は，結婚して3日目
の花嫁を残してスウェーデンに向かった
のです。
鉛筆で書かれた祖父の日記は，おじか
ら引き継いだものです。おじはどういうわ
けか，自分の父である祖父の日記をわた
しに託してくれました。その日記の中で
最も頻出するのは次のような言葉です。
「足がびしょぬれだ。」しかし，日記の中
で最も美しい記述は次のように書いたも
のです。「今日，わたしたちはヤンソン家
を訪れ，ヤンソン姉妹に会った。ヤンソン
姉妹はごちそうを用意してくださった。と
てもおいしかった。」続けてこうあります。
「子供たちが皆で歌い，ハーモニカを吹き，
踊りを披露してくれた。それからヤンソン
姉妹は什

じゅう

分
ぶん

の一を納めた。主に5クロー

ナを納め，同僚のイプソン長老とわたしに
も1クローナずつ下さった。」そして子供
たちの名前を記していました。
その日記を読んだとき，その家族の中
に妻の父の名前を見つけました。恐らく
歌を披露したであろう子の一人が成長し，
後にもうけた一人娘が，わたしの妻です。
妻のフランシスを初めて見たとき，結婚
するならこの人だと思いました。やがて，
主がわたしたちを引き合わせてくださり，
わたしは彼女をデートに誘いました。フラ
ンシスを迎えに自宅に行くと，父親に紹介
してくれました。彼女の父親はこう言いま
した。「『モンソン』，スウェーデン系の名
前だね。」
わたしは「はい」と答えました。
すると「やっぱり」という答えが返ってき
ました。
そしてフランシスの父親は別の部屋から，
シルクハットをかぶってモルモン書を持った
二人の宣教師の写真を持って来ました。
「このモンソンとは親

しん

戚
せき

かね。エライア
ス・モンソンだ」とフランシスの父親は言い
ました。
わたしはこう答えました。「はい。大お
じです。大おじもスウェーデンで伝道しま
した。」
フランシスの父親は涙もろい人で，涙を

流しながらこう言いました。「彼と同僚が，
わたしの母，父，わたしときょうだいたち
に福音を伝えてくれた宣教師だ。」フラン
シスの父親はわたしの頬

ほお

にキスをしまし
た。すると母親も泣きだし，反対側の頬に
キスをしてくれました。わたしが期待を込
めてフランシスの方を見ると，彼女は
「コートを取って来るわ」と言っていなく
なってしまいました。
数年前，愛するフランシスは病に倒れ，
入院しました。妻は18日間，昏

こん

睡
すい

状態に
ありました。わたしは妻の傍らで看病しま
したが，妻はまったく身動きしませんでし
た。子供たちは涙を流し，孫たちも涙を
流しました。わたしも泣きました。妻は
まったく動かなかったのです。
そしてある日，妻は目を覚ましました。
わたしはこれまでにないほど急いで病院
へ行き，キスをし，抱き締め，「戻って来た

豊かな祝福
トーマス・S・モンソン大管長

わたしたちの証
あかし

は強められました。イエス・キリストの福音の原則に従って生活すること
を，だれもがさらに決意できたことでしょう。
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ね，愛しているよ」と言いました。すると妻
はこう言いました。「わたしも愛している
わ，トム，でも大変なことが一つあるの。」
ずっと昏睡状態にあったのに，何を言って
いるのだろうと思っていると，妻はこう言
いました。「第4四半期の所得税を郵送し
ていなかったの。」
わたしは言いました。「フランシス，キ

スをして『愛しているわ』と最初に言ってく
れていなかったら，君を置いて帰ってい
たかもしれないよ。」
兄弟の皆さん，高潔さと敬意をもって奥

さんに接しましょう。彼女たちは永遠の伴
はん

侶
りょ

だからです。姉妹の皆さん，夫を敬っ
てください。兄弟たちは皆さんの親切な
言葉を必要としています。皆さんの心温
まる笑顔や，心からの愛を伝える優しい
言葉を必要としています。
わたし自身の家族のことは，これくらい
にしておきましょう。兄弟姉妹の皆さん，
すばらしい大会でした。わたしたちは賢
明な霊感あふれるメッセージを通して鼓
舞されました。わたしたちの証は強めら
れました。イエス・キリストの福音の原則
に従って生活することを，だれもがさらに
決意できたことでしょう。

わたしたちはすばらしい話を通して祝
福されただけではなく，美しい音楽に
よっても高められました。音楽の才能を分
かち合ってくれる人 を々通して，わたしたち
は教会の中で豊かに祝福されています。
どの聖歌隊やコーラスも，この2日間を通し
てすばらしい歌声を聴かせてくれました。
出席してくれた皆さんや，視聴してくれた
皆さんすべてに心からの愛を伝えます。愛
するヒンクレー大管長が亡くなってから2か
月の間，わたしは皆さんの祈りを感じ，皆
さんから支持され，祝福されてきました。
皆さんの賛意の表明に改めて感謝します。
この末日に福音が回復されたことへ感
謝と，福音の回復がわたしの生涯にもた
らした事柄への感謝を十分に表すことは
できません。わたしたちは皆，救い主に
倣
なら

い，主の福音の原則に聞き従うことに
よって影響を受け，形作られてきました。
親の皆さん，子供に愛を示してください。
皆さんは子供を愛しているでしょうが，子
供が親の愛をはっきりと認識できるように
してください。彼らは貴い存在です。そ
のことを子供が分かるようにしてください。
子供の必要に日 こ々たえるときや，親とし
て避けられない苦難に遭うときに，天の
御父に助けを求めてください。自分自身
の知恵だけでは，子供を育てることはで
きません。
世の罪に対して立ち上がり，能力の限
りを尽くして戒めに従っている，すばらし
い若い兄弟姉妹を称賛します。
神殿に参入することのできる皆さんに
は，しばしば神殿に参入するよう勧めます。
そうすることは，結婚生活と家族を強める
うえで役立つでしょう。
互いに親切であり，必要によく気づき，
助け合うようにしましょう。
愛する兄弟姉妹，皆さんを愛しています。
また，皆さんのために祈っています。どう
か皆さんもわたしのために祈ってくださ
い。そして一緒に，天の御父がわたした
ち一人一人に用意しておられる祝福を刈
り取りましょう。これはわたしの祈りであ
り，心からの願いです。この言葉にわたし
の証を付け加えます。この業は真実です。
イエス・キリストの御

み

名
な

により，アーメン。

大会の部会の終了後，連れ立って会場を離れるトーマス・S・モンソン大管長と妻のフランシス姉妹。



この説教台に立ちながら，世界中
の若い女性の顔を思い浮かべて
います。皆さんのことが大好き

です！ そして特に皆さんと一緒に「いつで
も，どのようなことについても，どのような
所にいても，……神の証人になることを」
約束できることをうれしく思っています。
どうしたらそのような証人になれるのでし
ょうか。この話の中で，御霊

みたま

がわたしたち
を導き，神の証人になる方法について一人
一人に証してくださるよう祈っています。
我が家の子供たちは，イエス・キリスト
の証人になると聖霊がその証を確認して
くださることを伝道中に学びました。娘
の一人にはジェーレーというすばらしい求
道者がいました。若い女性で，教わった
戒めを一つ一つ，どんなに難しくても守り
ました。学生で経済的に苦しかったので
すが，什分

じゅうぶん

の一について学ぶと納めるよ
うになりました。日曜にも勤務のあるアル

バイトをしていましたが，聖餐
せいさん

会に出席す
るため，シフトを変えてもらえるよう勇気を
もって雇い主に願い出ました。
とても熱心なジェーレーでしたが，まだ

モルモン書に強い証を持てずにいました。
娘と同僚は，ジェーレーにはモルモン書が
真実であると確信させてくださる御霊の
証が必要であると分かっていました。そ
こで聖霊について教える準備をしました。
しかし，準備していると，何かが違うと感
じました。この気持ちについて祈ると，テ
ーマを変えて，代わりにイエス・キリストに
ついて教えるべきだという気持ちになり
ました。
ジェーレーに会う日が来て，娘と同僚は
イエス・キリストについて教え始めました。
涙がジェーレーの頬

ほお

を伝い始めました。
彼女は何度も尋ねました。「この気持ち
は何ですか。」二人はそれが御霊であると
彼女に証しました。まさに願っていたこと
が起きたのです。そのとき娘は，聖霊の
偉大な役割の一つがキリストを証される
ことだと思い出しました。イエス御自身も
こう述べておられます。「助け主，すなわ
ち聖霊が，……わたしについてあかしを
するであろう。」1 娘は，自分がイエス・キリ
ストの証人になると，聖霊がそれを確認
してくださるのだと実感しました。わたし
たちもまた，「キリストのことを話し，キリス
トのことを喜び，キリストのことを説教し」
そして「〔わたしたちの〕罪の赦

ゆる

し」2 を求
めるためにキリストに頼ることで，証人に
なることができます。3

モルモン書の義にかなった王ベニヤミ
ンは，キリストのことを話し，キリストのこ

とを説教するために，民を神殿に集めま
した。主の慈しみ，力，知恵，忍耐，そし
て何よりも贖

あがな

いについて民に教えました。
ベニヤミン王が証人となったので，御霊は
ジェーレーに証したように，王の民にもイ
エス・キリストが救い主であられると証し
ました。ベニヤミン王は民に，キリストへ
の信仰において確固たる者となるように
という訓戒を与えました。民は皆叫びま
した。
「わたしたちは，王がわたしたちに語っ
てくださった言葉をすべて信じています。
……主の御霊のおかげで，……わたした
ちが悪を行う性癖をもう二度と持つことな
く，絶えず善を行う望みを持つように，わ
たしたちの中に，すなわちわたしたちの
心の中に大きな変化を生じさせてくださ
いました。……そしてわたしたちは，……
すべてのことについて神の戒めに従うと
いう聖約を交わします。」4

ベニヤミン王の民は，わたしたち一人一
人がそうしたように，神の戒めを守るとい
う聖約を交わしました。
皆さんはその聖約を守ることで，友達
の中で証人になるのです。この間，息子
夫婦や娘夫婦が，友達からの圧力を受け
ても正しい価値観に従って行動した経験
を思い出しながら話してくれました。彼ら
は日曜日のチアリーディング大会に出場せ
ず，雇い主に安息日には働けないと伝え
ました。また，まだ11歳のときに友達の家
でポルノ映画を見ないと断り，クラスメー
トとポルノ雑誌を見ることを拒みました。
その二人はその後しばらく仲間外れにさ
れました。職場で乱暴で下品なひどい言
葉を一緒になって使うことを拒みました。
友達が鍵

かぎ

のかかった親の棚からお酒を持
ち出したときに，自分は飲まないと断りま
した。クラスで一人だけの末日聖徒だっ
たとき，英語の発表をしたのに最後はモ
ルモン書に関して質問攻めに遭ったことも
あります。結婚した彼らは今，世間の批判
に遭っても，引き続き子供を産み，育てて
います。
孤独を感じることもあったでしょう。し
かし証人となることで，聖霊がともにいて
支えてくださっていることを感じました。

証人になる
中央若い女性会長
スーザン・Ｗ・タナー

皆さんは，今の家庭で信仰，愛，平和，証
あかし

の霊をはぐくむことで神の証人になるこ
とができます。
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また，神の戒めに従順であったために祝
福を受け，その祝福によって助けを得てき
ました。主はこう約束されています。「恐
れてはならない，わたしはあなたと共に
いる。驚いてはならない，わたしはあな
たの神である。わたしはあなたを強くし，
あなたを助け，わが勝利の右の手をもっ
て，あなたをささえる。」5

わたしの子供たちは，確固として戒め
を守ることで神を証したので，確かに神
の御手

み て

に支えられました。わたしは子供
たちの模範によって祝福され，強められて
きました。
皆さんが家庭で証人となれば，家族を
強められるでしょう。若い女性のテーマ
にある「家庭と家族を強め」6 という言葉
は，将来妻になり母になったときの責任
にのみ当てはまると思いがちですが，まさ
に今の，娘として，姉または妹としての責
任にも当てはまるのです。
母も若いころ，家庭と家族を強める手
助けをしました。教会に熱心に集ってい
なかった家族の長女だった母は，信仰と
いう賜物

たまもの

に恵まれていました。母は独り
で初等協会やミューチャルに行きました。

さらに，両親が神殿に入れるようになる前
に，母は神殿結婚をする条件を満たして
いました。母は義の模範，そして確固とし
た証人となり，その模範によって両親や弟，
妹を強めました。若い女性の皆さんも神
の証人になることができます。皆さんの今
の家庭で信仰，愛，平和，証の霊をはぐく
むことで証人になるのです。それは将来
自分自身の家庭を築くときにも同じように
する準備になります。今のわたしがいる
のも，母が「確固として揺らぐことなく，い
つも多くの善い行いをし〔た〕」7 義にかな
った若い女性だったおかげなのです。
わたしたちはまた，イエス・キリストのこ
とを喜ぶときにキリストの証人となります。
イエスについてさらに学んだベニヤミン王
の民はこう言いました。「王が語ってくだ
さったこと」によって「この偉大な知識が
与えられ，……その結果，わたしたちはこ
のように，非常に大きな喜びを得ていま
す。」8 わたしたちは救い主のことを喜ぶ
と，救い主を覚え，救い主から受ける偉
大な祝福を思い起こします。感謝を示し，
喜びを表すときに証人となるのです。この
集会の開会で若い女性の皆さんが歌った

とおりです。「知らずや，恵み上より汝
な

れ
にそそぎしを」9

わたしは最近，二人の勇気ある若い女
性について知りました。二人は戒めを守
り，福音の喜びを表し，神の証人となりま
した。これは宣教師訓練センターで訓練
を受けていたシニア宣教師の姉妹から聞
いた話です。
その宣教師はこう話してくれました。何
年も前，彼女は家で昼のドラマを見なが
ら，たばこを吸い，アイロンをかけていま
した。するとドアをノックする人がいます。
開けてみると，白いワイシャツにネクタイ姿
の二人の男性が立っていて，一人が彼女
のビショップであると自己紹介しました。
ビショップは，祈っていると彼女に若い女
性を教えるよう依頼するべきだという霊感
を受けたと言いました。彼女は10歳でバ
プテスマを受けたものの，活発に教会に
通ったことは一度もないと言いました。ビ
ショップは気に留める様子もなく，テキス
トを見せ，水曜日の夜にミューチャルがど
こで行われているかを説明しました。彼
女は強い調子で言いました。「わたしに
16歳の子供たちを教えられるわけがあり



ません。教会に通っていないですし，そ
れにたばこを吸うんですよ。」するとビショ
ップは言いました。「これからは違います
よ。たばこも水曜日までまだ時間があり
ます。」そして帰って行きました。
彼女はこう言いました。「怒りが込み上

げ，どなり散らしたのを覚えていますが，
テキストを読んでみたいという気持ちに勝
てませんでした。実はとても興味があり
ました。最初から最後まで読み通し，そ
れから教えるレッスンの内容を全部暗記
しました。
水曜日になるまで行くつもりはなかった
のですが，気がつくと教会に向けて車を
走らせていました。ひどくおびえていまし
た。こんなにも怖いと思ったことは一度も
ありません。わたしは貧民街で育ち，警
察に拘留

こうりゅう

されていたこともありますし，父
を泥酔者留置所に引き取りに行ったこと
もあります。それが突然，ローレルの新し
いアドバイザーとしてミューチャルで紹介
されたのです。二人のローレルの前に座
ったわたしは，一言一句，手引きに書いて
あるとおりにレッスンを伝えました。『ここ
で次の質問をする』という指示のところま
で口に出してしまいました。レッスンが終
わるとすぐに教会を出て，帰り道はずっと
泣いていました。
数日後，またドアをノックする人がいま
す。『よかった。ビショップがテキストを取
りに来たわ』と思いました。ドアを開ける
と，かわいらしい二人のローレルの女の
子が立っていました。一人は花を，もう一
人はクッキーを持っていました。彼女た
ちは，日曜日に教会に一緒に行くように誘
ってくれました。わたしは教会に行きまし
た。この女の子たちが好きになりました。
彼女たちはまず，教会について，ワードに
ついて，そしてクラスについて教えてくれ
ました。裁縫も，聖文の読み方も，ほほ
えみ方も教えてくれました。
わたしたちは一緒に，クラスに来てい
ない女の子たちを教えるようになりました。
車の中やボウリング場，玄関先など，会え
る所ならどこででもかまわず教えました。
半年もたたないうちに14人がクラスに出席
するようになり，1年がたつころには名簿

に載っている16人の女の子全員が活発に
集うようになりました。わたしたちはとも
に笑い，ともに泣きました。祈り，福音を
学び，奉仕し合うようになりました。」10

この勇気ある二人の若い女性は，真理，
正義，慈しみ，そして福音の喜びに対する
証人となったのです。
中央若い女性会長に召され，任命を受
けたとき，わたしはイエス・キリストへの自
分の信仰が奉仕を通して強められるとい
う祝福を受けました。顧問の姉妹たちや
中央管理会の姉妹たち，ほかの補助組織
の会長会の皆さん，すばらしい前任者で
ある，これまでの中央若い女性会長など，
わたしは勇気ある女性たちに囲まれてい
ます。彼女たちは模範的な生活や自分を
忘れた奉仕によってイエス・キリストの証人
となっています。
この女性たち，わたしの家族，そして世
界中の確固として揺るぎない若い女性と
指導者に支えられ，わたしは自分が「この
ような多くの証人に雲のように囲まれてい
る」ように感じます。この気持ちは，「信仰
の導き手であり，またその完成者である
イエスを仰ぎ見つつ」「〔わたしの〕参加す
べき競走を，耐え忍んで走りぬ〔けるよう〕」
助けてくれます。11

任命のときに受けた，イエス・キリストへ
の信仰が増すという約束は，いつでも，ど
こにいても主の証人になることで実現し
ました。わたしは主のことを話し，主のこ
とを説教し，主のことを喜んできました。

自分の言葉では不十分だと感じたとき，
主の御霊がわたしの言葉が確かであると
証してくださいました。恐れを抱いたり，
力のなさを感じたりするとき，主の全能の
御手に強められ，支えられてきました。わ
たしたちが証人となるとき，主がわたした
ち一人一人を祝福してくださると知ってい
ます。主は「必ず〔わたしたちを〕見捨て
〔られません。〕」12

キリストへの確固とした信仰をもって，
いつでも，どのようなことについても，どの
ような所にいても主の証人になって前進
できるよう，イエス・キリストの御名

み な

により
祈ります，アーメン。
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皆さんの前に立って，救い主とそ
の比類ない生涯について証

あかし

で
き，光栄です。主は地上に来て，

天で作られた計画に従って生活する方法
を示されました。その計画どおりに生活
するなら，わたしたちは幸福になれるの
です。救い主の模範は天の御父のみもと
に帰る道を示しています。主ほど「確固と
して揺らぐこと〔のない〕」（モーサヤ5：15）
御方はかつていませんでした。主の思い
はそれることなく御父の御心

みこころ

を行うことだ
けに向けられていました。主は神聖な使
命に忠実であられました。確かに，主は
いつでも，どのようなことについても，どの

ような所にいても忠実であられた御方と
言うことができます（モーサヤ18：9参照）。
皆さんは，前世で提示されたすばらし
い計画の中にいます。皆さんは，計画を
受け入れたときから，今の時代に地上に
来ることを心待ちにしていました。皆さん
が今ここにいるのは偶然ではないので
す。前世における皆さんの「非常に深い
信仰と善い行い」は（アルマ13：3），現世
にあって忠実で従順であるなら，今地上
で達成することの土台となります。皆さん
は神のかけがえのない娘です。なすべき
偉大な業があります。神聖な使命を果た
し，幸福の計画に添って生きるために，
皆さんも「いつでも，どのようなことにつ
いても，どのような所にいても」確固とし
ていなければなりませんし，揺らいでは
なりません（モーサヤ18：9）。
数年前，１枚の写真をもらいました。二つ

の小屋が3番目のいちばん小さい小屋に
寄りかかっている写真です。「最後のより
どころとなる者は，強くなければならない」
という説明文が付いています。皆さんも
強くなければなりません。忠実で義にか
なった皆さんを人は頼りにし，皆さんから
力を得ようとするのです。
ヒラマンはなぜこれが可能かを説明し
ています。「覚えておきなさい。あなたた
ちは，神の御子でありキリストである贖

あがな

い

主の岩の上に基を築かなければならない
ことを覚えておきなさい。……堅固な基で
あるその岩の上に……人が……基を築く
ならば，倒れることなどあり得ない……。」
（ヒラマン5：12）
信仰の土台は，イエス・キリストを中心
として確固としたものでなければなりませ
ん。このような信仰を持つとは，主を頼り，
信頼し，自分ではすべてを理解できなく
ても主は理解しておられることを知ること
です。また，自分が神の娘であり，神は皆
さんを個別に御存じで，祈りをお聞きに
なり，皆さんが地上での使命を成し遂げ
られるよう助けてくださることを知ること
です。
わたしがよく知っている青年が大きな
大学で学生の自治会長に選ばれました。
大学は，イリノイ州シカゴで開催されるリ
ーダーシップセミナーに彼を送りました。
指導的立場にある全米の学生が集まり，
訓練を受けるのです。学生たちはまず，
会場となった大学のキャンパスで互いに
知り合うため，屋外のゲームに参加しま
した。昨今の若者が抱える問題が提示さ
れ，それについて考えを問われるゲーム
でした。出された問題ごとに，「大いに賛
成」「ある程度賛成」「強く反対」「どちらか
と言えば反対」というパネルの付いた，草
むらの木に走って行くよう言われました。
ゲームの終わりに，次のような問題が
指導者から提示されました。「婚前交渉
を認めますか。」この青年は迷わず「強く
反対」の木へ走りました。驚いたことに，
そこに行ったのは彼一人でした。ほかの
全員が彼を指差して「ジェス，おまえって
おかしなやつだな，本気じゃないよな」と
笑いながら言っています。彼はそのとき
に何をすべきかよく分かっていたと言いま
す。そして，「おかしくないよ。ぼくは本気
さ」と大声で断言しました。皆はあっけに
取られて言葉をなくし，ジェスを独り木の
わきに残してその場を離れて行きました。
ジェスは場違いな，変な所にいるような気
がしました。でも，彼は変ではありません。
正しかったのです。しかも独りではありま
せんでした。その週，何人もの学生が彼
をこっそり訪ねて来て，自分もジェスが知

いつでも，どのような
ことについても，どの
ような所にいても
中央若い女性会長会第一顧問
イレイン・S・ダルトン

証人となり，戒めに従い，「キリストを確固として信じ」ながら前進するとき，皆さん
が独りになることは決してありません。



っていることを何年も前にきちんと知って
おきたかったと言ったのです。ジェスは
後にこう言っています。「わたしはただ大
学を代表していただけでなく，家族，教会，
それに救い主を代表していると分かって
いたので，あのようにするのは簡単なこと
でした。」
イエス・キリストが救い主，贖い主であ

るという証のおかけで，ジェスは強められ，
すぐに正しい反応をすることができまし
た。皆さんも，毎日祈り，聖文から答えを
探し，戒めに従うことで ，同じ確信を得
ることができます。真剣に証を得ようとす
るとき，聖霊が与えてくださる知識の助け
によって，困難を乗り越え，疑問への答え
を見いだし，標準に従って生きることが
できます。そして，いつでも，どのようなこ
とについても，どのような所にいても確固
として揺らぐことなくいようと容易に決意
できるのです。
確固として揺らぐことがないとは，従順
を意味します。地上にいる理由の一つは，
皆さんが選択の自由を働かせて「主……
が命じられるすべてのことを……なすか
どうか」を見ることです（アブラハム3：
24－25）。毎週聖餐

せいさん

を取ることによって聖
約を新たにするとき，皆さんはいつも救
い主を覚え，戒めを守ると聖約します。
肉体というすばらしい賜物

たまもの

があるから
こそ，選択の自由を使うことができ，信仰
と従順を実践できるのです。皆さんは，
サタンの攻撃のほとんどが肉体に向けら
れていると気づいたことはありませんか。
ポルノグラフィー，慎みのなさ，入れ墨，不
道徳，薬物乱用，依存症のすべてがこの
大切な賜物を奪い取ろうとしています。サタ
ンにはこの賜物は与えられませんでした。
戒めと標準に従順であれば，確固として
揺らぐことなく選択の自由と肉体という
すばらしい賜物を守ることができます。
確固として揺らぐことがないとは，「キ
リストを確固として信じ」ながら前進し続
けるという意味でもあります（2ニーファイ
31：20）。わたしは何年か前にボストンマ
ラソンに参加しました。よく練習し，準備
は万全でした。20マイル（約32キロ）地点
にいちばん急で距離の長い，地元で「心

臓破りの丘」と呼ばれる坂道がありました。
そこにたどり着いた時点でわたしはくた
くたでした。坂道は長く，初心者のわたし
は，経験あるランナーなら絶対にしない
ことをしてしまいました。否定的な考え方
をし始めたのです。これにより，ペースが
落ちてしまいました。肯定的なことを考え
ようと思い，ゴールを思い浮かべました。
でもそのとき急に，自分が大都会にいるこ
とに気づきました。沿道には何千人もいる
にもかかわらず，ゴールしてから夫とどこで
会うか何も決めていなかったのです。独
りでどうしたらよいか分からず，泣き出して

しまいました。そのときわたしが着てい
たのは，胸にブロック体の文字で「Utah
（ユタ）」と書かれた大きな赤いTシャツで
した。泣いているわたしを見て観衆は，
「頑張れ，ユタ」「泣くな，ユタ」「もうすぐゴ
ールだ，ユタ」と叫びました。でも，ゴール
はまだ先だと分かっていましたし，わたし
は夫の居場所も分からない迷子の状態で
した。ここで走るのをやめ，棄権したと
しても，それでも迷子であることに変わり
ありませんでした。
心臓破りの丘を走っていて，沿道に人
が列を作っているにもかかわらず，孤独
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だと感じた，あのときのわたしのような状
況に陥ったことが皆さんにはあるでしょ
うか。わたしはそう感じていました。そ
こで，皆さんだったらするであろうことを
わたしもしました。マラソンコースを走り
ながら祈り始めたのです。「わたしは孤
独に丘を走っています。自信をなくし，恐
くて，どうしたらよいか分かりません」と御
父に話しました。確固とした心をもって完
走するために，助けと力を求めました。
走り続けていると，次の言葉が思い浮か
びました。

恐るな，われは汝が神　
常に汝

なんじ

と共にあり
助け与え，強くして
わが正しき力をもて　汝

な

れを支え，
励まさん
（「主のみ言葉は」『賛美歌』45番）

祈りに対する優しい答えに，わたしは
力を得てゴールすることができました。ま
たわたしの心配は取り越し苦労だったよ
うで，わたしがゴールしたちょうどその場
所に夫がいてくれたことで，「すべては善
し」となりました。
その日，わたしはマラソン以上の経験

をし，大切な教訓を得ました。まず，「ユ
タ」と書かれた大きな赤いシャツは決して
着ないこと。第2に，準備万端だと思って
いても，途中には坂道があること。また，
沿道の声援は絶対に必要だと知りました。
その日，わたしたちは決して独りではな
いことをもう一度学びました。わたしたち
が祈れば，天の御父はそばにいてくださ
り，聖霊もそのささやく声がわたしたちに
届く距離にいてくださいます。
証人となり，戒めに従い，「キリストを確

固として信じ」ながら前進するとき，皆さん
が独りになることは決してないことを証し
ます。皆さんはすべてを可能にする救い
主の贖いの力に頼ることができます。こ
の堅固な基の上に建てることで，主のよう
になり，いつでも，どのようなことについて
も，どのような所にいても，確固として揺
らぐことなくいられることを証します。イエ
ス・キリストの御名

み な

により，アーメン。
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今回の中央若い女性集会では，
主の導きを求め，受けること
を学んでいる若い女性と，彼

女たちの指導者のコメント，さらにトー
マス・S・モンソン大管長の勧告が上映さ
れました。

クレートン姉妹

去年の夏，ワードの若い女性たちは，水
着について教会はどんな公式見解を持っ
ているのかしきりに知りたがりました。わ
たしたちはよく直接答えを与えがちです
が，指導者としてもっと知恵を用いて，彼
女たちに神に直接尋ねるように勧めまし
た。彼女たちは自分で祈って答えを得ら
れるのだから，その経験をさせて，個人
の啓示を受けるとはどういう感じで，どの
ように起こるのか理解させよう，と考えた
のです。そうすれば，将来の生活の中で，
同じプロセスを繰り返すことができるか
らです。

一人目の若い女性

最初は，「家に帰ってよく考えて来ると
いうただの宿題だ」と思いました。

二人目の若い女性

この経験から，天のお父様にもっと近
づくことができました。

一人目の若い女性

この経験は将来娘ができたときにも助
けになると思います。

三人目の若い女性

真剣に求め始めたら，すぐに答えを得
ることができました。

クレートン姉妹

教義的な観点から見たら，もう聖文を探
すよりほかにはないでしょう。

三人目の若い女性

聖文から答えを見つけようとしたんです
けど，なかなか見つかりませんでした。

一人目の若い女性

でも，深く考えるうちに，もっと学びた
い，もっと探したいという気持ちになりま
した。

三人目の若い女性

慎みについての聖句をたくさん見つけ
ました。｢賢い妻｣は慎み深いとか。最初
は意味がよく分からなかったんです。そ
れで祈りました。具体的な答えが得られ
ると思っていましたけど，そうではありま
せんでした。答えを得てから気づいたの
は，祈りは御霊

み た ま

をもたらすこと，そして答え
は最初から聖文にあったということです。
慎みとは態度の問題だったんです。

二人目の若い女性

答えは得たんですが，具体的な答えで
はありませんでした。いつも自分で努力し
て学ぶ必要があるからです。

ビデオ
プレゼンテーション



三人目の若い女性

「これは着てもいいけど，これはだめ」
っていう答えが返って来ると思っていまし
た。でも，結局は自分の選択なので，そん
な答えは欲しくありませんでした。厳密な
ルールは与えられませんでした。でも今
はそういう答えだったことを感謝していま
す。この答えの方が世界中の女の子に当
てはまると思うからです。

一人目の若い女性

天のお父様にもっと近づけたような気
がします。わたしの心は大きく広がりまし
た。みんなが答えを得るために，いろい
ろと経験したことを思うと，胸がいっぱい
になります。みんなをとても愛する気持ち
がわいてきたんです。

クレートン姉妹

みんなでこのプロセスを経験し，思い
を分かち合い，霊感を受け，御霊の影響
を感じるにつれて，わたしたちは変わりま
した。わたしたちの関心事に，天のお父
様も関心を持ってくださることを学びまし
た。神がわたしたちを愛し，わたしたち

が何を尋ねても耳を傾け，こたえてくださ
ることを学んだのです。

三人目の若い女性

この経験を通じて，答えを得ることは一
生に一度のことではなくて，いつでもこの
プロセスに従うことができるのだと知りま
した。そして答えを得るには，いつも祈り，
聖文を読み，御霊を持ち続けなければな
らないんです。

一人目の若い女性

必要なときはいつでも祈ることができ，
祈れば，神は何があっても，わたしのため
にいてくださいます。神はいつもわたしの
そばにいて，どんな状況の中でも，助け
てくださいます。

二人目の若い女性

悲しいときや，助けが必要なときにはい
つでも，神に求めることができます。

一人目の若い女性

自分が何者で，何を支持しているか分
かっています。また，きちんとした服装を

すると，どんな気持ちがするかも知ってい
ます。慎み深い服装をしたときには，天の
お父様と御霊に近づけることを知ってい
ます。

三人目の若い女性

日記を読んで以前のことを振り返って
みると，ほとんど毎日，主が祈りの答えや
質問の答えを与えてくださっていたことに
気づいて，驚いてしまいます。

トーマス・S・モンソン大管長

聖文，預言者の教え，親からの教え，
ひざまずいて神の助けを求めるときに与
えられる霊感の中に，わたしたちは真理
を見いだすことができます。
若い人々が見いだせる人生の疑問への
最良の答えは，時に，彼らがひざまずい
て天の御父に呼び求めるときに見つかり
ます。
わたしは証

あかし

します。主が心にかけ，祈
りにこたえてくださることを覚えていれば，
彼らは直面するすべてのチャレンジに対
処することができるでしょう。◆
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アジアに住んでいたころ，美しい
すいれんに覆われた池をたくさ
ん見ました。すいれんの花は，

濁った池に穏やかな美しさを添え，甘い
香りを漂わせていました。すいれんの葉
は水面に浮かんでいましたが，長くて頑
丈な茎が錨の役目を果たしているので，
どの葉もそれぞれの場所にとどまってい
ました。茎が伸び続けるおかげで，大雨
が降って池の水位が上がっても，花の安
定を保っていました。
わたしの愛する若い姉妹の皆さん，皆

さんはあの美しい花のようです。皆さんの
はつらつとした姿，清らかさ，美しさのお
かげで，わたしたちの生活も，皆さんの家
族の生活もより良いものになっています。
皆さんが生活するこの世界はチャレンジ
に満ち，誘惑や試練で濁っていますが，そ
れでも皆さんはイエス・キリストについて
の証を錨とすることができます。主イエ

ス・キリストを信じる信仰は皆さんの証を
強め，はぐくみ，皆さんは世の悪よりも高
く伸びて行き，義にかなった場所にとど
まることができるでしょう。
錨とは，「不確実な状況にあって安定や
確信の源となるもの」1 と定義されていま
す。皆さんの証は錨となって，不確実な世
の中にあって主の戒めを守るに当たり
「確固として，揺らぐことなく」2 立つ確信
を与えてくれるでしょう。
現在，皆さんの証はすいれんの茎のよ
うに伸び盛りです。皆さんの信仰は，皆さ
んの証をはぐくみ，薬物や不道徳，ポルノ
グラフィー，慎みのなさで濁ったこの世の
チャレンジや誘惑に直面したときでさえ
も，証を強く保ってくれるでしょう。
「信仰は神からの賜物

たまもの

ですが，強い信
仰を持ち続けるためには信仰を養い育て
ていかなければなりません。……信仰の
賜物はイエス・キリストの御名

み な

により天の
御父に祈ることによって養い育てることが
できます。……戒めを守ることによって信
仰を強めることができます。……聖文と
末日の預言者の言葉を研究することによ
って信仰をはぐくむこともできます。」3

わたしは慎み深い服装について疑問を
抱いていた若い女性たちを知っています。
その疑問に対する答えを見つけるために，
彼女たちはまさにこのパターンに従いまし
た。天の御父に祈り，聖文と末日の預言
者の言葉を研究し，慎み深さの標準に従
って生活しました。そして疑問に対する答
えを受けると，彼女たちの信仰は増し，証
が強められました。このパターンに従うよ
うに，皆さん一人一人にお勧めします。

第1に，天の御父に祈ります。疑問に対
する答えが見つかるように助けを祈り求
めます。
わたしたちの預言者，トーマス・S・モン

ソン大管長は大管長として最初の記者会
見でこのように述べました。
「若い人々が見いだせる人生の疑問へ
の最良の答えは，時に，彼らがひざまず
いて天の御父に呼び求めるときに〔得ら
れ〕ます。
主が心にかけ，祈りにこたえてくださる
ことを覚えていれば，彼らは直面するすべ
てのチャレンジに対処することができるで
しょう。」4 祈りは皆さんの信仰を強め，皆
さんの証の錨になるでしょう。
祈ることに加えて，信仰について聖文か
ら研究しましょう。アルマ書第32章27節は
皆さんが信仰を増すプロセスを学び始め
るには絶好の箇所です。「しかし見よ，も
しあなたがたが目を覚まし，能力を尽くし
てわたしの言葉を試し，ごくわずかな信
仰でも働かせようとするならば，たとえ信
じようとする望みを持つだけでもよい。わ
たしの言葉の一部分でも受け入れること
ができるほどの信仰になるまで，その望み
を育ててゆけ。」
皆さんは自分の信仰を増すためにアル
マの言葉を進んで試したいと思いますか。
ごくわずかな信仰でも働かせることがで
きますか。信じようとする望みを持ってい
ますか。
皆さんが聖文から学ぶときに，主が御

自身の御霊
みたま

で皆さんを祝福してくださるこ
と，そして今夜話してくれた若い女性たち
のように，皆さんの理解力に光が注がれる
ことを知っています。聖文は皆さんの信仰
を増し，皆さんの証の錨となるでしょう。
末日の預言者の言葉を研究することか
らも皆さんの信仰は増します。「生ける預
言者は常に信頼することができます。預言
者の教えは主の御心

みこころ

を反映してい〔て〕」5，
皆さんの証の錨となるでしょう。
末日の預言者の一人，スペンサー・W・
キンボール大管長は「確固として揺るぎな
く」あるための道しるべを立てるように青
少年に勧めました。こう述べています。
「教会の若人は自分たちの進む道を示す
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中央若い女性会長会第二顧問
メアリー・N・クック

祈り，研究，戒めへの従順というパターンに従って皆さんの信仰を強めてください。



道しるべを立てるべきである。道しるべ
には2種類あって，一つは『わたしがするこ
と』，もう一つは『わたしがしないこと』で
ある。……ごく早い時期から，若人は計
画に従って生活すべきである。……その
ように進路を設定し，目標が決まっていれ
ば，多くの誘惑に逆らい，初めてのたばこ
に『いいえ』と言うのも，初めての酒に『い
いえ』と言うのも，……ついには不道徳な
行為に陥ってしまいそうなことに『いいえ』
と言うのも容易なことである。」6

わたしたちにはこれらの道しるべを立
てるためのすばらしい道具があります。
『若人の強さのために』です。この冊子に
は末日の預言者の言葉があります。キン
ボール大管長が述べた「道しるべ」，すな
わち「わたしがすること」と「わたしがしな
いこと」がこの冊子に述べられています。
預言者の言葉を読むだけでは十分では

ありません。先ほどのパターンの最後の
ステップに従って「これらの標準に従い聖
文にある真理を守って生活〔し〕」7 なけ
ればなりません。ここが困難なところです
が，自分がすることとしないことを前もって
考え，それに従って生活すれば，皆さんに
はきっとできます。
信仰は行動の源です。『若人の強さの

ために』の預言者の言葉を研究し，行動
した若い女性についてお話ししましょう。
彼女たちはよく考え，自分がすることとし
ないことを決め，その決意に従って生活し
ました。
『若人の強さのために』の中の指針に
はこのようなものがあります。「あなたは，
自分の体がどれほど尊いか知っているこ
とを，服装と外見を通して主に示すことが
できます。あなたは自分がイエス・キリス
トの弟子であることを示せるのです。」8

この言葉を研究したとき，一人の若い
女性は，自分が持っている服の中には慎
み深さの点で完全とは言えないものがあ
ることに気づきました。祈りと聖文研究を
通して，彼女は自分がイエス・キリストの弟
子であることを思い起こし，主の代表者と
して変わる必要があると感じました。彼
女は誘惑になる服を持ちたくないと思い，
クローゼットやたんすを全部調べて慎み

に欠ける服をすべて処分しました。彼女
はこう言いました。「着るべきでないと自
分で分かる服はどんな服でも店で試着し
ない方が賢明です。わざわざ誘惑される
必要はないんです。」この固い決意によっ
て彼女は自分の体を敬うことを主に示し，
慎み深さに関する道しるべを深く打ち込
んだのです。
同じクラスにいたもう一人の若い女性
は，自分の服の選び方が妹にも影響して
いることに気づきました。『若人の強さの
ために』にはこうあります。「あなたの服装
や身だしなみはあなたについてのメッセ
ージを人々に伝え，自分や周囲の人々の
行いに影響を与えます。」9 彼女は妹の良
い模範となる責任があることに気づき，服
装を変えることにしました。そして，慎み
深さという道しるべをいっそう深く打ち
込み，妹の服の選び方に良い影響を与え
たのです。
「娯楽とメディア」に関する標準では，わ
たしたちにこう教えています。「自分を高

める娯楽やメディアだけを選んでください。
ふさわしい娯楽は良い思いや義にかなっ
た選択をする助けになり……ます。」10 わ
たしが知っている若い女性とその妹は，
あるCDを聴いていたときに，その歌詞が
人を高めるものでも，良い思いをもたらす
ものでもないことに気づきました。二人
は顔を見合わせ，その種の音楽を聴くべ
きでないと御霊を通して実感しました。
姉の方が金づちを出して来て，二人でCD
を粉々にしました。二人は以前に音楽に
関する道しるべを立てていました。二人
は自分たちが聴く音楽と聴かない音楽を
はっきりと知っていました。そして聖霊の
促しに従うことによって，あらかじめ決め
ていたことに従うことができました。この
ささいな行いによって二人は強められ，も
っと困難な状況の中でも従う自信を得る
ことができました。
別の若い女性も自分の生活の道しるべ
を決めました。その一つは，どのような状
況に置かれても安息日を聖

きよ

く保つことでし
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た。家族とともにバプテスマを受けて教
会員になって1年が過ぎたとき，彼女のワ
ードは分割されました。彼女の家族は新
しく組織されたワードに行くことになり，
新しいワードに出席する若い女性は彼女
一人でした。両親はこの変更を拒んで教
会に行かなくなりましたが，彼女は「安息
日を守る」ことについて『若人の強さのた
めに』に書かれている指針に従いたいと
思い，たとえそれが独りぼっちですべての
集会に出ることを意味したとしても，でき
るかぎりいつも新しいワードに行くと決意
しました。
日曜日は聖文を読み，『成長するわたし』

に取り組みました。「確固として揺らぐこ
となく」安息日を守るという彼女の決意は

母親と妹の心を動かし，彼女たちは再び
教会に出席するようになりました。彼女の
母親は，福音に従う娘の確固とした模範
により，また娘の正しい行いを見ることに
より，下の娘とともに再び活発に教会に集
うようになったと証しています。
「自分に信仰があるかどうかは自分の行
動，生き方を通して表します。」11 これらの
若い女性の生き方は彼女たちの信仰を表
しています。そして，彼女たちの信仰と模
範的な生活が結果として良い業となったこ
とに注目してください。姉が妹を祝福し，
娘が母親を教会に連れ戻したのです。
皆さんの中には，自分は濁った池の上
に伸びることはできない，自分が置かれて
いる状況は大変すぎる，試練が苦しすぎ

る，誘惑が大きすぎると感じている人もい
るかもしれません。でも，アルマの約束を
思い出してください。「神に頼る者はだれ
であろうと，試練や災難や苦難の中にあ
って支えられ，また終わりの日に高く上げ
られる……。」12 すいれんの茎は逆境の中
で生長することを忘れないでください。
茎がすいれんを持ち上げるように，皆さ
んの信仰は皆さんを支え，引き上げてくれ
ます。
わたしの愛する若い姉妹の皆さん，イエ
ス・キリストについての証が皆さんの錨で
す。祈り，研究，戒めへの従順というパタ
ーンに従って皆さんの信仰を強めてくだ
さい。自分がすることとしないことを今決
断し，その決定に従って行動することによ
り，道しるべを打ち込んでください。
わたしは証します。主は皆さん一人一
人を愛しておられ，「確固として揺らぐこと
なく」あるために努力する皆さんを祝福し
てくださいます。イエス・キリストの福音は
真実です。イエス・キリストについての知
識と証は皆さんの堅固な錨となります。
そして皆さんが真理と義を支持するとき
に，皆さんは自分の場所にとどまることが
できるようになるでしょう。これらのことを
イエス・キリストの御名によってへりくだり
証します。アーメン。
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わたしたち一人一人にとって人生
は旅です。わたしたちを愛して
おられる天の御父がこの旅を

計画してくださいました。経験や特質は
人それぞれですが，この旅はこの世に生
まれてくる前，同じ場所で始まったのです。
わたしたちは皆，霊の父であるエロヒ
ムから教えを受けました。御父を愛し，
御父のようになりたいと望み，永遠に御父
とともにいたいと願ったのです。御父は
その喜びを得るには何をする必要がある
かを分かりやすく教えてくださいました。
わたしたちは肉体を得て，そのために起
こるあらゆる試練を受けなくてはなりま
せん。肉体を持つわたしたちは病気にな
り，やがては死を迎えます。また，肉体を
満足させたいという強い欲求を持つよう
になります。
天の御父は，霊界を旅立ったわたした
ちが御父とともに永遠に生き，御父と同じ

生活ができるようになるために必要なこと
を説明してくださいました。わたしたちは
霊界で御父と暮らした記憶のないまま，
人生という旅を進めることになります。御
父のみもとに帰るための唯一の方法は，
肉体の死と，戒めを破ることで生じる罪
の影響に打ち勝つことです。御父は，死
の縄目を断ってくださる救い主が来られ
なければ，自分の力だけで死の影響にも
罪の影響にも勝つことはできないと言わ
れました。そして，わたしたちは必ず罪を
犯してしまうので，罪から洗い清められる
方法を備えてくださいました。
神が預言者を通して明らかにされた聖
文には，霊界で旅の計画が示されたとき
に起きた反逆について書かれています。
反逆者たちは救い主を受け入れて頼るこ
とをせず，御父のみもとに再び戻れなくな
るかもしれないような危険な旅は望みま
せんでした。皆さんは反逆者との戦いの
中で，勇敢で，忠実で，正しい人々の中に
いました。皆さんは救い主を受け入れ，
御父のみもとに戻って喜びを得るために
計画された旅に出ることにしたのです。
霊界での戦いで正しいことを選んだ
人々の中でも，特にすばらしいのが皆さ
んです。皆さんはイエス・キリストの福音が
地上にある時代に生まれ，旅をする資格
を得たのです。この地上の何十億という
御父の子供たちの中で，イエス・キリストの
福音と，主の真実の教会を見いだすとい
う特権を得ました。しかし，それ以上に
すばらしいのは，皆さんが光の中で人生
の旅を歩もうと決意し，今晩こうして耳を
傾けていることです。

御父のすべての子供は，キリストの光と
いう無料の贈り物を受けて生まれてきま
した。皆さんはその光を感じたことがあ
ります。それは，何が正しくて，何が間違
っているのか，何が真理で何が過ちなの
かが分かる感覚のことです。この光は人
生の旅の最初から備わっています。バプ
テスマと聖霊を受けたということは，キリ
ストの光の中を歩むと決意したことの証
明なのです。
教会の会員に確認されたとき，皆さん

には聖霊を伴侶
はんりょ

とする権利が与えられま
した。聖霊は，真理を知り，主イエス・キ
リストに従い，主を愛し，この世を終えた
後で神のもとに戻る道を見つけるための
光を力強く与えてくださるのです。
しかし，前世で反逆を指揮した霊は今
も計画に反対し，皆さんが惨めになり，天
の家に戻る道を決して見つけないように
と望んでいます。魂の敵は皆さんのこと
を，そして皆さんのすばらしさを知ってい
ます。光の中を歩ませないようにすること
で皆さんを捕らえ，皆さんがほかの旅人
を助けないようにすることができると知っ
ているのです。また，皆さんが優れた存在
であり，この世の旅路の途中で何百という
御父の子供に教え，影響を与えられるこ
と，またその後の何世代にもわたる何千と
いう人々にも影響を及ぼせることを知って
います。旅をする皆さんを迷わせ，光か
ら離れさせれば，敵は多くの人を傷つけ，
惨めにさせることができるのです。
今皆さんがこの話を聞いているという
ことは，皆さんが重要な存在であり，神か
らの光の中を歩む選択をしていることを
神が御存じであるということの証明です。
そのような選択は，常にはっきり見極めら
れるとは限りません。皆さんは光の中を
歩み続けるか，暗闇へと離れて行くかを，
毎日，そして刻 と々選んでいるのです。最
も重要な選択は，皆さんの欲求や望みと
深い関係があります。
皆さんが欲しいと思うものはいろいろ
あるでしょう。例えば，人はある程度，周
りから認められたいと願います。だれで
も友達は必要です。自分に価値があると
思わせてくれるものを求めます。このよう

光の中を歩む
大管長会第一顧問
ヘンリー・B・アイリング管長

皆さんは光の中を歩み続けるか，暗闇
くらやみ

へと離れて行くかを，毎日，そして刻々と
選んでいるのです。

123／ 2 0 0 8 年 5 月 号



124

な望みに従ってわたしたちは選びます。
選択の中には，導きを与える神の光から
皆さんを遠ざけるものも，道を見つけるの
に必要な光をさらに強くしてくれるものも
あります。
若いころのわたしは，こうした望みと選

びがどれほど大切か気づいていませんで
した。わたしはスポーツのチームに選ば
れたり，学校で優秀な成績を収めたり，尊
敬できる親友を見つけたりしたいと願っ
ていました。あまり意識していませんでし

たが，こうした願いに従って選ぶことは，
光から離れるか，もしくは光に近づくかを
選ぶということだったのです。
そうした選びによって成し遂げたことや
友人のおかげで，わたしは光を感じまし
た。当時はよく理解していませんでしたが，
わたしを光から徐々に引き離す選択もあ
りました。友達が欲しい，認められたいと
いう思いから選んだことは，道を照らす光
にわたしを近づけるか，光から遠ざける
かのどちらかでした。選ぶということは大

切で，その影響は長く続くのです。
ずっと昔，天の御父は預言者を通して，
どの選びが最も重要で，なぜその選びが
大切なのか，そしてどのように選べるかを
教えてくださいました。
モロナイが引用する父モルモンの言葉
が，いちばん分かりやすいと思います。皆
さんくらいのときにこの聖句をもっと理解
していればよかったです。今晩，主のこ
の言葉が皆さんの胸に届くよう願います。
「しかし見よ，神から出るものはいつも
善を行うように誘い，促す。したがって，善
を行い，神を愛し，神に仕えるように誘い，
促すものはすべて，神の霊感を受けてい
るのである。
さて，……あなたがたは悪いものを神
から出たと思わないように，あるいは善
いもので神から出ているものを，悪魔か
ら出たと思わないように気をつけなさい。
見よ，わたしの同胞

はらから

よ，善悪をわきまえ
ることができるように，物事を判断するこ
とはあなたがたに任されている。そして，
その判断の方法は明らかであり，善悪の
違いは昼が闇夜と違うように，完全に理
解してわきまえることができる。」1

聖文はこの光がどこから来るのか，そ
してその力について教えています。
「見よ，善悪をわきまえることができる
ように，すべての人にキリストの御霊

みたま

が与
えられているからである。さて，その判断
の方法をあなたがたに教えよう。善を行
うように誘い，またキリストを信じるように
勧めるものはすべて，キリストの力と賜物

たまもの

によって送り出されているのである。した
がってあなたがたは，それが神から出て
いることを完全に理解してわきまえること
ができる。
しかし，悪を行うように，キリストを信じ
ないように，キリストを否定するように，神に
仕えないようにと人に説き勧めるものは何
であろうと，それは悪魔から出ていること
をあなたがたは完全に理解してわきまえる
ことができる。悪魔はこのように働くから
である。悪魔はだれにも善を行うように
説き勧めない。また悪魔の使いも，悪魔
に従う者も，そのように説き勧めない」2

当時よりも今の方が，この助言をどう活



用すべきだったかが分かります。わたし
には，善を行うように影響を与えてくれた
選手やコーチのいるチームがありました。
そうでないチームもありました。また，イ
エス・キリスト教会の会員ではありません
でしたが，模範を通して，善を行い，救い
主を思い起こすよう影響を与えてくれた友
人もいました。
認めてほしい，親しくなりたいと思った
学校の友人や教師のおかげで，わたしは
善を行う望みを持ち，救い主への思いを
強くすることができました。幸いにも，自
分の道を見つけたのです。しかし選ぶこ
との大切さと，選び方の両方が分かって
いたら，もっと上手に道を見つけられたこ
とでしょう。
モルモンはそのことを知っていました。
モルモン書にあるモルモンやそのほかの
預言者の言葉をより注意深く読んでいた
ら，わたしはもっと祝福を受け，もっと守
られていたことでしょう。モルモンはこう
言いました。
「あなたがたは判断する際に用いる光，
すなわちキリストの光について知っている
ので，誤って裁かないように注意しなさい。
あなたがたが裁くその裁きで，あなたが
たも裁かれるからである。
そこで，……善悪をわきまえることがで

きるように，キリストの光の中で熱心に求

め〔なければならない。〕もしあなたがた
が善いものをことごとく手にして，それを
非難しなければ，あなたがたは必ずキリ
ストの子となる。
さて，……どのようにすればあなたがた
は，善いものをことごとく手にできるので
あろうか。」3

善いものをことごとく手にするには信仰
が必要です。皆さんが愛ある神の娘であ
るという信仰が増すよう心から祈っていま
す。皆さんは，人生という旅でこの地点ま
で到達した勇敢な人々であると証

あかし

します。
皆さんは義の敵から標的にされています
が，同時に天の御父と主イエス・キリスト
に保護され，見守られているのです。御
二方は皆さんを御存じです。皆さんがど
のような力や人々に取り囲まれているかを
皆御存じです。皆さんの将来に何が待ち
受けているかを御存じです。だからこそ
御二方は，皆さんが何を選び，どの願いを
満たそうとし，どの環境に身を置くかを選
べば，最も光の中にとどまりやすくなるか
を御存じなのです。皆さんがキリストの御
霊により，また聖霊によって，どのような困
難が来ても自信をもって歩んで行けること
を証します。つらい試練にも遭遇するでし
ょう。それは皆さんがとても価値のある
存在だからです。決してがっかりしたり，
恐れたりする必要はありません。困難を

切り抜ける道は皆さんのために常に備え
られています。信仰を働かせることでそ
の道を見いだすことでしょう。
信仰をもって祈らなくてはなりません。
信仰をもって神の御言葉

み こ と ば

について深く考
えなければなりません。信仰をもってこれ
らのことを行い，キリストの御霊と聖霊が
とどまるような場所を選ばなくてはなりま
せん。
これからの数日間で，皆さんがキリスト

の御霊と聖霊の輝きを日常生活で感じる
ことができると約束します。光の中を歩
めば，その瞬間に温かさと幸せを感じる
でしょう。その気持ちは，皆さんが連れて
行くほかの何百，いえ恐らく何千もの人々
とともに，再び天の家に迎え入れられると
きに完全なものとなります。彼らは，皆さ
んの模範に従って光の中を歩むのです。
この教会はイエス・キリストの真の教会
です。生ける預言者トーマス・S・モンソン
大管長がいます。皆さんが光に照らされた
道を歩めるよう，真の僕

しもべ

と天使の両方が助
けてくれます。このことをイエス・キリスト
の神聖な御名

み な

により証します。アーメン。

注

1. モロナイ7：13－15

2. モロナイ7：16－17

3. モロナイ7：18－20
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大会で話された実話や物語の索引
以下に総大会で話された経験談を幾つか選びました。個人の研究や家庭の夕べ，その他の教える機会に活用してください。

数字は説教の最初のページです。

話者 実話や物語 教義または原則

ロナルド・A・ラズバンド長老 チチカカ湖の忠実な会員を訪れる，11 模範，信仰

ジョセフ・B・ワースリン長老 7歳のときに，障がいを持つ年上の子のために立ち上がる，17 思いやり

ウィリアム・R・ワーカー長老 祖父母の家に飾られていた大管長会の写真，37 会長会

クエンティン・L・クック長老 手車隊の救助に向かったクック長老の曾
そう

祖父，47 勇気，献身

トーマス・S・モンソンの教会における指導経験，47 教会での奉仕，教え，導き，仕える

H・デビッド・バートンビショップ 教会人道支援活動の報告，51 人道支援活動，奉仕

ジョン・M・マドセン長老 ステーク神権会に初めて出席した12歳のゴードン・B・ヒンクレー，55 ジョセフ・スミス，証
あかし

ディーター・F・ウークトドルフ管長 山に墜落した飛行機，57 従順，悔い改め

トーマス・S・モンソン大管長 トーマス・S・モンソンのまねをする少年，65 模範

癌
がん

に侵された信仰深い宣教師，65 模範，信仰

ディーター・F・ウークトドルフ管長 ドイツで寝たきりの会員を訪れるトーマス・S・モンソン，68 哀れみ，教え，導き，仕える

ハリエット・ウークトドルフと家族の改宗，68 改宗

シェルドン・F・チャイルド長老 子牛を売ったお金から什分
じゅうぶん

の一を納めるシェルドン・F・チャイルド少年，79 什分の一

什分の一を納めた家族の前に落ちてきたパンノキの実，79 信仰，什分の一

西アフリカの母親の什分の一に対する証，79 什分の一

トーマス・S・モンソン大管長 開拓者だった先祖が直面した困難，87 献身，信仰

デビッド・A・ベドナー長老 癒
いや

されるよう祈った母親と病気の息子，94 信仰，祈り

死に直面する娘を抱きしめることができるよう祈った両親，94 慰め，祈り

W・クレーグ・ズウィック長老 友達をなくさないよう標準を下げた方がよいか尋ねた青年，97 義，標準

ロバート・R・ストイアー長老 ブラジル・レシフェに住む少年の証，99 選択の自由，証

ランス・B・ウィックマン長老 ベトナムで部下とともにいさせてほしいと懇願した負傷兵，103 決意，現世

スーザン・W・タナー イエス・キリストの証を得た求道者，113 伝道活動，証

仲間からの圧力の中で福音の標準を守る青少年，113 高潔さ，従順

若い女性を教えるよう依頼された，教会にあまり活発でない女性，113 模範，再活発化

イレイン・S・ダルトン 純潔の大切さを主張した若い男性，116 勇気，証

ボストンマラソンで走るダルトン姉妹，116 祈り

メアリー・N・クック 慎み深さを学ぶ若い女性，120 模範，標準

心を高揚させない歌詞の音楽が入ったCDを粉々にした姉と妹，120 標準

若い女性の模範を通して教会に活発に集えるようになった家族，120 模範，安息日



以下は『アロン神権3』および『若
い女性3』のレッスンを補足する

ための参考資料であり，同レッスンに
代わるものではありません。本ガイドに
掲載された『神への務め』および『成
長するわたし』の活動の幾つかは，レ
ッスン中に実施することもできますし，
家庭で行うよう定員会の会員またはク
ラスの生徒に勧めることもできます。
レッスンはテキストに掲載されてい
る順番に教えてください。教師用手
引きには，クリスマスのための特別な
レッスンは掲載されていません。クリ
スマスのための特別なレッスンを教え
たい場合は，救い主に焦点を絞った
聖句や大会説教，教会機関誌の記
事，絵，賛美歌を活用することを検討
してください。
インターネットを使用して，英語以外
の幾つかの言語でこのリソースガイド
を探す場合は，http://www.lds.org
にアクセスし，“Language”（言語）を
クリックした後，言語を選択してくださ
い。次に『リアホナ』をクリックし，2008年
5月号を選択してください。（訳注──
日本語の場合は，http://www. lds
church.jpにアクセスし，「教会員の
方へ」「ライブラリー」の順に選択してく
ださい。あとは上と同じように『リアホ
ナ』をクリックし，2008年5月号を選択
してください。）リソースガイドの英語版
を閲覧する場合は，http://www.
lds.orgを開き，“Gospel Library”
（「福音図書館」）をクリックしてください。
開いた画面の右の欄にリソースガイド
へのリンクがあります。

『若い女性3』用
リソースガイド
第26課──悔い改め
ラッセル・M・ネルソン「悔い改めと

改心」『リアホナ』2007年5月号，102。
レッスンの導入として悔い改めの定
義を用います。レッスンの「悔い改め
はわたしたちの生活に平和と幸福を
もたらす」の項の補足として説教の中
の「悔い改めの実」の項を使います。
『成長するわたし』「徳質の体験──

『選択と責任』」の4 

第27課──自分自身を赦
ゆる

す
アンソニー・D・パーキンズ「大きな

驚くべき愛」『リアホナ』2006年11月
号，76。レッスンの「自分自身を赦す
ことは，悔い改めの重要な一部分
である」の項を補足するため，説教に
ある，不必要な罪悪感や自分自身
を赦すことに関する適切な項を選ぶ
ことを検討します。
『成長するわたし』「徳質の体験──

『知識』」の4 
第28課──奉献と犠牲
イレイン・S・ダルトン「顔に表れてく

る」『リアホナ』2006年5月号，109。
宣教師訓練センターでの話の代わり
に，メアリー・ゴーブルの物語を用い
ることを検討します。物語を読んだ
後で，試練を経験したにもかかわら
ず，大草原を横断するためにメアリー
が払った犠牲が彼女の人生にどの
ような祝福をもたらしたか尋ねます。
『成長するわたし』「徳質の体験──
『善い行い』」の3
第29課──改心
M・ラッセル・バラード「純粋な証

あかし

」
『リアホナ』2004年11月号，40。ほん
とうの証についてのバラード長老の説
明を用いてレッスンを締めくくります。自
分の生活を振り返って，ほんとうの証
を得るために何を変える必要がある
かを考えるよう若い女性に勧めます。
デビッド・A・ベドナー「あなたがた
は再び生まれなければならない」『リ
アホナ』2007年5月号，19。レッスン
の始めの「話し合い」の代わりに，キ
ュウリがピクルスになる過程について
のベドナー長老の説明を用いること
を検討します。心から救い主に従い
たいと望むなら，どのように心を変え
る必要があるか話し合います。
『成長するわたし』「徳質の体験──
『選択と責任』」の4
第30課──聖文の学習
ジュリー・B・ベック「わたしは聖文

に喜びを感じる」『リアホナ』2004年
5月号，107。レッスンの補足としてベ
ック姉妹の説教を用います。エイシ
ー長老の「引用」の代わりにベック
姉妹の説教から引用します。
『成長するわたし』｢徳質の体験──

アロン神権者および若い女性用
リソースガイド
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メルキゼデク神権と扶助協
会の第4日曜日のレッスン
は，「わたしたちの時代の

ための教え」を学ぶ時間です。各
レッスンは，最近の総大会で語ら
れた，一つまたは複数の説教を基
に準備します。ステーク会長および
地方部会長は，レッスンに用いる説
教を指定することができます。また
は，この責任をビショップおよび支
部会長に委任することもできます。
指導者は，メルキゼデク神権者の
兄弟と扶助協会の姉妹が同じ日曜
日に同じ説教を学ぶことの大切さ
を強調するべきです。
第4日曜日の集会の出席者は，
教会機関誌の，最新の総大会特集
号をよく研究し，クラスに持参する
よう奨励されています。

説教に基づいてレッスンを
準備する際の提案

説教を研究し教えるに当たり，
聖なる御霊

みたま

がともにあるよう祈って
ください。教師はほかの資料を使

ってレッスンを準備したくなること
があるかもしれません。しかし，大
会説教は承認された教科課程用資
料です。教師の務めは，人々が最
新の総大会で教えられた福音を学
び，それに従って生活できるよう助
けることです。
クラスの生徒の必要に合った原
則と教義を探しながら，説教の内
容を検討してください。また，その
ような真理を教えるのに役立つ説
教から，物語や参照聖句，声明を
探してください。
原則と教義を教えるための大ま
かな計画を立ててください。計画
には，クラスの生徒が以下のことを
行ううえで役立つ質問を取り入れて
ください。
● 説教に含まれる原則と教義を探
す。

● それらの意味について考える。
● 理解したことや考え，経験，証

あかし

を
分かち合う。

● それらの原則と教義を実生活に
応用する。 ■

わたしたちの時代のための教え

*これらの説教は，http://www.lds.org にアクセスすることにより，（多くの言語で）インターネット上で視聴および
閲覧することができます。（訳注──日本語版の文字データを閲覧するには，http://www.ldschurch.jp に
アクセスし，「教会員の方へ」「ライブラリー」「総大会説教」の順にクリックしてください。）

月

2008年5月―10月

2008年11月―
2009年4月

第4日曜日のレッスン教材

『リアホナ』2008年5月号掲載の説教*

『リアホナ』2008年11月号掲載の説教*

アルゼンチン，ベルビジェ地方部の若い女性たち。
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『選択と責任』」の1
第31課──教会での奉仕
ボイド・K・パッカー「教会の弱い

者や純朴な者」『リアホナ』2007年
11月号，6。レッスンの「わたした
ちは今，教会で奉仕する備えをし
なければならない」の項の補足と
して，パッカー会長の話の最初の
部分を用いることを検討します。
『成長するわたし』｢徳質の体験──

『善い行い』」の1
第32課──地域社会での奉仕
スティーブン・E・スノー長老「奉

仕」『リアホナ』2007年11月号，102。
レッスンを通じて，この説教を補足
として用います。レッスンの「若い
女性が地域社会での奉仕を行うこ
とは大切である」の項の補足とし
て，説教の中にある地域社会での
奉仕に関する箇所を用います。
『成長するわたし』｢徳質のプロジェ
クト──『善い行い』」の黒丸5
第33課──だれもが神の子で永遠の
存在である
スーザン・W・タナー「天の御父の
娘」『リアホナ』2007年5月号，106。
レッスンを通じて，この説教の一部を
補足として用います。例えば，「愛され
大切にされていることを人に感じさせ
る」の項にある「物語」の代わりとして，
タナー姉妹がチリの若い女性につ
いて述べている箇所を用います。
『成長するわたし』｢徳質の体験──
『神から受け継いだ特質』」の1
第34課──不正直を避ける
リチャード・C・エッジリー「3本の

タオルと25セントの新聞」『リアホナ』
2006年11月号，72。レッスンの最初
の「事例研究」の代わりとして，正直
であることによって得られる祝福に
ついて話し合うことを検討します。
アイスクリームコーンについての
「物語」の代わりとして，説教にある
25セントの新聞の話を用います。
『成長するわたし』｢徳質の体験──
『誠実』｣の2
第35課──デートに関する決断
イレイン・S・ダルトン「顔に表れて
くる」『リアホナ』2006年5月号，109。
西アフリカ，南アメリカ，エンサイン
ピークにおけるダルトン姉妹の経験
を紹介し，義にかなった決断をす
ることの大切さを伝えます。
『成長するわたし』｢徳質のプロジェ
クト──『選択と責任』」の黒丸2
第36課──結婚の標準

ラッセル・M・ネルソン「結婚のき
ずなをはぐくむ」『リアホナ』2006年5
月号，36。レッスンの内容を深める
ために，説教の中の「夫婦のきず
なを強める」の項にある3つの提案
を用いることを検討します。
『成長するわたし』｢徳質の体験──

『選択と責任』｣の2
第37課──標準としての神の言葉
ジェフリー・R・ホランド「唯一のま
ことの神と，その神がつかわされた
イエス・キリスト」『リアホナ』2007年
11月号，40。レッスンを通して，この
説教を取り入れることを検討します。
『若人の強さのために』「信仰をも
って前進する」40
第38課──健康についての良い習慣
ディーター・F・ウークトドルフ「初

めから終わりを知る」『リアホナ』
2006年5月号，42。レッスンの導入
として，洗濯物を配達したときのウ
ークトドルフ管長の経験を用いる。
『成長するわたし』「徳質のプロジ
ェクト──『知識』」の黒丸3
第39課──自分の価値に気づく
ジョセフ・B・ワースリン「豊かな人

生」『リアホナ』2006年5月号，99。レ
ッスンの「わたしたちは皆，偉大な者
となる可能性を持っている」の項を
教える際，ワースリン長老が紹介し
たスノーマンの物語を話します。
『成長するわたし』「徳質の体験──

『選択と責任』」の6
第40課──自分を愛し，人を愛する
アンソニー・D・パーキンズ「大
きな驚くべき愛」『リアホナ』2006年
11月号，76。レッスンの「聖句を使
った話し合い」を行う際に，パーキ
ンズ長老の説教にある3つの落と
し穴を用いることを検討します。
『成長するわたし』｢徳質の体験──
『神から受け継いだ特質』」の6
第41課──信頼される人になる
ジョセフ・B・ワースリン「人生で学ん
だ教訓」『リアホナ』2007年5月号，45。
レッスンにあるシンディーの「物語」の
代わりとして，ワースリン長老のフット
ボールチームでの経験を用います。
『成長するわたし』｢徳質の体験──

『誠実』」の4
第42課──変化に備える
ディーター・F・ウークトドルフ「喜

んでよい理由はないだろうか」『リア
ホナ』2007年11月号，18。第二次
世界大戦のときのウークトドルフ家
族の話を用いることを検討します。

『成長するわたし』｢徳質のプロジェ
クト──『知識』」の黒丸2
第43課──人との交わり
マイケル・J・テー「小さなことか

ら」『リアホナ』2007年11月号，35。
レッスンの「積極的に人に近づく」
の項の補足として，この説教を用
いることを検討する。補足として使
う場合は，わたしたちの賜物

たまもの

を善
のために使う必要性を強調する。
『成長するわたし』｢徳質のプロジェ
クト──『誠実』」の黒丸3
第44課──時間に追われる生活をし
ない
キース・K・ヒルビッグ「内なる人を生
かす御霊

みたま

を消してはいけない」『リア
ホナ』2007年11月号，37。レッスンの
「知恵と秩序をもってすべてのことを
行う」の項について話し合うときに，
説教にある4つの質問を用います。
『成長するわたし』｢徳質の体験──

『知識』｣の2
第45課──職業を選ぶ
ジェームズ・E・ファウスト「孫への

メッセージ」『リアホナ』2007年5月号，
54。レッスンの中の「話し合い」（ど
の話し合いでもよい）の補足として，
職業を選ぶことに関するファウスト管
長の助言を用いることを検討します。
『成長するわたし』｢徳質の体験──
『知識』」の5
第46課──金銭管理
トーマス・S・モンソン「変化の時

代にあって変わらぬ真理」『リアホ
ナ』2005年5月号，19。レッスンの中
の「負債」の部分で，モンソン大管
長の言葉を付け加えます。
『成長するわたし』｢徳質の体験──

『選択と責任』｣の7
第47課──末日の預言者のメッセージ
トーマス・S・モンソン「模範になり

なさい」『リアホナ』2005年5月号，
112。レッスンの最初にモンソン大管
長の勧告を用いることを検討します。
『成長するわたし』「徳質の体験──
『知識』」の4

『アロン神権3』用
リソースガイド
第26課――純潔の祝福
トーマス・S・モンソン「真理を守

り」『リアホナ』2006年5月号，18。
モンソン大管長の説教の最初の2段
落を用いて，レッスンの「純潔に戦

いを挑むサタン」の項を補足するこ
とを検討します。リー大管長の言葉
の代わりに，不道徳やポルノグラフ
ィーのマカフェケとしてモンソン大管
長が挙げた例を用います。
『神への務め──執事・教師・祭
司』「家族の活動」の2
『若人の強さのために』「性的な
清さ」26
第27課――神の宮である肉体
ヘンリー・B・アイリング「神は忠実な

神権者を助けてくださる」『リアホナ』
2007年11月号，55。この説教の内容
を用いて，レッスンの「不従順が肉体
にもたらす結果」の項を補足します。
『若人の強さのために』「身体の
健康」36
第28課――誘惑に耐える
トーマス・S・モンソン「変化の時
代にあって変わらぬ真理」『リアホ
ナ』2005年5月号，19。自己満足の
危険性や，周囲の危険に対して立
ち上がる必要性についてのモンソ
ン大管長の警告を，レッスンの初め
に紹介することを検討します。
『神への務め──執事・教師・祭
司』「家族の活動」の2
第29課――安息日を守る
ロバート・C・オークス「主の方には」

『リアホナ』2005年5月号，48。「心身
の活力を新たにする日」の項の内容
を深めるためにこの説教を用います。
『わたしの福音を宣

の

べ伝えなさい』
「安息日を聖

きよ

く過ごす」74
第30課――アロン神権者は女性を敬う
ジェームズ・E・ファウスト「孫への

メッセージ」『リアホナ』2007年5月
号，54。レッスンの「アロン神権者
は若い女性を敬う」の項の内容を
深めるためにこの説教を用いるこ
とを検討します。また，「男女の違
いは神から与えられた」の項を補
足するために「家族──世界への
宣言」（『リアホナ』2004年10月号，
49）を用いることを検討します。
『神への務め──執事』「社会の一
員としての社交的な面での成長」の
7；『神への務め──教師』「社会の一
員としての社交的な面での成長」の10
および「霊的な面での成長」の5；『神
への務め──祭司』「社会の一員と
しての社交的な面での成長」の1
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』

「永遠の結婚」85
第31課――永遠の伴侶

はんりょ

を選ぶ
ダリン・H・オークス「離婚」『リア



ホナ』2007年5月号，70。レッスン
の「正しい相手を見つける」の項の
話し合いをより有意義にするために
この説教を用います。
『神への務め──祭司』「社会の
一員としての社交的な面での成長」
の2，4，5
第32課――神殿のエンダウメントに備
える
ロバート・D・ヘイルズ「アロン神
権へ──決意の10年間に備える」
『リアホナ』2007年5月号，48。レッ
スンの「神殿推薦状を受けるには」
の項を補足するためにこの説教を
用います。
『神への務め──執事・教師』「定
員会活動」の6；『神への務め──
祭司』「家族の活動」の10。
『若人の強さのために』「服装と
外見」14
第33課――日の栄えの結婚――永遠
への備え
ジェフリー・R・ホランド「天使の言

葉」『リアホナ』2007年5月号，16。
レッスンの「神殿結婚を日の栄えの
結婚にする」の項を補足するために
この説教を用います。
『神への務め──祭司』「社会の
一員としての社交的な面での成長」
の2，4，5
『若人の強さのために』「デート」24
第34課――従順
リチャード・G・スコット「贖

あがな

いは，平
安と幸福を確固としたものとする」
『リアホナ』2006年11月号，40。レッ
スンの「従順は主に対する真の愛を
表す」の項を補足するためにロックク
ライミングについてのスコット長老の
物語を用いることを検討します。
第35課――主イエス・キリストを信じる
信仰
クエンティン・L・クック「恐れでは

なく，信仰によって生きる」『リアホ
ナ』2007年11月号，70。クック長老
が紹介した，ハロルド・B・リー長
老の4つの重要なポイントを用いて
レッスンをまとめます。
『神への務め──執事』「霊的な
面での成長」の3；『神への務め──
教師』「霊的な面での成長」の4；
『神への務め──祭司』「霊的な面
での成長」の10
第36課――祝福師の祝福
ゴードン・B・ヒンクレー「神の王国

を求めなさい」『リアホナ』2006年5月
号，81。ヒンクレー大管長が自分自

身の祝福師の祝福について引用し
た言葉でレッスンを始めます。
『神への務め──祭司』「家族の
活動」の3
第37課――御霊

み た ま

の実と賜物
たまもの

ジェームズ・E・ファウスト「目に宿る
光」『リアホナ』2005年11月号，20。
レッスンの「御霊の賜物を通して人に
仕える」の項で，説教の中の看護学
生の物語を用いることを検討します。
第38課――キリストの純粋な愛
ジョセフ・B・ワースリン「いちばん

大切な戒め」『リアホナ』2007年11月
号，28。レッスンの「聖句と黒板を使
った話し合い」の代わりに，説教の
中の14歳の少年とジョセフ・スミスの
話を用いることを検討します。
『神への務め──執事』「家族の
活動」の7；『神への務め──教師・
祭司』「定員会活動」の7
第39課――キリストの言葉を味わう
M・ラッセル・バラード「聖書という

奇跡」『リアホナ』2007年5月号，80。
レッスンの導入として聖書についてバ
ラード長老が述べた言葉を用います。
『神への務め──執事・教師・祭司』

「家族の活動」の1
第40課――伝道活動の実践
ゴードン・B・ヒンクレー「全世界に
対するわたしたちの証

あかし

」『リアホナ』
2006年11月号，4。導入の一部とし
て，ヒンクレー大管長が宣言した
「わたしたちが世界に伝えている証
は，……」の部分を用います。
『神への務め──執事』「霊的な面
での成長」の10と11；『神への務め
──教師』「定員会活動」の5；『神へ
の務め──祭司』「定員会活動」の3
第41課――さらに救い主のごとく
デビッド・A・ベドナー「手が清く，
心のいさぎよい者」『リアホナ』2007年
11月号，80。レッスンの「黒板を使
った話し合い」の代わりに，罪や罪

を犯したい気持ちに打ち勝つこと
に関するベドナー長老の教えを用
いることを検討します。
第42課――謙遜

けんそん

で素直になる
L・トム・ペリー「バーを上げる」『リ
アホナ』2007年11月号，46。ペリー
長老の息子が高飛びをしたときの
経験を用いてレッスンを補足します。
『わたしの福音を宣べ伝えなさい』

「謙遜」120－121
第43課――思いと言葉
ジョン・B・ディクソン「主と約束す

る」『リアホナ』2007年5月号，14。レ
ッスンの「事例研究」の事例を紹介
する前に，ディクソン長老が提案した，
人生に祝福をもたらすほかの決意
を紹介することを検討します。
『若人の強さのために』「言葉遣
い」22
第44課――奉仕
ボイド・K・パッカー「教会の弱い

者や純朴な者」『リアホナ』2007年
11月号，6。パッカー会長の息子の
物語をレッスンのまとめとして付け
加えます。
『神への務め──執事』「定員会
活動」の5；『神への務め──教師・
祭司』「定員会活動」の7
『若人の強さのために』「人々へ
の奉仕」38
第45課――人と分かち合うことにより
証
あかし

を強める
ディーター・F・ウークトドルフ「個

人の証が持つ力」『リアホナ』2006年
11月号，37。レッスンの中のクロフ
ト長老の物語の代わりに，説教の
「証は何の役に立つのでしょう
か？」の項を用いて，ウークトドルフ
管長が挙げた証に関する5つの
明瞭
めいりょう

で簡潔な真理について話し合
うことを検討します。
『神への務め──執事』「霊的な面
での成長」の5；『神への務め──

教師・祭司』「定員会活動」の2
第46課――効果的なホームティーチング
トーマス・S・モンソン「最善を尽く

して義務を果たす」『リアホナ』2005年
11月号，56。説教のホームティーチ
ングについての箇所を用いてレッ
スンを始めることを検討します。
第47課――正直
リチャード・C・エッジリー「3本のタ
オルと25セントの新聞紙」『リアホナ』
2006年11月号，72。レッスンの「物
語と話し合い」にあるミケルセン長老
の話の代わりに，エッジリービショッ
プの話を用いることを検討します。
『神への務め──祭司』「霊的な
面での成長」の1
『若人の強さのために』「正直」31
第48課――将来に備えて教育を受ける
ゴードン・B・ヒンクレー「立ち上が

れ，神に仕える男たちよ」『リアホナ』
2006年11月号，59。教育に関する
ヒンクレー大管長の助言でレッスン
を始めます。
『神への務め──執事』「学業，人
格，職業への備えの面での成長」
の1，2，12；『神への務め──教師』
「学業，人格，職業への備えの面で
の成長」の2と3；『神への務め──
祭司』「学業，人格，職業への備え
の面での成長」の1と8
『若人の強さのために』「教育」9
第49課――すばらしい受け継ぎ
H・デビッド・バートン「もしこの古い

壁が口を利けるとしたら」『リアホナ』
2007年5月号，32。説教に挙げられ
ている，開拓者時代以降の重要な
出来事を紹介して，レッスンの最後
の部分を補足することを検討します。
『神への務め──執事』「家族の
活動」の4；『神への務め──教師』
「霊的な面での成長」の6；『神への
務め──祭司』「家族の活動」の9
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2008年4月5日，世界中の教会員が集会所
や家庭において，衛

星放送やテレビ，ラジオ，インタ
ーネットを通じて聖会に集い，
末日聖徒イエス・キリスト教会の
新しい大管長と大管長会を支
持した。
2008年1月27日のゴードン・
Ｂ・ヒンクレー大管長の死去に
伴い，2月4日，トーマス・Ｓ・モン
ソン大管長と，大管長会の顧
問としてヘンリー・Ｂ・アイリング
管長とディーター・Ｆ・ウークトド
ルフ管長が召されたことが発表
された。しかし，2008年4月5，
6の両日に開かれた第178回年
次総大会が，教会全体として新
しい指導者を支持する最初の
機会となった。
ソルトレーク・シティーのカンフ

ァレンスセンターで開かれた聖
会では，十二使徒定員会会員
も支持された。Ｄ・トッド・クリス
トファーソン長老が同定員会の
新しい会員として支持された。
会員たちはまた，教会のその

他の中央幹部や補助組織の指
導者を支持した。
さらに，クリストファーソン長
老の召しに伴う七十人会長会
の空席を埋めるために，七十
人第一定員会のＬ・ホイットニ
ー・クレートン長老が召された。
15人が新たに七十人第一，
第二定員会の会員として召さ
れ，新しい中央若い女性会長
会とともに支持を受けた（詳細
については略歴を参照）。七十
人第二定員会のクレーグ・Ｃ・ク
リステンセン長老とウィリアム・
Ｒ・ワーカー長老の二人が七十
人第一定員会の会員として支
持された。それに加えて，新た
に38人の地域七十人がそれぞ
れの教会地域で奉仕するように
召された（総大会中に召された
人，解任された人の一覧は，
4－7ページを参照）。
モンソン大管長は，カンファ
レンスセンターで開かれた聖会
で支持を受けた最初の大管長
である。教会の歴史家であり
記録者でもある七十人のマー
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リン・Ｋ・ジェンセン長老によれ
ば，預言者ジョセフ・スミスとそ
の大管長会は，1836年３月27日
に，カートランド神殿で開かれ
た聖会で支持を受けた。ブリ
ガム・ヤングとその大管長会は，
1847年12月27日に，アイオワ州
のカウンシルブラッフスのケイン
ズビルタバナクルで初めて支持
を受けた。1880年10月10日に
支持を受けたジョン・テーラー
大管長から，モンソン大管長以
前のすべての大管長は，ソルト
レークタバナクルで開かれた聖
会で支持を受けた。
「教会初期の会員は，タバナ
クルに出席する以外，聖会に参

加する方法はありませんでし
た」とジェンセン長老は語る。
「しかし，最近では世界中の会
衆が衛星放送を通じて出席し，
ステーク会長会が支持の挙手
を見守ります。1945年以来，ど
こにあっても，家庭で大会の模
様を視聴する会員たちは，新し
い大管長を支持するように求め
られてきました。」
旧約聖書では，過越

すぎこし

の祭（出
エジプト23：14－17；申命16：
8，16参照）や，取り入れの祭と
も呼ばれる仮庵

かりいお

の祭（レビ23：
33－36；ネヘミヤ8：18参照）な
どの際に，主がイスラエルの民
に聖会を開くように命じられた

「会員が教会の指導者を定
期的に支持することで，この聖
会で交わした決意を新たにす
る機会を得るでしょう」とジェン
セン長老は語る。
10万人以上がカンファレンス
センターの部会に出席したほ
か，テレビ，ラジオ，衛星放送や
インターネットを通して，何百万
という人々がその模様を視聴
した。
4月の総大会の各部会は，こ
れまでの総大会を超える92の
言語に通訳され，放送された。
大会の模様は，http://www.lds.

orgで，文書や音声，映像で視聴でき

る。◆

ことが最も初期の記述である。
「教会員にとって，教会の役
員を支持するということは，投
票のような受動的な行為では
ありません」とジェンセン長老は
語る。「聖会で支持するという
ことは，新しい教会の大管長の
ために信仰と祈りと支持を絶
えず，喜んでささげることを意味
します。」
ジェンセン長老は，会員が教
会の指導者を支持するように求
められるのは，聖会だけでは
ないことを指摘している。支持
の挙手は，総大会やステーク大
会，ワード大会や支部大会にお
いても行われる。
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「どんな人からも学べる
ことがあります。」新
たに十二使徒定員

会会員として召され，支持を受
けたデビッド・トッド・クリストフ
ァーソン長老はそう言います。
「教会の内外を問わず，わたし
は出会ったすべての人から，自
分を改善するのに役立つ何か
を得てきました。」
相手のすばらしい点から学

ぶことは，クリストファーソン長老
がこれまでの人生でずっと行っ
てきたことでした。長老が最初
に学んだのは両親からでした。

1945年1月24日，ポール・ビッ
カリー・クリストファーソン，ジー
ン・スウェンソン・クリストファー
ソン夫妻のもとに生まれたクリ
ストファーソン長老は，アメリカ
合衆国ユタ州のプレザントグロ
ーブとリンドンで育ちました。長
老の言葉によれば，長老と4人
の弟は「のどか」で「健全な」子
供時代を満喫しました。
「わたしたちは，非常に安定
した幸福な家庭生活を過ごし
ました。」長老は当時を回想し
て語ります。「父と母は，福音
の原則に従って生活する方法

を示してくれました。」
高校の初めに，クリストファ
ーソン長老は家族とともに，ア
メリカ合衆国のニュージャージ
ー州サマセットに移ります。そ
こでは，新しい場所に住み，
新しい人 と々出会い，新しい機
会を見つけました。
「わたしは各地から来た，あ
らゆる宗派の人 と々の友情や
関係を深めました。」クリストフ
ァーソン長老はそう語ります。
「その交流はとても有意義なも
のでした。」
高校を卒業したクリストファー
ソン長老は1年間ブリガム・ヤン
グ大学に通った後，アルゼンチ
ンで専任宣教師として奉仕しま
した。そこでは「二人の傑出し
た伝道部会長」から学んだ，と
クリストファーソン長老は言いま
す。最初の数か月はロナルド・
V・ストーン会長，そして残りの
伝道期間は，リチャード・Ｇ・スコ
ット会長（現在十二使徒定員会
会員であるスコット長老）です。
クリストファーソン長老は，当

時のスコット長老について次の
ように語ります。「スコット長老
は自分に厳しい人だったので，
わたしたちもそのようになろう
と努めました。長老は常に，よ
り高い可能性を求め，さらに成
長し，さらに多くのことを行い，
成し遂げようとしていました。
そのおかげでわたしたちも，自

分たち自身や，御業
みわ ざ

，そして自
分たちが成し遂げられる事柄
を，より高い観点から見るよう
になったのです。」
アルゼンチンから帰国した
クリストファーソン長老は再び
ブリガム・ヤング大学に戻り，
英語を学びながら，学生自治
会や学内競技会でも活躍しま
した。また，キャサリン（キャシ
ー）・テルマ・ジェイコブと出会
い，二人は3年次の1968年5月
28日，ソルトレーク神殿で結婚
しました。現在，5人の子供と
8人の孫がいます。
クリストファーソン長老は，
1969年に学士号を取得して
BYUを卒業し，その後，法学
位取得のためにデューク大学
に進学しました。1972年に同
大学を卒業し，ジョン・Ｊ・シリカ
判事の法務書記としてウォータ
ーゲート事件の審理に携わり
ました。
「卒業して初めての仕事とし
ては，胸躍る仕事でした。」ク
リストファーソン長老はそう語
ります。「法律の仕事全般につ
いて，最良と最悪の事態を目
にしました。しかしその経験
を通して，法に携わる者として
どんな良い業ができるかを見
ることができ，自信と大志を抱
くことができました。」
クリストファーソン長老は，最
初は法律事務所で，後に銀行
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D・トッド・クリストファーソン長老
十二使徒定員会会員



や企業の顧問弁護士として，お
もに合衆国東部で働きました。
その中で最も喜びに感じたの
は，「様々な職業の，様々な信
仰を持つ善良な人 と々の交わ
りでした。多くの人々がほんと
うに人を助けたいと望み，それ
を実行できるように献身してい
ることを知りました。」
1993年，クリストファーソン長
老は七十人第一定員会会員と
して奉仕するように召されま
す。長老はその奉仕の期間を
「自分が形成された」時期だっ
たと語ります。責任を受けて，
短期間，北アメリカ南西地域と
メキシコ南地域で働きました。
クリストファーソン長老は，メ
キシコのあるステークが再組
織される際，一人の兄弟と面
接したときのすばらしい経験
を忘れません。「わたしたちが
面接した人々の中に，大変謙
虚で，小柄な兄弟がいました。
すばらしい時間を過ごし，わ
たしは彼を抱き締めました。
彼は部屋から出て行くと，ステ
ーク会長に『中央幹部がわたし
を抱きしめてくれました』と何
度も繰り返し言ったのです。
わたしはその経験から，人の
小さな行いに感謝すべきであ
ることを学びました。また，
人々が自分は神の息子や娘と
して価値ある存在だと感じら
れるように，いつも人々のため

にできることがあるということ
も学びました。
すべての出会い，すべての
交わりの中で，何かすばらしい
ことを学ぶことができます。」ク
リストファーソン長老はそう付
け加えます。「わたしたちも人
に同じ影響を与えられたらと
思います。」
1998年，クリストファーソン長

老は七十人定員会会長会の一
員として召され，十二使徒定員
会会員として召されるまでその
責任を果たしました。トーマス・
Ｓ・モンソン大管長から新しい
召しを受けたとき，初めは「不
可能に思えた」と言います。
「深く思い巡らすと，この責
任に圧倒される思いがします。
しかし，七十人定員会で，また
十二使徒定員会会員とともに
働いてきた15年間で，すばらし
い教師を頂いてきました。そ
れに加えて，主が常にわたし
を支えてくださったという確信
があります。どのような危機に
あっても，どのような変化のと
きにも，どのような必要にあっ
ても，常に祈りを通して主に求
めることができました。主を信
頼してきて，落胆したことは一
度もありません。確かに，主の
約束は今も有効です。この責
任においても，主はわたしが
必要とする助けを与えてくださ
ることを知っています。」◆

リンドン・ホイットニー・
クレートン長老は，
愛にあふれる家庭

で育ったことに加え，人生を
大きく変えた出来事が二つあ
ると語っています。一つはペ
ルーで宣教師として働いたこ
と，もう一つは，妻のキャシー・
アン・キップ姉妹とソルトレーク
神殿で1973年8月3日に結婚し
たことです。二人には7人の
子供がいます。
「子供たちは，お父さん，
お母さんと家で一緒にいると
きは，自然と家族ファイヤサ
イドになることが多いね，と
からかいます。」こうクレー
トン長老は語ります。「それ
はなかなか言い得て妙です。」
クレートン家族はひざを交え
て様々な話題について話すの
が大好きです。一緒に歌うの
も好きです。
クレートン長老は，1950年
2月24日，合衆国のユタ州ソ
ルトレーク・シティーで，
L・ホイットニー・クレート
ン・ジュニア，エリザベス・
タッチストーン・クレートン
夫妻のもとに生まれました。

カリフォルニア州ホイッティ
アで育ち，ユタ大学で財政学
の学士号，カリフォルニア州
パシフィック大学で法律学の
学士号を取得しました。
1970年に，長老はペルーの
アンデス伝道部で働く召しを
受けました。まさしくこの期
間に聖文学習を愛することを
学びました。「わたしの人生
で大きな喜びの一つは，毎日，
時間を割いて静かに聖文を学
習することです。」こう長老
は語ります。「そうするとき
に，深い慰めと平安，そして
導きが得られます。」
クレートン長老はこれまで
に支部会長，ビショップ，伝
道部会長の顧問，地域七十人
として働いてきました。カリ
フォルニア州サンタ・アナの
スペイン語ワードでビショッ
プとして働く機会がありまし
たが，それは「とてつもなく
大きな祝福でした」と長老は
語ります。「その経験を通し
て，戒めに従えば人は幸福に
なるということを理解する能
力が高まりました。」
七十人第一定員会会員とし
てどこを旅していても同じ真
理を見いだしました。「世界
のどこに住んでいようとも，
戒めを守る人を主は祝福して
くださいます」と長老は語り
ます。「主は，御自分に信頼
を置く人の生活を，様々な形
で豊かにしてくださるので
す。」◆

L・ホイットニー・クレートン長老
七十人会長会
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マルコス・アントニー・アイ
ドカイティス長老の長
男は，8歳のときに，

学校の宿題で家族の絵を描き
ました。その当時アイドカイティ
ス長老は，ブラジルのサンパウ
ロにある会社の代表取締役と
して多忙な毎日を送っていまし
た。「ものすごく働き，世界中の
あちこちへ出張していました」と
長老は回想します。
息子の絵にアイドカイティス長
老が描かれていないのはだれ
の目にも明らかでした。「お父
さんはどこにいるんだい」と教
師は尋ねました。「お仕事だよ」
という答えが返ってきました。
アイドカイティス長老にとって，

目の覚めるような経験でした。
「仕事を変え，改めるべきは改
めました」と長老は語ります。
家族を優先する努力をもう一度
やり直すことにしたのです。
アイドカイティス長老は，
1959年8月30日，ブラジルのポ
ルトアレグレで，アントニー・アイ
ドカイティス，マリア・デイトリッ
ヒ・アイドカイティス夫妻のもと
に生まれました。父親は1940年
にバプテスマを受け，家族で

最初の教会員となりました。ア
イドカイティス長老の妻ルイサ・
エングラート・アイドカイティス姉
妹も家族で最初の教会員でし
た。アイドカイティス長老とアイ
ドカイティス姉妹は，姉妹がバ
プテスマを受けて１か月足らず
の1986年1月13日に結婚し，翌
年にユタ州プロボ神殿で結び
固めを受けました。二人には5
人の子供がいます。
アイドカイティス長老は，
1979年から1981年までブラジ
ル・サンパウロ南伝道部で働き
ましたが，伝道に出ることで自
分の人生は変わったと語って
います。伝道に出たおかげで，
救い主への愛は深まり，家族
と天の御父に仕える備えがで
きました。長老はこう語ってい
ます。「また，妻を教え，バプ
テスマを施す勇気が得られま
した。」
伝道に続いて，長老は機械
工学の学士号と経営学修士号
（MBA）をブリガム・ヤング大学
で取得しました。在学中，大
学のサッカーチームで活躍し
ました。卒業後は，最初は合
衆国で，次にブラジルで多国
籍企業の管理職に就きました
が，最終的には起業しました。
アイドカイティス長老は，七十
人第一定員会で働く召しを受
ける前に，ブラジル・ブラジリ
ア伝道部の伝道部会長，地域
七十人，ステーク会長，地域福
祉委員，そして高等評議員を歴
任しました。◆

ジェラルド・コセー長老
は愛に満ちた人で
す。「フランスのパリ

でステーク会長の召しにあっ
たとき，世界中のあらゆる国々
からやって来た大勢の人と知
り合いました。」こう長老は語
ります。「彼らに仕えるうちに，
福音の中にあって，わたしたち
はだれもが心を一つにし，証

あかし

を一つにしている，ということ
が分かりました。」
七十人第一定員会で働く召
しを受けたとき，コセー長老は
ヨーロッパ西地域の地域七十
人として働いていました。それ
まではビショップリックの顧問，
大祭司グループリーダー，ステ
ーク会長会の顧問を歴任して
きました。
コセー長老は，1963年5月
20日，フランスのボルドーでジ
ャン・コセー，マリー・ブランシ
ェ・ボネ・コセー夫妻のもとに生
まれ，19歳のときにパリに引っ
越しました。そこで北大西洋
条約機構（NATO）関連機関で
1年間軍務に就きました。パリ
で同じワードだったときに，バ
レリー・バビン姉妹と交際を始

めました。二人とも忠実な末
日聖徒の家庭に育った，幼な
じみでした。二人は1986年
8月5日，スイスのベルン神殿で
結び固めを受けました。現在，
5人の子供がいます。
コセー長老は，食品業界で
の経験が長く，パリの経営学
大学院ESSECで修士号を取得
しました。この召しを受けたと
き，長老は，ケータリングやスー
パーのチェーン店向けに食品
を卸す会社の管理部長と取締
役を兼務していました。
コセー長老は，7歳でピアノ
を習い始めたときから音楽に
対する愛をはぐくみました。現
在，コセー家は歌や楽器の美
しい調べにあふれ，家族全員
がピアノやバイオリン，チェロを
弾きます。
「イエスが使徒を選ばれたと
き，そのうちの何人かは漁師で
した。そして，すぐに網を捨て，
イエスに従いました」とコセー
長老は言います。「今日

こんにち

の教会
も，同じような形で機能してい
ます。自分の召しは主の預言
者トーマス・S・モンソン大管長
を通じて，主から与えられたも
のだと感じます。わたしも救い
主に従います。」◆

マルコス・A・アイドカイティス長老
七十人

ジェラルド・コセー長老
七十人



ローレンス・エドワード・
コーブリッジ長老は，
自分は主を信頼して

いると言います。
「キリストはわたしたちにとって
唯一の希望，すべての希望であ
り，主から命じられたすべての
ことを行うための唯一の道を示
してくださいます」と長老は語り
ます。「わたしたちはキリストが
自分たちの成功を助けてくださ
るという完全な確信を持つこと
ができます。」
コーブリッジ長老は，ビショッ
プ，高等評議員，ステーク会長，
そしてチリ・サンティアゴ北伝道
部の会長（2002－2005年）を含
む何十年にも及ぶ教会での奉
仕を通じてこの証

あかし

を得ました。
コーブリッジ長老は，1949年8月
6日，イワン・コーブリッジ，アグネス・
ハウ・コーブリッジ夫妻のもとに生
まれ，合衆国のユタ州プロボで
育ちました。1968年から1970年
までアルゼンチン北伝道部で専
任宣教師として働きました。
長老は，ブリガム・ヤング大学
で経営学学士号と法学博士号
を取得しました。卒業後，弁護
士として働き始め，七十人第一

定員会で働く召しを受けたとき
には，ソルトレーク・シティーの法
律事務所の大株主および上席
弁護士を務めていました。
長老は，1974年12月21日に
ユタ州プロボ神殿でジャクリン・
シャモ姉妹と結婚しました。少
年時代は夏になるとアイダホ州
とユタ州にある牧場で働いて過
ごしました。そこで自然を愛す
るようになりました。ロッククライ
ミング，リバーラフティング〔訳注
──ゴムボートでの川下り〕，ス
キー，スノーボードといった様々
な活動を通して，この自然への
愛を妻や5人の息子と分かち合
っています。
「人生でほんとうに大切な数
少ない事柄として，知識，人格，
そして人間関係，特に家族との
人間関係を挙げることができま
す」と長老は語ります。もう一つ
大切なことは，「キリストをいつも
覚えていることです。」
コーブリッジ長老はさらに続
けます。「毎週，聖餐

せいさん

にあずかる
とき，わたしたちはまさにそのこ
とを実行するという聖約を交わ
します。時には主の標準に達し
ないこともあります。しかし，何
を考えるにしても主を仰ぎ見る
ようにと主は言っておられます。
ですから，家族を支えるために
働くにしろ，母親や主婦として務
めを果たすにしろ，あるいは，
病院のベッドに横たわり，残され
たあと半年の生涯を送っている
にしろ，主を覚え，主であれば
なさるであろうことを行うというの
は，わたしたちにとって何よりも
大切な務めなのです。」◆

七十人第一定員会で
働く召しについてよく
考えた結果，エドア

ルド・ガバレット長老はこう証
あかし

して
います。「さして重要でもないと
思われる出来事が，パズルのよ
うに組み合わさって，後々のた
めに人を備えることがあります。」
ガバレット長老は，1956年5月
11日，ウルグアイのミナスで，フワ
ン・ガバレット，エルサ・インサウラ
ルデ・ガバレット夫妻のもとに生
まれました。1975年から1977年
までパラグアイとウルグアイで宣
教師として働き，帰還後，1978年
10月20日にノーマ・ベアトリス・ゴ
ルゴロソ姉妹と結婚しました。
後に，ブラジルのサンパウロ神殿
で結び固めを受けました。
ガバレット長老は，エスクエ
ラ・スペリオル・デ・アドミニストラ
シオン・エンプレサスで経営学
を学び，1986年に卒業しました。
2000年にはブラジルのINPG
（インスティテュート・ナショナル・
デ・ポスグラドゥアサオ）でマー
ケティングを専攻して経営学修
士号（MBA）を取得しました。
「振り返ってみると，人生に主
の御手

み て

があったことが分かりま

す。よりよく仕えることができる
ように，一つの場所から別の場
所へ，一つの召しから別の召し
へと動かされていったのです」
とガバレット長老は語ります。
パラグアイでビショップとして働
いていたころ，製薬会社に入社
しました。後にボリビアに引っ越
し，新しい支社を開設することに
なりました。そこで新しいステー
クのステーク会長として働く召しを
受け，その後，地区代表となりま
した。そして再び転勤となってペ
ルーに引っ越し，別の新しい支社
を開設することになりましたが，
そのときには地域幹部として働く
召しを受けました。さらに転勤で
引っ越しました。今度はブラジル
でした。そこで地域七十人として
働きました。後に，伝道部会長
として働くことになりました。
「召しの目的は地位を得ると
いうことではありません」とガバレ
ット長老は語ります。「召しを通
して，キリストにさらに近づくこと
ができます。召しは目的を果た
すための手段であって，目的で
はないのです。召しを受けた人
は，霊感を求め，祈ることを学び，
自分自身よりもむしろ周囲の人に
心を向けなければなりません。」
召しを受けたとき，長老はペ
ルーのリマにある製薬会社の
代表取締役でした。ガバレット
夫妻には子供が3人います。
「キリストを生活の中心とする
とき，ほかのすべてのことは然

しか

るべき場所に収まるものです」
とガバレット長老は語ります。
「すべてはキリストが管理してお
られるのです。」◆

ローレンス・E・コーブリッジ長老
七十人

エドアルド・ガバレット長老
七十人
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「家族は親友となるこ
とができます。」最
近，七十人第一定

員会に召されたカルロス・ア
ウグスト・ゴドイ長老はこう
語ります。「ほかの友人とは
別れることもあるでしょう。
しかし，家族はいつまでもつ
ながっているのです。」
ゴドイ長老の話には実感が
こもっています。教育の機会，
職業上の地位，さらには教会
の責任のために，ゴドイ長老
と妻のモニカ・ソアレス・ブ
ランダオ姉妹，そして4人の
子供たちは，ブラジルのポル
トアレグレ，ブラジルのサン
パウロ，ユタ州プロボ，ブラ
ジルのべレムを含む様々な国
で生活してきました。
数々の責任のため国の内外
を問わず至る所に行く前か
ら，ゴドイ長老は家族との密
接な関係に感謝していまし
た。長老は，妹に同伴して教
会の活動に参加したときに初
めてイエス・キリストの福音
を知りました。その経験がき
っかけとなって，宣教師と話
すようになり，1か月後にバ

プテスマを受けたのです。
ゴドイ長老は1961年2月4日，
ブラジルのポルトアレグレで，
モアシル・ゴドイ，イボンヌ・ポエ
ルシュ・ゴドイ夫妻のもとに生
まれました。1977年に教会に
加わり，後に，サンパウロで専
任宣教師として働きました。教
会に加わって間もなく行われ
た夏のユースカンファレンスで
モニカ姉妹と出会い，1984年
にブラジルのサンパウロ神殿
で結婚しました。
ゴドイ長老はポンティフィ
シア・ユニベルシダード・カ
トリカで経済学と政治学の学
士号，ブリガム・ヤング大学
で組織行動学の修士号を取得
しました。様々な企業の管理
職を務める中で経験を積み，
後に，自身の会社を設立しま
した。
ゴドイ長老はこれまでにビ
ショップ，高等評議員，伝道
部会長，地域七十人として奉
仕してきました。これらの奉
仕の機会を通じて，「成長」
の過程についてより多くのこ
とを学んできたように，これ
からも新しい召しを通じてさ
らに学べることを楽しみにし
ている，と述べています。
「自分の至らなさを感じて
います」と長老は語ります。
「しかし，主がこの業を導い
ておられ，わたしたちのだれ
もがさらに主に似た者となれ
るよう助けてくださることを
知っています。」◆

「この召しを受ける資
格が何かわたしに
あるとしたら，そ

れは伝道に出る備えをしてい
た18歳のときに得た証

あかし

です」
とジェームズ・ジョセフ・ハ
ムラ長老は語ります。「ほん
とうに驚くべき経験をし，主
と主の教会の神聖さについて
強い証を得ました。」
1957年11月20日，カリフォ
ルニア州ロングビーチで，ジ
ョセフ・ハムラ，ジョイス・
ハムラ夫妻のもとに生まれた
ハムラ長老は，最初の示現に
関する記録を読んだときのこ
とをよく覚えています。少年
ジョセフが正しいことを知り
たいと願い，そのために何を
したかということについて読
みました。そして，自分も主
に祈り求める必要があると感
じました。「そこでわたしは
ベッドの傍らにひざまずき，
天に向かって熱心に祈りまし
た。その祈りに対して，わた
しは，それまでもそれ以降も
経験したことがないほどに明
確で間違えようのない答えを
受けました。立ち上がったと

きには，この教会が真実だと
いうことを知っていました。」
ドイツのミュンヘン伝道部
で専任宣教師として働いた
後，ハムラ長老は政治学と哲
学の学位を取得し，ブリガ
ム・ヤング大学を卒業しまし
た。その後，同じブリガム・
ヤング大学で政治哲学の修士
号と法学の博士号を取得しま
した。七十人第一定員会で働
く召しを受けたときには，ア
リゾナ州メサで弁護士として
働いていました。
ハムラ長老は，アリゾナで
妻のジョイス・アンダーソン
姉妹と出会いました。二人は
1984年4月27日にアリゾナ州
メサ神殿で結婚し，現在，6人
の子供がいます。いちばん下
の息子二人は双子で，ハムラ
長老がワシントンD.C.南伝道
部の伝道部会長として働いて
いたときに生まれました。
ハムラ長老はビショップ，
ステーク会長，そして地域七
十人としても働きました。
「教会におけるわたしのすべ
ての経験は，伝道に出る備え
をしていた18歳の青年のころ
にした，たった一つの経験に
磨きをかけてくれました」と
ハムラ長老は語ります。「そ
のときの経験は，その後の人
生の基盤となりました。」◆

カルロス・A・ゴドイ長老
七十人

ジェームズ・J・ハムラ長老
七十人



アラン・フォレスト・パッ
カー長老は，10歳か
12歳の少年のころ，

祈りの答えを得ているといつ
も感じていたわけではなかっ
たことを覚えています。ある
日のこと，父親であり現在は
十二使徒定員会会長であるボ
イド・K・パッカー長老と一
緒に働いているときに，少年
アランは気になっていることに
ついて話しました。
父親は息子にたとえを用い

て教えました。パイロットは
空を飛ぶ度にパラシュートを
使うわけではないけれども，
いつでも使えるように着用し
ているものだ。パッカー会長
は息子に，これからも祈り続
け，忍耐し，必要なときには
答えが必ず与えられるという
信仰を持つように励ましま
した。
「その指導のおかげで，自
分の証

あかし

をはぐくむ初期の時代
を乗り切ることができまし
た」と最近七十人第一定員会
に召されたパッカー長老は語
ります。
パッカー長老は，1948年7月

7日，合衆国のユタ州ブリガム・
シティーで，ボイド・ケネス・パッ
カー，ドナ・スミス・パッカー夫
妻のもとに生まれました。長
老と妻のテリー・ベネット・
パッカー姉妹は，二人ともユ
タ生まれですが，出会ったの
はマサチューセッツ州ボスト
ンの高校に通っているときで
した。パッカー長老はアンデ
ス伝道部とコロンビア・ベネ
ズエラ伝道部で伝道しまし
た。その後，長老とテリーは
1970年6月1日，ソルトレーク
神殿で結婚しました。二人に
は8人の子供と17人の孫がい
ます。
パッカー長老はブリガム・
ヤング大学で電子工学の学士
号を取得しました。実業界で
活躍し，幾つかの会社の管理
職を歴任してきました。
パッカー長老は，ビショッ
プ，スカウト隊長，ステーク
会長会の顧問，スペイン・マ
ラガ伝道部の会長，また若い
男性中央管理会会員など，教
会で様々な召しを受けて働い
てきました。
「この業が真実であること
を知っています」とパッカー
長老は語ります。「救い主は
わたしたちの贖

あがな

い主です。ド
アを開き，御父のみもとに戻
るチャンスを与えてください
ました。主の業の一端を担う
ことができて光栄です。」◆

ケビン・ウェイン・ピ
アソン長老は，もし
わたしたちが信仰の

原則をほんとうに理解するな
ら，主はわたしたちの生活に
奇跡をもたらすことがおでき
になる，と信じています。
「わたしは，もし十分に賢
ければ，十分に強ければ，十
分に迅速に行動すれば，また
は十分に勤勉ならば，どんな
状況でも何とかコントロール
できるはずだという考えのま
ま，ある時期まで育ちました」
と長老は語ります。「しかし
実際は，人生で起こるすべて
の状況をコントロールできる
わけではありません。わたし
たちはただ主を信頼し，主に
信仰を持つことを学びさえす
ればよいのです。そうすれば
すべての物事はよい方向に進
みます。そうするときに，主
はあなたの力を強めてくださ
います。」
伝道部会長のときに，ピア
ソン長老は宣教師に5つの障
壁について度々教えました。
信仰が絶えず強められていな
いと，その5つの障壁が信仰

を打ち負かしたり弱めたりす
る可能性があるのです。長老
はこう語ります。「信仰が実
際に力を持つためには，疑い，
不注意，不従順，失望，怠惰
という障壁を取り払わなけれ
ばならないのです。」
ピアソン長老は，1957年4月
10日，合衆国のユタ州ソルト
レーク・シティーで，ウェイン・
F・ピアソン，ベルダ・ラブラム・
ピアソン夫妻のもとに生まれ
ました。後にユタ大学で財政
学の学士号，ハーバード大学
で経営学の修士号（MBA）を
取得しました。伝道部会長と
して召される前は，医療情報
会社の最高経営責任者として
働いていました。
七十人第一定員会で働く召
しを受けたときに，ピアソン
長老は，ワシントン州タコマ
伝道部の会長として働いてい
ました。以前に受けた教会の
召しはどれも，現在の召しに
備えるうえで大きな役割を果
たしてきました。フィンラン
ドで専任宣教師として奉仕
し，その後，ワード若い男性
会長，長老定員会会長，高等
評議員，そしてビショップと
して働いてきました。ジュ
ン・ランゲラン姉妹と1980年
6月24日にソルトレーク神殿
で結婚し，現在，6人の子供
がいます。◆

アラン・F・パッカー長老
七十人

ケビン・W・ピアソン長老
七十人
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ラファエル・エドワル
ド・ピノ長老にとっ
て，イエスがキリス

トであられるという強い証
あかし

と
深い確信の元をたどれば，二
つの重要な出来事に行き着き
ます。一つは，17歳のときに
初めてモルモン書を読んだと
きのことです。
「たった数節でもいいので
読むようにと宣教師に勧めら
れました」と長老は語ります。
「しかし数節どころか，読む
のをやめられませんでした。
どこに行くにもモルモン書を
持ち歩きました。読む度に，
いつも喜びと平安に満たされ
ました。モロナイ書第10章に
記されているとおり，モルモ
ン書の真実性を証明するため
に神が定められた方法はわた
しにも有効でした。わたしは
聖霊の力によってモルモン書
が真実であるという証を得た
のです。
ピノ長老にとって2番目の
重要な経験は，ベネズエラの
マラカイボ伝道部で専任宣教
師として働いたことです。ピ
ノ長老は七十人第一定員会の

会員として支持を受ける前
に，ビショップ，高等評議員，
ステーク会長，伝道部会長，
そして地域七十人など数多く
の召しを果たしてきました。
しかし，長老は宣教師として
の奉仕がどれほど自分にとっ
て大切だったかを強調しま
す。「どの召しも，わたした
ちを将来の召しに備えさせて
くれます。」こう長老は語り
ます。「しかし，わたしにと
って非常に大切な事柄は，元
をたどれば伝道地に結びつき
ます。わたしは今でも専任宣
教師として働いた経験から祝
福を受けています。」
ピノ長老は，1955年10月
27日，ベネズエラのバレンシ
アで，アルツロ・ピノ，ジョ
セフィーナ・ギメネス・デ・
ピノ夫妻のもとに生まれまし
た。ベネズエラのカラカスで
経営管理の資格を取得しまし
た。ピノ長老は，1980年以来，
教会職員として様々な分野で
働いてきました。長老と妻の
パトリシア・モニカ・ビラ・
ダスラー姉妹は1981年3月31
日，ワシントンD.C.神殿で結
び固めを受けました。二人に
は3人の子供がいます。◆

「ひざが震えるような経
験でした」と語りなが
らも，ゲーリー・エバ

ン・スティーブンソン長老は七十
人第一定員会で奉仕するよう召
されたことに感謝しています。
「この召しを受けて最初に自
分には力が足りないという気持
ちを強く感じましたが，それと
同時に責任感にも満たされま
した。」スティーブンソン長老は
そう語ります。「主は召された
人がふさわしくなれるようにして
くださるとよく聞きますが，わた
しの場合，特にそうしていただ
かなければなりません。」
スティーブンソン長老は1955年

8月6日，合衆国のユタ州オグデ
ンでエバン・スティーブンソン，ジ
ーン・スティーブンソン夫妻のも
とに生まれました。ユタ州立大
学でビジネス経営学の学位を
取得し，在学中に妻となるリ
サ・ジーン・ヒグリー姉妹と出会
いました。スティーブンソン夫妻
は1979年4月20日，アイダホ州ア
イダホフォールズ神殿で結婚し，
4人の息子がいます。
スティーブンソン長老と姉妹
は，協力して生活の中に奉仕の

習慣を確立し，真の幸福は
人々への奉仕の中に見いださ
れると確信しています。「人に
奉仕をしているとき，主に奉仕
しているのです」とスティーブン
ソン長老は語ります。「この教
えはわたしたちの生活に浸透
し，ほかの人にも自分たちにも
喜びをもたらしてくれています。」
スティーブンソン夫妻は最近
まで，合衆国のユタ州プロビデ
ンスのワードで，一緒に日曜学
校教師として奉仕していました。
スティーブンソン長老はまた，日
本名古屋伝道部の会長として，
さらに青年時代には西日本で
宣教師として，またビショップと
して，またステーク会長会の顧
問として奉仕してきました。
福音を中心とした家庭で育っ
たスティーブンソン長老は，幼い
ころに勤勉の大切さを教えてく
れた努力家の両親を尊敬して
います。大学を卒業後すぐに健
康・フィットネス器具の会社の起
業を助けました。現在その会
社の会長を務めるスティーブン
ソン長老は，勤勉に努力するこ
とは生活のあらゆる面で必要な
原則であると信じています。
「職業においても，教会の召
しにおいても，勤勉は大切な
原則です。それはまた，伝道活
動において大いに求められる
特質です。」スティーブンソン長
老はそう語ります。「わたしたち
は傑出した能力に恵まれてい
ないかもしれません。それでも，
偉大なことを成し遂げるために
勤勉に努めることはだれにで
もできます。」◆

ラファエル・E・ピノ長老
七十人

ゲーリー・E・スティーブンソン長老
七十人



七十人第一定員会の
ジョセ・アウグスト・
ティシェラ長老は，

ポルトガルが1975年の終わり
に末日聖徒の宣教師の入国を
許可したことによって福音に改
宗したうちの一人です。1976
年，ティシェラ長老の両親であ
るフェルナンド・ティシェラ，ベニ
ルデ・ティシェラ夫妻と家族に
回復された福音が紹介され，
1977年に家族全員がバプテス
マを受けました。
改宗する前，ティシェラ長老

は別の教会に定期的に出席
し，礼拝を手伝い，若い信者
に期待されるすべてのことを実
践していました。しかし，教義
に疑問を抱いていました。
宣教師からモルモン書を読
んで祈るよう勧められ，長老は
言われたとおりにしました。
「それがモルモン書とジョセ
フ・スミスに関する証

あかし

の始まり
でした。」ティシェラ長老はそう
言います。
ティシェラ長老は1961年2月
24日，ポルトガル・ビラリアル
で生まれ，古い大学のある街
コインブラで育ち，その地で

16歳のときに末日聖徒になり
ました。改宗者は皆同じです
が，ティシェラ長老も結果を恐
れずに，改宗したことを友人に
説明することにしました。幸い，
友人たちはすぐに長老の新し
い標準を受け入れてくれまし
た。「わたしが一緒にいるとき
は，できないことがあることを
彼らは理解してくれたのです。」
ティシェラ長老はそう振り返り
ます。
ポルトガル・リスボン伝道部
で奉仕した後，ティシェラ長老
はポルトガル空軍に入隊し，
NATO（北大西洋条約機構）の
国際部隊の一員としてオエイラ
スに駐在しました。駐在中に
教会のポルトガルにおける広
報ディレクターとして召されまし
た。ある訓練集会でリスボン
ステークの広報コーディネータ
ー，フィロメナ・ロペス・テレス・
グリロ姉妹と出会いました。
彼女もオエイラスに住んでいま
した。二人は1984年6月5日，
スイス・ベルン神殿で結婚しま
した。ティシェラ夫妻には二人
の息子と一人の娘がいます。
ティシェラ長老は会計学とビ
ジネス経営学の学位を取得し
ており，最近まで教会の国際
監査役としてドイツ・フランクフ
ルトに駐在していました。地
方部会長，ステーク会長，地
域七十人，ブラジル・サンパウ
ロ南伝道部会長を歴任してい
ます。◆

日常的に使徒や預言者
とともに働いた38年
間は，七十人第一定

員会のフランク・マイケル・
ワトソン長老の証

あかし

をはぐくん
できました。
ワトソン長老は，1970年か
ら1972年まで初めは十二使徒
定員会の秘書補佐，そして秘
書を務めました。1972年から
大管長会の秘書補佐，1986年
4月以降は大管長会秘書とし
て奉仕してきました。
「日々の個人的なかかわり
を通して，長年目にしてきた
事柄により，わたしの証は強
められました。」ワトソン長
老はそう語ります。「神がお
られ，イエスがキリストであ
られ，主が召された人はだれ
でも，その時代のための主の
預言者であることに関して，
一点の曇りもなく確信してい
ます。」
ワトソン長老は1943年3月
9日，合衆国のユタ州スプリ
ングシティーでフランク・
C・ワトソン，ジェニール・
バクスター・ワトソン夫妻の
もとに生まれました。1962年

から1964年までイギリス北東
伝道部で専任宣教師として奉
仕しました。1966年から1969
年まで軍務に従事し，1年を
南ベトナム共和国で過ごしま
した。ユタ州立大学で学士号
を取得しています。
1965年9月3日にソルトレー
ク神殿でジョリーン・マン姉
妹と結婚し，12人の子供がい
ます。長老定員会会長，ステ
ーク伝道部会長，ビショップ，
ステーク会長，ユタ州バウン
ティフル神殿の結び固め執行
者として奉仕してきました。
「長年の間ずっと中央幹部
とともに仕事をしてきました
が，その一員になった今，へ
りくだる思いでいっぱいで
す。」ワトソン長老はそう語
ります。中央幹部とともに長
年働いてきたワトソン長老
は，預言者や使徒について，
また末日聖徒イエス・キリス
ト教会の使命について，人々
の証を強める役割を担うこと
は特権だと感じています。◆

ジョセ・A・ティシェラ長老
七十人

F・マイケル・ワトソン長老
七十人
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ヨルゲ・フェルナンド・
ゼバロス長老は1955
年7月19日，チリ・オ

バイエで生まれました。12年
後の1967年，最初の末日聖徒
の宣教師が長老の住む街を訪
れました。
4人の北アメリカ人が街を歩
く姿や，地元の新聞に載った
好意的なインタビューに，ゼバ
ロス長老は好奇心をかき立て
られました。宣教師が地元の
バスケットボールリーグに参加
し始めると，バスケットボール
が大好きだったヨルゲは宣教
師が出場する試合を興味深く
見守りました。あるとき，宣教
師チームの選手名簿を見よう
と競技役員テーブルの裏側に
入り込むことができました。驚
いたことに，全員「エルダー」と
いう名前でした〔訳注──「エ
ルダー」は英語で「長老」の意〕。
あるとき，クラスメートが家族

と一緒に宣教師の教会に入っ
たと言ったので，ヨルゲは自分
も行ってもいいかと尋ねまし
た。ヨルゲが毎週集会に出席
し始めてから7か月が過ぎた
ある日，宣教師はヨルゲがレ

ッスンもバプテスマも受けてい
ないことに気づきました。両親
であるアルベルト・ゼバロス，
イネス・ゼバロス夫妻の許可を
得てこの問題はすぐに解決し
ました。
バルパライソのサンタマリア
大学に在学中，ヨルゲはカルメ
ン・グロリア・バレンズエラ姉妹
と出会いました。「初めて会っ
たときに，わたしが結婚するの
は彼女だと分かりました。」ゼ
バロス長老は思い出します。
「とても不思議なことでした。
もう伝道の召しを受けていま
したし，彼女はまだ会員では
なかったのです。」それから数
週間のうちにカルメンは宣教師
から福音を学び，ヨルゲがチ
リ・コンセプシオン伝道部に赴
任する前に，ヨルゲからバプテ
スマを受けました。
ヨルゲとカルメンはヨルゲの
伝道中も文通し，帰還後の求
婚期間を経て，1982年6月26日，
ブラジル・サンパウロ神殿で結
婚しました。夫妻には5人の子
供がいます。
ゼバロス長老はサンタマリア
大学で土木工学の学位を，ブ
リガム・ヤング大学でビジネス
経営学の修士号を取得しまし
た。2005年にチリ・コンセプシ
オン伝道部会長の召しを受け
る以前はチリの採掘会社の業
務執行役員を務めていました。
七十人第一定員会会員に新た
に召されたゼバロス長老は，
これまでビショップ，ステーク
会長，地区代表，地域七十人
として奉仕してきました。◆

主が遣わされる所へは
どこへでも行く決心
をしているタッド・

R・カリスター長老は，主に仕
えることから多くの祝福がもた
らされると証

あかし

しています。
「自分は力不足だと実感する
ときでさえ，主は助けてくださ
います。」カリスター長老はそう
言います。「どの召しもその人
よりも大きなもので，主は助け
の手を差し伸べてくださいま
す。主の導きは静かで，もの柔
らかですが，主は決してわた
したちを一人にされることは
ありません。」
カリスター長老は1945年12
月17日，合衆国のカリフォルニ
ア州グレンデールでリード・カ
リスター，ノリンヌ・カリスター夫
妻のもとに生まれました。東
部大西洋諸州伝道部の専任宣
教師，ビショップ，ステーク会長，
地区代表，地域七十人を歴任
し，カナダ・トロント東伝道部会
長を務めていたときに七十人
第二定員会会員に召されまし
た。
家族との時間を何よりも楽し
みとしているカリスター長老に

とって，伝道部会長としての奉
仕は言葉に尽くせないほど特
別な経験となりました。
「伝道部会長は宣教師たち
を，まるで自分の息子や娘であ
るかのように愛するようになり
ます。」カリスター長老はそう言
います。「宣教師たちはいつも
期待以上の働きをし，無限の
潜在能力があるかのようです。」
カリスター長老はブリガム・
ヤング大学で会計学の学士号，
カリフォルニア大学ロサンゼル
ス校で法学の学位，ニューヨー
ク大学で税法学の修士号を取
得した後，カリフォルニア州ロ
サンゼルスで34年間，家族経
営の法律事務所で法律業に携
わってきました。
仕事と私生活の両面で学ん
だ原則を実践してきたカリスタ
ー長老はこう語っています。
「法律業を営んできたおかげ
で，問題の核心を分析するこ
と，すぐに結論を下さないこと，
決断を下す前にすべての事実
を知る必要があることをよく学
ぶことができました。個人の
啓示を求めるときも同じです。
啓示を得るために必要な努力
をして，わたしたちが自分の分
を果たすように主は期待して
おられるのです。」
カリスター長老とキャスリン・

ルイーズ・サポリティ姉妹はブ
リガム・ヤング大学に在学中に
知り合い，1968年12月20日に
カリフォルニア州ロサンゼルス
神殿で結婚しました。夫妻に
は6人の子供がいます。◆

ヨルゲ・F・ゼバロス長老
七十人

タッド・R・カリスター長老
七十人



ケント・ディー・ワトソン
長老は，半生を振り
返ると，自分は常に

信者でありいつも証
あかし

があると
感じてきました。しかし，長老
にとりわけ重要な影響を与え
た一つの出来事があります。
「青年のときに伝道に出る
決意をしたことは，あらゆる
面でわたしの人生に影響を及
ぼしてきました。」最近七十
人第二定員会会員として召さ
れたワトソン長老はそう述べ
ています。
長老は南部極東伝道部への
召しを受け，台湾で奉仕しま
した。「伝道のおかげで平凡
な学生から優等生に変わりま
した。」長老はさらにこう言
います。「伝道のおかげで妻
と出会いました。伝道中に同
僚だった人から彼女を紹介さ
れたのです。伝道のおかげで
中国語を学びました。伝道の
おかげで楽しめる職業を見つ
けることができました。伝道
のおかげでわたしたち家族は
幾つかの都市に住む機会を得
ました。」
ワトソン長老はブリガム・

ヤング大学で学士および修士
号を取得し，公認会計士とし
て働き，後に国際会計事務所
の理事長および最高経営責任
者を務めました。
ワトソン長老は妻とともに
かつての伝道地に戻り，台湾
台中
タイチュン

伝道部の会長，および
台湾高雄

カオシュン

伝道部の暫定会長
として奉仕する機会も得まし
た。非常に多くの若い宣教師
とともに働くことを通して，
教会の若人の強さに厚い信頼
を寄せるようになりました。
ワトソン長老はビショップ
およびステーク会長会の顧問
をはじめ，教会の中で多数の
召しを果たしてきました。
ワトソン長老は1943年5月
8日，合衆国のユタ州シダー
シティーでロレンゾ・ディー・
ワトソン，ジョイス・ワトソン
夫妻のもとに生まれました。
1967年8月23日，ソルトレー
ク神殿でコニー・リングマン
姉妹と結婚し，5人の子供が
います。◆

少女時代，イレイン・シ
ュワルツ・ダルトン姉
妹はダンスを踊るこ

とが大好きでした。しかし6人
の子供を持つ若い母親にとっ
てダンスは非現実的であった
ため，毎日楽しめる運動として
ランニングを始めました。初め
は10歩走っては10歩歩くことを
繰り返して1マイル（約1.6キロ）
進むことを目指していました。
そのようなささやかな出発か
ら，今では18回のマラソン経
験を持つに至りました。
「走っている時間は心が静ま
り，生活について考えることが
できます。」ダルトン姉妹はそう
語ります。読んだばかりの聖
句について考える1時間となる
のです。
ダルトン姉妹は1946年11月
1日，合衆国のユタ州オグデン
でメルビン・レオ・シュワルツ，エ
マ・マーティン・シュワルツ夫妻
のもとに生まれました。1968年
9月13日，ソルトレーク神殿で
スティーブン・ユージン・ダルト
ン兄弟と結婚しました。ブリガ
ム・ヤング大学で英語の学士号
を取得しました。中央若い女

性管理会，中央若い女性会長
会の第一顧問および第二顧問
として奉仕しました。そのほか，
ステーク若い女性会長，ローレ
ルアドバイザー，扶助協会ヤン
グシングルアダルトアドバイザ
ー，扶助協会教師として奉仕し
てきました。
新しい中央若い女性会長と
してダルトン姉妹はこのように
述べています。「わたしから教
会の若い女性に伝える基本的
なメッセージは，彼女たちが玄
関を出る度にいつも両親から
聞いている言葉です。それは，
『自分が何者であるかを覚えて
いなさい』です。」
ダルトン姉妹は若い女性が
天の御父の娘であり，御父か
ら愛されていることを理解でき
るように助けたいと望んでいま
す。「これは毎週，若い女性の
テーマの中で彼女たちが口に
する言葉ですが，非常に多くの
若い女性の心にまだ浸透して
いません。」ダルトン姉妹はそ
う言います。「若い女性は自分
が神の娘であることを理解し
さえすれば，あらゆるものとど
うかかわっていくかが自然に
明らかになります。」
ダルトン姉妹は若い女性を清
くあるように励ましています。「彼
女たちがこの時代のために取
っておかれた一つの理由は，神
殿の業を行うためです。」ダルト
ン姉妹はそう言います。「だから
サタンが荒れ狂い，若い女性に
ふさわしさを保たせまいとして
いるのです。清くありましょう。
清い生活には力があります。」◆

ケント・D・ワトソン長老
七十人

イレイン・S・ダルトン
中央若い女性会長
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世界中の若い女性とと
もに若い女性のテー
マを暗唱するとき，

中央若い女性会長会第一顧問
のメアリー・ニールセン・ク
ック姉妹は，自分が神の娘で
あると知っていることに感謝
の念を抱きます。
「2007年11月に父が亡くなり
ました。主がこの試しの時期
に喜んでわたしを支えてくだ
さるだろうとわたしは信じてい
ます。」クック姉妹はそう語り
ます。「教会では若い女性に，
わたしたちは皆神の娘である
と教えています。この神聖な
経験を通して，御父がわたし
を御存じで，わたしを一人の
娘として愛してくださっている
ことを確信しました。」
1951年6月8日，ケネス・ニ
ールセン，ファーン・スワ
ン・ニールセン夫妻のもとに
生まれたクック姉妹は合衆国
のユタ州ミドベールで育ちま
した。不安な年ごろを生きる
若い女性たちに，クック姉妹
は自らの経験を一つの例とし
て紹介しています。
「わたしは37歳になるまで

結婚しませんでしたので，女
性が直面する多くの心配や不
安をよく知っています。」ク
ック姉妹はそう言います。
「不安の中で前進するために
は信仰と勇気が必要です。」
クック姉妹は1988年7月16日，
ソルトレーク神殿でリチャード・
E・クック兄弟と結婚し，4人の
子供の継母，17人の孫の継祖
母です。
「よい教育を受けたことが，
人生の中で大いに助けになり
ました。」そう語るクック姉
妹は，ブリガム・ヤング大学
で言語病理学や聴覚学の学士
号および修士号，さらには教
育スペシャリストの学位を取
得しています。「教育を受け
ることにより，母親として，
また教会で奉仕するために，
よく備えられました。」
クック姉妹は最良の友であ
る夫とともにモンゴルで専任
宣教師として奉仕しました。
この召しを受ける前は中央若
い女性会長会の第二顧問とし
て，また，中央若い女性管理
会の一員として奉仕してきま
した。
個人に焦点を当てることは
クック姉妹の信条です。「わ
たしたちは一人一人の若い女
性にキリストの証人として立
ってほしいのです。」クック
姉妹はそう言います。「口先
だけで言っているのではあり
ません。一人一人の若い女性
に義にかなった神の娘になり
たいという望みと自信を与え
る必要があるのです。」◆

中央若い女性会長会の
第二顧問になるため
に最もよく備えてく

れた経験は何であるかと尋ね
られて，アン・モンソン・デ
ィブは朗らかに笑いながら答
えました。
「母親であること！ そし
て，娘であることです！」デ
ィブ姉妹はすぐにこう付け加
えました。「それと，救い主
の教えを生活に当てはめてき
たことです。」
1954年6月30日，合衆国の
ユタ州ソルトレーク・シティ
ーでトーマス・S・モンソン，
フランシス・J・モンソン夫
妻のもとに生まれたディブ姉
妹は，「天の御父はわたしが
必要としていることを御存じ
です」が，「わたしたちは主
と主の時刻表を信頼しなけれ
ばなりません」ということを，
多くのすばらしい経験を通し
て学びました。
ディブ姉妹は，姉妹の好き
な箴言第3章5節から7節の聖
句を若い女性が実行してくれ
るようにと期待しています。
「心をつくして主に信頼せよ，

自分の知識にたよってはなら
ない。すべての道で主を認め
よ，そうすれば，主はあなた
の道をまっすぐにされる。」
ディブ姉妹はブリガム・ヤ
ング大学に在学中に将来の夫
となるロジャー・ディブ兄弟
と出会い，1974年3月5日，ソ
ルトレーク神殿で結婚しまし
た。二人には4人の子供がい
ます。ディブ姉妹は家庭を築
くことに全エネルギーを注ぎ
ました。しかし子供が少し大
きくなり，ふさわしい時期で
あると感じたときから毎年少
しずつ大学の授業を受講し，
最終的に初等教育の学位を取
得して卒業しました。
ディブ姉妹は教会の各補助
組織において様々な召しを果
たしてきました。中央若い女
性会長会に召される前は中央
若い女性管理会で奉仕してい
ました。
ディブ姉妹は，真理はすべ
ての人の心に響くと信じてい
ます。また，指導者の教えを
通してだれもが御霊

みた ま

を感じる
ことができると信じています。
「わたしは若い女性のときに，
『自分の証

あかし

を得ようと努力し
ている間，預言者の証に頼る
ことができる』ということを
学びました。」ディブ姉妹は
そう言います。「心を開いて
御霊によって教えられたいと
望む人はすべて，そのように
することができます。」◆

メアリー・N・クック
中央若い女性会長会第一顧問

アン・M・ディブ
中央若い女性会長会第二顧問



総大会の翌日の月曜日，霊的な
メッセージを毎日メールで配
信するLDS Gemsの受信契約

者に，聖会や総大会のその他の部会を視
聴した感想や経験を寄せてほしいと呼び
かけました。以下のメールは，教会機関
誌に寄せられた1,200以上にも上るメ
ールの一部です。

土曜日の朝，総大会が始まる直前に，我
が家はいつもの土曜日の雑事に追われて
いました。すると急にテレビから総大会の
開会を告げるモルモンタバナクル合唱団の
映像と音楽が流れ始めました。二人の幼
い息子を呼び寄せ，開会の祈りの間中「一
時停止モード」になるよう言いました。そし
て，ウークトドルフ管長が説教壇に上がっ
て聖会が始まると，家の雰囲気ががらりと
変わりました。わたしたち4人はテレビの
前にひざまずき，家中が御霊

みたま

で満たされま
した。普段着のまま，朝から遊んで散らか
ったままの部屋で，この神聖な会に参加す
るのは恥ずかしい気がしましたが，順番に
立ち上がって支持の挙手をしたとき，わた
しの心は喜びで満たされました。最後に，
幼い息子たちも含めて家族全員で右手を
挙げて支持を表したとき，神殿で受けるよ
うな神聖な気持ちがしました。わたしたち
はともに立って，御霊を通して得た確信が
正しいことを目

ま

の当たりにしたのです。
しばらくすると，子供たちの騒ぎ声はま

た大きくなり，話者の話を聞くのにテレビの
ボリュームを上げなければなりませんでし
たが，あのとき感じた一瞬の平安は，わた
したちの家庭と心にずっと残りました。
クリスティーナ・N，アメリカ合衆国，ユタ州

この大会で感じたことを言葉で十分に
表すことはできません。非常に強い御霊を
感じました。家で大会を見ながら，自分が
御霊に包まれているのを感じることができ
ました。最近，わたしはあまり教会に活発

に集っていませんでしたが，モンソン大管
長が群れに戻って来るよう呼びかけてい
るのを見て，わたしに直接語りかけている
ように感じました。すべての説教が心に喜
びを与えてくれました。天の御父が話者を
通して語りかけておられるとほんとうに感
じることができました。自分が完全でない
のは知っていますが，養いを受け新たに
歩み始められるように，教会に戻らなけれ
ばならないと心から感じました。今回聞い
ただけでは大会を十分理解できないと感
じたので，インターネットでもう一度聞きまし
た。来週は，自分のワードに出席しようと
思っています。
ジーン・Ｕ

大会のメッセージ，特に生ける預言者で
あるモンソン大管長の言葉を聞くのはすば
らしい経験でした。現在わたしは，地球
の反対側にある，まだ福音を宣

の

べ伝えるこ
とができない地域に住んでいますが，技術
の進歩によって大会に参加し，御霊を感じ，
高められることができました。勧告と証を
聞いて，すべての兄弟姉妹に福音の豊か
な祝福を受けてほしいという思いをさらに
強くしました。それが早く実現するようにと
祈っています。
ジャンリル・Ｆ

大会で最も力強い印象を受けたのは，
ウークトドルフ管長が話した南極で起きた
飛行機事故についての話でした。それほ

どささいな事柄が取り返しのつかない事
態を引き起こし，後世まで続く結果を招く
ことを知り，深く考えさせられました。また，
細くて狭い道からどれだけそれているとし
ても，自分が過っていたことを認め，永遠
の愛に満ちた天の御父に赦

ゆる

しを求める必
要があることも学びました。わたしたちが
自分の過ちを受け入れ，そこから学び，霊
的な成長を得るとき，天の御父はわたした
ちの幸福を深く心にかけ，わたしたちを愛
してくださいます。
オリオン・Ｈ，アメリカ合衆国，コロラド州

学校で仲のいい友達から週末は何をし
たかと聞かれたので，総大会のことや話の
テーマを話すと，それがきっかけで，わたし
の信じていることやモルモン書について質
問されました。わたしは信仰箇条を使って
わたしたちの教会とほかのキリスト教会の
基本的な違いについて話すことができ，モ
ルモン書が何であるか，聖書とどのような
関係にあるか，はっきりと説明することがで
きました。
このような機会があったことにほんとう
に感謝しています。彼女の質問に答えると
き，御霊の導きがあったことを知っていま
す。そして，もし総大会がなかったら，ふさ
わしい御霊を受けて，すぐに答えることは
できなかったでしょう。
エリー・Ｗ，イングランド

わたしは1972年に改宗しましたが，20年

大会を視聴して
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以上教会に集いませんでした。約10年前
に教会に戻り，改宗者である夫と神殿で
結び固めを受けました。わたしはヒンクレ
ー大管長を愛していました。そして，彼に
代わる預言者はいないと感じていました。
モンソン大管長の支持の挙手が求められ
たとき，彼にはその責任を果たすことはで
きないと考え，わたしは怒りと，多少の
苦 し々さを感じました。何とかたくなだった
ことでしょう。モンソン大管長が話し始め
たとき，わたしは彼の目を見詰め，一つ一
つの動きを見ていました。大管長の目の輝
きは，わたしが愛したヒンクレー大管長の
それとまったく同じでした。わたしの新し
い預言者，聖見者，啓示者であるモンソン
大管長に聖なる御霊が宿っていることを知
り，喜びでいっぱいになりました。
メアリー・ルー・Ｒ，アメリカ合衆国，
ニューメキシコ州

わたしは大会の間，自分の人生を変え
るようにという御霊の促しを受けました。
生まれてからずっと教会に「活発」ではあり
ましたが，この大会ほど御霊の促しを受け
たことはありませんでした。すべてのメッセ
ージが自分に向けて語られたように感じ
ています。わたしは家族や友人に対して，
傷つけるようなことを言ったりしたりしたこ
とがあれば赦しを求め，また，わたしを傷
つけた人 を々赦そうと思います。人からし

てほしいと思う方法で人々に接し，できる
だけ救い主の模範に従っていきたいです。
デルバート・Ｃ，アメリカ合衆国

わたしの家族は，家庭の夕べの責任を
交代で行っています。総大会の翌日の月
曜日は夫の番でした。日曜午後の部会で，
ズウィック長老が標準を保つことについて
教えてくれました。夫は長老の話から，自
分たちの標準を保つ必要があることを強
調しました。わたしはウェブサイトからMP3
ファイルをダウンロードして，家族全員で座
ってもう一度長老の話に耳を傾けました。
それをきっかけに，友達を選ぶことや，良
い選びをすること，人生の計画を立てるこ
となどについて，14歳の息子と話し合える
ようになりました。
グウェン・Ｄ，アメリカ合衆国，ワシントン州

聖会の間，わたしは家でこの会に参加
し，新しい預言者モンソン大管長を支持
するために立って挙手できることを特権に
感じ，謙虚

けんきょ

さと感謝でいっぱいでした。12
歳になったばかりの息子がアロン神権者
とともに立ち，娘が若い女性とともに立つ
ことができ，涙があふれました。すばらし
い御霊が，トーマス・Ｓ・モンソンこそ今日

こんにち

主
が主の教会の長として立つように望んでお
られる人であるという非常に強い確信を心
に与えてくれました。大管長が受けている
神聖な召しについて，わたしは何の疑いも
ありません。
マリディー・Ｈ，アメリカ合衆国，
ニューメキシコ州

独身者として，バラード長老の話から，将
来妻となる女性をより良く愛し，より良く仕え，
彼女の重荷を少しでも軽くするために自ら
を備える方法を学び，わたしの思いと心は
感化されました。今の生活で，妻となる人
と出会い，神殿で結婚し，彼女にとって誉
れとなるような家族を育てることほど重要
なことはありません。心と勢力と思いと力
を尽くして彼女を愛することのできる日を心
から楽しみにしています。
マイク・Ｓ，アメリカ合衆国，フロリダ州

総大会の写真の閲覧を含め，大会についてさ
らにお知りになりたい場合は，http://www.
liahona.lds.orgと http://www.ensign.lds.
org にアクセスしてください。LDS Gemsを受
信するには，www.lds.org/gemsでお申し込
みください。



十
二
使
徒
定
員
会

（
前
列
左
か
ら
）ボ
イド
・
K・
パ
ッ
カ
ー
会
長
，
L・
ト
ム・
ペ
リ
ー
長
老
，ラ
ッ
セ
ル・
M
・ネ
ル
ソ
ン
長
老
，ダ
リ
ン・
H・
オ
ー
ク
ス
長
老
，
M
・ラ
ッ
セ
ル・
バ
ラ
ー
ド
長
老
，ジ
ョ
セ
フ・
B・
ワ
ー
ス
リ
ン
長
老
。

（
後
列
左
か
ら
）リ
チ
ャ
ー
ド・
G・
ス
コ
ット
長
老
，ロ
バ
ート
・
D・
ヘ
イ
ル
ズ
長
老
，ジ
ェ
フ
リ
ー・
R・
ホ
ラ
ン
ド
長
老
，デ
ビ
ッド
・
A
・
ベ
ド
ナ
ー
長
老
，

ク
エ
ン
テ
ィン
・
L・
ク
ッ
ク
長
老
，
D・
ト
ッド
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。

©INTELLECTUAL RESERVE, INC.



「愛する兄弟姉妹，皆さんが家庭において，職場において，互いに仕え合い，
また主に仕えるときに，〔わたしたちの贖

あがな

い主〕の祝福があるよう祈っています。
ともに主の業を推し進めようではありませんか。」
第178回年次総大会でトーマス・S・モンソン大管長はそう述べました。
「わたしは自分の命と力，差し出すことのできるすべてをもって，主に仕え，
主の御

み

心
こころ

と霊感に従って教会の諸事を導くことを約束します。」
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